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　向日葵ひまわりが咲さいている。

　太陽にも、魔ま物ものの巨きよ大だいな眼球にも似たそれは、植物というよりも動物のごとき存在感でそこにあった。あたり一面の向日葵の群れ。黄色と茶色と、わずかな緑色の乱らん舞ぶ。静かで、幻げん想そう的な光景のなか、その少女は立っていた。

　周囲の向日葵に負けず劣おとらず、日光をよく反射する金きん髪ぱつ。

　純白のワンピース。

　麦わら帽ぼう子し。

　向日葵のなか、さして背の高くない少女の視界はかぎられていたが、小高い丘おかにあるその花畑からは大おお海うな原ばらが見み渡わたせた。真夏の陽光が煌きらめく海辺の砂すな浜はまで、幸せそうに遊んでいる子供たちのことも。

　水着姿で元気よく声をあげ、はしゃぐ少年少女たち。そのなかには、黒くろ髪かみを頭の左右で結んだ見覚えのある顔もあった。

「へらへら笑って……馬鹿みたいに遊んで、相変わらず幸せそうだね」

　つぶやく少女の容よう貌ぼうが、憎ぞう悪おと嫉しつ妬とにぐにゃりと歪ゆがむ。

「死ね」

　その煌めく風景全すべてに悪意を向けて、満足したか、少女はそばに置かれた旅行用鞄かばんに視線を向ける。かなり大きな、少女の細ほそ腕うでではとうてい持ちあげることもできそうにない、中身がぎっちり詰つまった鞄だった。

　向日葵のなか、飛びまわる蜂はちを忌いま々いましげに握にぎりつぶし、少女は鞄に語りかける。

「わたしが良いと言うまで、動くな、喋しやべるな、……いいね？」

　言葉に応こたえるように、鞄が身じろぎする。

　鼻で笑い、そんな鞄を踏ふみつけ、少女は麦わら帽子のつばをかるく持ちあげた。

「良い子ね。でも、逆らったら殺すから」

　左右色いろ違ちがいの、不思議なオッドアイで世界を睨にらみつける。

「さぁて……」

　彼女に名前は、ない。自らに許した名前は、まだない。

　便べん宜ぎ的につけられた名前は、無数にあるけれど。

　他人から奪うばった名前も、数えきれないほどあるけれど。

　それでも少女は、名無しの存在だ。

　今使っている名前は何だったか。

　ポケットにつっこんでおいたメモを取りだし、今日から暮らす予定の学生寮りよう──藤ふじ壺つぼ寮の寮母へと挨あい拶さつするための予行練習をする。

「『今日からこちらでお世話になる、片かた津つ理り夢むと申します。よろしくお願いします』……って、とこかな。ふん。まぁ、挨拶の前に──」

　邪じや悪あくな邪悪な、その笑え顔がお。

「本物の、その片津理夢とやらを始末しておかなくちゃねぇ……」

　彼女こそ、禁きん忌き。

　彼女こそ、空すか井いい伊い依よりの天敵。

　身体からだに数多あまたの怪モ造ン生ス物ターを宿す、怪かい造ぞう学がく最さい凶きようの芸術にして失敗作。

　人工魔ま王おう──ヴェクサシオン。
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　海に近い夢ゆめ追おい坂ざかの町。

　その南部、この町にいくつかある学生寮のひとつ──藤ふじ壺つぼ寮りよう。

　比ひ較かく的に他の建物と比べて古く、施し設せつもあまり充じゆう実じつしておらず、入居希望者の数が減ってお役御ご免めんになりかけていたという経けい緯いがある。海に近いので建物も潮風で劣れつ化かし、夜は潮しお騒さいが喧やかましくて眠ねむれなかったり、なるほど不便な寮ではあるのだが。

　空すか井いい伊い依よりがそんな寮で暮らしているのは、春まで入居していた学生寮──空うつ蟬せみ寮がある日、忽こつ然ぜんと消しよう滅めつしてしまったからである。

　消滅の理由は今をもってしても不明だが、その結果、空蟬寮で暮らしていた寮生たちは、全てが引っ越こしを余よ儀ぎなくされてしまった。実家に帰ったものもいるし、伊依のようにとりあえず他の寮へ居を移したものもいる。学校は事実上の休校状態であるし、今この町は危険なので、遠くへ疎そ開かいしていったものも多かった。

　戦時中──なのである。

　魔王の復活と、それにともなう魔王の配下たち──魔軍の侵しん攻こう開始。それが今、怪かい造ぞう学会を、世界を、人々の生活を脅おびやかしている災さい厄やくである。

　魔王の尖せん兵ぺいたる憤ふん怒ぬ大公は撃げき退たいされたが、油断のできない状じよう況きようがつづいているのだ。

　憤怒大公の侵しん略りやくから三ヶ月。

　町は様変わりし、また伊依の生活も変わっていた。

　魔軍に対たい抗こうするため、怪造学会が要よう塞さい化した母校──古こ頃ころ怪造高等学校へは、登校していない。できない。学校側からは早すぎる、そして長すぎる夏休みが、全ての生徒たちに与あたえられていた。

　伊依はそれを寂さびしく思いながらも──毎日、自宅にこもって調べ物をしたり、勉強をしたりしていた。

　伊依は現界カナイへの侵略を開始した魔軍に対する絶対的な切り札、虚界アンダカ全てへの絶対命令権をもつ最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の唯ゆい一いつの使い手なのである。当然のごとく怪造学会の監かん視しがついており、遠出はおろか、気楽に遊ぶことすらできない。

　正直、気が塞ふさいでいた。

　出口のない迷路にいるような。

　幸いにして友達の多くは町に留とどまり、あれこれと世話をやいてくれたり、遊んでくれたりするが、独りだったら確実に心を病やんで臥ふせっていたなぁ──と伊依は思う。ほとんど飼い殺しにされた籠かごの鳥だ。どういうわけかこの三ヶ月は魔軍の侵攻も途と絶だえているが、次なる一手がいつ放たれるかもわからないから、気が抜ぬけない。

　伊依は比ひ喩ゆでなく人類最後の希望なのだ。

　それを自覚し、なお吞のん気きなまま、へらへら笑って暮らせるほど伊依は器用ではなかった。引きこもって調べ物や勉強をしているのも、何かして──少しでも成長しないと不安で堪たまらないからである。

　今も目を閉じると無む惨ざんに散らばった志し田だ桐ぎり涼すず女めの残ざん骸がいや、炎えん上じようする町を背景に立つ憤怒大公の威い容ようが浮うかぶ。逃にげ場ばなし。希望もわずか。けれど退ひくわけにはいかない。なのに三ヶ月も動きがない。伊依もだいぶ限界だった。

「…………これでいいのかなぁ？」

　潮騒が響ひびく自室で、ぽつんと椅い子すに腰こしかけた伊依がそう独白すると。

〈何がですか？〉

　不意に、応こたえる声がある。

　驚おどろいて、伊依は周囲を見回し──自分のそばにいつのまにか立っていた、薄うすく白い煌きらめきに包まれた人物を発見した。

「魔ま姫きさん」

　表情を和なごませ、伊依がそう呼びかけると、その人物は不器用なふうに微笑ほほえんだ。

　彼女こそが怪造学会の最終兵器、《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》──虚界アンダカの姫ひめ、または虜とりこの姫、あるいは魔の姫と呼ばれる、神秘的な存在である。

　伊依は便べん宜ぎ的に、魔姫さんと呼んでいる。

　以前は古びて朽くちたウエディングドレスを着ていたのだが、あまりにも見た目が怖こわいので伊依がぶうぶう文句を言い、ファッション誌などを大量に見せて服装を替かえさせた。現代のものは落ちつかないということで、今は朽くち葉ば色の地味な和服を着ている。

　これも以前のような乱れ髪がみでなくなった色の抜けた髪を、伊依があげたリボンでひとつに結んでいる。泣き癖ぐせのあるような垂れ目がちの、柔にゆう和わな見た目の女性だった。

　彼女の正体は忌いまわしき因習が渦うず巻まく未来視の血統、寂じやく憐れん院いんの始祖である。

　伊依の──ご先祖様ということになる。

　現在は不可思議な経緯から怪モ造ン生ス物ターのような存在となっており、伊依となかば同化して現界カナイに存在している。現在のこの姿も、《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》が発生させる白い光がかたちづくった立体映像で、肉体ではない。

〈何かお悩なやみがあるなら、わたしで良ければ相談にのりますよ〉

　気弱で引っ込み思案な人物だが、心根は穏おだやかで優やさしい。三ヶ月もともに暮らせば気心も知れる。伊依と魔姫は姉と妹のように親しい関係となっていた。

「うぅん、何ていうかさ」

　伊依は椅子の上で足を曲げたり伸のばしたりしつつ、魔姫に向きあってぼやく。

「もう三ヶ月だよ、憤怒大公さんの侵略から。べつに爆ばく撃げきされたいわけじゃないけど、あまりにも動きがないし……焦じれてきたというか、動きがなさすぎて不気味っていうか」

〈竜りゆうの王のあの攻こう撃げきは、奇き襲しゆうでしたしね〉

　魔姫は頷うなずき、丁てい寧ねいに意見を述べてくれる。

〈怪造学会本部が崩ほう壊かいした直後で、態勢の乱れた我々を素す早ばやく殲せん滅めつするのが目的でした。その戦略は伊依ちゃんの活かつ躍やくで阻そ止しできたわけですが──ゆえにこそ、敵も慎しん重ちようになっているのでしょう。物理的な攻撃では竜の王の二の舞まいですし、魔軍も戦力が無む尽じん蔵ぞうにあるわけではない……攻せめあぐねているのだと思いますよ？〉

「まぁそうかもしれないけど」

〈そもそも戦争というのは、おおむね腹の探さぐりあいが主です。将しよう棋ぎじゃないのですから、軍隊ひとつ動かすのにも莫ばく大だいな手間と労力が要いります。ぽんぽん駒こまを進めてどんどん攻めていっても確実に自じ滅めついたします。あちらは慣れないこちらの世界に基き盤ばんを築き、適応するだけで精せい一いつ杯ぱいなのではないでしょうか？〉

　魔姫の意見には、含がん蓄ちくがある。

　伊だ達てに長生きはしていない。

〈将棋に喩たとえましたが、あちらが狙ねらっているのは最適な一手──でしょうね。その一撃で戦せん況きようを我が物とする、相手の戦略をまとめて崩壊させる……王手〉

　まさに将棋を指すように、こちらを指さして、魔姫が嚙かんで含ふくめるように告げる。

〈伊依ちゃん、焦れては相手の思う壺つぼです。あなたこそ、取られてはいけない人類の心臓部──王将なのです。迂う闊かつに動いてそこを差されてはこちらの負けですよ〉

「王将は、どちらかというと総長さんだと思うけど」

　伊依は座席の背もたれに大きく体重を預け、嘆たん息そくした。

「でも魔姫さんの言うとおりだね。今は石に齧かじりついても動かないのが最適、か。勉強すること、克こく服ふくすることはたくさんあるし、せいぜい努力して──」

　そこまで言いかけて、伊依はノックの音に部屋の出口を向く。

「……はぁい？」

　呼びかけると、そちらから聞き覚えのある合成音声が響いてきた。

〈伊依ちゃん？　罠わな奈なです──お客さんがお見えなので、ちょっと良いかな？〉

　お客さん？

　誰だれだろうか、と思いつつ──伊依は伸びをして立ちあがる。

「はぁい。ちょっと待って罠奈ちゃん、今行くから」

　そう返事をして、立体映像の魔姫に小声で囁ささやいた。

「ごめん魔姫さん、行かなくちゃ。意見ありがとう、参考になったよ」

〈いいえ……〉

　魔姫は優しく微笑ほほえんで、一いつ瞬しゆん、神しん妙みような表情になった。

〈ただ、常に警けい戒かいはしていてください。憤怒大公が撃げき退たいされた今、おそらく……次にくるのは悲ひ哀あい大公の軍勢──虚界アンダカでもっとも卑ひ劣れつで、冷れい酷こくなあの女性は、竜の王とはまた異なる意味で恐おそろしい……油断ならない、相手です〉

　映像を消し、最後は声だけで、最終兵器の姫ひめは忠告してくる。

〈気をつけてください、伊依ちゃん。目に見えないだけで、侵略はすでに始まっているのかもしれません……〉
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　虚こ島じま罠わな奈な。

　彼女は怪造学の歴史に刻まれる偉い大だいなる怪モン造ステ学イス者ト、虚こ島じま慈いつ樹き博士の実の娘むすめだ。自身も昨年度の古頃怪造高等学校首席卒業──また在学時に怪モン造ステ学イス者トの資格を取得するなど、その才能を存分に発揮している秀しゆう才さいである。

　現在、罠奈は卒業後に就職した怪造学会研究部の見習いとしての役割と、伊依と親しいという立場を考こう慮りよされ、最終兵器の使い手である伊依の監かん視し役となっていた。

〈しかしまぁ……〉

　そんな罠奈の見た目は、率そつ直ちよくにいって異様である。

　黄金律に定められたような体たい軀くと、三つ編みにまとめられた麗うるわしい黒くろ髪かみ。楚そ々そとした仕草。穏おだやかな口調。どれもお姫様のような育ちの良さが窺うかがえる彼女なのだが、その顔に武骨な鉄仮面を嵌はめているのだ。

　伊依はすでに慣れてしまったが。

〈せっかく格好よく卒業したというのに、また伊依ちゃんとこうしていっしょにいることになるとは……いやはや、何というか学生気分が抜ぬけないかんじ〉

　重たい鉄仮面のせいで肩かたが凝こるのか、自ら揉もみつつ、彼女は歩く。

　伊依はそんな彼女の横に並び、飴あめ色いろになるまで磨みがかれた藤壺寮の廊ろう下かを進む。

「ごめんね、罠奈ちゃん」

　罠奈は年上だが、敬語で喋しやべるほどお互たがい知らぬ仲でもない。

「あたしのせいで、ほんとのお仕事ができなくて」

〈うぅん……。伊依ちゃんが責任を感じることないよ。こういう状じよう況きようだし。むしろ何もかも初心者の私がいると研究部の邪じや魔まだしね。適材適所だよ。あ、こっち〉

　来客がとおされる待合室でなく、食堂のほうへ手を引かれた。

　あまり広くない、安価なお食事処どころといった空間である。

　木製の壁かべ。並べられた白い机。古ぼけた椅い子す。染しみついた料理の匂におい。

「──あ、お嬢じよう様さま。伊依ちゃん」

　陽気にお喋りして来客の相手をしてくれていた人物が、こちらに気づいてくるりと振ふりかえった。室内には彼女と、来客のふたりしかいない。中ちゆう途と半はん端ぱな時間だからか。

〈ご苦労様、遥はるかさん〉

　罠奈が鉄仮面の奥で笑い、かるく会え釈しやくする。

　遥と呼ばれたその女──正式には駆かる原はら遥はるかという名前の彼女は、正真正しよう銘めいのお嬢様である虚島罠奈に仕えるメイドさんだ。伊依の監視役として罠奈がこの藤壺寮に入居したと同時に、いまだに罠奈に仕えていたらしい彼女もいっしょについてきたのだった。

　人にん参じん色の髪かみの毛とそばかすが愛あい嬌きようのある、おおよそ二十歳はたちくらいの元気な女性である。

「どうぞどうぞ、こちらへ。メイドさんはお茶でも用意してくるです～♪」

　自分をメイドさんと呼ぶこの不思議な女性は、くるくる舞まうように移動して、たぶん特に意味もなく食堂の窓から身を乗りだすと──。

「う～み～は～広い～な～おぉきぃ～なぁ～♪」

　素すっ頓とん狂きような声で。

「ロックンロール♪」

　べべんべん、とか謎なぞのギターの振りつけをして、ふらふらと厨ちゆう房ぼうへ歩いていってしまった。相変わらず変なひとだった。

「…………」

　メイドさんの奇き行こうを伊依が眺ながめていると、席に座っていた来客がかるく手を挙げた。

「やほ」

　来客は魅み神かみ香か美みだった。

　伊依とは中学時代からの同級生で、いちばんの理解者といえる親友だ。暑いからか軽装で、海のように空のように青い髪を垂らし、机に顎あごをのせて眠ねむそうにしている。

「や、カービィちゃん。何か用？」

　香美の横に座って、伊依はにっこり挨あい拶さつする。

「……カービィじゃなくてカミだもんね、あちき」

　独特の口調で、いつもの台詞せりふを言って──香美は不ふ機き嫌げんそうにむくれた。

「用がなけりゃ会いにきちゃいけないんかい、こいつめ」

　そして、ぐいぐいと伊依のツインテイルを引っぱってくる。

「痛い痛いカービィちゃん痛い。そんな引っぱったら脳みそ抜けちゃう」

「おたくの脳みそって髪の毛に繫つながってるんだぁ。そう考えたらいきなり面おも白しろいのだわ、おたくの髪かみ型がた──ぐいぐい」

　伊依は困って、正面にちょこんと腰こしを下ろした罠奈に助けを求めてみる。

「わ、罠奈ちゃぁん、た、助けて……カービィちゃんが苛いじめるぅ」

〈あらあら。まぁまぁ〉

　おばさんぽく笑って、罠奈は伊依の頭を良い子良い子と撫なでてくれる。

〈可哀かわい想そうに、可哀想に〉

「虚島先せん輩ぱい、伊依を甘やかさないでほしいのだわ。こやつちかごろ甘え癖ぐせがついてるから」

　ひとを犬のように言う。酷ひどい親友である。

「はいはい～♪　お待たせしましたお茶ですよ～♪　豚ぶたのように啜すするがいい！」

　遥が持ってきてくれたお茶で、一服。

　香美も伊依をいじるのに飽あきたのか、ようやく来訪の理由を告げてくれる。

「伊依……海行かない？」

「海？」

　伊依は顔をあげ、ざざぁんと響ひびく潮しお騒さいを聞きながら。

「どこの海？　近所？　泳ぐにしてもこのあたりって遊泳禁止でしょ？」

「それがね」

　香美は暑そうに胸むな元もとを大だい胆たんに広げ、置いてあった団扇うちわで風をいれている。

「このあたりの海で泳げないのは、近場の工場から流される何かやら、生活廃水やらが混じってるせいだったらしいのだけど……ほら、このへんのひとたちってもう避ひ難なんしてるし、工場も動きが停とまってるらしくって──意外と泳げるらしいのよ？」

「へぇ」

　魔軍侵攻の副産物といったところか。

　まぁ。だからといって、無理に泳ぎに行きたいというほど海が好きではないけれど。

　そんな気分でもない。香美や、ほかの友達には──伊依の立場について説明していないから、もどかしいのだが。

　できれば、自分の戦いに──友達は巻きこみたくない。

　距きよ離りを置きたいというわけではないが、伊依のちかくにいれば、被ひ害がいにあう可能性も高まる。誘さそってくれるのはありがたいが、やはり伊依は気き後おくれしてしまう。

　まだ最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の存在も、その使い手である伊依についても、魔軍は察していないようだから──友達が人ひと質じちにとられたりといった、危険が及およぶ可能性は低いのだが、それでもその確率は皆かい無むではない。

　次なる魔軍の侵しん略りやくが、いつまたこの町を脅おびやかすかもわからないのだ。

　人類の命運を背負うべき自分が、のほほんと遊びに興じることなんてできない。

「……まぁまぁ、無理にでも付きあってちょうだい」

　ぜんぶ見み透すかしたような瞳ひとみで、香美がこちらを覗のぞきこんできた。

「夏だもの。引きこもってたら罰ばちが当たるわ。なんでも美み咲さきちゃんやらチビ寺でらくんやらが復活したらしいからさ、またいつもの連中で遊びましょ？」

〈行ってきたらいいと思うよ、伊依ちゃん。たまには息いき抜ぬきしないと〉

　罠奈も同意してくれた。

　監かん視し役の彼女が許可をくれるなら、断る理由はないけれど。

「うん……」

　やっぱり、伊依は──何だか後ろめたいのだった。
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「あ、お久しぶり伊依さん。元気してたかい。僕はそれなりに元気だよ。僕が元気だろうが元気でなかろうが何も変わらないけどね。あ、この馬鹿かい？　この馬鹿はくそ暑いなか伊依さんを仁に王おう立だちで待ちつづけて日射病でぶっ倒たおれただけだから気にしないでいいよ。しばらくしたら復活すると思うし。まったく世話を焼かせるなよこの馬鹿が……」

　相変わらず。その一言に尽つきた。

　伊依が一学年のころ同じクラスだった友達で、いつも毎日を楽しくしてくれた騒さわがしくも愛いとしい三人組だ。彼らは藤壺寮のすぐちかく、泳いで遊べるというそれなりに綺き麗れいな砂すな浜はまで、ビーチパラソルの下もと、相も変わらず陽気にそこにいた。

　みんな当然、水着姿である。

　まずふつうに海パン姿で、みんなのなかではいちばん外見も名前も地味な、駒こま崎ざき学まなぶが影かげのようにそこにいる。さきほど延々と愚ぐ痴ちを零こぼしていたのも彼だ。ふだんは比ひ較かく的に無口な彼だが、こと親友への罵ば倒とうだけは異様に流りゆう暢ちようだった。

　そんな学に額へ氷ひよう囊のうをのせられ、死んだように転がっているのは魑ち魅み寺でら屍かば丸まるである。二学年では香美に次ぐ怪造の実力者なはずなのだが、まるでそう見えない。いつも何らかの馬鹿をやってみんなを困らせる。いや本人はいたって大おお真ま面じ目めなのだろうが、たいてい空回りしている。そんな屍丸は昔のひとが着るような赤と白の縞しま柄がら水着で、何だかそれがとても似合っていた。

　そして最後に、三人組の紅一点。

　美み咲さき次じ郎ろう花はなである。

　彼女は学とともに、屍丸を団扇で冷ましてあげていた。ちょこりと膝ひざを抱かかえ、じっと黙だまっていると誰だれよりも愛らしい美少女である。桃もも色いろの髪かみ。桃色の瞳。いつも頰ほおに貼はりつけられた〝２〟のシールは、耐たい水すい仕様なのかはがれていなかった。水着は彼女らしいポップで可愛かわいいもので、やっぱりなぜかおとなしかったけれど、そのぶんいつもより美しく見えた。

　そんな彼らの姿に、伊依はほっとする。

　知らず笑え顔がおが浮うかんでくる。

「久しぶり、駒崎くん、魑魅寺くん、……ハナちゃん」

　そこまで名前を呼んで、伊依は眉まゆをひそめる。

　やはり静かすぎる。

　美咲次郎花という少女はふだん、本気で馬鹿をやる屍丸に本気でつっこみをいれ、また己おのれも嵐あらしを起こす元気な少女なのである。伊依に懐なついてくれているらしく、獲え物ものを見つけた猫ねこのように跳とびかかってきたりする。ほとんど一秒も空けずに喋しやべりまくるほどの饒じよう舌ぜつなのに──それが今は、不思議と黙りこんでいる。

　伊依はさきほど藤壺寮で着き替がえてきた水着姿で、次郎花に歩み寄り、首を傾かしげた。

「……ハナちゃん、だいじょうぶ？」

　まだ病やみあがりで元気がないのかと思ったのだ。

　数ヶ月前に行われた悪意あるイベント──魔ま王おう杯はいの結果、彼らは生命力たる《魔力》を搾しぼりとられて入院したり、寝ね込こんだりしていた。今はもう復活したようだが、油断はならない。生命力とは文字どおり生きるための力だ、減れば当然──あらゆる生命活動に支障をきたす。

　けれど次郎花は、そんな伊依に艶えん然ぜんと微笑ほほえんで。

「心配しないで」

　奇き妙みように違い和わ感かんのある口調で、ぶつぶつと、つぶやいた。

「私は元気だよ、伊依ちゃん」

　…………あれ？

　次郎花は、いま自分のことを『私』と呼んだか？

　何だか、引っかかる。

「伊依さん！」

　思案に沈しずみかけた伊依のそば、恐おそろしい勢いで屍丸が立ちあがる。顔は上気し双そう眸ぼうは爛らん々らんと煌きらめいていて、伊依は身の危険をおぼえて数歩だけ後退した。

「ま、眩まぶしい！」

　屍丸は顔に手をあて、大げさな身み振ぶりで絶ぜつ叫きようした。

「今日という日のために私はこれまで生きてきましたぁ！　この魑魅寺屍丸、あなたの麗うるわしい水着姿……み、み、水着姿を拝めただけで本ほん懐かいここに極きわまれり！　美しい！　あなたは人魚だ！　いいや女め神がみか!?　日射病などで倒れてはいられない、さぁ女神様この私とめくるめく大おお海うな原ばらへ！」

　伊依は次郎花が気になったが、屍丸に手を引かれて仕方なく──引きずられていく。

「えぇと……えぇと……魑魅寺くん、身体からだはだいじょうぶなの？」

「無論！　はっはっは！　伊依さんの声が私の万ばん能のう薬やく！　生命力減退も日射病も伊依さんの奇き跡せきパワーでお役御ご免めんのポイポイポイってもんですよぉ！　わっはっはっは！」

　便利な体質のひとだなぁ。

　伊依は感心しつつ、やはり影のようについてくる学に、同じく静かに歩調を合わせる次郎花には聞こえないように──。

「ねぇ駒崎くん、ハナちゃん少し変じゃない？」

「……そう？」

　興奮する親友に平気で鉄てつ拳けんを見み舞まいつつ、学は首を傾げた。

「言われてみればそうかな。うぅん、なんか避ひ難なん所しよでお姉さんと喧けん嘩かしたとか──そういう噂うわさを聞いたし、それで落ちこんでるんじゃないのかな？」

　お姉さんと喧嘩？

　次郎花は美人三姉し妹まいの三女で、しょっちゅう次女の太た郎ろう花はなとは喧嘩していたが……。

　何も変なところはない。

　けれど。

　何だか、引っかかる。
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　少しばかり黒ずんでいたが、それでも海は広くて大きくて。

　見ると心が落ちついた。

　なるほど生活廃はい水すいや工業廃水、さらにそれを栄養にする微び生せい物ぶつなどが消しよう滅めつしたのか、海は伊依が知らぬうちにそれなりに澄すんでいた。人口が減ったうえ、そもそも『海は汚きたないものだ』という先入観がある伊依のようなものが多いのか、砂すな浜はまはほとんど貸し切りで──気分もいい。

　きてよかった、と思った。

　誘さそってくれた香美に感謝する。

　その香美は泳ぐつもりがないのか、どこからかビーチチェアなんぞ運んできて寝そべり、けっこう大だい胆たんな水着姿を晒さらしてお昼寝モードだった。海なんだから泳ごうよと伊依は思うのだが、まぁ楽しみ方はひとそれぞれである。出で不ぶ精しようで怠なまけたがりの香美が海まできただけで褒ほめてあげなくてはいけない。

　その横に立ち、香美に日焼け止めなどを塗ぬってあげているのは、私服姿の罠奈だ。彼女は監かん視し役なので伊依が外出するときはついてくる。なんで水着でないのかというと泳ぐと仮面が重くて沈むからとかで、脱ぬげばいいのにとも思うが、彼女の事情を知っている伊依には無む理り強じいすることができなかった。

　砂浜でお城をつくっている屍丸たち三人組と遊んでいたが、ちょっと一泳ぎしたくなって、伊依は砂浜をざくざく歩いていく。誰だれかが打ち捨てていった花火の残ざん骸がいや、貝かい殻がらなどが足の裏にちくちく刺ささる。

　いい天気だ。

　空を見あげ、伊依は目を細める。

　夏なのだ。

　だが、この水平線と繫つながったどこかで、今も魔軍は虎こ視し眈たん々たんと侵しん略りやくのときを待っている。そう考えると青空にも雲がかかるようで、伊依は溜ため息いきがでる。

「……空井さん」

　そんな伊依にどこかから、弱々しい声がかけられる。

　伊依はあちこち見回すも、声の主は発見できない。周りにはただ砂浜と、海原と、植えられた巨きよ大だいな南洋樹木が揺ゆれているだけで──。

「あれ、魔ま夜やちゃん？」

　自然と樹木の頂点、葉が揺れた天てつ辺ぺんを見あげ、伊依は目を丸くする。

「……ども」

　なぜそんな位置にいるのか、枝にしがみついていた山やま田だ魔ま夜やがこちらに力なく手をふっていた。

　彼女は伊依のひとつ先せん輩ぱいで、古頃の学園祭である古頃大祭で協力してから比ひ較かく的によく交流がある友達だ。たまに着ぐるみだったり、槍やりだったり、変な見た目になっているひとだが、今も狙ねらっているのか天然かあるいは悪意ある誰かの陰いん謀ぼうかスクール水着だった。

　大きく『山田』と書かれた胸むな元もとを枝に押しつけ、魔夜は怖こわいのか震ふるえている。

「す、空井さぁん……た、たすっ、助けっ……」

「そもそも魔夜ちゃんは何で木の上にいるの？」

　助けようにも、梯はし子ごでもなければちびの伊依は届かない背の高さの樹木だし、受けとめてあげるような度胸も腕わん力りよくもない。困っていると、魔夜は長い前まえ髪がみで隠かくれた不思議な色の瞳ひとみを涙なみだで濡ぬらし、情けない声でつぶやいた。

「その……なんか……登ってみたら……降りられなくなっちゃって……」

「猫ねこですかあなたは。かーわーいー。……じゃなくて、ちょっと待ってて！　誰か呼んでくるから──舞まいさんでもいればなぁ、かるぅくジャンプして助けられるんだけど」

　独りごちると、魔夜があっさりと告げてくる。

「戦たたか橋はしさん？　いるよ？」

「え。舞さんもいるの？」

　舞さんこと戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは、伊依とともに数多あまたの修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけた相棒にして親友である。人間離ばなれした身体能力をもつあの侍さむらい少女は、主力武器である虚マテ界リ呪ア具ル《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を破は壊かいされ、その修復に全力を注いでいるはずだが。

「ん」

　魔夜は頷うなずき、水平線の向こうを指さした。

「みんなで遊ぼうって魅神さんがあちこち連れん絡らくしたらしくって、戦橋さんも慣れない調べ物に飽あきてたのか、あの不良といっしょにきてね」

「あの不良って……」

　伊依は嫌いやな予感を覚えつつ、魔夜が指さした方向を見た。

　そして肩かたを落とす。

　しゅばばばばばば。

　夢追坂の平へい穏おんな海うな原ばらを、二匹ひきの鮫さめが泳いでいる。否いな、鮫ではない。わかっている。人間だ。けれど人間とは思えない速度と勢いだった。水みず飛沫しぶきがぶちあがり、斬ざん撃げきのような音を響ひびかせて、水平線から海岸線へ向けて真っ直すぐに泳いでくる何かがいる。

「……もしかして、あれ？」

「ん」

　魔夜はこくこく頷いて、小声でぼそっと囁ささやいた。

「ちかごろ仲いいよね、あのふたり」

「まぁ性格が対極なだけで似たものどうしだから」

　溜息をつき、伊依はちいさく言う。

「裏と表だよ。引っくりかえせば同じもの。気が合うんだろうねぇ……」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに。

「どぉりゃあ！」

　海面をぶち破り、くるくる回転し、濡れた砂浜に着地する白はく髪はつの少女がいた。

「ふはははは！　笑しよう止し！　この私に勝てるとでも思ったのか!?」

　それにわずか遅おくれて、海辺に辿たどりついた赤い髪かみの少年が、全身ずぶ濡れのまま悔くやしげにべちゃべちゃと砂すな浜はまを叩たたく。

「くっそ負けた！　てやんでぇ！　この無む城じろ鬼き京きようさんとしたことがよォ、泳ぎだろうが博ばく打ちだろうが負けていようが勝ちと言いはるこの俺がッ、完かん膚ぷ無きまでに……！」

　立ちあがり、膝ひざを叩き、彼──〝亜あ玉たまの魔ま女じよ〟と謳うたわれた校内最悪の不良、無城鬼京は歌か舞ぶ伎き役者のように見み得えをきった。

「ちっくしょォ！　こんにゃろ！　水かきでもついてやがんのかァ!?　てめぇの先祖は河童かつぱかってんだ!?　皿でもかぶって相撲すもうをとりましょってなァ──主食はキュウリか!?」

「ははは。何とでも言うがいい。今の貴様が何と言おうと負け犬の遠とお吠ぼえだ」

　腰こしに手を当て、勝ち誇ほこり、そこで白髪の彼女──戦橋舞弓がこちらに気づいた。

「おや」

　日ひ頃ごろは蜘く蛛もの巣柄がらのバンダナに袴はかまのように改造した制服という、珍めずらしいというか何というかな服装をしている彼女だが、今は当然──水着姿だった。

　彼女にとってはけっこう冒ぼう険けんだったのではないか、わりと派手で今風な水着だった。濡れた髪の毛は白く、瞳は深しん紅くで、仁に王おう立だちして馬鹿笑いさえしていなければ意外と可愛かわいいかもしれない。背が高く、でるところがでている彼女は幼児体型の伊依には羨うらやましい。

「伊依ではないか。君も魅神に誘さそわれたのだな」

「舞さんもね。あと……」

　その後ろに立つ少年もまた、いつもと見た目が変わっているので戸と惑まどった。

　ふだんは女装して鬼の角つの飾かざりをつけるというこれも舞弓同様──奇き天て烈れつな外見の鬼京だが、さすがに水着は男用のものである。鍛きたえているのかけっこう筋肉質だ。ただ顔立ちがやや女性っぽいので下品ではない。髪の毛は後ろで結び、八や重え歯ばを覗のぞかせて笑っている。

「おォ、誰だれかと思やァ教祖さんじゃねぇのよ。色気のねぇ水着だなァ？　あっははは！」

「なっ──ひとがせっかく見直したというか、先せん輩ぱいもわりとふつうの男の子なんだなぁって思ったのに！　いきなりそれ!?　あとあたしは教祖じゃないって何べん言えば……！」

　いつもの癖くせで叱しかりつけてしまう。

　そこで忘れられかけていた魔夜が、泣きそうな声で。

「空井さぁん……」

　と呼びかけてきたので、伊依は彼らとじゃれている場合ではないと思いだす。

「そうそう。舞さん、先輩、魔夜ちゃんがほら、困ってるんだけど」

　恥はずかしそうに真っ赤になって、俯うつむく魔夜を、鬼京が見あげて口笛を吹ふいた。

「ヒュウ、相変わらず魔夜ちゃんは飛ばしてるねェ？　あっははは！　面おも白しれぇ！　誰かカメラ持ってねぇ？　滅めつ多たに見れねぇお宝映像ったァこのことよ！　ぶはははは！」

「……………無城マジ殺す……いつか殺す…………ぶつぶつ」

　黒いことを言い始めた魔夜に、舞弓が同情したか、その場で伸しん脚きやくをした。いちにいさんと準備運動し、力強く呼びかける。

「山田先輩！　じっとして動かぬがいい──今助けるぞ！」

　言葉と同時に彼女は砂浜を蹴けり、太い樹木に足をついて駆かけあがった。しがみついて登るのではなく、直角に木の幹を走ったのだ。もはや人間業わざではない。そのまま猫ねこのように身軽に魔夜が震ふるえる枝に辿りつき、まさに正義の味方らしく、魔夜をお姫様抱だっこして飛び降りてくる。

　けっこうな高さがあったはずだが、痛みを感じているそぶりもない。

　舞まいあがった砂すな埃ぼこりのなか、伊依は歓かん声せいをあげた。

「すごぉい！　さっすが舞さん！」

「フッ……当然だ、伊依。私のこの身体能力は弱きものを助けるため──」

　何か良いことを言おうとした舞弓の腕うでのなか。

「あ、あうっ、あっ──」

　舞弓に手を離はなされ、けれど恐きよう怖ふで腰が抜ぬけていたのか、魔夜はふらついて……。

　転んだ。

　咄とつ嗟さにすがろうとしたのか、魔夜の指先が舞弓の身体からだを滑すべって──。

　ぶつん。

　舞弓が冒険した、布面積の狭せまい水着の紐ひもをあっさり引き千切った。

「…………!?」「…………!!」「…………♪」「…………？」

　蒼そう白はくになる魔夜。口元を押さえ真っ赤になる伊依。空気を読まず爆ばく笑しようする鬼京。

　きょとんとしている、舞弓。

　水着の下は、当然──素す肌はだで、すぐに己おのれの状じよう況きように気づくと彼女は真っ赤になった。

「わ。……わっ」

　ぺたりと砂浜に腰をおろし、胸むな元もとを両手で隠かくして──。

　恥ずかしがっているんだな。舞弓にも可愛いところがあるなぁと伊依が思った直後。

「忘れろぉぉぉおおおお！　皆みな殺ごろしだ！　刀を！　私に刀をよこせぇぇええ！」

　片手で溢あふれそうな胸を隠したまま、ちかくの樹木を引っこ抜いて暴れだした。

「ひいいぃぃ！　ごめんなさい！　ごめんなさい！　こっ、殺され──」

「あっはははははは！　あはははは！　おまえ最高だよ舞ちゃん！　今どきポロリっておまえ何年前のアイドルだって！　あはははははは！　腹痛いてぇぇ！　ぶはははは！」

「舞さんそれだめ！　振ふり回しちゃだめ！　死ぬから！　殿でん中ちゆうでござる！　殿中でござるよ舞さん!?　死ぬから死ぬから──危ないって!?」

　そんなかんじで。

　伊依はいつのまにか、重い責任のことも、迫せまる魔軍のことも忘れ──。

　すなおに笑えていたのだった。

　お友達に、感謝。
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　その後も、伊依は日が暮れるまで、思う存分に遊び、笑い──夏を満まん喫きつした。

　幸せに。楽しいという気持ちに、何ら噓うそはなく。

　けれど、心の奥底では、常に冷たい気持ちが漂ただよっていたのだ。

　魔姫が──ぽつりと告げた、あの一言が伊依の気持ちを凍こおらせている。

　気をつけてください、伊依ちゃん。

　目に見えないだけで、侵しん略りやくはすでに始まっているのかもしれません……。

　…………。

　そして。

　魔姫のその指し摘てきは。

　あらゆる意味で、吞のん気きすぎるほどに、遅おそすぎる忠告だったのだ──。
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　怪かい造ぞう学がくの歴史はあらゆる学問や科学のそれと同じく、悲鳴と悲劇の連れん鎖さ、および犯罪と改善の鼬いたちごっこであった。異世界から特異な能力をもつ生物を召しよう喚かんし、自在に使し役えきするというその内容は、使い手に才能が必要とはいえ──私利私欲のために使うなというほうが難なん儀ぎに思える便利な力だった。

　怪造学会が発ほつ足そくし、政府や民衆に根回しを終え、執しつ行こう部ぶなどの機関を整えるまで、またそれ以後も、怪造学を用いた犯罪は横行した。怪モ造ン生ス物ターを使役しての殺人から強ごう盗とう、詐さ欺ぎや脅きよう迫はくなど、あらゆる刑けい法ほうを踏ふみにじらんばかりの悪行が頻ひん発ぱつした。また時には戦争の道具として見み込こまれ、その技術が流用されかけたことすらあった。

　怪造学を研究するものたち──怪モン造ステ学イス者トも一枚岩ではなく、己おのれの知的好こう奇き心しんを満たすため、または通常の科学や技術では成し得ぬ野望を果たすため、禁きん忌きに満ちた異い端たんの研究へ手をだすものが跡あとを絶たなかった。

　怪造学三大禁忌のひとつ、ヴェクサシオンの研究を行った虚こ島じま慈いつ樹きと、彼の主しゆ催さいするイツキ派と呼ばれる学者集団も──そんな狂くるえる研究の担にない手だった。

　虚島慈樹は表向き優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トとして怪造学会で立ち回り、そこで権力を得、ほぼ公然と異質な研究を行うようになった。後に連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件でイツキ派が全ぜん滅めつするまで、およそ禁忌という禁忌に手を出し尽つくしたといってもいい。

　そんなイツキ派最大、あるいは最悪の研究こそが──ヴェクサシオンの研究だ。

　オッドアイの少女は、その研究内容を完全に理解してはいない。

　己のことで、あるのに。

「最初、イツキ派の連中は、人間に怪モ造ン生ス物ターを埋うめこむ研究をしていたらしいね」

　ゆったりと、ゆっくりと、旅りよ行こう鞄かばんを揺ゆらしながら。

　向日葵ひまわりの咲さく丘おかの道を、少女は歩いていく。

「まぁ発想としては当然の帰結ってかんじ？　科学でも機械工学やら何やらで、人工心臓やら人工皮ひ膚ふやら、そういった紛まがいもので人体を補ほ佐さ・強化するなんて今や当たり前のようにされているし。背中に翼つばさを生やして空を飛びたいだなんて、笑える発想も神話の時代からあったくらいのものだし」

　常識の欠落した彼女だが、偏かたよったところで知識は豊富だった。

　取って付けたような、深く綿密な知識。

　まるで。他人の脳を。貼はりつけたように。

　取りこんだように。

　強化──されたように。

「特とく殊しゆな能力をもつ怪モ造ン生ス物ターの身体からだ、その一部分を、人間に移植し──強化する。成功すれば立派な人間以上のできあがりってね……ハッ、小学生の発想。でもまぁ、それなりに成功もしたらしいね、わたしも何なん匹びきか見たことあるけど──」

　嘲あざけるような、罵ののしるような、哀あわれむような。

　暗い口調。

「ありゃあ人間以上じゃないね。人間以外だよ。人間を強くするんじゃなく、人間じゃないものに変化させてしまった……ご愁しゆう傷しよう様さま、哀れな被ひ験けん者しやたちは人間としての生命活動すらまともに営めず、たいがい早死にしたっぽいね。今生きてるの──わたしを含ふくめて何人いるかな？　被験者は数十人数百人といたのにねぇ。まぁしょせん、人間じゃ神の奇き跡せきは再現できませんでしたと。創造は難しいねぇ」

　潮しお騒さいと、向日葵が揺れる音や、そこに誘さそわれた蜂はちの羽音のほかは、静かだ。少女の声も囁ささやくほどの音量で、彼女が語りかけている相手にまで届いているかどうか。

「ただし、そんな研究の途と中ちゆう──虚島慈樹は運命の出会いをする。あの忌いまわしき寂じやく憐れん院いんの住まう土地、不ふ知じ野のから逃にげ、怪モン造ステ学イス者トとなった寂じやく憐れん院いん孤ひ独とり。彼との共同研究が……やがて、ただのケチな犯罪集団だったイツキ派の命運を変えてしまう」

　そこで少女は旅行鞄を爪つま先さきで蹴けり、唇くちびるの端はしを持ちあげた。

「ちゃんと聞いてな。あんたのお父さんと、わたしの話だよ」

　鞄が揺れる。くぐもった呻うめき声が聞こえる。

　少女は知らぬふりで、一いつ瞬しゆんだけ儚はかなげな笑えみを浮うかべた。

「人工魔王──ヴェクサシオン」

　連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件で、少女自身が惨ざん殺さつしていったイツキ派の連中を、問いつめ、吐はかせ、得た知識と、彼女自身の経験から……得た結論がある。

「あらゆる怪モ造ン生ス物ターを、魔王を含めた虚界アンダカ全てを喰くらい、吸収し──同化し、虚界アンダカの全てを腹のなかに収めてしまう、化け物。理論は知らない。けれど、わたしには理解できる。それは不可能じゃない。わたしは虚界アンダカ全てを食い尽くすことが可能だろうね」

　ゆえにこその、人工魔王。

　魔王ごと虚界アンダカを喰らい、その全てを支配下に置くことを可能とした、魔王よりも上位の存在足りうる──超ちよう越えつ的な存在。

　今はまだ少女は虚界アンダカの数％も取りこんでいない状態だが、仮に魔王を吸収すれば、それだけで虚界アンダカそのものの魔王の力を得て、第二の魔王となりうるだろう。魔王となれば、虚界アンダカの全てが思うがまま、虚界アンダカにおいて少女の知らぬことは何もなくなる。

　人工の存在によって、虚界アンダカを支配下に置ける。

　それは、怪造学が虚界アンダカに勝利する瞬しゆん間かんである。

　虚界アンダカの全てを解き明かすという、怪造学の至上命題──それを実現させうる、可能性。

　怪造学の最高傑けつ作さく。

　けれど、そんなヴェクサシオンは、同時に怪造学最悪の失敗作となった。

　ヴェクサシオンの被験者に選ばれたのは、人間の少女だった。

　おぞましい、人体実験。

　少女自身はもちろん己おのれが何者だか覚えていない。ほんとうの名前はわからない。ほんとうに名前がつけられたかどうかも、知らない。

　名無しの少女。

　公式には、怪モン造ステ学イス者ト・寂憐院孤独の娘むすめとなっている。

　ただし、それでは年ねん齢れいが合わない。

　ヴェクサシオンの研究が開始された当時、少女はすでに十代前半から後半。成人はしていないが、赤ん坊ぼうではなかった。一方、そのころ父親である寂憐院孤独は──二十代。

　いくらなんでも十代の子供をもつ年齢ではない。

　果たして少女はほんとうに寂憐院孤独の娘なのだろうか？

　少女自身もわからない。

　当時を知るものは、寂憐院孤独を含めて少女自身が皆みな殺ごろしにしてしまった。

　記録も、握にぎりつぶされた。

　過去は──葬ほうむられてしまった。

　ただ確実に己の身体には、寂憐院の血統が受け継つがれているらしい。

　寂憐院。

　怪造学の歴史に深く関かかわる、その名前。

　少女もあまり詳くわしくは知らないが、その血統は虚界アンダカに大きな影えい響きよう力りよくをもつようだ。虚界アンダカに対して上位の存在。人工魔王に相応ふさわしい被験者といえただろう。

　だが。

　だからこそ。

　少女は恨うらめしい。

「なんで……わたしなんだ」

　旅りよ行こう鞄かばんを、蹴る。

「寂憐院の血統なんか、わたしじゃなくても、まだ──たくさん、いたじゃないか」

　蹴る。蹴る。蹴る。

　悲鳴があがる。

　少女は、無視する。

「誰だれでも、あんたのお義と父うさんでも……」

　ぎり、と歯は軋ぎしりをする。

　さきほど砂すな浜はまで見た、あいつの幸せそうな笑顔！

「あの忌いま々いましい伊い依よりでも、誰でも良かったじゃないかぁ……！」

　オッドアイに憎ぞう悪おを満たし、絶望の子供は歩く。

　止めどなく、不平不満を並べたて。

「なんで、どうして。どうして。どうして──わたしなんだ。どうしてだ。どうしてだ。なんで、あそこで笑っているのが……わたしじゃないんだ、誰か、応こたえてよッ──どうして、あいつじゃなくて、わたしなんだ……ふ、不公平だっ、あいつも、せめて──わたしと同じくらい……」

　それは宣言だった。

　人知れぬ、宣戦布告だった。

「あんたも絶望するべきなんだよ……空すか井いい伊い依より……！」
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　まだ日も高いのに──夢ゆめ追おい坂ざかの町は、死んだように静かだった。

　住民たちは疎そ開かいしてしまったのだろう、建ち並ぶ住居にもひとの気配はない。

　向日葵ひまわりの花畑から移動すること、十数分。

　ヴェクサシオンは金きん髪ぱつを揺ゆらし、ひとつの空き地の前に立っていた。

　通行人はいない。野の良ら猫ねこが訝いぶかしげにこちらを睨にらみ、威い嚇かくの声をあげているばかりだ。その猫もこちらが視線を向けると悲鳴をあげて逃にげ去り、あとには何の音もなくなってしまう。

　握りしめた旅行鞄から、相も変わらず呻うめき声がするが──ヴェクサシオンは無視している。少し考え、その場に鞄を置いて、鋭するどく宣告した。

「逃げたら殺す」

　脅おどしではない。ただの事実だ。逃げたら殺す。

　持ち歩いてもいいのだが、できれば両手は自由にしておきたい。

　戦いになるのだ。余計な荷物は置いておくべきだ。

　あんまり、戦っているときの姿を鞄の中身には見せたくないし──どうせ、そんなに時間もかからないはずだった。

「…………」

　ざく、ざく、と足音を響ひびかせ、空き地のなかに分け入っていく。ぼうぼうと伸のびた雑草は鬱うつ陶とうしく、夏の暑さも手伝って何とも不快だった。羽虫が飛びまわり、湿しつ気けに濡ぬれた雑草の露つゆが服を肌はだを汚よごしていく。

　車がとおることもない、無人の住宅街。

　もとは空うつ蟬せみ寮りようという学生寮があった、それなりに広い空き地である。

　今は誰も訪おとずれることのない、静けさが支配した領域だ。

　けれどヴェクサシオンは知っている。

　視みえる。

「かまととぶってんじゃないよ──」

　この地に渦うず巻まく異様な《魔ま力りよく》の奔ほん流りゆうを。

「姿見せなよ。……喰うぞ」

　瞬しゆん間かん。

　視界に満ちていた夕暮れの色が消え、薄うす暗ぐらくなる。

　否いな。

「ふん」

　鼻で笑うヴェクサシオンの周囲は、いつのまにか建物の内部になっていた。

　洋風の、お化け屋や敷しきのような景観だ。厚い絨じゆう毯たんに洋燈ランプ。壁かべに飾かざられた油絵。灯あかりはついておらず視界が不ふ明めい瞭りようで、漂ただよう埃ほこりがそれを後押ししていた。亀き裂れつの走った窓まど硝子ガラス。どこからか響く足音や悲鳴。血の塗ぬられたような不気味な壁かべ紙がみ。

　この場に伊依などがいれば驚おどろいただろう。

　それは消えたはずの学生寮──空蟬寮の内部だった。

「気づいたのは偶ぐう然ぜんだったんだよね」

　周囲の風景が激変するという現象にも動じず、ヴェクサシオンは虚こ空くうへ語りかける。

　寮の建物そのものに、喧けん嘩かを売るように。

「藤ふじ壺つぼ寮に入居するためにさ、あんまり騒さわぎになっても嫌いやだから、生徒の肩かた書がきが欲しかったんだ──てきとうに、誰か喰って、その姿に変へん化げして、入れ替かわろうと思ったんだけど……その相手を、嫌がらせで伊依の同室だった片かた津つ理り夢むにしたのがきっかけ」

　両手を広げ、舞ぶ台たい女優のように。

　麦わら帽ぼう子しをかぶったまま、禁きん忌きは哄こう笑しようする。

「ほかの寮に入居していた、片津理夢と呼ばれていた人物を喰って、その外見を──知識を、記き憶おくを吸収して、知った。このわたしが……知った。空蟬寮の秘密をね」

　腹を抱かかえ、嬉うれしくて堪たまらないように、笑う。

「ハッ……悲ひ哀あい大公なんて比べもんにならない、こんな上等な餌えさがこの町に隠かくれていたなんてねぇ──笑い話さ、ねぇそう思うでしょ？　とはいっても、主あるじに捨てられた、文字どおり中身の失うせた空蟬に言っても、意味はないかもしれないけどさぁ……！」

　瞬間。

　壁にかかった油絵が、額がく縁ぶちごと外れて猛もう回転し、こちらに勢いよく放たれた。

「《女ジヨ王オウ爆バ雷チ》」

　刹せつ那な──背中を突つき破り、透とう明めいな蜂はちの羽が生えてくる。それが激しく振しん動どうし、紫し電でんをまとい、稲いな妻ずまを迸ほとばしらせて飛来した油絵を撃げき墜ついした。

　焦こげた臭におい。ばぢりばぢりと火花を放つ蜂の羽。

　異い形ぎようへと変へん貌ぼうしたヴェクサシオンは、肩かたを震ふるわせて嘲ちよう笑しようした。

「くっくっく……焦あせらないでよ、わたしに目をつけられた時点で、あんたが死ぬのは決まりなんだ──せいぜい一秒でも長く逃にげ惑まどい、くだらぬ命を堪たん能のうすればいい」

　空蟬寮の全てへと、轟とどろけとばかりに呼びかける。

「ねぇ、片津理夢？」

　直後、絨毯が隆りゆう起きし、壁が砕くだけ破は片へんが無数の棘とげとなり、洋燈が宙に躍おどり、その全てがヴェクサシオンへ向けて放たれる。明確な悪意。建物全てが攻こう撃げきを始める。

　殺さつ到とうする破片やら、調度やら、外国の古いお化け映画のようなその光景に──ヴェクサシオンはまさに娯ご楽らくでも楽しむように、悠ゆう然ぜんと笑うだけで身構えもしない。

　片津理夢。

　そんな名前の少女がいた。

　誰も姿を見たことのない少女。

　空蟬寮の一室で布ふ団とんをかぶり、決してその姿を覗のぞかせなかった謎なぞの人物だ。空井伊依の同室だったから、その人物を殺して入れ替わればあいつが哀かなしむかもと、嗜し虐ぎやく的な理由でその人物と成りかわろうとしたヴェクサシオンは、その名前に秘ひめられた不ふ可か思し議ぎな真実を知った。

　布団のなかに隠れ、姿を見せなかったものの、片津理夢という少女はたしかに存在していた。だがしかし、その経歴が意味不明だった。彼女の肉体を食い、支配したヴェクサシオンすら困こん惑わくするような──事実。

　肉体年ねん齢れい十五歳。金きん髪ぱつ碧へき眼がん。片目だけヴェクサシオンが弄いじって変えているものの、基本的に今のヴェクサシオンの姿は片津理夢と呼ばれていた少女のものだ。

　彼女の肉体には不可思議な歴史があった。

　片津理夢は十五歳で死亡している。

　その年齢になるまでは、他の同世代の少女と変わらぬ、平へい凡ぼんな人生だ。両親に恵めぐまれ、友達に愛され、当たり前のように進学し、まだ合がつ併ぺいする前の──当時としてはこの国で初めての怪造学の専門学校、古頃怪造高等学校に夢と希望を抱いだいて進学した。

　けれど、そこまでだ。

　空蟬寮の初代の管理人となった両親とともに、片津理夢は殺害された。

　学校が始まる前、これから暮らす寮の下見を、管理人たる両親とともにしていた彼女は──何か、途と方ほうもない存在に出会って無下に殺されたのだ。目の前で引き千切られる両親。逃げろという言葉に従い、ひとつの部屋に飛びこんで布団をかぶった。

　その状態で殺された。

　彼女は布団からでることなく、ずるりと手をはみださせ、そのまま死んだ。

　死んだはずだ。

　けれど片津理夢はそれから古頃の歴史が始まり、休校状態になった今にいたるまで、当たり前のように生徒として学校に登録されていた。

　ずっと、ずっと、繰くりかえし、一年生、二年生、三年生と。

　けれど──卒業はせず、三年生の次はなぜか一年生として。

　ずっと、ずっと、生徒のまま。

　延々と、この１０９号室で布団をかぶったまま。

「お化けめ」

　背中に生やした雷いかずちの怪モ造ン生ス物ター──《女ジヨ王オウ爆バ雷チ》の羽が、無数の電でん撃げきを放って迫せまる諸もろ々もろを迎げい撃げきする。ヴェクサシオンは腕うで組ぐみし、吐はき捨てる。

「未練たらしいんだよ……！」

　その不可思議な現象には、寒々しい理り屈くつがあった。

　片津理夢と初代の管理人夫婦を殺したのは、虚界アンダカ四大公のうちもっとも魔王に近しい超ちよう越えつ者──虚きよ無む大公だった。彼とその主従は空蟬寮の管理人という役割を奪うばい、古頃の校長・宇う宙つ木き氷ひ蜜みつと協定を結んでこの地に居をかまえた。

　学生寮だ、ここで暮らすのは怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グたち。彼らの垂れ流す新しん鮮せんな《魔ま力りよく》は、力を弱体化させた虚無大公にとって最上の保養となった。

　それが空蟬寮だ。

　少なくとも、最初は──そうだったのだろう。

　虚無大公と宇宙木氷蜜は同盟を結び、宇宙木は虚無大公を黙もく認にんし、空蟬寮という安住の地を与あたえる代わりに、いろいろと虚界アンダカの情報を得たり、ときには協力を要よう請せいしたりしていたらしい。悪魔と契けい約やくを結ぶようなものだが、宇宙木も怪モン造ステ学イス者トだ、必要ならば迷うまい。

　怪モン造ステ学イス者トなど。

　みんな。みんな。人間の心のない悪あつ鬼きだ。

　反へ吐どがでる。

　けれど、虚無大公は少しでも罪悪感があったのか、似合いもしない仏心をだしたらしく、管理人夫婦やその娘むすめの理夢を再構築しようとしたらしい。経けい緯いは不明だが、その結果──理夢のみは蘇よみがえらせることに成功したらしい。

　ただし、不完全なかたちで。

　片津理夢は人間から外れたものとして、この寮に取り憑つく──いわば幽ゆう霊れいのような存在になってしまった。虚無大公はそんな彼女を黙認し、１０９号室で布団をかぶったままの片津理夢を、そのままにしておいた。宇宙木も協力し、片津理夢を古頃の生徒として正式に認可した。かくて決して卒業せず、また登校もしない生徒が、古頃に公然と存在するようになったのだ。

　片津理夢も希き薄はくながら自我はあったようで、同室となった生徒に警告を与えたり、自ら動いてあれこれ行動をしていたらしい。

　曖あい昧まいな存在だからこそ、うまく立ち回り、生きのびていた。

〝生きのびた〟と、その表現が正しいかどうかは不明だが。

　空蟬寮の自じ縛ばく霊れいにして、守しゆ護ご霊れい、そして哀しき亡ぼう霊れい──片津理夢。

　けれど彼女は、虚無大公が姿を消してしまったと同時に……かろうじて彼女をこの世に繫つなぎとめていた大公の力を失い、崩くずれ、消しよう滅めつしかけた。

　お化けにも人並みの生存欲求はあったのか、結果、彼女は空蟬寮と同化した。

　虚無大公は他の怪モン造ステ学イス者トや、怪モ造ン生ス物ターから己おのれの存在を隠かくすため、空蟬寮の建物そのものを自らの力で創つくりかえていたらしい。

　そこに残存した、虚無大公の力を吸収し、身体からだを保って。

　まだ生徒をつづけるため。

　ほかの寮へ移動して、また布団をかぶっていたのか。

　そこをヴェクサシオンに襲おそわれ、かろうじて残っていた肉体も喰われ。

　この地に残留した残りかすが、ヴェクサシオンの取りこんだ片津理夢に反応してこうして本能的に牙きばを剝むいた。

　もはや自我もあるまい。

　ひたすら己を取り戻もどそうと手を伸のばしているに過ぎない。

　だが、ヴェクサシオンは許さない。

「馬ぁ鹿……あんたは、とっくの昔に終わってんだ」

　その両目が刹せつ那な、煉れん獄ごくのごとき真しん紅くに染まる。

「お化けはお化けらしく──死んでなぁッ！」

　爆ばく炎えん。体内に取りこんだ上級二位《火キラ火ーフ火レア》が瞳ひとみに宿り、超ちよう高熱の炎ほのおを噴ふきだす。迫りくる調度や壁かべの破は片へんは脆もろくも蒸発し、けれど炎は勢いを止めずに直進、哀かなしき亡霊の創りあげた偽いつわりの空蟬寮りように着火する。

　大火災になった。

　壁を貫つらぬき這はい回る《火キラ火ーフ火レア》の炎と猛もう煙えんが、ヴェクサシオンの視界を地獄絵図に変へん貌ぼうさせる。歪ゆがむ空気。弾はじける火花。扉とびらが吹ふっ飛び、硝子ガラスはとろけ、全てが紅あかく染まっていく。

「燃えろ！　燃えろ！　あはははははは！」

　炎のなか、禁きん忌きは踊おどる。

　抵てい抗こうのつもりか剣つるぎと化し、こちらに放たれた寮りようの壁を──目を細めて蔑さげすみ。

「なぁに……それ、馬鹿にしてんの？」

　肌はだの露ろ出しゆつした右みぎ腕うでに、ぶつりぶつりと氷山のごとき背びれが浮うかぶ。

　先日の魔軍侵しん略りやくのとき、これ幸いにと吸収した竜族の一匹ぴきだ。

「《霜タブ竜ラウル》」

　長く伸びた背びれを刀のように振ふるい、破片の刃はを凍こおらせ打ち砕くだく。灼しやく熱ねつする空気のなか、瞬しゆん時じに氷の欠片かけらは液化して煌きらめいた。

「貧ひん弱じやく貧弱──笑わせるな！　この程度じゃ食べる気にもならないよぉ！　あははは！」

　悲鳴のように爆音を響ひびかせ、崩れていく空蟬寮のなかを優ゆう雅がに歩く。

　その正面、飾かざられていた西洋甲かつ冑ちゆうが瞳を輝かがやかせ、巨きよ大だいな斧おのを旋せん回かいさせて襲いかかってくる。激しい勢いと、武器の渦うず巻まく烈れつ風ぷう。けれどヴェクサシオンは笑えみを絶やさない。

「お化け屋や敷しきじゃないんだからさぁ──」

　殺しあいが。戦いが。相手を圧あつ倒とう的な実力で叩たたきつぶすのが。

　嬉うれしくて堪たまらないというように。

　快くて、我が慢まんができないというように。

　己の天敵とは正反対の、悪意に満ちた笑みを浮かべて。

　ヴェクサシオンは驀ばく進しんする。

　あらゆるものを破は壊かいせんとばかりに。

「《死ジン鈴グル蟲ベル》」

　昆こん虫ちゆうの複眼がついた重火器へと、左ひだり腕うでを変貌させ。

　もはや人間とは思えない、奇怪なフランケンシュタインの怪物は歩く。

「残りかすがぁぁ──逆らうのも抗あらがうのも生意気なんだよぉぉおッ！」

　溶よう解かい液えきの大たい砲ほうが、紙のように亡ぼう霊れいの甲冑を吹き飛ばす。
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　大穴が開いた壁も、すぐに火災が吞のみこんでいく。

　滅ほろびの光景だった。

　地獄、だった。

　やがてヴェクサシオンは取りこんだ片津理夢の記き憶おくどおりに歩き、不思議と焰ほのおに焼かれていない区画に辿たどりつく。歩き、急がず、迫せまる妨ぼう害がいを容よう赦しやなく吹き飛ばし。

　ひとつの扉を蹴けり開ける。

　１０９号室。

　がらんとした、私物の置かれていないその空間。

　背後に炎を従え、薄うす暗ぐらいその室内に進んで。

　二段ベッドの下。

　あさましくも布ふ団とんをかぶって蹲うずくまった、哀あわれなお化けを見下ろした。布団の端はしから覗のぞいた、か細く震ふるえる白い指先。ヴェクサシオンはそれを見つめ、世にも酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「生徒でいたかったの？　学校に通いたかったの？　お友達がほしかった？　幸せに暮らしたかった？──あはっ、あははははっ、あはははははははははははっ！」

　その全身に宿った怪モ造ン生ス物ターを、同時に解き放って。

「夢見たまま死にな」

　夢は叶かなわない。希望は潰ついえる。世界は地獄だ。

　禁忌と呼ばれた少女は、けれど一いつ瞬しゆんだけ、幼い少女の表情になって。

「今度は醜みにくく彷徨さまよわないよう──わたしが残らず食べてあげる」

　笑みを消した。

「ばいばい。……幸せものの片津理夢」

　その日、空蟬寮は完全に消しよう滅めつした。
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　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした金こん剛ごう力りき士しが「阿あ」「吽うん」の表情で睨にらみをきかせている。人体の構造を忠実に再現し、またそれらを超ちよう越えつさせてまさに怒いかれる仏の体たい軀くを完全に表現したその筋肉。眼光は火を噴くようで、手にする武器は剣だか何だか不明だが殴なぐられたら痛そうだ。空井伊依はそんなむさ苦しい図を眺ながめつつ、かくりと首を傾かしげる。

「……女湯の壁へき画がに金剛力士はどうなんだろう？」

　かっぽーん──。

　誰だれかが落とした風ふ呂ろ桶おけが甲かん高だかく音を響かせる。

　藤壺寮の、空蟬寮のものと比べて広い大浴場である。

　名前もそのまま藤壺湯という。

　誰かの趣しゆ味みが炸さく裂れつした壁画のせいで、〝金剛さん〟なんて呼ばれたりもしているが。

　和式というか江え戸ど時代からそのままなのではないかと疑わせるボロさだが、寮全すべてがそうなのだから文句を言っても始まらない。慣れればこれはこれで風流だ。五つに一つは壊こわれている洗い場の蛇じや口ぐち。木の桶。拭ぬぐっても水みず垢あかが落ちないタイル張りの床ゆか。ちなみに噂うわさだが男湯はもっと悲ひ惨さんらしい。

　みたいなことを思考しつつ、伊依はボコボコ泡あわ立だつ浴よく槽そうに首まで浸つかっている。ほとんど透とう明めいな湯なので、身体からだが見えるのが恥はずかしい。伊依は小さくなって、浮うかんだ桶を手元に引き寄せた。

　その桶のなかでは愛らしい怪モ造ン生ス物ターがふたり、上じよう機き嫌げんでいた。

〈良い～湯～だ～な～♪〉

〈……うルうル♪〉

〈良い～湯～だ～な～♪〉

〈……うルうル♪〉

　手て拍びよう子しいれて腰こしをふって踊おどり、小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ターたちは楽しげに歌っている。

　頭の横から天使の羽を生やしたのが、《愛シヤリ天テコ使ラール》の梅うめ子こ。

　ゆらゆら揺ゆれている人形めいたのが、《卵アイ・姫ドール》のジェニファーだ。

　最近、ふたりは独自に探たん偵ていごっこというか、ジェニファーの主あるじであるひとりの少年を捜さがしているらしく、今日も会ったのは昼食のとき以来だ。伊依はわりと怪モ造ン生ス物ターの自主性を尊重するので、無理につれまわしたりはしない。

　それぞれ独立した自我をもつ、道具ではない生き物なのだ──縛しばってはいけない。

　もちろん危ないことをするようなら、注意はするけれど。

〈伊依～♪〉

　ちかくまで桶の船を移動させ、梅子がぶきゅると抱だきついてきた。顔面に。

　張りついたまま、彼女はよく響ひびく声でまくしたてる。

〈今日はね、今日はね、藤壺寮のてっぺんから町を見たり、灯台もと暗しだから寮のなかを調べたり、たくさん捜そう査さをしたの！　すごいでしょ！〉

「うんうん。すごいねぇ……でも、あんまり寮から離はなれちゃだめだよ。あと顔面に抱きつくのは困るかな梅子ちゃん、窒ちつ息そくするからね」

　彼女を引き離し、頭に乗せつつ、そんなことを言ってみる。

　褒ほめられたいさかりの梅子は頷うなずき、ふふんとちっちゃな胸を反らして。

〈わかってるよ！　わたし大人だもん！　レディだもん！〉

　レディは「だもん」とか言わない。

　でも可愛かわいいので伊依はにこにこ笑うだけで何も言わない。激甘だった。

〈うルうルうルうル……〉

　そうして梅子とじゃれているうちにジェニファーの乗った桶がどんぶらこと遠ざかろうとしていたので、伊依は慌あわてて止めて、彼女も抱きあげる。相変わらず何を考えているか不明な怪モ造ン生ス物ターだが、抱かれるのも嫌いやではないのか満足げに頭を揺すっていた。

　お湯に浸かりながら怪モ造ン生ス物ターといっしょ。伊依には至福の時間である。

　とろける笑えみで人生に満足していると、そんな伊依に声がかけられた。

〈湯加減はどう、伊依ちゃん？〉

　不思議に反はん響きようする合成音声。罠わな奈なだ。

　女め神がみのように美しい裸ら体たいとやはり嵌はめたままの鉄仮面がちぐはぐな彼女は、するりと浴槽へ足をつけると、お上品に溜ため息いきをついた。波は紋もんが広がる。鉄仮面さえなければほんとうに動作のひとつひとつが絵になる、綺き麗れいな少女だった。

　ただし。

〈ふぅ……疲つかれた、疲れた〉

　などと言いながら、とんとんと肩かたを叩たたくものだから、伊依はつい思わず──悪気なく言ってしまった。

「罠奈ちゃん、おばさんっぽい」

〈…………〉

　罠奈が停止した。ずる、ずる、ずる、と彼女は湯船に潜もぐりこみ、頭の天てつ辺ぺんまで隠かくれてぶくぶく泡あわを吹ふいた。

　伊依は慌て、沈しずみゆく罠奈に手を伸のばして引きあげる。

「ご、ごめん罠奈ちゃん、そんなダメージ受けるとは思わなくて……っ」

〈いいの。いいの伊依ちゃん。高校生様から見れば私なんか、どうせおばちゃん……十八歳以上は……みんなおばちゃん……〉

「罠奈ちゃん？　罠奈ちゃんが何を言ってるかわからないよ？」

　肩を揺すると、罠奈は声をあげて笑った。

〈ふふ……冗じよう談だんだってば。でも、ほんとにね、ちかごろおばさんぽくて嫌になります〉

「いや大だい丈じよ夫うぶだって。罠奈ちゃん若いって。綺麗だって」

　本気で焦あせって弁明をする伊依に、罠奈は優ゆう雅がに笑ってくれた。からかわれているようで、敵かなわないなぁと思いつつ、伊依は浮かしていた腰をおろして湯ゆ浴あみを楽しむ。

　しばし穏おだやかな時間が流れる。

　今日はほんとうに疲れたのだ。けっきょく海で一日中遊び、日も暮れてきたのでみんなで帰ってきた。香か美みたちは体力を使いきったようで、今日は藤壺寮りように泊とまっていくらしい。今は寮母さんに頼たのんで部屋を貸してもらっているところだろうが、もうじきみんなお風ふ呂ろにやってくるはずだ。

　疲れたが、楽しかった。

　お友達には感謝しなくてはいけない。

　手を伸ばし、お風呂のなかに疲ひ労ろうを溶とかしていく。

　極ごく楽らく。極楽。

「ふと気になったんだけどさ」

　梅子を頭に載せたまま、伊依は正面の罠奈を見つめる。

「罠奈ちゃんってお風呂でも鉄仮面なんだね」

〈まぁ……〉

　禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー・《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に顔の部品を奪うばわれた彼女は、その仮面を外すことを何よりも嫌きらう。それはいい。その心の傷は癒いやしてあげたいが、無理に仮面を剝はがしても彼女を哀かなしませるだけだから、今はいい。

　それはともかく。

「錆さびないの、それ？」

　鉄仮面というからには鉄だろう。お風呂につけたら錆びそうだ。

〈うん？　錆びないよ〉

　すでに顔の一部なのか、思いだしたように鉄仮面に触ふれて、罠奈が応こたえる。

〈これ鉄じゃなくて超ちよう合金だから。錆びない素材なの〉

　じゃあ正確には超合金仮面と呼ぶべきなのか。超合金仮面。無意味に強そうだ。

　やたら感心している伊依に、罠奈は微笑ほほえみ、それから首のあたりを撫なでた。

〈そうそう、鉄仮面じゃないけど、こっちね〉

　そこには、顔の部品の代わりに埋うめこまれた、彼女の声の代わりをしている怪モ造ン生ス物ターが存在している。何という名前の、どういう性質のものかは伊依も知らない。ある程度は自分の意志で操あやつれるようだが──。

〈ここの怪モ造ン生ス物ターがね、疼うずくの〉

「………？」

　埋めこまれた怪モ造ン生ス物ターが疼くという感覚が、どういうものなのかは伊依にはわからない。だが罠奈がわざわざ伊依を不安にさせても教えてくれたのだ、気のせいではあるまい。

〈もしかしたら、ヴェクサシオンか……あるいは、私と同じ境きよう遇ぐうの遊ゆうが、この付近にいるのかも──もちろん、勘かんみたいなものだから、期待はしないでほしいけど〉

「ヴェクサシオンか……遊くん、か」

　真しん摯しに反復する伊依を、罠奈がじっと見つめていた。

　全すべてを見み透すかすようなその視線が、今だけはなぜか自分を責めている気がした。

〈意外だな〉

「………え？」

〈驚おどろかないね〉

　鉄仮面の奥の、あまりにも美しいその双そう眸ぼうに射すくめられ、恐きよう怖ふし、伊依は湯気のせいにして目を擦こすってごまかした。

「え……っと、あはは、ヴェクサシオンはちかごろおとなしかったけど、またいつか現れるんじゃないかなぁって思ってたから、怖こわいけど──驚きはしないよ。ついにきたか、とは思うけど。今は魔ま姫きさんもいるし」

　お風ふ呂ろ場ばでも嵌はめている、最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》が宿った指輪を見せる。

「もう、魔王杯のときみたいな、嫌いやな結末にはしない」

〈うぅん、ヴェクサシオンのことじゃなくて〉

　伊依の歪ゆがみを直視するがごとき、魔眼のような罠奈の瞳ひとみ。

〈遊のこと〉

「……遊くん？」

　伊依も罠奈も、それぞれ仇あだ祭まつり遊ゆうという少年の幼なじみだ。

　伊依はまだ幼いころ、寂憐院の実家で短い期間、ともにすごした家族のような存在として。罠奈は鉄仮面を嵌める以前、優等生だった己おのれの笑え顔がおに亀き裂れつをいれた憎にくたらしい相手として、遊をそれぞれ重く見ている。

　お互たがい、遊に関しては同じような気持ちを抱いだいているのだと思っていた。

　けれど、伊依と罠奈の主観は、どうやら異なっていた。

　伊依はこのとき初めてそれを知ったのだ。

〈心配じゃないの？〉

　不思議そうに、罠奈は三つ編みを揺ゆらし首を傾かしげた。

〈私、けっこう意外だったんだよね。もちろん、私はまだ伊依ちゃんのことを完かん璧ぺきに理解しているとは言いがたいんだけど、それは不可能だけど、でもね、遊に関しての伊依ちゃんの態度はまるっきり不可解なんだ〉

　他人の心を読み解くような、その視線が怖くて、伊依は目を逸そらす。

　気にせず、罠奈は滔とう々とうと語った。

〈もっと慌あわてると思っていた。戸と惑まどって、錯さく乱らんして、あちこち駆かけずりまわって……その程度には、遊はあなたにとってたいせつな存在だと考えていたのだけど。そういうのが、恥はずかしげもなくそういうことを行えるのが、伊依ちゃんの美徳だと感じていたのだけど〉

　数ミリだけ、罠奈がこちらに顔を寄せた。

　それだけで、伊依は激しく殴おう打だされたような錯さつ覚かくをおぼえた。

　支配的な、生まれついての姫ひめ君ぎみは、鉄仮面に秘ひめられしその瞳で──こちらを凝ぎよう視しする。

〈ちがうね、ちがっていた、私は根本的なところで勘かん違ちがいしていたよ。伊依ちゃん、あなたは遊を……ふつうのたいせつなひと以上に考えているんじゃないかな〉

　瞬まばたきをしない、その双眸のなか、硬こう直ちよくした伊依が映っている。

〈恋れん愛あい感情だなんて呼ばない。呼ぶものか。何てこと、それは崇すう拝はいだよ伊依ちゃん。ねぇ伊依ちゃん、遊が死なないと思っているでしょう？　遊は無敵だと信じているでしょう？　どんなことがあっても遊ならだいじょうぶだって、それは信しん頼らいじゃなくて信しん仰こうだよ──あぁ、可哀かわい想そうな遊、可哀想な伊依ちゃん〉

「……罠奈ちゃん」

　ふるふる、と伊依は首を振ふった。梅子が乗っているせいだけでなく、頭が重い。

「何を言ってるのかな？」

〈遊から、伊依ちゃんとの馴なれ初そめは聞いているよ〉

　罠奈はにこりとも笑わない。鉄仮面はひたすらに湯船のなかで冷え冷えとして見えた。

〈自分を助けてくれた、闇やみのなかから救ってくれた、生きる希望を、目的を与あたえたくれた──天使のような、神様のような存在として、伊依ちゃんは遊を信仰しているんじゃないかな？　ちぃとも生身の人間として、三ヶ月も行方ゆくえ不明な人間を心配しているようには見えないんだなぁ……ねぇ、遊が死なないと思ってるんでしょう？〉

「罠奈ちゃん……？」

　彼女は何を言っているのだろう。

　伊依は混乱していた。

　何を言っているのだ。当たり前ではないか。遊はだいじょうぶだ。死なない。遊は無敵だから。遊は何でもできるのだ。遊はかつて伊依の世界を救ってくれた。遊はすごいひとだ。信頼している。きっと今も無事だ。死ぬわけがない。

　心配はしていない。

　心配はしていなかった。

　けれど罠奈に言われるまで、それが変だなんて考えもしなかった。

〈神格化したら遊が可哀想だ〉

　罠奈は──珍めずらしく、ほんとうに、純じゆん粋すいな感情を、そのまま晒さらしてきた。

〈イデア論って知ってるかな。プラトンさんってひとが提唱したんだけどね。あらゆるものにはその本質であり、理想であり、真実であるイデアが存在するって考え方。言い方は悪いけれども、よく女の子が『理想の男の子がいない』って言うでしょ、その理想の男の子──天使みたいに完全無欠なものが、彼女たちが見ている男の子のイデア〉

　いつものように、罠奈の言葉は難解で。

　けれど伊依の心に深く突つき刺ささる。

〈理想の男の子がいないって、それは当たり前なんだよね。理想なんだから。イデアなんだから。男の子は天使じゃない。理想の産物じゃない。神格化して、理想のイデアに恋こいをして、ほんものの、現実に生きている男の子を見ないのは可哀想だ〉

　また、数ミリだけ罠奈が迫せまる。堪たえられず、伊依はあとずさる。

　背中が、怒いかれる仁に王おうの描えがかれた壁かべに触ふれる。

　逃にげ場ばはどこにもなかった。

　罠奈も伊依を糾きゆう弾だんしているわけではなかった。

〈天使じゃなくて人間を見ようよ。遊は天使じゃない、ふつうの人間の、男の子で、血が通った生き物だよ。たしかに彼はあなたの世界を救ったかもしれないけど、現実の世界ではただの、どこにでもいる男の子だよ。少なくとも、私にはそう見えるし、遊もそれを自覚しているし、なのに、伊依ちゃんが遊ではなくイデアの天使を見ているなら、それは遊を見ていないってことで、可哀想だと私は思う〉

　あくまで彼女の声は、口調は柔やわらかく、優やさしい。

〈理想を見るのもいいよ。だけど、それで現実が見えなくなるのは良くないよ。こんなこと、伊依ちゃんには言うまでもないよね……？〉
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　過去はまるで災さい厄やくが封ふうじられたパンドラの箱のように、腐ふ敗はいし、汚お泥でいに満ちた嫌いやなものだけれど、伊依はそれを抱かかえこんだまま捨てることができない。過去は過去。それを消せば伊依は今の伊依ではいられない。だがときどき過去は箱のなかから牙きばを剝むき、伊依の心に食くらいついて傷つけるのだ。

　今がそうだった。

　たくさんの虚きよ勢せいと、理想と夢で覆おおい隠かくした、自分の脆もろく弱い部分。

　いくつもの歪ゆがみのもとになっている過去を、伊依はまだ屈くつ服ぷくさせてはいないのだ。

　寂憐院。

　未来視の血統。

　おぞましい妄もう念ねんが渦うず巻まく不ふ知じ野ので、脈々とつづいていた噓うそつきの一族。

　罪に堪えられず徐じよ々じよに壊こわれていく母を、間近で見つめていることしかできなかった幼いころの伊依──あのときの無力感、絶望を思いだすだけで心臓が縮むようだ。噓をつきすぎると人間は壊れて死ぬ。ならば今の自分はどうだろう？

　噓ではない。

　噓はつかない。

　けれど大声で夢を主張し、周囲を動かすのは疲つかれるとともに怖こわかった。

　自分のやっていることは、寂憐院とどれだけ変わりがあるのだろう。

　…………。

　首をふる。

　噓にはしない。

　絶対に、己の夢を噓にはしない。

　もう伊依は、寂憐院ではない。

　手首に嵌はめられた一対ついの白い腕うで輪わ──《門》ＧＡＴＥをじっと見つめる。それはすでに代だい替がわりをして親友から借りたものだが、以前、そこに嵌めていたものには幼いころに家族のようだった少年が刻んだ名前があった。

　いより。

　ゆう。

　すがるように怪モン造ステ学イス者トに憧あこがれた少女と、そんな少女に夢を与あたえ、彼女の救世主となった少年の名前だ。御お伽とぎ噺ばなしのように、あのころの記き憶おくを思いだせる。

　伊依は嬉うれしかったのだ。生まれて初めて救われたのだ。母のように壊れて死んでいくしかない運命のなか、怪造学は目にきらきらと眩まぶしい創造そのものだった。

　それを教えてくれた少年、遊はまるで天使に見えた。

　けれど、天使じゃない。

　わかっている。

　男の子として見るべきだ。

　わかっている。

　罠奈に言われなくても、理り屈くつでは納なつ得とくしている。けれど御伽噺のなかで頰ほおを染めていた幼い寂憐院伊依が、その当たり前を見失わせる。

　自分は遊を神格化している。

　わかっている。

　ただの男の子だ。

　わかっているのに──。

　遊を救世主として見てはいけない。

　伊依には、それは途と方ほうもない苦行に思えた。

　たとえば心の崇すう敬けいを、恋こいなどの言葉に変へん換かんすれば簡単なのだろうか？

　わからない。

　遊がそばにいない。

〈……伊依ちゃん？〉

　白い指先が伸のびて、伊依の額に触れた。

〈湯あたりしちゃった？　だいじょうぶ？〉

　こちらを気き遣づかわしげに見る罠奈は、たぶん伊依が内心で悩なやんでいるのを察しているだろうに、あえてその悩み──傷には触れず、優しく告げてくる。

　他人の心を深く抉えぐるような言葉を放つのは、決して快くはない。

　それでも罠奈は忠告をくれた。

　そんな彼女に、感謝する。

「だいじょうぶ。なんか梅子ちゃんが重くてもう」

〈ひどぉい。乙おと女めに重いって言ったぁ〉

　頭の上に腰こしを落ちつけた梅子が文句を言ってきた。ちなみにジェニファーは罠奈が抱だっこしてくれている。異様によく馴な染じむふたりだった。

　罠奈にあまり心配をかけたくなくて、伊依は話題を変えてみる。

　それは己の悩みから目を逸そらす意味もあったかもしれない。

「それより罠奈ちゃん、聞いた？　新しい寮りよう生せいのこと」

〈あぁ……〉

　罠奈はゆったりと手を合わせ、丁てい寧ねいに応こたえてくれる。

〈噂うわさになってたね、こんな変な時期に新しい寮生がくるって。疎そ開かいしそびれたのかなぁ、理由は知らないけど──いちおう顔くらい見ておくべきかな？　同じ寮で暮らすんだし。私は怪造学会の人間だし。……ちょっと怪あやしいから〉

「まぁ、何もないとは思うけど」

　新しい寮生。本来なら心温まる、わくわくするイベントのはずだ。

　けれど伊依は、嫌いやな予感とともに、ひとつの補足を罠奈に告げた。

「でもたぶん、顔を見ることはできないと思うよ」

　新しい寮生の名前は、片津理夢といった。

　伊依とは既き知ちの、彼女の性質から言って、決して顔は見られないと思ったのだが──。
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　片津理夢は傲ごう岸がん不ふ遜そんに飯を食っていた。

　あるいは猛もう烈れつに。

　あるいは──激しく。

　どれも飯を食う表現としては相応ふさわしくないかもしれないが、人間に許された一いつ般ぱん的な語ご彙いでは言い表せない見事な食べっぷりだった。

「ぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃ」

　藤壺寮二階。食堂。

　夕飯時の、混みあった空間の片かた隅すみで。

「ぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃ」

　とうてい食事をしているとは思えない咀そし嚼やく音おんを響ひびかせて、金きん髪ぱつ異眼の少女が晩飯を食っていた。着ているのは白のワンピース。室内だというのに麦わら帽ぼう子しをかぶっている。座席に胡座あぐらをかき、お皿を顔に押しつけるようにして夕食のカレーライスを貪むさぼっている彼女を、ほかの寮生たちは遠巻きに眺ながめていた。

　揺ゆれる、可か憐れんな金色の髪かみ。

　それとは対照的な、まさに捕ほ食しよくとしか呼びようがない食事風景で、食べ物の悲鳴が聞こえるようだ。見る間に彼女は空っぽになったカレー皿を横にやり、おかわり自由の味み噌そ汁しるを一口でぺろりと飲み干してしまう。藤壺寮の晩飯はバイキング形式なのだが、彼女ひとりで食い尽つくされるのも時間の問題に思えた。放ほうっておいたら皿まで食べそうだ。

「ぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃ」

　食い散らかされ汚よごされた机の上には、山積みにされた皿が戦死者の墓標のごとく並んでいた。いったいどれだけの量を食べたのか。周囲のものは化け物でも見るように小こ柄がらな少女を眺めている。

　食事のためにお風ふ呂ろ場ばから直行した伊依も、罠奈とふたりでしばし感心してそれを傍ぼう観かんしてしまった。見覚えのない少女なので、たぶんあれが噂の新しい寮生──つまり片津理夢なのだと思うが。

　あんな娘こだったんだなぁ。

　伊依はすなおに驚おどろいていた。

　片津理夢は空蟬寮のルームメイトだった少女である。もっとも、彼女は常に布ふ団とんに引っこんで丸まっているという奇き妙みような癖くせをもっていて、伊依は生白い腕うで以外、その姿を見たことがなかったのだが。彼女と同じクラスの生徒に話を聞いても、やはり同様の答えが返ってくるだけで、集合写真にも載のっていなかった彼女の素す顔がおは謎なぞのままだった。

　だから、だろうか。

　なんだかあの片津理夢らしい少女に、不思議な違い和わ感かんをおぼえるのは。

「………？」

　首を傾かしげ、しばし考えたが──しこりのような疑念は消えなかった。

　ともあれ伊依は習性的に、挨あい拶さつをしようと理夢にのこのこ近づいていく。

　これからいっしょに暮らす寮生だし、理夢とは一度、面と向かって話してみたかったのだ。

　見ると、清せい楚そな避ひ暑しよ地ちのお嬢じよう様さまといった外見にまるで似合わぬことに、理夢はどこからかタッパーを取りだして食事を詰つめ始めていた。これまた大量に。おやつにでもするのか、それとも──と考えつつ、伊依は彼女の正面に回りこんで声をかけてみた。

「カタちゃん」

　伊依は理夢のことを以前、そう呼んでいた。

　けれど相手は応えない。気づいてもいないようだ。

　まるで他人の名前を呼ばれたかのように──。

「片津理夢、ちゃん……だよね？」

　不思議に思いつつ、再度、きちんと呼びかけると──少女はゆっくりとこちらを見た。

　麦わら帽子の陰かげになった、どこか寒々しいオッドアイ。

　その視線に射すくめられながらも、伊依は努めて笑えみをつくる。

「今日から同じ寮なんだってね。よろしく、また仲良くしてね」

　握あく手しゆを求めて差しだしたその指先を、理夢はじっと睨にらみつけて。

　ぺっ──。

　唾つばを吐はきかけてきた。

「…………」

　絶句する伊依に、理夢は苛いら立だたしげにタッパーを閉じると、立ちあがってこちらを暗く鋭するどく凝ぎよう視しする。

「気安く喋しやべりかけないで」

　獣けものの威い嚇かくのような。刃やいばがぶつかり軋きしる音のような。

　不快そうな、唸うなり声。

「あんたを見ると吐き気がするの」

　それだけ告げると、理夢はワンピースを翻ひるがえし、こちらを注目していた寮りよう生せいたちがざわめくなか──悠ゆう然ぜんと、傲ごう慢まんに、硬こう直ちよくした伊依から遠ざかっていったのだった。
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　ヴェクサシオンは苛いら々いらしていた。

　今日から片津理夢として入居する寮に──あの忌いま々いましい伊依がいて、いきなり鉢はち合あわせするとは思わなかった。こんなことなら暴れて空腹になったから食事を……なんて考えなければよかった。大失敗だ。

　寮母から預かった鍵かぎを片手に、足音も高く自分の部屋へと移動した。

　空蟬寮と同化した本物の片津理夢と戦い、勝利してから──そのまま食堂へ向かったので、これから自分が暮らす部屋を見るのもこれが初めてだった。おんぼろな藤壺寮の外見から、自室にも期待はしていなかったが……いかにも古くて朽くちそうな感じで、これまた気にいらない。

「……ふん。小こぎ汚たない部屋ね、貧びん乏ぼうくさいったらありゃしない」

　吐き捨て、旅りよ行こう鞄かばんをベッドへ放る。空気が籠こもっていたから窓を開けてみたが、いきなり潮風が顔面に吹ふきつけてきたので慌あわてて閉じる。

　金きん髪ぱつを乱され、「あぁもう最悪」とヴェクサシオンは呻うめき、腰こしに手をあてて振ふりかえった。

　狭せまい室内である。

　藤壺寮は基本的に個室だった。その代わり部屋の面積はあまりなく、私物を何も置かない状態でもほとんど床ゆかが見えない。ベッドと備えつけの学習机、以上。というような空間である。電球の交こう換かんを怠おこたっていたのか、灯あかりもつかないし。

　その学習机の座席を引き、勢いよく腰をおろす。

　古い材質の椅い子すは耳みみ障ざわりな音をたて、それも気分を苛立たせる。

　その視線の先では、旅行鞄がむぐむぐ騒さわぎながら暴れていた。傍はたから見たら怪かい奇き現象だが、ヴェクサシオンはとくに動じない。

　風にかき混ぜられた金髪を、手て櫛ぐしでざっと整え、女王のように椅子へ踏ふん反りかえる。

「なぁに？　うるさいなぁ……殺すよ？」

　もが。もが。

「出してほしいの？」

　もが！

「ふぅん……」

　サディスティックな笑みを浮うかべ、立ちあがるとベッドに歩み寄っていく。旅行鞄のそばに女の子座りして、そっと顔を寄せる。

　ようやく鮮せん明めいに聞こえた声は、出してくれ、と騒いでいた。

「出してくれぇ？」

　くは、と笑い、ヴェクサシオンは低く告げる。

「頼たのみ方も知らないの、あんた？」

　出してください。

「お願いしますご主人様は？」

　出してくださいお願いしますご主人様！

「よしよし」

　満足して頷うなずき、思いっきり旅行鞄のジッパーを引いた。

　当然のように──ヴェクサシオンが軽々と振り回していたその鞄には、ひとりの少年がぴっちりと押しこめられていた。

「ぶはぁ」

　息苦しかったのか、その少年──仇祭遊は荒あらく呼吸を繰くりかえした。

　綺き麗れいな少年である。ただしその〝綺麗〟には亀き裂れつが走っている。顔面を斜ななめに縦断した疵きず痕あと──そこを中心にして肌はだの色が変わっているのだ。髪かみも瞳ひとみの色も、右半分だけがつくりものめいていて……ひどく見るものを不安定な気持ちにさせる。

　だが当然、ヴェクサシオンは少年の外見に何も感想はない。

　彼を結果的にそのようなデザインにしたのは、ほかの誰だれでもない自分なのだから。

「おはよう、遊。快適な旅だったでしょ？」

「………だんだん僕の扱あつかいが酷ひどくなっている気がするよ？」

　死にそうな声でそうぼやき、遊は全身を鞄から引きずりだす。人間の身体からだも、折りたためば意外とこのくらいの鞄に収納できるのだ。そのために遊にはいろいろ負担を強しいたが、まぁ死ななかったので良し。ヴェクサシオンはそう判断していた。

　柔じゆう軟なん運動をし、大きく伸のびをして、なぜか鴉からすの羽がついたパジャマ姿の遊は──こちらを責めるような目つきで睨にらんでくる。

「今さら君に何を言っても無む駄だだとは思うけどね、人間を物みたいに運ぶのはどうかと思うんだ……おまけに君、蹴けるし、ぶつけたり放ほうり投げたりするし」

「るさい下僕」

　ヴェクサシオンはそっぽを向いた。

「刻んで捨ててきても良かったんだから。生かしておいただけで感謝しなさいよね。文句言うなら殺すよ」

「…………」

　恐おそろしく傲ごう慢まんな物言いに、さしもの遊も黙だまってベッドに腰をおろす。そして深々と溜ため息いきをついた。この三ヶ月で遊もだいぶ諦あきらめどきを覚えたようだった。

　三ヶ月前、仇祭遊はヴェクサシオンによって拉ら致ちされた。

　当時、魔王杯の結果として生命力が減退し、身動きのとれなかった遊をヴェクサシオンは言動はともかく甲か斐い甲が斐いしく介かい護ごし、結果、遊は健康と活力を取り戻もどした。当然、彼は軟なん禁きんという身分に満足はせず、何度も脱だつ出しゆつしようとして、そのたびに捕ほ獲かくされている。

　捕獲し、縛しばりあげ、叱しつ責せきして、けれどまた脱出を企くわだてられて──その繰りかえし。

　何が不満なんだ、と思う。

　苛いら々いらする。

　ご飯をあげてるし、欲しいものはできるかぎり与あたえているし、こんなに良くしてあげているのに、遊はヴェクサシオンに懐なつかない、愛さない。不可解だ。べつに。いいけど。飼い殺しにして、逃にがさなければ、ほかの誰とも会えなければ、遊もやがて諦めて──。

　自分のモノに、なるはずだ。

　三ヶ月──その時間は遊の心をこちらに向けるよりも、こちらの心を遊に向けるために消費されてしまったような気がする。孤こ独どくだったヴェクサシオンにとって、これほど長期間にわたってそばにいた相手は、ほかにいなかった。否いな、自分を創りあげたイツキ派や、その協力者である寂憐院孤独とは、もっと長い時間そばにいたが……あれは、研究者と被ひ験けん者しやの関係だ、そこには日常会話すらもなかった。

　初めての、関係だった。

　会話して。触ふれあって。いっしょにご飯を食べて。

　夜は隣となりあわせで眠ねむって。

　遊が風か邪ぜをひいたとき、懸けん命めいに看病したら、夢ゆめ現うつつだったのだろうけど……彼が、ありがとうと言ってくれて。

　あぁ、あぁ、そんな些さ細さいな時間の全すべてが、どれほど煌きらめいて見えたことか！

　嬉うれしかった。

　ヴェクサシオンは嬉しかったのだ。

　けれどその気持ちを認めるのは何だか己がちっぽけな生き物になった気がして、遊の前では努めてその感情を見せなかった。その結果、遊はやはり敵てき愾がい心しんをなくしてくれず、ふたりの関係に愛情は芽生えなかった。

　寂さびしい。哀かなしい。切ない。

　そんなコトバは、実感がないけれど。

　少女の胸に渦うず巻まく感情は、認めたくないことにそれだった。

　禁きん忌きと恐れられし、最悪の人工魔王。

　けれど心は、熟うれきらない幼い子供のそれで。

　不安定な禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーは、遊との交流のなか、確実に変化を始めていた。

　その変化がどんな未来を招き寄せるのかは、まだ誰にもわからない──。

「最初に言っておくけど」

　さらさらとした金きん髪ぱつを揺ゆらし、麦わら帽ぼう子しをそのへんに放って、ヴェクサシオンは低く告げる。

「大声だしたり、わたしに黙って部屋をでたり、何かそういう、わたしに逆らったり、わたしから逃げようとする行動は、禁止だから。逃げたら殺すから」

「わかってるよ」

　遊は深々と溜息をつき、その色いろ違ちがいの瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「君から逃げられるとは、僕も思っちゃいないよ──ヴェクサシオン」

　その名前に、少女の胸はちくりと痛む。

　古びた壁かべの隙すき間まから、乾かわいた風がひゅるりと舞まいこんだ。

「その名前は嫌きらいだな」

　瞬まばたきをしないオッドアイで、ヴェクサシオンは冷れい淡たんに遊を凝ぎよう視しする。

「ううん、名前というものが嫌いだよ、わたしと、あなたで──世界が完結すればいい」

　世界は複雑すぎると思う。

　単純なパワーゲームの理論だけで世界がまわっているなら、最強の力をもつ己の思うがままに何もかもが動くだろうに。なのに決してそうはならない。

　思いだす。

　数ヶ月前、ヴェクサシオンは挫ざ折せつを味わった。

　魔王杯の首しゆ謀ぼう者しや・志し田だ桐ぎり涼すず女めと協力し、力を与え、古頃の生徒から《魔ま力りよく》を搾しぼりとり──すでに人工魔王として体内に取りこんでいた虚界アンダカ四大公が一柱、悲哀大公を用いた魔王もどきを召しよう喚かん。怪造学会から総長を引きずりだし、怪造学会本部に封ふうじられた〝汚お点てんの男〟を復活させることに成功した。

　そこまでは良かった。

　あとは魔王と呼ばれるあの男を吸収し、人工魔王としての本ほん懐かいを達成すればそれで人生の目的は完かん遂すいされるはずだった。正しく人工魔王になれと、自分を創つくった研究所の連中はそう繰くりかえし言っていた。褒ほめられたかった。認められたかった。達成したかった。そうして最強になった自分を褒めてくれるはずのみんなは、すでに皆みな殺ごろしにしてしまったのだけど。

　それでも。

　その目的すら失ったら。

　自分はほんとうに、何で生きているかわからなくなってしまいそうだった。

　けれど。

　野望の完遂が目前となったとき、最大の恐きよう怖ふがヴェクサシオンを打ちのめした。

　怪造学会総長・激げき流りゆう院いん潮うしお静しずか。

　あの男に叱責され、正体不明の恐怖に襲おそわれ、ヴェクサシオンは逃げた。逃げてしまった。最強無敵の生き物なはずの自分が、ただの人間に怒ど鳴なられただけで情けなくも逃とう亡ぼうした。その直前、空井伊依に人間としての名前を呼ばれ、その目的を否定され、当て処を見失っていたヴェクサシオンは──もう、何がなんだかわからず、ひたすらに怖こわくて、逃げつづけた。

　自分は間ま違ちがっていないはずだった。

　だって最強になるのが自分の創られた目的だから。

　否いな。

　それは自分を創った連中の目的であって、自分自身の目的ではない。

　褒められたいだけ。

　でも、強くなっても、もう誰も褒めてくれない。

　わかっている！　伊依に言われなくたって！

　でも。だったら。自分はどうすれば良かったというのだ……？

　ヴェクサシオンは迷いのなかにいた。

　絶望の闇やみが支配する、行く先のない五ご里り霧む中ちゆう。

　…………。

　けれど三ヶ月前、ヴェクサシオンは過去、父と慕したった寂憐院孤独の息むす子こ──遊を戯たわむれに拾った。何かが得られると思ったわけではない。飽あきたら殺して捨てればいいと思った。けれど遊との生活は、ヴェクサシオンの心をゆるやかに変えていった。

　自分は再び、褒めてくれるかもしれない、褒められたいと思う、他者を見つけた。

　それは依い存ぞんだったのかもしれない。

　甘え、だったのかもしれない。

　けれど自ら親を殺したヴェクサシオンは、その瞬しゆん間かんに己の存在意義を否定したのだ。それ以来、迷いつづけていたと言ってもいい。けれど今、自分には明確な目的ができた。

　遊に褒められたい。

　彼に認められ、愛されて、褒められたい。

　遊を、自分を最後まで恐おそれ、化け物と呼んだ孤独ひとりお父さんと同一視し、遊に褒められることで過去につけられた傷をも塞ふさごうとしている、と理解してはいる。

　けれど、この気持ちはとめられない。

　褒められたい。褒められたい。褒められたい。

　自分は生きていてもよかったのだと、創られたのは間違いではないと、己は失敗作ではないと、生まれてきちゃいけなかったわけではないと──認められたかった。

　創られた、少女。

　けれど、失敗だったからと、モノのように捨てられたくはない。

　それはヴェクサシオンの、この世界への精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎだった。

　自分は生まれてきても良かったはずだ。

　誰だれかにとって必要で、役に立つからこそ、求められたからこそ、生まれたはずだ。

　その証明として、褒められたい。

　自分は、褒められる程度には、生きていていい存在のはずだ。

　そうでなければ。あまりにも。

　残ざん酷こくだった。

「今回は何が目的？」

　遊はいまだに反はん抗こう心しんたっぷりに、ベッドで胡座あぐらをかいて睨にらんでくる。

「ここは……どこかの学生寮、かな？　ふぅん──また生徒たちの《魔ま力りよく》でも使って何かを怪造するつもり？」

　三ヶ月のうちに、ヴェクサシオンの正体はあっさりと遊にばれた。

　最初のうちは正体不明の少女のふりをしていたのだが、自分の人間としての本名──ユウキと名乗ったのが良くなかった。考えてみれば伊依は自分の本名を知っていたのだ、彼女と親しい遊がその名前を知らないわけもなかった。

　しばらく経たってから、我が慢まんできないというように、何が目的なんだヴェクサシオン……と尋たずねられ、一いつ瞬しゆんにして醒さめた。

　そうだ。

　自分はヴェクサシオン。

　怪造学最悪の禁きん忌き。

　ただの少女になんか、なれるわけがなかったのだ……。

　もしかしたら。

　ただの人間の少女としての、それなりに幸せな未来があったかもしれないけど。

　その瞬間に、ヴェクサシオンは悟さとった。

　自分は決して、ヴェクサシオンという名前から、宿命から逃のがれられない。

　怪モ造ン生ス物ターを喰くらい、取りこんだこの体内で、無数の化け物が己を嘲あざける。

　化け物を喰らう化け物め──と。

　そうだ。自分は。化け物だ。

「勘かん違ちがいしてるみたいだけど、わたしは怪造なんかできない」

　ならば。

　べつに、いい。

　人間としての幸せなんか求めない。

　それが許されないなら、せめて化け物としての本ほん懐かいを、幸せを手にいれてやる。

　力でもぎとるのだ、自分の存在意義を。

　生きる意味を。

「魔王杯でのあれは志田桐涼女の協力と、あいつの呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》があったからこそ可能だったわけで、どうも怪モ造ン生ス物ターどもは、わたしが嫌きらいというか怖こわいみたいで、怪造の理論どおりにやっても失敗するんだよね」

　化け物にすら恐おそれられる、禁忌。

　それゆえ、ヴェクサシオンは怪造ができない。

「人間を襲おそえば《魔力》は吸収できるけど、騒さわぎになるだろうし──今は戦時下、怪造学会の連中があちこち警けい戒かいしてるし、魔軍に備えて軍備を増強してるから、さすがのわたしも迂う闊かつに動けないんだよね。できることなら魔軍と怪造学会には潰つぶしあってもらって、わたしは漁夫の利でぜんぶまとめていただいちゃうのが理想かなぁ」

　正体がばれたなら、遊に自分の目的を隠かくす必要もない。

　現状、遊には再三、ヴェクサシオンとしての目的──最強になる、が自分の目的だと語っている。遊は自分が挫ざ折せつしたことを知らない。全すべてに絶望し、逃とう避ひのために遊を拾ったのだと知らない。

　ヴェクサシオンのことをまだ、最悪にして最強の禁忌だと考えている。

　そうして怯おびえきってしまえば、彼はもう決して逃にげず、自分のそばからは離はなれない。

　最強でいるかぎり、彼を縛しばっておける。彼は自分のそばから離れない。

　怖いという気持ちは、相手を強者と認めるということで、それは賞賛と同じだ。

　もっと怯えろ、怖がれ、遊。泣き叫さけび、ひれ伏ふすがいい。

　そのために。

　ひとりの少年を恐きよう怖ふで縛るために。

　ヴェクサシオンは再び最強の座を目指すのだ。

「でも」

　座席の上で膝ひざを組み、胸むな糞くそが悪くなって愚ぐ痴ちる。

「当面の問題は、悲哀大公だね」

　それが、ヴェクサシオンが姿と名前を変え、この藤壺寮へ転入してきた理由だった。

　魔王杯の終幕で、魔王もどきを形成するため、ヴェクサシオンは取りこんでいた悲哀大公のほとんどを放出した──もちろん、完全に復活させたら苦労して吸収したのが無む駄だになるから、全てを吐はきだしたわけではないが。

　怪造学会総長・激流院潮静を怪造学会から一いつ本ぽん釣づりし、引きずりだすための魔王もどき──それは魔王に近しいものでなくてはならず、虚界アンダカ四大公の悲哀大公はうってつけの素材といえた。

　けれど、魔王杯の結果、問題が生じた。

　もちろん後から悲哀大公は、再び回収するはずだった。そのため、回収しやすいかたち──自我のない純じゆん粋すいな力の混こん沌とん、ヘドロのような未完成な状態で吐きだしたのだ。とりあえず魔王杯が終われば次は復活した魔王を喰らう予定だったのだし、そのためには悲哀大公の力は捨ててしまうには惜おしいものだった。

　しかし。

　ヴェクサシオンはその後、激流院潮静を畏れてその場から逃とう亡ぼうしてしまった。

　そして何もかもに怯え、遊を拾い、ともに暮らすなど、目的を見失っているうちに──吐きだした悲哀大公の大部分が消えていたのだ。

　自我はないはずだった。

　放ほうっておいても、いつでも楽に回収できるはずだったのだ。

　けれどヴェクサシオンは悲哀大公を甘く見ていたと、痛つう烈れつに実感した。

　四大公のなかでは取るに足らない相手と思っていたが、したたかさ、小こ賢ざかしさにかけては最悪だった。悲哀大公は回収されなかった魔王もどきの状態で自我を再生させ、怪モ造ン生ス物ターたちの繫つながり──《魔ま力りよく》を媒ばい介かいにしてこちらの内部に残っていた悲哀大公の残留部分すら回収し、完全復活してしまったのだ。

　今やあの不死の邪じや神しんは、以前と変わらぬ状態に戻もどり、どこかで愚おろかにも自分を解放したヴェクサシオンのことを嘲あざ笑わらっていることだろう。

　舐なめるな、と思う。

　油断を突つかれたが、一度は自分の足あし下もとにひれ伏した存在だ、再び屈くつ服ぷくさせるのも難しくはないはずだ。すでに悲哀大公は自分のモノなのだ。回収してやる。二度と手放さぬよう、完全に。

《魔力》を辿たどり、あの邪神の気配を夢追坂の町、特に海辺に多く感じたヴェクサシオンは──こうして藤壺寮に拠きよ点てんを移し、悲哀大公回収のために行動を始めたのだった。

　まさか、近所で伊依が遊んでいるとは思わなかったが。

　幸せそうなあの天敵の笑え顔がおを思い浮うかべ、歯は嚙がみする。

　せいぜい、今は笑っているがいい。

　悲哀大公とヴェクサシオンの魔戦に知らぬうちに巻きこまれ、不幸になってから──自分の楽観を、無知を思い知って絶望するがいい。

「さてと」

　立ちあがって、ヴェクサシオンは麦わら帽ぼう子しをかぶる。

　それから用意していた縄なわを取りだすと、遊を縛りつける。

「あの……何を……ヴェクサシオン？」

「その名前で呼ぶな。殺すよ」

　完全に彼を緊きん縛ばくし、床ゆかに転がした。

「あんたの餌えさをタッパーに詰つめたんだけど、いろいろあって食堂に置いてきちゃったの。今から取りにいくから……その間は、騒がずにここにいな？」

　猿さるぐつわも用意し、厳しく宣告する。

「おとなしくしていれば──殺さないでいてあげる。あんたごときを生かして、餌まで与あたえてあげてるんだから。感謝しなさい、遊。ありがとうお姉ちゃんって、ほら……言いなさいよ」

　一度くらいは。その呼び方で。

　親しみのこもった、家族の名前で──遊に呼ばれたい。

　そんな幼い、甘えた望みをもつなんて、どうかしているとは自分でも思うけれど。

　遊は応こたえない。親愛はない。

　いつだって、自分の望みは──叶かなわない。
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　何か機き嫌げんを損そこねることをしたかなぁ。

　理夢にあんまりと言えばあんまりな対応をされて、伊依は食事をする気になれず、罠奈に梅子とジェニファーを託たくして理夢のあとを追うことにした。

　気安く喋しやべりかけないで。

　あんたを見ると吐き気がするの。

　理夢の言葉が、吐かれた唾つばが、睨にらむ視線が、伊依の心を串くし刺ざしにしていた。

　あんなことを言われたのも初めてではない。

　罵ば倒とうには慣れっこだし、悪意ともそれなりに長い付きあいだ。

　けれど、理夢の示した態度には、まるっきり身に覚えがないのだ。

　あんな強きよう烈れつな敵意を飛ばされる理由が、さっぱり思いつかなかった。

　ルームメイトとして、それほど自分は理夢に何かしてやれたわけでもないし、お友達とも呼べない関係だったが、それでも、あんなに罵ののしられるほど仲が悪かったわけではない。

　たまたま虫の居所が悪かったのか。

　それとも理夢は、伊依が思っている以上に伊依のことを嫌きらっていたのか。

　何にせよ、彼女の悪意の理由が知りたかった。

　居てもたってもいられない。

　胸が、締しめつけられるように痛かった。

　暗い気持ちになりつつも、伊依はとりあえず廊下を進んだ。省エネをしているため灯あかりがついておらず、薄うす暗ぐらい。古びた廊下は足を踏ふみだすたびに大きくたわみ、心ここ許ろもとない。

　早足で歩きながら、伊依は悩なやむ。

　……でも、あそこまで明確に拒きよ絶ぜつされて、それで自分は理夢にどんな表情で、何を語ればいいのだろう？

　とにかく、自分を何で嫌うのか、自分が何か悪かったか、聞かないと。

　仲良くできるはずなのだ。誰とだって。

「──きゃうっ？」

　急いで廊下を曲がり、伊依は何かに衝しよう突とつして引っくりかえった。

　尻しり餅もちをつき、あ痛たたたと呻うめいて、視線をあげる。

「む。すまん伊依」

　そこに立っていたのは、侍さむらい少女・戦たたか橋はし舞まい弓ゆみだった。

　お風ふ呂ろ上がりなのだろう──私服である。

　芸げい妓ぎの母に厳しく躾しつけられた彼女の普ふ段だん着ぎは和服である。背筋をきりりと伸のばし、髪かみの毛も結ゆわえた今の姿は元気というか粗そ暴ぼうなふだんの彼女とは別人に見える。そんな服装でも以前は肩かたから日本刀をさげていたのだが、それすらない。あくまで清せい楚そで、綺き麗れいだった。

　純白の髪に深しん紅くの瞳ひとみ。

「手を貸そう」

　倒たおれたままの伊依をかるく立たせてくれて、舞弓は微び笑しようする。

「何用だかは知らぬが、急せいては事をし損じるぞ」

「ご、ごめん舞さん」

　感謝し、そういえば理夢を追いかけていたのだと思いだした伊依は、ついでだからと舞弓に問いかけてみた。

「そうそう、舞さん──カタちゃん見なかった？」

「かたちゃん？」

　きょとんとされたので、舞弓も理夢の顔を知らないのだと思い、伊依は補足する。

「片津理夢ちゃん。金きん髪ぱつで、麦わら帽ぼう子しをかぶっているの」

「あぁ──」

　腕うで組ぐみし、舞弓は不思議な感想をくれる。

「あれが片津か。顔は初めて見た。何やらお化けのようなやつだったな」

　それから、廊下の奥の階段を指さして。

「彼女ならそこの階段をのぼっていったぞ。足音からいってそう遠くへは行っていない。二階の……」

　耳を澄すませ、彼女は当然のように教えてくれる。

「部屋に入ったようだな。階段をのぼってみっつめの部屋だ」

「舞さんの耳が良くて助かるよ。じゃ、また後で！」

　慌あわてて身を翻ひるがえそうとする伊依に、舞弓は首を傾かしげ、ついでのように言ってきた。

「そうそう、伊依。私たちは四階の広い客間でみんなで布ふ団とん敷しいて寝ねるから、伊依も今日はそっちで寝るといい……と、魅み神かみが言っていたぞ。修学旅行気分だ、彼女は」

「へぇ。カービィちゃんらしいなぁ」

　なかなか素す敵てきな提案である。

　でも今は──理夢のことを追いかけないと。

「待て」

　首根っこを摑つかまれ、先を急ぎかけた伊依は急停止を余よ儀ぎなくされる。引き寄せられ、長身の舞弓に間近から見下ろされた。深紅の目は暗くら闇やみでも炎ほのおのように煌きらめいていた。

「な、なぁに……舞さん？」

「御みつ剣るぎ真ま子こといったか」

　舞弓はとぼけるように、どこか脈みや絡くらくのないような名前をだしてきた。怪け訝げんに思い、眉まゆをひそめる伊依に──あくまで淡たん々たんと、焦じらすように。

「この間、町で偶ぐう然ぜんに会ってな……話しこんだのだが、あれはなかなか可愛かわいい女の子だな。あのような年ねん齢れいの子供にきらきらした視線を向けられるのは、悪い気分ではない」

「真子ちゃんはたしかに可愛いよ。でもね」

　さすがに苛いら々いらしてきて、伊依は真っ直すぐに舞弓を見あげた。

「それは今する話かな？　あたし、急いでるんだけど」

「真子は嬉うれしそうだったな。伊依お姉ちゃんに怪造学を教わってるとか。ほかにもいろいろ語っていたぞ。元気いっぱいの子供は見ているだけで気持ちが──」

「舞さん」

　さすがに、舞弓がわざと伊依を煙けむに巻いてるのだとわかって、癪しやくに障さわった。

「……あたしを怒おこらせたいの？　どうして？」

「自分の胸に聞いてみたまえ」

　舞弓は目を逸そらさない。薄うす暗ぐらい暗闇で、吐と息いきのかかる距きよ離りにある彼女の表情は──なぜだかとても怖こわいものに見えた。

「伊依。君のことをいちばん理解しているのは魅神だ。君のことをいちばん愛しているのは仇祭かもしれない。だがいちばん君の力になれるのはこの戦たたか橋はし舞まい弓ゆみだぞ」

　胸ぐらを摑まれ、強く責められる。舞弓は怒おこっていた。

「私は誰だれだ。君の相棒だ。そうだろう不死鳥殺し？」

　懐なつかしい、呼び方だ。

　あのころ、舞弓と出会ったころは、こんな立場になるなんて思ってもいなかった。

　押し黙だまった伊依に、舞弓は手の力を強め、吐はき捨てるように言う。

「真子は別れぎわ、不思議なことを喋しやべっていたなぁ……この町に迫せまってきていた怪かい獣じゆうみたいな怪モ造ン生ス物ターと、伊依お姉ちゃんが戦って、勝ったのだと──ふぅん？」

　舞弓は怒っていた。でも哀かなしそうでもあった。

　友達にそんな感情を抱いだかせたのは伊依だった。

「それは私が知らない戦いだな？」

「…………」

　言葉はそれだけだった。舞弓は伊依から手を放すと──「乱暴をしてすまなかった」とつぶやいて踵きびすを返した。伊依は何も言えない。舞弓との距離が遠い。

　立ちすくんだ伊依から、一歩一歩離はなれて……最後に、舞弓は振ふりかえる。

「伊依」

　彼女は薄暗い廊ろう下かのなか、深紅の眼光でこちらを貫つらぬいた。

「君が何を背負い、何と戦っているかは知らない。だがどんな戦いでも──独りで勝てると思っているなら、愚おろかものだ」

　不器用な言葉だったけれど、それは伊依の胸に大きく響ひびいた。

「そんな当たり前なことを、私に教えてくれたのは……君だぞ」

「…………」

　けれど、伊依は、彼女たちを巻きこみたくない。

　戦場に立つものは、少ないほうがいいのだ。

「舞さんが……何を言ってるか……わからないな？」

　曖あい昧まいに微び笑しようでごまかして、階段をのぼっていく。何のために。何のために。何のために。自問しだすと止まらない。堪たまらない。

　階段をのぼっていく。

　暗闇をよじのぼるような、気の滅め入いる作業だった。

　誰もいない。みんな食事に行ったのか。

　独りぼっちの暗闇は、幼いころ馴な染じみだった座ざ敷しき牢ろうを思いださせた。

　首をふり、嫌いやな想像を拭ぬぐい散らす。

「………？」

　物音がする。伊依は知らず忍しのび足で、そちらに近づいていく。

　暗い廊下で、唯ゆい一いつ、灯あかりが漏もれている部屋がある。

　舞弓はみっつめの部屋と言っていた──まさに、その部屋だ。

　藤壺寮はなかば朽くちていて、扉とびらにも亀き裂れつがあったり、けっこう音や光が零こぼれてくるのだ。

　軋きしむ廊下に冷や冷やしながら、そちらへ向けて進んだ。

　理夢の声がする。伊依に放たれた悪あく罵ばとは比べものにならないほど、甘く、楽しそうな声だった。部屋のそばまでくる。真新しいプレートには片津理夢と書いてある。個室だ。片津理夢の部屋だ。間ま違ちがいない。

　独り言をしている感じではない……誰かに喋りかけている？

　理夢がタッパーに夕飯を詰つめていたのを思いだす。

　犬か猫ねこでも拾ってきたのかな？

　そう思い、驚おどろかせてはいけないからと、なぜか激しく鳴る鼓こ動どうを抑おさえて伊依は扉の隙すき間まから中を覗のぞきこんだ。

　そして──。

　それを目もく撃げきした。
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　その室内は明るかった。

　伊依が独り佇たたずむ廊下と対照的に、眩まぶしいくらいの煌きらめきに満ちていた。

　だから最初は、その光量に驚いた己おのれの目が見せた、錯さつ覚かくだと思ったのだ。

「…………」

　伊依は絶句し、目を何度も擦こすり、白昼夢のようなその光景を凝ぎよう視しする。

　どこも変わらず朽ちたような、古ぼけた藤壺寮の居室である。大きな亀裂から室内を覗きこんだ伊依の視界は狭せまく、光が強すぎて靄もやがかかったように見える。カーテンを閉めきった窓。何も置かれず埃ほこりがかぶった学習机。脱ぬぎ捨てられたような、空っぽの旅りよ行こう鞄かばん。おんぼろなベッド。

　そのちかくに。

　なんと、全身を縛しばられた仇祭遊がいたのだ。理夢はこちらに背を向けていて、伊依には気づかない。けれど遊は何の偶ぐう然ぜんかこちらへ視線を向け、驚いたように目を丸くする。

　遊くん！

　そう叫さけびかけた伊依に、遊は青ざめた顔で目配せをした。

　その唇くちびるが、声なく動く。

　逃にげろ。逃げろ。逃げろ。

　それだけを繰くりかえしている──と思った。

　伊依は迷ったが、遊の様子が変なことに気づいたらしい理夢が、恐おそるべき殺気とともに振りかえったので、慌あわてて扉から離れた。

「誰だれかいるの……!?」

　うわずった、獣けもののような理夢の怒ど声せいが飛んでくる。

　足音が、迫せまってくる。

「────」

　逃げなくては！　と本能的に悟さとって、伊依は踵を返して逃げた。できるだけ足音を殺し、曲がり角を進んで、その時点で理夢が扉を大きく開け放った音がした。

　逃げなくては!!

　急いで階段を下りて、仲間たちがいる食堂へと走る。

　頭が混乱していて、うまく考えられない。

　遊だ。遊がいた。

　どうして──？

　縛られて──？

　理夢とは、どういう関係──？

　疑問が泡あわのように浮うかんでは弾はじけ、けれど伊依はそのどれにも答えをだせなかった。

　何かが起きている。

　この藤壺寮で、忌いまわしい何かが。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　夜は更ふける。

　悩なやみの解決を待つことなく、時間は猛もう烈れつな勢いで流れていく。

　夕食後、パジャマに着き替がえた伊依は、呼びにきた罠奈に声をかけられるまで、ずっと自室で呆ぼう然ぜんとしていた。ベッドに伏ふせ、まとまらない考えを浮かべては消し、建設的ではない思し索さくに溺おぼれていた。

　考えようにも材料が不足している。

　姿を見せた片津理夢。

　彼女から伊依へ向けられた、拒きよ絶ぜつと悪意。

　そんな理夢の部屋で縛られていた、仇祭遊。

　…………。

　思考が巧うまく働かない。

　本来なら、何も迷うことはない、どういうことだと理夢を問いつめて遊について説明をしてもらえばいい。けれど、なぜかそれを恐れる気持ちもある。問いつめて、知ってはいけないことを知って、その先に何か途と方ほうもないことが待っている気がする。

　慎しん重ちように行動しなくてはならない。

　できれば理夢を疑いたくはない。遊の身の安全も守りたい。

　迂う闊かつな行動は、控ひかえなくては。

　それに、遊ならだいじょうぶ、という気持ちもあった。

　自分が何かしなくても。

　遊ならば。

　銭湯で罠奈に忠告されたのに、まだ伊依は遊を神格化しているのか。

　自覚はすれど、理り屈くつで割りきれるものではない。

　答えはだせず、時間だけが過ぎていく。

「お、伊依。きたきた。まぁそこ座りなさい」

　藤壺寮の最上階、大広間。

　遊びにきて、急に泊とまると言い始めた生徒たちを、藤壺寮の管理人は快く受けいれてくれた。そこで女子に貸し出されたのがこの大広間である。もともとは宴えん会かい用だとかで、寮にたまに視察にくる教師たちが泊まったりしていたようだ。ほかの部屋にはないお酒や煙草たばこの臭においが満ちている。

　男子はそれぞれ空いた個室に放ほうりこまれている。空き部屋は多かったし、さすがに女子と同じ広間で寝ねかせるほど管理人も考えなしではない。鬼き京きようは女の格好をしていたので間ま違ちがえてこちらに入れられかけたが、舞弓に個室に蹴けりいれられて外から鍵かぎをかけられていた。

　そんなわけで。

　大広間には魅神香美、山やま田だ魔ま夜や、戦橋舞弓、美み咲さき次じ郎ろう花はなの四人が泊まっている。そこにお呼ばれして遊びにきたのが虚島罠奈と空井伊依だ。総勢六人。六人もいれば話題も尽つきず、しばし布ふ団とんに転がって雑談をしていた。

　どこで間違ったのか。

　遊のこと、理夢のことを考えて、ぼうっとしていた伊依は覚えていない。

　枕まくら投なげなんかをして騒さわぎ、一休みだと香美が持参してきたお菓か子し──そして飲み物が持ちこまれてから、何もかもが狂くるってしまったのだ。

　伊依は熱い頭をうなだらせ、そんなことを考えていた。

　ジュースだと思ったのだ。

　香美が持ってきた飲み物を見て、伊依はジュースだと思ったのだ。

　みんなも育ちが良かったり、適度に世間知らずだったりして、何も疑わずに飲んでいて、頭がふらふらし始めてから香美の策略を知った。

　お酒だったのだ。

　耐たい性せいのない伊依はあっさりと酔よっぱらった。

　ほかのみんなもあっさりと酔っぱらった。

　あとは何もかもがおかしくなった。

　伊依はお酒について人並み以下の知識しかなかった。これまで怪造学のみに没ぼつ頭とうし、まったくほかのことに興味をもたなかった結果である。父が酒も煙草もやるだめなひとという印象があったから、殊こと更さらにお酒を忌き避ひしてきた。

　だから知らなかった。

　ジュースみたいな口当たりの、甘いお酒があるだなんて。

　漫まん画がみたいに、人格が変わるくらいに酔っぱらうひとがいるなんて。

　気づけばなぜか伊依は魔夜に布団で簀す巻まきにされ、何が楽しいのか延々と笑っている香美に髪かみの毛を引っぱられたり玩具おもちやにされ、その横では罠奈が丸まってしくしく泣いていて、正面では舞弓が素面しらふの顔でかぱかぱ酒を口にしている。次郎花は簀巻きにされた伊依からは見えない。

　もはや、悩なやむ余よ裕ゆうすらない。

　ほんとうに、ありがたい友人たちだと思う。

　伊依は悪酔いし、頭痛がするばかりでみんなのテンションについていけない。簀巻きにされたせいか、酔いがまわっているのか、全身が熱い。風か邪ぜをひいたような気分だ。二度とお酒は飲むまい。

　伊依が何か思い煩わずらっているらしいと、香美なりに気き遣づかってくれたのだとは思う。

　けれど伊依としては早さつ急きゆうに遊のことを考えたかったわけで、思考能力を大おお幅はばに低下させるお酒は正直なところありがた迷めい惑わくだった。何も考えられない。ひたすらに頭が痛い。

　こうして自分が和なごやかな雰囲気のなかにいるうちにも。

　遊はあの部屋に閉じこめられているのか。

　閉じこめられている？

　そうに決まっている。縛しばられていた。理夢に監かん禁きんされて、自由を奪うばわれているのだ。許せない。束そく縛ばくされるというのが、どれだけの苦痛かわかっているのか。伊依は知っている。寂憐院で生まれ育った伊依は。

　今度は。

　今度は自分が助けないと……。

　でも。

　どうしたらいいかわからない。

　困ったときに相談できる父はいない。

　最終兵器を手にしても、人間相手には意味がない。

　弱いままだ。暗くら闇やみで怯おびえていた、あのころと何が変わったのか。自分に遊を助けることができるのか。この自分に。

　みんな死んだ。

　みんな死んでしまった。

　助けられると勘かん違ちがいして。夢は叶かなうと誤解して。

　否いな。

　憂ゆう鬱うつに引きずりこまれてはいけない。お酒のせいだ。気弱になっている。

　できることからコツコツと、諦あきらめずにつづければいい。

　自分は弱い。知っている。

　自覚し、最善の道を、最大限の努力で──進む。

　目下の優先事じ項こうは、遊を安全に救いだすこと。

　理夢の目的を知ること。

　彼女がなんで遊を閉じこめているのか。三ヶ月、遊が行方ゆくえ不明だったのは、彼女に囚とらわれていたからなのか、それらの事実関係をはっきりさせる。

　やることは、大きく分けてそのふたつ。

　明快だ。

　やることがはっきりしたら、頭も冴さえてくる。お酒のせいで煩はん雑ざつな思考が散って、集中できた。たまにはお酒も悪くはない。頭痛は止まらないが。

　みんなの狂きよう乱らんも止まらないが。

　気づけば全員がまたたびを嗅かいだ猫ねこのように寝ね転ころがっていて、簀巻きにされたままの伊依のそばに、ごろごろ横になっていた。みんな眠ねむいのだ。昼間からはしゃいだし、慣れないお酒を飲まされたし。唯ゆい一いつ、無事そうというか、逆に心配になるくらい舞弓が無表情だが、胡座あぐらをかいたままの彼女が探しても、もうお酒は残っていない。

　灯あかりを暗くして、みんなでだらんと微睡まどろんだ。

　たまにはこういう、何もしない、のんびりした時間があっていい。

　お酒は──正直、二度と御ご免めんだが。

「そういやさ」

　誰だれの声だろう。

　視界がとろけて何もわからない。

「みんなの好きなひとって誰？」

　誰の──声だ。

　なぜだろう、伊依は寒気がした。

　聞き覚えのある、耳に馴な染じむ声なのだ。けれど口調が、雰ふん囲い気きが、どこか決定的に異なっている。お酒のせいかもしれない。わからない。

　声の主を捜さがす。

　酔よいどれだらけのなか、不思議と青白く見える次郎花の顔があった。

　昼間、彼女に感じた違い和わ感かんを思いだす。

「好きなひとぉ？」

　色っぽく半眼になった香美が、ぼんやり応こたえた。

「あちきらにその話題？　いや良いけどね、こういう場では欠かせない話題だし？」

　まぁ修学旅行の夜っぽい雰囲気なのだが。

　どこかが変だ。

　見えない暗闇で肉にく食しよく獣じゆうが牙きばを剝むいているような、耐たえ難がたい恐きよう怖ふがある。

　次郎花を見た。にっこりと微笑ほほえまれる。

　彫ちよう像ぞうめいた、不自然な笑みに見えた。

「あちきはパス。興味なし。魔夜っちは？」

　香美が、簀す巻まきの伊依の上で弛し緩かんしている魔夜に語りかけた。

　獣けものの耳がついた可愛かわいらしいパジャマを着た魔夜は、しばし応えなかったが、お酒のせいか案外と真ま面じ目めに言った。

「………保健医……」

「え？」

「えぇーっ？」

　やはりこういう話題は盛りあがる。香美や伊依はおろか舞弓までこちらに寄ってきて、魔夜を取り囲む。

　丸まって人生に絶望していた泣き上じよう戸ごの罠奈が、ちらりと顔を上げた。

〈保健医って──古頃の？　あぁ、山田さん保健室によくいたもんね、以前は〉

「……秘密だから……」

　しぃっ、と指を唇くちびるに当てて、魔夜は寝ね息いきをたててしまった。

　これは翌日には覚えていまい。眠ねむ気けとお酒が彼女の秘ひめた気持ちを晒さらしたのだ。

　恐おそるべし、お酒。

「そっかぁ……」

　伊依は何だか全身を熱くさせて、何度か頷うなずいた。

「魔夜ちゃん、そうだったんだぁ……あぁ、言われてみればねぇ──」

　意外といちばん正しく青春しているのは魔夜なのかもしれない。

　伊依は思いつつ、罠奈に視線を向けてみた。

「罠奈ちゃんは？　もてるんじゃないの？」

〈へ……？〉

　自分に矛ほこ先さきを向けられるとは思わなかったのか、罠奈は戸と惑まどい、苦く笑しようした。

〈私は特にないなぁ。遠くから眺ながめられたり、無記名の手紙が送られたりはするけど、ほら、私ってこんな見た目だから──〉

　見た目というより、高貴すぎて、綺き麗れいすぎて近づきにくいのだろうと思う。

　たぶん罠奈は知らぬところで崇すう拝はいされていたはずである。特に古頃にくる前、鉄仮面を嵌はめる前の罠奈はどこにだしても恥はずかしくない絶世の美少女だったわけだし。性格も良いし。羨うらやましいかぎりである。

　そんなことを考えている伊依のそば、罠奈が舞弓に話題を投げた。

〈私より、戦橋さんは？　ちかごろ無む城じろくんと仲良しなようですが……〉

「あ、それはあたしも気になるな」

　がぜん話題に興味が湧わいて、伊依は流れに便乗してみた。

「舞さんこのごろ先輩とばっかりいっしょにいるし。いい雰囲気だし」

「馬鹿を言ってはいけない」

　舞弓は鼻で笑った。

「誰があのようなうつけ者を。私の理想は兄さまのように公明正大で完全無欠、立派な志をもった素す晴ばらしい男性だ。あのような下らぬ男などに心乱されるものか」

　腕うでを組み、自分に言い聞かせるように。

「そうだ……うむ……そうなのだ」

「怪あやしいなぁ」

　伊依がおちょくると、舞弓は真っ赤になってお酒臭くさい息を吐はいてきた。

「喧やかましい伊依。簀巻きの分際で。そういう君はどうなのだ？」

　それは。

　あらためて問われるまで、ほんとうに考えもしなかった疑問だった。

「君はいったい誰だれが好きなのだ？」

　酔いが、醒さめる。

　それは触ふれてはいけない問いだと思った。

「君のことだから、みんな好きだなどと甘っちょろいことを言うのだろうが、そういうのとは別の意味で──君が男性としてもっとも愛しているのは、誰なのだ？」

　舞弓としては、お酒の場の勢いで、つい詰きつ問もん口調になってしまっただけなのだろう。

　けれど伊依は打ちのめされた気分だった。

　誰が？

　誰が好きなのだ？

　伊依はこれまで恋れん愛あいというものをしたことがない。というか、これは恋愛なのだなぁと自覚したことが、ない。これは恋愛だろうか？　という疑いは抱いだいたことがあるが──それ以上の発展はなく、夢を追いかけ、怪造学に没ぼつ頭とうするあまり、異性と付きあったことすらない。

　生まれたての赤子のように、伊依はこと色いろ恋こい沙ざ汰たには遅手だった。

「ど、どうだろ……」

　困る伊依に、罠奈が目を細め、静かに尋たずねてきた。

〈遊じゃないの〉

　それもやはり、気のせいだろうが、責めるような口調に聞こえた。

〈伊依ちゃんは遊がいちばん大事なんじゃないの〉

　応えられない。

　伊依は、その方面の話題には、言い知れぬ嫌けん悪おを覚える。

　どうでもいい──こと、じゃないか？

　そんなことより、もっと考えるべきことがあるはずだ。侵しん略りやくを開始した魔ま王おうのこと。迫せまりくる魔軍のこと。最終兵器のこと。虚界アンダカの秘密のこと。己おのれの夢のこと。

〈遊は伊依ちゃんがいちばん大事だよ。間ま違ちがいなくね。憎にくらしいくらいにね、伊依ちゃんのことしか見ていないよ〉

　罠奈の言葉が、痛い。

　自分は知らぬうちにまた、誰かの気持ちを踏ふみにじったのか。

　けれど確実に伊依のなかで、恋愛は夢よりも低い扱あつかいだった。

　もう遥はるかな昔に思える、以前の古頃が崩ほう壊かいした《卵アイ・姫ドール》の事件で、ほかの誰でもない遊が言ったことを思いだす。

　ねぇ、伊依ちゃん。君は──すごく、人間が嫌きらいだったよね？

　ちがう。

　自分にも、他人を好きになる才能はあるはずだ。

　異性愛くらい、母を捨てて逃にげた父とちがって、きちんと抱けるはずだ。

　好きなひとくらい、いる。

　泣き上じよう戸ごの罠奈の、それは鬱うつにまみれた、心ない発言だったのかもしれない。

〈伊依ちゃんはね、夢のためなら遊を犠ぎ牲せいにしそうな気がする〉

　震ふるえる、弱々しい声だった。

　たぶん罠奈も、こんなこと言いたくはなかったのだろう。

〈遊が、可哀かわい想そうだ〉

「あたしは──」

　自分は誰かを愛せる生き物なのだと。

　どこも欠けてはいないと。歪ゆがんではいないと。主張するために。

「あたしの好きなひとは──」

　そこで気づいた。

　大広間の入口。

　木製の扉とびらがわずかに開いて、そこで誰かがこちらを見ている。

　お酒が見せた幻げん覚かくか。

　恐きよう怖ふが生んだ妄もう想そうか。

　左右色いろ違ちがいのオッドアイが、扉の隙すき間まからこちらを凝ぎよう視しして──。

　その唇くちびるが、おぞましくも問いを紡つむいだ。

　あんたの。

　好きなひとは。

　……だぁれ？

「…………」

　ここで遊と応こたえたら、どうなるのか。自分が、理夢の部屋にいた遊を目もく撃げきしたと、仮に理夢が気づいているとしたら──どうなるか。伊依が遊を助けだそうとすると、それを危き惧ぐした理夢は、遊か伊依のどちらかを──始末しようとするのではないか？

　恐おそろしい。

　遊の名前を口にしてはいけない。

　そんな確信と、恐怖に導かれ、伊依は我知らず──かつて憧あこがれた男性の名を告げた。

「あ、蟻あり馬ま先生が、好きだから……」

　その答えが。

　どんな未来を招き寄せるかも知らないで。
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　ヴェクサシオンは笑っていた。

「ふ……ふふ……ふふふ……」

　顔面を裂さくように薄うすく開かれたその口元からは、蒸気じみた愉ゆ悦えつが零こぼれている。何が面おも白しろいのか、自分でもわからない。おかしいことなど、何もないはずなのに。

　──空すか井いい伊い依よりはアリマセンセイとやらが好きなのだ。

　遊ゆうではなく。

　アリマセンセイとやらをいちばん愛しているのだ。

　その事実が、たまらなく嬉うれしかった。

　理由は不可解だ。

　考えたくもなかった。

　ひたすら快楽を貪むさぼるように、覗のぞき見をしていたヴェクサシオンは身を翻ひるがえす。

　いまだ麦わら帽ぼう子しをかぶったまま、白いワンピースの裾すそを舞まわせて駆かけてゆく。夜も更ふけた藤ふじ壺つぼ寮りようは静かだが、ヴェクサシオンはさながら幽ゆう霊れいみたいに足音をさせない。薄うす暗ぐらい廊ろう下かに金糸の髪かみを漂ただよわせ、踊おどるような歩調で自室に戻もどる。

　さきほど──晩飯のあと、誰だれかの気配を室外に感じ、ヴェクサシオンは扉を開いて去りゆく伊依らしき後ろ姿を見た気がした。確信はもてなかった。けれど疑わしくはあった。ゆえに伊依の動向を観察していたのだが……。

　どうも勘かん違ちがいか。

　伊依は遊のことなんか、べつに気にしていないようだった。

　考えてみれば当たり前だ。

　遊は自分──ヴェクサシオンに操あやつられ、かつて伊依と敵対し、苦しめた過去がある。いくら伊依の脳みそが極ごく楽らくとはいえ、そうそう許せまい。否いな、自分ならば絶対に許さない。伊依は遊とは距きよ離りを置いているはずだ。

　可哀かわい想そうな遊。

　何も悪くないのに。

　伊依に嫌きらわれて。

　可哀想に。可哀想に。

「ふ……ふふ……ふふふふ……」

　なぜだか笑いが止まらない。

　幼子のように、ヴェクサシオンは笑いながら走った。

　狭せまい寮だ。すぐに辿たどりつく。自分の部屋。

　睡すい眠みんを必要としない自分とはちがって、疲つかれたのだろう、遊は縛しばられたまま、目を閉じて眠ねむっていた。

　起こしてはいけないと思い、ヴェクサシオンは軋きしむ扉に苛いら立だちながらそっと閉め、そんな彼にするすると歩み寄っていく。寝ね顔がおも綺き麗れいな、遊の美び貌ぼう。

「…………」

　ベッドで寝ねかせてやろうか。自分には必要ないし。でもそこまで甘やかすのもどうかな、主従関係はしっかりしておきたいし──などと考えつつ、けっきょく、ヴェクサシオンは遊を起こさないよう気をつけて、縄なわで緊きん縛ばくされたままの彼をベッドに優やさしく置いてやった。

　遊も深い眠りにあるのか、わずかに呻うめいたが、起きることはなかった。

　ヴェクサシオンはそんな彼に布ふ団とんをかけてやり、そっと、遊が起きているときには決して見せない慈いつくしむような表情で彼の髪を撫なでた。

「ねぇ、遊──」

　もしも。

　もしもの話だけれど。

　たとえば、今──あの大広間で、仲間たちと歓かん談だんしているのが伊依でなくて自分ならば。

　そして、あのお酒の勢いで語られた彼女らの会話が、いちばんたいせつなひとを、異性を、告白するものならば。

　好きという言葉は、嫌いだし、意味がわからない。

　愛というものに実感が湧わくような、甘っちょろい人生ではなかった。

　でも──。

　だからこそ。

　恵めぐまれていて、愛すべき他者に囲まれて、のほほんとしている伊依とはちがって。

　伊依なんかとはちがって、自分なら、迷わず言えるのだ。

「わたしは、たぶん……」

　遊に顔を近づけて、耳元で、聞こえない声で、囁ささやいた。

「遊の……ことがね…………」

　孤こ独どくな少女の独り言は、夢を見ている遊にはたぶん、届いていないけれど。
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　空が陰かげる。

　消えかけの電球みたいにジリジリと夜を照らしていた月も、不ふ穏おんな気配そのものの暗雲に隠かくされ、世界は闇やみに満たされる。草木は眠り人々も知らぬ夜の世界で、蠢うごめくのは闇の世界の住民どもだ。虫に蝙こう蝠もり、わずかな獣けもの。

　そして──。

「切り替かえ」

　かしゃ、と音が響ひびく。

　カメラのシャッターを押すような。

　藤壺寮の頂点。丘おかにある寮の屋根からは、海岸線がよく見み渡わたせる。昼間、伊依たちが天真爛らん漫まんに遊び回っていたときの印象はもはやなく、どろどろと波打つ漆しつ黒こくの海は邪じや悪あくにすら見えた。

　ヴェクサシオンは風になびく金きん髪ぱつを緩かん慢まんに手で押さえ、同じく飛ばされそうな麦わら帽ぼう子しをつまむ。そして帽子と前まえ髪がみで隠れがちな双そう眸ぼうで、ひたすら周囲を観察している。

「切り替え」

　かしゃ、という音とともに──その両目が裏返る。

　左右色違いだったその目が、硝子ガラス玉めいた水色に。

「……反応なし」

　サーモグラフィーのように温度を探知する眼球だ。生物の体温を感知して網もう膜まくに表示する。だが海岸には出歩くものもなく、見たところ異常な熱は発見できない。

「切り替え」

　かしゃ。

　両目がまた裏返り、ぐるぐる渦うず巻まく不思議な眼球へと変わる。

　温度感知の双眸から《魔ま力りよく》感知の双眸へ。

《魔力》──怪モ造ン生ス物ターが現界カナイに存在するとき必ず垂れ流すそれは、有力な目印になるはずだった。

「…………」

　しばし海岸を眺ながめ、ヴェクサシオンは舌打ちする。

「竜りゆうどもめ……」

　三ヶ月前、夢ゆめ追おい坂ざかに接近した憤ふん怒ぬの魔軍──竜の眷けん属ぞくの《魔力》がまだ沈ちん殿でんしている。《魔力》は通常、すぐに霧む散さんするはずだが、誰だれかが操作して残したか、あるいはそれだけ竜どもが強力だったのか、残ざん滓しが多く残っていて視界が不ふ明めい瞭りようだ。

　なまじ《魔力》感知に長たけた双眸だけに、靄もやがかかったように見えて気持ちが悪い。

「だが──憤怒と悲哀の《魔力》は区別できるはず……」

　かしゃ、かしゃ、と何度か眼球を切り替え、最適なものを探す。

　人工魔王──ヴェクサシオン。

　その能力は、喰くらい、取りこんだあらゆる怪モ造ン生ス物ターを自在に自分の身体からだと取り替え、その相手の能力を発揮することである。万ばん能のう無敵に思える力だが、意外に制約が多い。身体を交こう換かんするという能力の性質上、身体から離はなれたものは変化させられないし──取りこんでいない怪モ造ン生ス物ターには、当然、変化できない。

　憤ふん怒ぬ大公や悲ひ哀あい大公のような虚界アンダカの支配者層──上位の怪モ造ン生ス物ターを取りこめば、下位の怪モ造ン生ス物ターの能力はある程度は再現コピーできるのだが、今の少女はそれら大公クラスの怪モ造ン生ス物ターは吸収していない。悲哀大公の残ざん骸がいはまだ残っているものの、大半は抜ぬけてしまった。

「ちっ……」

　手数の多さ、選せん択たく肢しの多さは強さと比例しない。かしゃかしゃと眼球を交換し、最適なものが見つからず、ヴェクサシオンは舌打ちする。

　そう、なまじっか利用できる能力が多いだけに、状じよう況きよう適応力はあるが──突つき抜けた個性も、圧あつ倒とう的に秀ひいでたところもない。一芸に長たけたものとの勝負では後おくれをとることもあるし、手段を選んでいるうちに危険な状況になっていたりもする。

　万能ゆえの、ジレンマ。

　それがヴェクサシオンの──唯ゆい一いつの弱点だった。

　否、いずれ虚界アンダカの全すべてを吸収すれば、あらゆる能力が使用可能になり、その弱点すらも消えるのだろうが、今の自分では望むべくもない。攪かく乱らんするかのようにばらまかれた《魔力》からは、今、ヴェクサシオンが奪だつ還かんせんと目もく論ろんでいる悲哀大公の居場所は特定できなかった。

「単純馬鹿の竜りゆう王おうとちがって、ちょっとは考えてるってことか。ふん、ちんけな浅あさ知ぢ恵えで──このヴェクサシオンを出しぬいたつもりか……!?」

　歯は嚙がみし、目を閉じ、眼球をもとのオッドアイに変える。

　ほぼ人間のものと同じ双眸だ。

　右目は過去に遊と交換した、彼の眼球だ。左目は自分自身のもの──もっとも、自分だと思っているその身体すら、曖あい昧まいな想像で形成した偽にせ物もので、もうヴェクサシオンは自分がほんとうはどんな姿だったかも思いだせないのだが。

「取り戻もどす。食べ直す。必ずまた、わたしのモノにする……」

　ちくりと胸に湧わいた棘とげのごとき哀かなしさも、目的の前には幻まぼろしのよう。

「食べて、食べて、食べて、強くなって、強くなって、強くなって」

　哄こう笑しようし、禁きん忌きの少女は天に向かって両手を挙げる。

「そしたら、あはは、褒ほめてくれるかなぁ──!?」

　潮しお騒さいが響ひびく真夜中、迷子のようにヴェクサシオンは独りぼっちだった。

　目的。

　最強の生き物になること。

　自分の製造理由。

　ヴェクサシオンとしての、目的。

　打ち砕くだかれた夢だった。意味がないと伊依には看破された。

　誰も褒めてくれない。

　理解している。

　寂じやく憐れん院いん孤ひと独りは殺した。虚こ島じま慈いつ樹きも殺した。イツキ派は全ぜん滅めつさせた。

　自分を製造したものどもは皆みな殺ごろしにした。

　けれど。ならば。

　自分は。

　ほかにどのように生きればいいというのだ。

「…………」

　異国の巫み女このごとく海に空に声なき祈いのりを叫さけんでいたヴェクサシオンは、不意に、ぴくりと何かに反応してその無む為いな行こう為いをやめた。

　五感──耳を、鼻を、目を、舌を、肌はだを、鋭えい敏びんなものに切り替かえる。

　周囲の気配を探さぐり、把は握あくして、舌なめずりをする。

「……見つけた」

　感傷に浸ひたっている暇ひまはない。

　狂くるおしいほどの闘とう争そう本能の疼うずきと、己おのれの存在意義たる最強への道を彩いろどる戦いと、己の存在を理解しながらも、強制でも、恐きよう怖ふからの服従でも、己の言いなりになって、己を褒めてくれる──仇あだ祭まつり遊ゆうがいればそれでいい。

「今日はもうお腹なかいっぱいなんだけどなぁ……」

　腹を撫なで、満ち溢あふれた《魔ま力りよく》を発散し、人工魔王は高笑う。

「あははははは！　夜食は別腹！　いただきまぁす！」

　その背中を突き破やぶり、堕だ天てん使しの翼つばさが隆りゆう起きし大きく羽ばたいた。
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　寝ね静しずまった藤壺寮。

　罠わなに備え、しばし緻ち密みつにあらゆる手段で寮りようの内部を調べあげたヴェクサシオンは、特に警けい戒かいに値あたいするものなしと判断し、ゆるやかに窓から侵しん入にゆうした。

　寮生たちはみんな就しゆう寝しん済みのようで、灯あかりがついている部屋はなかった。時計がないから確かく認にんできないが、たぶん午前三時をまわっている。よほどの夜よ更ふかしでもさすがに夢の世界か。

　軋きしむ廊ろう下かに降りたち、翼を肩かたの肉に収納。モンタージュ写真のようにかしゃかしゃと眼球や両りよう腕うでを切り替え、薄うす暗ぐらい廊下を凝ぎよう視しする。

　さきほどそれに気づいたのは偶ぐう然ぜんだった。

《魔力》を探知していたヴェクサシオンは、藤壺寮の一角にのみ、不自然に《魔力》が存在しない場所があることを発見したのだ。何かがあるのを確認したのではなく、何もないのを確認したわけである。竜王の《魔力》がいまだ周囲に色いろ濃こく漂ただよう現状、このような不自然を少女が見み逃のがすわけもなかった。

「これは……結界かな」

　結界。すなわち他者を締しめだす限定空間。

《魔力》と、音、あとは気配なんかを遮しや断だんしているらしい。

　手を伸のばし、廊下の片かた隅すみで立ち止まる。

　すでに怪モ造ン生ス物ターのものに切り替わった眼球は、そこに煙けむりのごとき何かが立ちのぼり、他者を拒きよ絶ぜつしているのを見てとれる。

　不自然に音が聞こえないので、人間相手ならごまかせるかもしれないが、ヴェクサシオンには怪あやしんでくれと言っているようなものだった。

　結界に触ふれ、細部まで調べてみる。

　かつて喜き悦えつ大公が見せた結界のように、次元ごと隔かく離りする上等なものではないようだ。ただ夜中に起きてしまった寮生などが、なんとなぁくこちらに近寄りたくないな、と思う程度のおまじないのような結界──。

　たいした代しろ物ものではない。これでは結界を敷しいたものの実力も知れようというものだ。

　悲哀大公そのものではないだろう。だがあの邪よこしまな存在の臭においはする。

　たぶん悲哀の眷けん属ぞくか。

　憤怒の眷属は竜というわかりやすい化け物だったが、悲哀の眷属はどのような性質なのだろう。不死だの邪じや神しんだの何だの言われているが、いまいち悲哀大公については何も知らないことに気づく。ヴェクサシオンとして取りこんでいるのも、偽にせの殻から蛇だの一件で大量に取りこんだ喜悦の眷属と、あとは憤怒の眷属ばかりだ。

　不死の邪神。

　侮あなどるわけではないが、恐おそれもしない。

　くるなら──こい。

　大だい胆たんにそう思いながら……ふと、疑問に思う。

　悲哀大公もヴェクサシオンがまた自分を狙ねらうかもという、警戒くらいはしているだろうに──その眷属のはずの結界の主あるじは見たところヴェクサシオンへの対策を立てていないように感じる。捨て駒ごま、嚙かませ犬として、あえて悲哀大公がこちらのことを教えていない──とか？　いかにも冷れい酷こくなあの大公が考えそうなことだが……。

「まぁ、いいか」

　何やら引っかかるが、ここまできて帰るのも怯じ気づいたようで癪しやくに障さわる。

「お邪じや魔ましまぁす♪」

　右みぎ腕うでを獣けものの爪つめへと変へん貌ぼうさせ、カーテンを引くように結界を切り裂さいた。結界を突とつ破ぱしたからといって、主にそれを報告するほどの機能もなさそうだ。相手が結界内部で何をしているかは知らないが、気づかれないうちに電光石火で近づき、仕留めるのが最善か。

「それも面おも白しろくないけどね」

　悲哀の眷属を倒たおせば、あの邪神とは全面戦争になるだろう。前ぜん哨しよう戦せんとして、相手の能力を把握するためじっくり戦ってもいい。

　だがそれには場所が悪い、とも思う。藤壺寮の内部では大暴れはできない。遊が危険に晒さらされるし、伊依や舞まい弓ゆみなど油断ならない相手もいる──連中がちょっかいを出してきたら不都合だ。

　今は彼女らに気づかれないよう、闇やみに潜ひそんで行動する必要がある。

　まぁ、悲哀大公の次に、おまけで喰くってやってもいいが。

　魔ま王おう杯はいで相対した、あの美う味まそうな侍さむらい少女を思いだし、舌なめずりをする。

「………ん？」

　ヴェクサシオンは物音に気づき、ふつうの調子で歩いてそちらへ向かう。

　もちろん絶えずあらゆる感覚器で警戒はしている。今のところ自分への害意も脅きよ威ういも感じない。極きわめて平和な、静かな夜である。

　破った結界の内部。古ぼけた藤壺寮の廊下を歩き、ひとつの部屋の前で立ち止まる。

　結界はどうも、この室内から漏もれる《魔力》を隠かくすために敷かれたようだが。

　扉とびらを開けるべきか、もう少し様子を見るべきか、考えていると──また物音。

　というか、深夜の居室に似つかわしくない、男女の声。

「──さい。………から………ねぇ──」

「やめ──ったから……したのだ……!?」

　ただならぬ様子である。

　好こう奇き心しんをおぼえ、麦わら帽ぼう子しを脱ぬいでそっと扉に耳を押しつけてみた。傍はたから見るとかなり怪しいだろうが、気にしない。

　布ふ団とんのなかで会話をしているのか、くぐもっていて内容が聞きとれない。少女は知らずぐいぐい扉に密着し、なんだか真しん剣けんに聞き耳をたててしまう。

　子供ばかりの学生寮りようで。

　深夜に。

　何を──？

　聞き耳では埒らちが明かないので、結界を裂いたのにも利用した爪で扉に切れこみをいれ、室内を覗のぞきこんでみる。さきほどから自分は何をしているのだろうと思わないでもないが、今はとにかく何が行われているか確かく認にんしなくては……。

　うんうん頷うなずき、暗視用の眼球に切り替かえて内部を凝ぎよう視しする。

　狭せまい部屋である。

　ふつうの居室だ。当然、遊を監かん禁きんしているのと同じ間取りである。

　部屋の奥に学習机。手前にはベッド。

　そのベッドが妙みように膨ふくらんでいる。

「………？」

　がぜん気になって、ヴェクサシオンはベッドに集中して視力を拡大した。

　そして──その光景を目もく撃げきする。

　暗い室内。静かな闇のなか。ベッドの上。

　布団をかぶり、男女が何かをしている。

　かろうじて布団のずれたところから、その男女の顔が見えた。

　正確には男子と女子である。当然。ここは学生寮なのだ。

　見覚えがある。

「よ、よせ美み咲さき！　私には伊依さんという心に決めた相手が──」

　何やら騒さわぎつつ、暴れているのは男子だ。

　どうも女子が男子を押し倒しているという、わりと珍めずらしい構図らしい。あの男子は誰だったか。いまいち重要そうな人物ではないので記き憶おくしていないが、伊依のちかくでうろちょろしていた覚えがある。名前は思いだせない。やたら豪ごう華かなパジャマを着たその少年は、迫せまってくる少女の顔を真っ赤になって注視している。

　少女のほうは──。

「………ふむ」

　ヴェクサシオンはそこで醒さめた。

　色っぽい現場に遭そう遇ぐうしたのかと思ったけれど、どうも誤解だった。あの少女を見ればわかる。

　桃もも色いろの髪かみの、なかなか可愛かわいらしい顔立ちをした少女である。さきほど大広間で酒しゆ宴えんをしているのを見た。ひとりだけ素面しらふのようだったから印象に残っている。パジャマを着て、少年に覆おおい被かぶさり、唇くちびるを重ねようとでもするように、顔を近づけている。

　否、そんな甘ったるい行こう為いではない。

　扉の隙すき間まから見える狭い視界のなか、少女は喚わめく少年の首筋に顔を近づけて──おもむろに嚙かみついた。

「ぎゃあぁぁああーっ!?」

　絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　調子の悪い洗せん濯たく機きのような、ずるずるぼこぼこという嫌いやな音が同時に聞こえてくる。

　血を吸っている。

　吸きゆう血けつ鬼き──とはまた、古風であるし、現実に目撃するとなかなかグロテスクだった。みるみる青ざめ、痙けい攣れんする少年。少女のほうも色っぽさは皆かい無むで、ひたすら狂きよう乱らんする少年を獣けもののごとく押さえつけている。

「…………」

　ヴェクサシオンは目を逸そらし、溜ため息いきをつくと、脱いでいた麦わら帽子をそっとかぶる。

　あの少女が怪モ造ン生ス物ター、または怪モ造ン生ス物ターに操あやつられているのは確実である。だが《魔力》の放出量からいって悲哀大公本体ではない。血を吸っている理由は不明だが、放ほうっておいてもべつに問題はない。

　だがしかし。

　耳を澄すませれば、少年の悲鳴を聞きつけたのだろう、何人もの足音が近づいてくるのが聞こえる。

　困ったことに、足音はヴェクサシオンがいる廊ろう下かの左右どちらからもした。逃にげ場ばなし。壁かべをぶち抜ぬくのもいかにも怪あやしい。ただ室内の吸血行為が目撃されるのもうまくない。このまま放っておけば大おお騒さわぎになる。騒ぎになれば、今後ヴェクサシオンも動きにくくなる。

　しばらくは闇やみに潜ひそみ、誰だれにも気づかれぬよう行動すると決めたのだ。

　今、寮生たちに何か事件が起きていると、勘かんづかせるのは避さけたい。

　そこまで考えて、ヴェクサシオンは素す早ばやく決断する。

「ど・れ・に・し・よ・う・か・な……っと」

　脳のう裏りに自分の身体からだと取り替える怪モ造ン生ス物ターを思い浮うかべ、お手て頃ごろなものを選せん択たくする。

「よいしょ」

　右手の人差し指を変形させ、外見は金属バットにしか見えないものにする。

　それを両手で握にぎりこみ、いかにも物音に気づき、恐おそる恐るバットを持って様子を見にきたんですよ～という素そ振ぶりを装よそおい、足音が迫るなか扉とびらを蹴けり開ける。

[image: ]

「なっ──!?」

　吸血鬼はそこで初めてこちらに気づいたか、少年から顔を離はなし──驚きよう愕がくの表情でこちらを凝ぎよう視ししてきた。取りあわず、ヴェクサシオンは大きく床ゆかを蹴って跳ちよう躍やく、一足飛びで相手のそばまで肉にく薄はくすると豪ごう快かいにフルスイング。

　悲鳴をあげる暇ひまもなく、後頭部に直ちよく撃げきを食らって倒たおれる吸血鬼──その首筋に手を添そえ、瞬しゆん時じに相手の肉体情報を把は握あくする。

　勝負にすらならない。たかが悲哀大公の下したっ端ぱと、人工魔王だ。当然である。ヴェクサシオンはバットを抱かかえたまま、せせら笑った。

「悪いね。見せ場なしで……ま、雑ざ魚こにはお似合いだけど」

　悲哀大公の眷けん属ぞくらしい、脳裏に寄生虫のごとくこびりついた怪モ造ン生ス物ターを耳の穴から吸いだし、喰くらう。予想どおり、さして強力な怪モ造ン生ス物ターではない。怪モン造ステ学イス者トの基準で言うならば中級三位がせいぜいか。

　とにかく、今はこの状じよう況きようの後始末をしなくては。

　気絶している少年は、急に牙きばを抜かれたせいか首から盛せい大だいに血を噴ふいている。ヴェクサシオンは手を伸のばし、指先を変形させて治ち癒ゆ力りよくのある怪モ造ン生ス物ターで応急処置をした。飛び散った血液はこれも繊せん毛もうのように変化させた両手でまとめて拭ぬぐい去り、吸収──跡あと形かたもなく消す。血の臭においばかりはどうしようもないが、常人には気にならないレベルなのでよし。あと残るは──。

「うーん」

　少女が少年を押し倒している構図が、どうにも不自然に思えて、男女の立場を逆にしてみる。少年が少女を引きずりこんで、行為に及およぼうとした感じになった。リアリティを出すために少女のパジャマをじゃっかん乱してみたり。

　これで少年が何を言い訳しても誰も信じまい。

　満足し、ふぅっと溜息をつく。

「屍かば丸まるくん!?　悲鳴がしたけど──」

　最初に飛びこんできたのは、あまり特とく徴ちようのない少年だった。いつも屍丸というらしい、今は気絶している彼のそばにいたように思う。

　彼はバットを持ったこちらに驚おどろいたか、何歩か退ひいて──。

「…………」

　ヴェクサシオンが無言で指さした先、そこで大変な姿勢になっている屍丸とやらを眺ながめ、へなへなと腰こしを抜かしてその場にへたりこんだ。

「か……かば……屍丸くん──信じてたのに……いくら阿呆でも無価値でも、女の子を傷つけるような真ま似ねだけは……しないって、あぁ、あぁ、僕は魑ち魅み寺でらの旦だん那なさまに何て報告すれば──」

「何事だ!?」

　次に飛びこんできたのは侍少女。以下、伊依、罠わな奈な、慌あわてて起きたらしい寮りよう母ぼにメイド、他の寮生などがわらわらと湧わいてきて、ものすごい騒さわぎになってしまった。

　まぁ、こういう騒ぎならば特に問題はない。

　結果オーライ、ということで。

「……やれやれ」

　ヴェクサシオンはバットを気づかれないよう人差し指に戻もどすと、何やら面めん倒どうに巻きこまれないうちに退室することにした。

「か、カタちゃん──これ、これ何事？　何があったの、ねぇ？」

　一いつ瞬しゆん、伊依がこちらに気づき、思いっきり動どう揺ようして尋たずねてきたので。

「ばーか」

　あっかんべと舌をだし、ひらひら手を振ふって応こたえてやった。

「……何もなかったよ。何もね。あはっ、あははははは」

　そうして独り去るヴェクサシオンの背後で、お幸せな騒ぎはまだしばらくつづきそうだった。
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　噂うわさには聞くけれど、実際に見たことがないもの。

　四つ葉のクローバー。

　流りゆう暢ちように喋しやべるインコやオウム。

　でっかいハートマークがついたお弁当。

「うわぁ……」

　その日、不ふ動どう霧きり晴はるが怪かい造ぞう学会の要よう塞さいと化した古こ頃ころ怪造高等学校──その頂点にある総長の部屋で〝同居人〟が作ってくれた弁当箱を開くと、大きな桃もも色いろのハートマークが目に飛びこんできた。

　散らしをいれて、丁てい寧ねいにつくられたハートマーク──ではない。

　白米に思いっきり油性マジックか何かで描えがいた食べられない代しろ物ものである。

　やった本人に悪気はなかったのだろうが、もはや嫌いやがらせにしか思えない。

　ハートマークのそばには同じく文字が書かれている。

『霧晴様　ファット！』

　…………。

　太れフアツトと言われても。

　たぶんがんばれフアイトと書きたかったのだろうなぁ。

「…………いただきます」

　でもまぁ文字の内容については興味もないし、油性マジックが染しみついたところをどけるのも面めん倒どうなので、不動はいっしょについていたお箸はしでその奇き怪かいなお弁当を食べ始める。舌がびみょうにピリピリするのはたぶん米を洗せん剤ざいで洗ったからなのだろう。今どき小学生でもしないミスである。

　だがまぁ買いにいく手間を考えれば、弁当をつくってもらえるだけでありがたいのだし──不動は食事に魅み力りよくをおぼえない性た質ちなので、あまり気にはしなかった。腹が膨ふくれればそれでいい。

　重箱に大量に詰つまった料理やら料理らしき何かやらを無心に咀そ嚼しやくする。

　座っているのが億おつ劫くうになって、横にごろりと寝ねころがった。

　食べながら寝ると死ぬというのは俗ぞく説せつだったか。まぁ何であれ、不動はたいていこの姿勢なので転がったままの食事も慣れっこである。

「こら不動。行ぎよう儀ぎが悪いぞ」

　不意に、そんな怠なまけ者に叱しつ責せきの声がかかる。

　億劫に思いながら顔をあげると、視線の先に光り輝かがやく金色の男がいた。

「米は読んで字のごとく八十八の手て間ま暇ひまをかけて農家のひとが育てているのだ。そのような不ふ遜そんな態度で食べていいものではないぞ。そのちいさな米の一ひと粒つぶ一粒には神様が宿って──おい、聞いているのか、不動？」

「…………」

　お爺じいちゃんみたいな小言を言ってくる相手を、不動は寝ころんだまま黙だまって観察する。

　怪造学会総長──激げき流りゆう院いん潮うしお静しずか。

　ふだんは若者のようなラフな格好をしているのだが、今は作業中なので正装している。金色の和服を花おい魁らんじみたふうに着き崩くずし、手には煙管きせるを持っている。金色の髪かみ。金色の瞳ひとみ。明るい場所では神仏のごとく輝かがやいて見える年ねん齢れい不ふし詳ようの男である。

　彼は現在、この部屋で、何やらいろいろと作業をしているようだった。

　魔ま軍ぐんの直接的な進しん撃げきが確かく認にんできないとはいえ、次回の侵しん略りやくに備えて準備すべきことは数多い。なかでも戦力の不足が怪造学会の悩なやみの種だった。

　怪造学会の最大の武器は間ま違ちがいなく怪造の技術と、それにより召しよう喚かんされる怪モ造ン生ス物ターなのだが──その怪モ造ン生ス物ターが敵対している今、牙きばをもがれた獣けものに等しい。あれこれ怪モ造ン生ス物ターを用いなくても戦える方法を模も索さくしてはいるものの、まだまだ力不足なのは否いなめない。

「俺も腹が減ったな」

　見た目よりも健けん啖たん家かな総長は、不動の弁当を見つめて腹の虫を鳴かせた。

「久く渡どがおらんとどうもな、食事や睡すい眠みんを忘れて困る」

「新しい助手でも雇やとったらどうなん？」

　もそもそ食べつつ、不動はやる気なくそんなことを告げてみる。総長は遠い目をして、その言葉には応こたえず、手にしていた弾だん丸がんらしきものを机の上にそっと置いた。

　弾丸──呪じゆ具ぐの弾丸、である。

　そこには総長じきじきに怪モ造ン生ス物ターに対して圧あつ倒とう的な効果を発揮する〝封ふう印いん〟の呪文がこめられている。並なみ大たい抵ていの怪モ造ン生ス物ターならばその弾丸で撃うたれた瞬しゆん間かん、存在を弾丸の内部に封印されて無力化されるだろう。

　怪モ造ン生ス物ターが自力で、というか魔王の存在に惹ひかれて自ら現界カナイへ出しゆつ没ぼつする以上、彼らを送りかえす呪文である怪かい消しようでは役に立たない。封印し、一いつ匹ぴき一匹を無力化していくしかないのだ。最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》のほかでは、それが怪造学会唯ゆい一いつの武器だった。

　ただ封印の呪文は唱えるだけでも命いのち懸がけの危険なものであり、総長のほかには習得しているものはわずかにしか存在しない。従って、この封印の弾丸は大量生産できず、なかなか需じゆ要ように追いついていない。

　総長が休まず生産しているものの、雀すずめの涙なみだといったところか。

　今再び侵略されても、反はん撃げきするほどの余力はない。

　決定打となりうるのは、やはり最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》か。

　もちろん少女ひとりに過か酷こくな運命を背負わせるのは誰だれにとっても不本意なのだろう、懸けん命めいに怪造学会は魔軍に打ち勝つ方法を模索しているようだが──。

　などと、他ひ人と事ごとのように不動が考えていると、部屋の扉とびらが音をたてて開いた。

「失礼します、総長。……ん？」

　慇いん懃ぎん無礼な、それでいて敬意の欠片かけらもない声で挨あい拶さつしつつ、ひとりの男が入室してくる。きっちり固めたオールバックの髪。神経質そうな銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。潔けつ癖ぺき性しようなのか薄うすい手て袋ぶくろを嵌はめ、何やら資料を片手に不動を一いち瞥べつした彼は──たしか、研究部所属の怪モン造ステ学イス者ト、名前は倉くら波なみ無な楽らくといったか。

　見るからに真ま面じ目めそうな彼が不動を汚お物ぶつでも見るように眺ながめるので、居い心ごこ地ちが悪くなり、不動は食い終わった弁当箱とともに立ちあがる。

　欠伸あくびをし、総長に会え釈しやくをすると──不動は最後に倉波にぴらぴら手を振ふって告げた。

「……お仕事ご苦労さん」

　嫌いや味みのつもりはなかったのだが、相手はそう受け取ったようで、眉まゆをひそめる。

「ふん」

　だが口論も時間の無む駄だと思ったのだろう、倉波は忌いま々いましげに不動から目を逸そらすと何やら総長と古頃の警備だの呪具が何だの、面めん倒どうそうな話を始めてしまった。

　部屋の扉を閉めると、わざとらしい、聞こえよがしな皮ひ肉にくが耳に入った。

「総長、どうしてあのような輩やからをいつまでも野放しにしているのですか？」

　大きなお世話だ。

　こっちだって、居たくてこんな場所に居るんじゃない。

　思いつつ、不動は怒おこるのも面倒で、肩かたをすくめると今日は帰ることにした。

　戦場以外に、自分の居場所はないのだ。
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　古頃の校舎は今日も慌あわただしい。

　憤ふん怒ぬ大公の魔軍侵しん略りやくから三ヶ月──当然、怪造学会もそのあいだ指をくわえて敵の動きを待っていたわけではない。それぞれの部署が、怪造学会総長・激流院潮静の指揮下、全力で次なる戦いに備えて行動をしていた。

「はぁ……」

　周りが慌ただしくて、怠なまけ者の不動としては気が滅め入いる。ひとりだけサボっているのに今さら罪悪感などないが、周囲の人間はさっきの倉波のように露ろ骨こつに役立たずを見る目で眺めてくるし。さすがに不動が怖こわいのか、嫌いやがらせのようなものは受けていないが、それでも棘とげのようにちくちくと他の連中の非難が刺ささる。

「お？」

　さっさと今日は家に帰ろうと、やる気のない足取りで古頃の廊ろう下かを歩いていた不動は、元は教室だったひとつの部屋を覗のぞきこんで立ちどまる。何やら騒さわがしく働いている怪モン造ステ学イス者トたち──たぶん防衛部の連中だろう、彼らのそばに変なものを発見したのだ。

　防衛部はその名のとおり怪造学会の戦力、その守りの担にない手である。魔王の狙ねらいである総長や最終兵器の使用者である空すか井いい伊い依よりを死守し、また研究部の開発した呪具で周囲への警けい戒かいを高めている。ただ防衛部は怪造学会本部が壊かい滅めつしたとき、魔王の復活により少なからず死者と負傷者をだしている。とくに封印の呪文が使える怪モン造ステ学イス者トたちの多くが副総長・久く渡ど貴き乃の子ことともに死亡し、その戦力を減じているようだった。

　久渡──か。

　不動は思いだす。いつも何やかや喋しやべっていた、あの口くち喧やかましい頭でっかち。

　最後に会ったのは、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの集会のときか。あのとき総長を嘲あざけった不動を厳しく責めた、子供みたいな背せ丈たけの変な女を思いだす。

　あれが最後と知っていれば。

　もうちょっと……優やさしくしてやっても。

　否いな。

　今さら遅おそい。

　久渡は死んだ。時間は戻もどらない。無意味な思考だ。

　不動は頭かぶりをふって、遠えん慮りよもなく防衛部の拠きよ点てんのひとつらしい、事務所風に改造された教室に入っていった。やはり迷めい惑わくそうな視線を四方八方から寄せられたが、不動が眼光をこめて睨にらみつけるとみんな目を逸らしていった。

　有う象ぞう無象に興味はない。

　不動は鼻で笑いつつ、部屋の隅すみっこで体育座りをしていた怪かい人じんを見下ろした。

「……部長のおまえが何でいちばん暇ひまそうやねん、高たか橋はし？」

「ギ」

　機械音のごとき声をあげ、その人物──防衛部長・高たか橋はし十とうは不動に視線を向ける。

　奇き妙みような人物である。身長は不動よりもさらに高い。全身を黒光りする甲かつ冑ちゆうで覆おおっており、こうして黙だまって座っていると完全に置物にしか見えないが、その双そう眸ぼうに浮うかんだ深しん紅くの煌きらめきがかろうじてその知性を保証するように、穏おだやかに揺ゆれている。

　彼は見るからに何もしておらず、他の防衛部員たちが忙せわしなく働いているなか、ぼうっと座りこんでその様子を眺めている。そういえば不動は彼が具体的にどういう仕事をしているのか知らなかったが、どうも他の怪モン造ステ学イス者トたちもこの巨きよ体たいで無口な部長をどう扱あつかっていいかわからないらしく、遠巻きにこちらを眺めるだけである。

　まぁ高橋はなぜか「ギ」という擬ぎ音おんしか喋らないし、日常会話すら不可能なのだ。おまけに悪いやつではないがどうも摑つかみどころがないというか、何を考えているかわからないし──一いつ般ぱん人じんには近寄りがたいのだろう。

　思いつつ、あんまりにも高橋が暇そうだったので不ふ憫びんに思い、不動はちょっと考えて──拳こぶしをぎゅっと握にぎりこんだ。

　相手が不動なので殴なぐられるかとたいていは思うだろうが、高橋は動じず、不思議そうにそんな不動の握り拳を見つめていただけだ。不動は苦く笑しようし、このお人ひと好よしの巨きよ人じんに珍めずらしく世話を焼いてやった。

「ほれ」

　一いつ瞬しゆん、不動の掌てのひらに光が煌めき、手を開いたときにはそこに一匹ぴきの怪モ造ン生ス物ターが怪造されていた。呪じゆ文もんはない。呪印もない。手品のようだと他ひ人とは言うだろう。だが、そんなことに興味はない。不動は高橋に、とりあえずその怪モ造ン生ス物ターを押しつける。

　下級二位、《まちカルテがい・アンさがし・モラル》。

　その名のとおり、身体からだにまちがいさがしのような紋もん様ようが描えがかれている怪モ造ン生ス物ターである。しかもその絵は十数秒ごとに変化する。変化する前に間ま違ちがった部分を全すべて押したら「ぎゅう」と変な声で鳴く、というそれだけの怪モ造ン生ス物ターである。どうも擬ぎ態たいが変質した能力らしいが、暇つぶしくらいにはなる。

　高橋に遊び方を教えてやると、思いのほかに楽しそうにギィギィ言いながら楽しみ始めた。不動は個人的にこの巨人には思い入れがあるので、退たい屈くつが解消されたなら嬉うれしい、とすなおに思える。不動にしては珍しい感情の動きだった。

「──わぁ、部長。不動さんに良いものもらいましたねえ」

　不意に、思わず顔を和なごませていた不動の背後から、間延びした声がかけられる。

「あぁ。すいません、すいません」

　何となく気き恥はずかしくなって素す早ばやく振ふりかえると、そこで見覚えのない女がやたら頭を下げていた。ぼさぼさの髪かみ。度の厚い眼鏡めがね。年ねん齢れい不ふし詳ようの、かなり背の高い女だった。彼女は放ほう棄きされた灯台のように立って、不ふ審しんに彼女を眺ながめる不動にぺこぺこしながら名乗った。

「すいません。初めまして。怪造学会防衛部副部長の井い口ぐち文あや女めです」

　井口と名乗った背高のっぽな彼女は、挙動不審にゆらゆら揺れながら聞いてもいないことを喋り始める。

「部長も何かと手伝おうとしてくださるんですがねえ、ほら狭せまい部屋ですと部長が動くだけで資料の山が崩くずれますし、背の低いひとは踏ふみつぶされかけるわで、いいから隅っこにいてくださいとつい苛いら立だって言ってしまいましてねぇ──部長、しょげちゃって、さっきまで暗い雰ふん囲い気きでねえ、困ってたんですよ」

　髪を搔かき、井口は何度も頭を下げる。何かの喜劇役者のように滑こつ稽けいな動きだった。不動もつられて頭を揺らしそうになる。

「かといって、今はとくべつ部長にやってもらうこともないですし──部長はほら、アレじゃないですか、無理もさせられなくて、だから放置しなくちゃいけなくてわたしらも胸が痛かったんですよねえ。いやはや。すみません」

　ひょろ長い背せ丈たけを半分に折って、彼女はお礼をしてくる。

「不動さんが玩具おもちやをくれたおかげで助かりました。けど、怪造──したんですよねえ、それ。呪文も呪印もなしでって、やっぱりすごいですねえ怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは」

「へん」

　ひねくれている不動は、真ま面じ目めに褒ほめられた経験がないので、つい憎にくまれ口をたたいてしまう。

「おれはべつに、すごいことは何もしてへん。こんなもん──努力して得たもんちゃうし。あんたらのほうが偉えらいで、こんな毎日よう働くわ。感心すんで」

「やぁ、まぁ、給料もらってますんで」

　ぼんやり応こたえて、一瞬、眼鏡の奥で井口はこちらを静かに注視した。

「けどまぁ、意外ですねえ」

　それは不動にとっても、ちかごろ悩なやみの種になりつつある事実の指し摘てきだった。

「不動さん、前はもうちょっと尖とがってたというか、怖こわいひとじゃなかったですか？　あぁ、すいません。すいません。悪い意味じゃなくて、表情が柔やわらかくなったなぁって──わたし、不動さんって近寄りがたいひとだと思ってましたもん」

「ふん」

　意外と鋭するどいところを突ついてくる相手に、不動は背を向け、逃にげるように去る。

「たぶん、変なもん食ったせいや……。ほんじゃな、邪じや魔ましたな」

　そうして素早く遠ざかろうとする不動の背中に、ぽつりと──井口の声が届いた。

「ふぅん」

　それは、どういう意味の台詞せりふだったのか。

　聞き間違いかと思うほど、理解できない言葉だった。

「悲哀の毒が抜ぬけてきてるねえ。虚きよ無むの眷けん属ぞくとでも深い関かかわりを持ったのかな？」

　振りかえると、不思議な怪モン造ステ学イス者トはにこにこと無む垢くに笑っていた。

　笑えみ以外の感情を知らないとでもいうように。
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　闇やみ宮みや血ち影かげ、というらしい。

　深しん紅くの瞳ひとみ。薄うすく緑色が混じったような長い金きん髪ぱつ。人形めいた血の気のない肌はだの、まだ年若い女である。彼女は不動霧晴の生活に不思議の国のアリスみたいに交ざりこんできて、毎日なんやかやと悩みの種を生んでいた。

　三ヶ月前──ゴミ捨て場で彼女を発見し、拾ってしまったのが運の尽つき。

　なんとなく出ていけとも言えないまま、ずるずる彼女が居座るままにさせて。

　我ながら何なのだろうこの状じう況きようは──と不動は思う。何かが間ま違ちがっているような気がしてならない。もちろん色っぽいことは皆かい無むで、お互たがいのことを語ることもない。猫ねこのように、一定の距きよ離りを置いてそばにいるだけだ。そこに連帯感も、親愛もないのだが。

　ともあれ。

　不動は居い心ごこ地ちの悪い古頃から徒歩で帰宅し、仮住まいであるアパートの扉とびらを開いた。

「帰ったで」

　最近、我知らず挨あい拶さつをすることが習慣になってしまった。

　素っ気ない挨拶だが──。

「あら、お帰りなさいませ」

　なんて、柔やわらかく迎むかえいれられるのは悪い気持ちではない。

　ないのだが。

　部屋に備えつけのキッチンで、何やら調理をしていた彼女──血影を、正確には彼女の姿を見て、不動は前のめりに倒たおれそうになった。慌あわてて扉を閉め、声がでず、無言で彼女を何度も指さす。

「霧晴様、如何いかがなさいました？」

　かくりと小首を傾かしげ、お玉を片手に歩み寄ってくる彼女は──。
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　裸はだかエプロンだった。

「な。な。な」

　腰こしを抜かし、不動は両手を挙げて近づいてくる彼女を制止する。

「何やその格好は……!?」

　裸エプロンとは、読んで字のごとく裸にエプロンを着るという正気では難しい格好である。すらりと手足が長い血影の体たい軀くは凹おう凸とつがあり、薄いエプロンを持ちあげるそれらの起き伏ふくが思いのほかに官能的だった。

　ただ色気がないことに、彼女は照れるでもなく、相変わらず楚そ々そとしていたのだが。

「あの。コンビニで立ち読みをしたエロい本によると、同居している女の子はたいていこういう格好で相手の男の子を出で迎むかえて──」

「それはエロい本やからや！」

　激しく叫さけぶと、血影は温かく笑った。

「さすが、関西の方はつっこみがお上手でございますね。わたくしも張りあいがあるというものでございます」

「えぇから着き替がえてきてくれ。目の毒や……」

　そのまま床ゆかに横になって、不動がぴらぴら手をふると──。

「お気に召めしませんでしたか？　わたくし残念です。どこが悪かったでしょうか、よろしければご教授くださいませ──霧晴様」

　血影がまた悪意なく近づいてくるので、不動はさらに大声で叫ぶしかなかった。

「せやから！　何でもえぇから……はよ着替えてくれ！」

　あぁ。ほんとうに、なんでこんな状況になってしまったのだろう。

　だらりと寝ねころんでいられれば、それが最善なのに。
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　ここ最近の恒こう例れいとして、不動は血影がつくってくれるトンデモ映画みたいに何がでてくるかわからない料理を食べていた。この暑いのにおでんだ。あきらかにおでんに入れちゃいけない物体がいくつか浮うかんでいるが無視する。

　つくってくれるのは嬉うれしいのだが、ときどき嫌いやがらせなのかなと思う。

　こってり煮にられた消しゴムを面めん倒どうなので吞のみこみつつ、不動は目の前の相手を眺ながめる。

「お味は如何でしょう？」

　悪意なく微笑ほほえむ血影は、箸はしに手もつけない。この三ヶ月、不動は血影が食べたり眠ねむったりという、そういう日常的な行こう為いをしているところを見たことがなかった。

　とかく不思議な女である。

　言動に突とつ飛ぴなところがあるし、浮うき世よ離ばなれしている。目を離したその隙すきに消えてしまいそうな、御お伽とぎ噺ばなしの住人みたいな存在感だった。

　今は量りよう販はん店てんで買ってきたセーターにジーンズ姿で、髪かみも結び、かなり見た目は庶しよ民みん的になっているが、それが何とも似合わない。目や髪の色のせいか、彼女自身の雰ふん囲い気きのせいか、こうして狭せまいアパートでおでんをつついている状況にまったく馴な染じんでいない。

「ふう、ふう」

　血影はそんな不動の内心とは裏腹に、菜さい箸ばしでじゃがいもを取りだして、ふうふう息を吹ふきかけている。何をしているのかと思ったら、そのままこちらに手を伸のばしてきた。

「霧晴様、あぁん」

「…………」

　そんな他人に見られたら悶もん死ししそうな行動をするわけにはいかなかった。

　不動にも守るべき誇ほこりというものはある。

「…………」

　不動は無言で彼女の菜箸からじゃがいもを自分の箸で強ごう奪だつし、もしゃもしゃと食った。食べさせてあげられなかったのが不満なのか、血影はわずかに眉まゆをひそめる。

「あん、このくらい良いではありませぬか。置いていただいているのですもの、何もしないのは恐きよう縮しゆくでございます」

「そもそも」

　不動もいいかげん我が慢まんの限界で、遅おそすぎるかもしれないが尋たずねてみた。

「あんた、なんでおれの家に居座ってんねや？」

「ご迷めい惑わくでしたか？」

　不動としては、何かと面倒だから問いつめて追いだそうというぐらいの心づもりだったのだが、なんでだか彼女が寂さびしそうな顔をすると、それ以上の言葉を紡つむげなくなる。

　血影は俯うつむき、深々と頭を下げてきた。

「お願いします、霧晴様。何でもいたします、しばらくここに置いてやってくださいませ。わたくしは今、誰だれの庇ひ護ご下かにもなく、たいへんに弱体化しております。ここを悪あしきものどもに狙ねらわれ、活動を停止させられてしまえば、ご主人様の恩命が果たせませぬ」

「……ようわからんが」

　酸っぱかったり辛からかったりするおでんを嚙かみしめ、不動はまた問う。

「それで、なんで──おれなんや？」

　すなおな気持ちだった。

「おれが、あんたの言う悪しきものじゃないと、どうして断言できる？」

「…………」

　血影は意外そうに何度か瞬まばたきして、しばし──銅像のように固まっていたが。

「なぜでしょうね」

　胸に手をあて、じっとこちらを眺めてくるのだ。

　恋こいする乙おと女めのように。

「あなたは、信しん頼らいできると──わたくしの身体からだが、感じているのでございますよ」

「…………」

　まるっきり根こん拠きよのない、世よ迷まいごとのような台詞せりふだったが、不思議と納なつ得とくできた。

　どこかで親近感が、敵ではないという感覚が、血影を見ると湧わいてくるのだ。

　まるで母を目の前にしたときのような。

　心の底にたしかにある、安あん堵どと、信頼。

　不思議だった。他人になんか興味はないはずだった。独りでいても何も苦ではないし、寂しくなって他人を求めたこともない。ごろりと寝ねころび、時間が流れていくだけの人生だと思っていた。

　それが今、なんでだか、変わり始めている。

　防衛部で出会った怪モン造ステ学イス者ト──井口文女の言葉を思いだす。

　悲哀の毒が抜ぬけてきているね。

　毒。毒──か、まさかな、と不動は思う。

「ほんで」

　首をふり、無む為いな思し索さくをやめ、不動は血影を真しん摯しに眺めた。

「そのご主人様の恩命ってのは、なんか知らんけど……それを果たせば、あんたはおれの家から出ていってくれるのか？」

「まさに」

　血影は頷うなずき、目を細める。

「……ただ、今は機ではありませぬ。埋まい伏ふくし機を窺うかがう──待ちの時間でございますね。わたくしに与あたえられた力はわずかで、またご主人様と連れん絡らくがとれず、その本心もわからない今──迂う闊かつに動きたくはありません。せめて恩命を果たすため、悪しきものどもに気づかれないよう、秘ひ密みつ裏りに動く必要があるのでございます」

　血影はそこまで語り、座ざ敷しきとも呼べない畳たたみの上で姿勢を正し、三つ指をついてこちらを眺ながめてきた。

「霧晴様、ご迷惑なのは重々承知でございます──けれども、ほかに頼たよれる知ち己きもなく、拾われた恩を仇あだで返すがごとく居座っているのは心苦しいばかりですが、なにとぞ、なにとぞ今は何も聞かず、わたくしをここに置いてやってくださいませんか？」

「…………」

　不動は血影の紅あかい瞳ひとみを見つめ、すぐに逸そらし、天てん井じようを仰あおぐ。

　何だって、よりにもよって自分が、こんな重そうな宿命を背負った相手に見み込こまれてしまったのか。まぁ、どうでもいい、積極的に血影を排はい除じよするほど邪じや魔まに思っているわけでもないし──面めん倒どうくさい。

「まぁ、えぇわ」

　おでんを齧かじり、奇き跡せき的に美味おいしかったちくわに微笑ほほえむ。

「けど置いてやるだけやからな。おれは何もせぇへんからな」

「……このご恩は忘れませぬ」

　深々と頭を下げ、そこで、ぴくりと血影は顔をあげた。

　無表情である。

　閉めきった窓の外を、透とう視しできるわけでもないだろうに、じっと凝ぎよう視しして動かない。

「どうしたん？」

　あまりにも急激に硬こう直ちよくした彼女に、不ふ審しんをおぼえ──そっと問いかけた。

　血影は応こたえず、音もなく立ちあがると、不動を置いて部屋の出入口へ向かう。

「お食事中に失敬」

　やはり丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎし、焦しよう燥そうの浮うかんだ表情で。

「悪しきものが」

　拳こぶしを握にぎり、彼女はその人形のような顔に哀かなしみを溢あふれさせ、部屋の扉とびらを蹴け破やぶるようにして激しく飛びだしていった。

「──わたくしの、仲間を……」

　俊しゆん敏びんに遠ざかっていく、その背中。

　なぜか不動の脳裏に浮かぶのは、既き視し感かん。

　いつも眺めていた──気がする、その長い髪かみと、美しい後ろ姿。

　手を伸のばしても、どれだけ願っても、もう届かない、その背中。

「………！」

　不動は訳のわからない衝しよう動どうにかられて、立ちあがると血影のあとを追いかけた。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　焼け跡あとだった。

　何が燃えたのか。ここに何があったのか。不動は知らない。

　空っぽな焼け跡に、残るのは焦こげた臭におい。不気味なくらいに周囲には延焼しておらず、不可解なことに焼け残ったものが欠片かけらもない。熱に溶とけて崩くずれた地面と、こもった空気と、それだけだ。もとは空き地だったのだろうか、道の向かいには『私有地／立ち入り禁止』と看板が置かれていた。

　信じがたい速度で夕方の町を駆かけていった血影を、必死に追いかけた不動は──数分後、奇き妙みような焼け跡と、そこで立ちつくし呆ぼう然ぜんとしている血影を発見した。

　ほかには誰だれもいない。

　魔軍の侵しん略りやく戦争のあとだ、住民のほとんどは避ひ難なんしている。誰もこの異様な空き地に気づいていないのか、静かなものだった。通行人すらいない。空でやけに鴉からすが飛んでいる。

　うなだれる血影の後ろ姿に、声をかけづらくて、不動は立ちつくした。

　けれど血影はすぐに気づいたか、こちらも見ずに低く語った。

「この場所には」

　流れる風に混ざるのは炎ほのおの残ざん滓し。

　炭の臭いとともに沈ちん殿でんした熱気は、しばらく冷めそうになかった。

「わたくしの……幸せがありました」

　揺ゆれる、揺れる、血影の長い髪。

　何もない空き地で、その姿は打ち捨てられた人形のようだった。

「生まれたての赤子のようだったわたくしを、えぇ、えぇ、なんとも人間らしくしてくれた居場所でございました。笑え顔がおを知りました。温かみを知りました。ここには、たしかにわたくしの幸福があったのでございます」

　指先すらも動かさず、ただ言葉を吐はきだす彼女の姿は哀あわれだった。

　不動は一歩一歩、そんな彼女に近づいていく。

　無限ほどの距きよ離りが離はなれたように思えた彼女の背中も、すぐに手を伸ばせば触ふれられる位置にまで迫せまる。以前は──こうして歩み寄りながらも、あのひとには触れたことすらなかった。

　あのひと？

　誰かの顔が頭に浮かぶ。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの。白衣姿の。子供みたいな顔をしていた。

　あれは誰だったか。

　記き憶おくは薄うすれ、ぼんやりして思いだせない。

「ぜんぶ……壊こわれて……」

　虚うつろになった不動の前で、血影は肩かたを震ふるわせた。

「いいえ──わたくしのことよりも、なんて、酷ひどい……弱いものから、狙ねらうなど──」

　涙なみだが混じったその声は、いやに耳みみ障ざわりで。

「理り夢むちゃん」

　聞いていられなくて。

「可哀かわい想そうな理夢ちゃん」

　不動は泣いている血影を背後から力強く抱だきしめた。
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　食堂が大変なことになっていた。

　藤ふじ壺つぼ寮りようの二階、寮生たちに朝食が振ふる舞まわれている食堂の扉を突つき破やぶるように、ずいぶんと久しぶりに思える甲かん高だかい声が響ひびいている。

「さぁ吐け！　吐け！　吐くだべさーっ！　昨晩あのとき意識のないあちゃしに何をしたーっ!?　このバカ丸！　蛆うじ虫むし！　下げ衆す野や郎ろうめーっ！　まさか伊い依よりちゃんに捧ささげるはずのあちゃしの純潔をををを………ぉぉおお殺すべさぁ───ッッ！」

　この声は。

　寝ね起おきの伊依は二ふつ日か酔よいの頭に響く声に眉まゆをひそめつつ、人だかりができている食堂をそっと覗のぞきこんだ。

　みんな朝食のために集まってきていたらしく、だいたいの面子メンツは揃そろっているようだった。ただ昨晩、お酒を飲んだ女の子たちは伊依と同じく不調なのか、香か美みも舞まい弓ゆみも魔ま夜やも罠わな奈なも姿は見えない。

「………？」

　ともかく、何だろうこの状じよう況きようは。

　伊依は野や次じ馬うまの群れをかきわけて、騒さわぎの中心に視線を向けた。

　食堂の真ん中。目立つ位置で、見覚えのある三人組が騒いでいる。

　まず椅い子すに縛しばりつけられ、口元も同じくガムテープで封ふうじられ、がたんごとん椅子を揺らして抵てい抗こうしているものの身動きがとれないらしい魑ち魅み寺でら屍かば丸まる。

　そんな悲ひ惨さんな状況の彼を眺ながめつつ、助けようともせずに遠くを眺めてぶつぶつ独り言をつぶやいている駒こま崎ざき学まなぶ。

　屍丸の正面に立ち、顔を真っ赤にして騒ぎ、手近にあったらしいフォークやスプーンで屍丸をべしべし叩たたいている美み咲さき次じ郎ろう花はな。

　あぁ、またあの三人組は、いったい何をお馬鹿なことを。

　そんなことを思いつつ──なんだかその様子を見て、伊依はほっとした。

　なんだか懐なつかしい、あの三人らしい姿だと思ったのだ。

　理由ははっきりしている。

　次郎花だ。

　彼女は昨日、なんだか元気がなくて、いつもの次郎花じゃなかったから。でも今は、なんというか次郎花１００％。いつもの行け行け青信号な次郎花のように思えた。

「さぁ、何か弁解してみるだべさ！」

　次郎花は胸を張り、思いっきり屍丸の口からガムテープを引きはがす。

　かなり痛そうだったが、それでも屍丸は必死になって抗こう弁べんしている。

「だから何度も言わせるなというに！　私は何もしとらん！　貴様がいきなり私の寝しん室しつに忍しのびこんで何かいやらしいことを──」

「むきぃ！　まだ言うかバカ丸！　死んじゃえシャキーン！」

　擬ぎ音おんとともに、次郎花はフォークを思いっきり構えて一応、学に確かく認にんをとる。

「死し刑けいでいいしょや？」

「死刑でいいよ」

　屍し体たいのような声で、学は屍丸を一いち瞥べつし、空を仰あおいだ。

「さよなら屍丸くん、君は最後まで迷めい惑わくな生き物だったよ……」

「馬鹿は死ななきゃ治らない～♪」

　保護者のお許しがでたからか、次郎花は獣けものの目つきでフォークを振りかぶる。屍丸は彼女の表情が真しん剣けんなのを知ってか、青ざめて暴れだす。

「待て待て待て！　何か大きな誤解があるようだ！　落ちつけ美咲！　再さい審しんを請せい求きゆうする！　これは不当な裁判だ！　弁護士を呼んでくれ！　あぁ──伊依さん!?」

　そこで屍丸がこちらに気づいて、死地に仏を見たように顔をほころばせる。

「た、助けてくれ私の女め神がみ！　伊依さん！　なぜか朝起きたらこいつらが私の息の根を止めようと──た、助けっ、美咲の目がマジだ！　本気で殺やられる！」

「あー……」

　そこまで至って、ようやく二日酔いでぼやけていた伊依の思考も冴さえた。

　そうだそうだ、あまりにも予想外な光景だったので夢のように思っていたが、昨晩、騒ぎに気づいて起きた伊依は不思議なものを目もく撃げきしたのだった。ほかの騒ぎにつられて集まってきた寮生といっしょに、屍丸が泊とまった部屋で、次郎花を押し倒たおしている彼を。

　どうして大広間で寝ねていたはずの次郎花が屍丸の部屋にいたのか。互たがいに犬けん猿えんの仲だった次郎花と屍丸があんな状況になっていたのはなぜなのか。いろいろな疑問はあったが、眠ねむかったので伊依は自分の部屋に戻もどって寝てしまった。

　あれからどうも騒ぎは収まらず、こういう状況にまで至ってしまったらしい。

　まぁ嫁よめ入いり前の女の子を部屋につれこんで押し倒していたのだ、本来なら屍丸に弁解の余地はないのだが、どうも本気で身に覚えがなさそうだったので不思議になる。

　あとさすがに刃にん傷じよう沙ざ汰たは見過ごせないので、伊依はこの場をどうにか鎮ちん静せい化かさせようと、ぱんぱん手を叩きつつ三人組に歩み寄っていく。

「はいはいはい、なんでもいいけど……とにかくハナちゃん落ちついてー」

　騒ぎを見守っていた野次馬たちも、伊依が登場したので安心したか、それぞれ食事に戻っていった。けれど依い然ぜん、興味の的は三人組のようだ。何せみんなお年とし頃ごろ、同年代の男子が女子を押し倒したなんて事件に好こう奇き心しんが湧わかないわけもない。

　それは伊依も同じだが、今はともあれ屍丸の命を助けないと。

　どうしたもんかなぁと考えたが、あっさりとその目的は達成された。

「あーっ、伊依ちゃん！　私服の伊依ちゃんだべさ！　神様！」

　次郎花が喜色満面になって、ぽいっと両手に持っていたフォークやスプーンを放ほうりだしたのだ。そして猫ねこみたいな動きで跳とびかかってくると伊依を抱だきしめて頰ほおずりしてくる。

「伊依ちゃん伊依ちゃん伊依ちゃん伊依ちゃん～♪」

「あう。あう。あう」

　意外と立派な次郎花のお胸に顔を押しつけられ、危あやうく窒ちつ息そくしかける伊依だった。両手を暴れさせるが、次郎花の愛あい玩がんはとまらない。

「なんか知らないけど久しぶりな気がするべさ！　あぁ伊依ちゃん！　相変わらず可愛かわいいべさ！　大好き大好き食べちゃいたいー♪」

　食われる!?

　命の危機を覚えて伊依は本気で抵抗し、何とか次郎花のハグから逃のがれた。

　呼吸を整える。

「……えぇと」

　よかった。いつもの次郎花だ。昨日の彼女に覚えた違い和わ感かんは霧む消しようしている。

　やっぱり昨日は体調が悪かったのだろう。

　伊依はそう思い、いまだに縛しばられている屍丸に視線を向ける。

「あのハナちゃん、朝から元気なのはいいけど、魑魅寺くんのあの扱あつかいは何？」

「うん？」

　伊依に抱きついているうちに屍丸のことを忘れていたのか、次郎花はしばらく間が抜ぬけた顔で考えていたが、やがて導火線がなくなった爆ばく弾だんのごとく真っ赤になった。

　そして今度は伊依のお腹なかのあたりに抱きついておいおい泣きはじめる。

「うえぇん！　それが聞いて伊依ちゃぁん！　あちゃしね、あちゃしね、昨日あの触さわっただけで馬鹿がうつる馬鹿に……べ、ベッドのなかに……つれこまれて……！」

「だから誤解だと言ってるだろう美咲！」

　屍丸が椅い子すをガコンガコン揺ゆらしながら抵てい抗こうする。

「誰だれが好きこのんで貴様のような野や獣じゆうを寝ね床どこにいれるか！　私の心は前世よりも昔から伊依さん一筋三万光年だ！　何を間ま違ちがってもそんな過あやまちをおかすものかーっ！　美咲を押し倒すくらいなら学を押し倒したほうがマシだわ！」

「屍丸くん冗じよう談だんでもそういうこと言わないでね」

「それはそれで悔くやしいべさーっ！」

　学の怜れい悧りなつっこみと次郎花のパンチを食らって屍丸は虫の息。

　ともあれ、いまだに伊依にはよく状じよう況きようがわからない。

　どうも屍丸も本気で身に覚えがなさそうだ。けれど彼と次郎花が同じベッドにいたのはみんなが目撃した事実である。これはどちらかが噓うそを言っているのだと思うが──そんなことをしても利点はないし、屍丸も次郎花もこう言っては何だが噓をつく器用さはない。

　どういう……ことだろう？

「それに！」

　伊依が考えをまとめる前に、次郎花の狂きよう乱らんは最高潮になる。

「あちゃしだって、バカ丸の何万倍も伊依ちゃんが好きなんだからーっ！　いくら酔よってたからって恋こい人びとの伊依ちゃんを裏切ってバカ丸の寝しん室しつになんかつれこまれないべさ！　きっと何か卑ひ怯きような真ま似ねをしたにちがいない！　あちゃしの魅み力りよくに狂くるってバカ丸が卑ひ劣れつな手段であちゃしををををを……ぉおおおこの外げ道どうめ死んじゃえシャキーン！」

　今度は肉を切るナイフを構える次郎花だった。

　それを曖あい昧まいに止めつつ、伊依は何度も首を傾かしげる。

「よくわからないなぁ……じゃあ、昨日のあれは何だったの？　魑魅寺くんはほんとにハナちゃんをつれこんだわけじゃないんだよね？」

「うむ。伊依さんに誓ちかって」

　神しん妙みように頷うなずき、屍丸は昨夜のことを語ってくれる。

「昨日は疲つかれていたからな、さっさと寝ねたのだ。だが誰かに揺り動かされて目覚めたら──目の前に美咲がいて、はて？　何か忘れているような……？」

「あちゃしだって」

　次郎花は難しい顔をして、大きく首を傾げて。

「なんか記き憶おくが曖昧だけど……お酒のせいかな？　昨日は眠ねむって、そのあと起きたらあちゃしの上にバカ丸がいて、ほかのみんなも集まってて……だからこいつが犯人！」

　犯人も何も。

　どっちも記憶が不ふ鮮せん明めいらしく、断定はできなそうだった。

「まぁとにかく……」

　いつまでもどっちが悪いと言いあっていても不毛だし、伊依はまとめることにした。

「何もなかったんなら、とりあえず喧けん嘩かはやめよ？　ふたりが言い争ってるのを見るのは哀かなしいよ。だから……ね？」

「むう」

「伊依ちゃんにそう言われると弱いべさ……」

　唸うなる屍丸を見つめ、次郎花がそっぽを向いた。

「まぁ……うん、何もされてないっちゃ、されてないんだべさ。つうか、何かあったなら伊依ちゃんの登場を待つことなく死なせてるし」

「冤えん罪ざいで殺されて堪たまるものか……」

　睨にらみあうふたりに、やれやれ、と伊依は安あん堵どする。

　多少のしこりは残ったようだが、ひとまず騒さわぎは収まりそうだ。事態の真相は気になるが──今の状況じゃ推理するにも材料がなさすぎる。

〈意外だね〉

　不意に、声がした。

　振ふりかえると、伊依の背後にいつのまにか、鉄仮面の罠奈が立っていた。

「罠奈ちゃん……？」

　なんだか、いつもの優やさしい彼女と雰ふん囲い気きがちがったので、伊依は数歩だけあとずさる。それには無む頓とん着ちやくに、罠奈は仮面の奥で目を細め、じっと次郎花を見つめていた。

〈私はまた、てっきり傷心の美咲さんが、衝しよう動どう的に魑魅寺くんに身を委ゆだねたとか──そういう事情だと思ったんだけど〉

「傷心……？」

　そう言われた次郎花は、きょとんとしている。

　伊依はなんだか胸むな騒さわぎがした。

　静かに、罠奈が伊依を一いち瞥べつし、食堂じゅうに聞こえるような──深く浸しん透とうする声で言った。

〈だって、魑魅寺くんと美咲さんが大好きだと思っている伊依ちゃんは、昨日──はっきりと、自分が好きなのは蟻あり馬ま先生だって言ったものね？〉

　その一言がきっかけで──。

　収まりかけていた食堂の騒ぎは、さらに大きくなってしまった。
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　数十分後。

　車に揺ゆられながら、伊依はどうしてこんなことに、と思っていた。

　罠奈の爆ばく弾だん発言に次郎花や屍丸は自分たちの事情がどうでもよくなったらしく、大騒ぎをしたあげくに茫ぼう然ぜん自失とし、他のみんなも伊依を置いてきぼりに盛りあがってしまった。

　みんなみんな好きなのだ、色いろ恋こい沙ざ汰たが。

　おまけに、これまでそういうことに興味がなさそうだった、みんなの話題の中心になりやすい伊依の恋路だ、これが話の種にならないわけがなく、伊依の意思を無視してみんなが騒ぎはじめてしまった。

　応おう援えんしてるから、とか。先生と生徒だ禁断の愛だ、とか。がんばってね、とか。

　みんなに悪意はないのだろうけど。

　伊依としては居い心ごこ地ちが悪く、必死で抵てい抗こうしたのだけど、いつのまにか流されて──結果、こうして車の助手席で物もの憂うげに溜ため息いきなぞをついているわけである。

　みんなの論調は明確だった。

　伊依は幸せになるべきである。

　恋を成じよう就じゆさせるべきである。

　相手は教師、こちらは生徒、ただでさえ垣かき根ねが大きいうえに今はこんな戦時下だ、もしかしたら二度と会えないかもしれない──それは可哀かわい想そうだ。

　今ならまだ蟻馬は古頃の校舎で働いているらしい（罠奈の情報）。

　ならば、この機を逃のがしたら二度と会えないかもしれない、それはだめだから、今からでも蟻馬に会いに行って告白だ～♪

　という流れに、なぜだか──なってしまった。

「はぁぁ……」

　伊依は深々と溜息を吐つく。

　伊依の予想に反して、みんなの恋にかけるエネルギーというものは半はん端ぱではなかった。夢を追いかけているときの伊依と同程度の迫はく力りよくで、強い意志で、こちらを多勢に無勢で追いつめてくるのだ。恋れん愛あい初心者の伊依に抵抗できるわけがなかった。

　頼たよりになる友達の多くは二ふつ日か酔よいでダウンしているし、屍丸や次郎花はショックで放心状態だったし、なぜか罠奈は助けてくれないし──。

　むしろ。

　彼女は積極的にみんなの後押しをしていたような。

「罠奈ちゃん……」

　慣れた手つきでハンドルを握にぎっている、運転席の罠奈を伊依は見つめていた。

　善は急げとみんなに送りだされ、古頃までの運転を引き受けてくれた罠奈に助手席へと案内され、こうして閑かん静せいな夢ゆめ追おい坂ざかの町を走っている伊依である。疎そ開かいが進んでいるせいか、対向車もほとんどなく、死に絶えた町のように思える。あちこちに立っている執しつ行こう部ぶの軍服みたいな格好が、なんとも危あやうく見える。

　大きな座席に不ふ釣つり合いな罠奈の小こ柄がらな身体からだは、微び動どうだにしていない。ただ真っ直すぐに前を見ていて、助手席にいる伊依からは目元すら伺うかがえない。

「罠奈ちゃんってば」

　再度、呼びかけると──罠奈は前を見たまま、やはり素っ気なく応こたえる。

〈なに？〉

　声にも、どこか冷たい気持ちが滲にじんでいるような。

　伊依は不安になって、けれどその内心をうまく表現できず、押し黙だまる。罠奈はやはり珍めずらしく、そんな伊依に食ってかかるように告げてきた。

〈言いたいことがあるなら、はっきり言ってくれるかな〉

　その口調は、ふだんの柔やわらかな物言いとはきっぱりと異なっていた。

　伊依にはわかる。罠奈はなぜか不ふ機き嫌げんなのだ。でも理由がわからない。たぶん自分が原因なんだろうけど──。

　伊依は助手席で身を縮ませ、俯うつむいた。

「あ、あたし、何か悪いことしたかな？」

〈どうして？〉

「だって罠奈ちゃん怒おこってる……」

〈怒ってないよ〉

　信号を前に一時停止した車内で、伊依と罠奈は向きあった。

　変わらず澄すんだ泉のように深く綺き麗れいな罠奈の瞳ひとみ。その紫むらさき色いろの双そう眸ぼうには、みじめに顔をくしゃくしゃにした伊依の顔が映っていた。

「じゃあ……何でみんなでこんな……」

　シートベルトを握りしめ、伊依は声を振ふりしぼる。

「べつに、告白なんてそんな──そもそも、なんで罠奈ちゃん、みんなの前であんなこと……ひどいよ」

〈だって好きなんでしょう〉

　車がまた動きだす。

　伊依が見つめる罠奈の顔は、すぐにまた前方──目的地の古頃へと移される。

〈私、噓うそはついてないよ。口止めもされてないし。蟻馬先生が好きだって言ったのは、昨日の伊依ちゃんでしょう？　ほんとに好きなら、胸をはっているべきだよ──そう思わない？　私、何か悪いことをした？〉

　自分が放った疑問と同じ疑問を返されて、伊依は口ごもる。

　たしかに自分は昨夜、お酒と、理り夢むへの恐きよう怖ふから蟻馬先生が好きだと言った。

　それは本心の一部をついていた。蟻馬先生に憧あこがれたこともある。けれどそれが恋愛感情なのか、あの場で求められていた好きなひとの条件に、蟻馬が含ふくまれるのか──伊依にはわからないのだった。

　好きか嫌きらいかと問われれば、好きだ。

　けれど恋愛関係になりたいかというと、そんなこともない。

　憧れ──なのである。

　現実的ではないのだ。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちをもてはやされ、みんなが盛りあがって、告白だ何だの騒さわがれるのは不本意だった。涙なみだすらこみあげてくる。何でこんなことになったのか。

〈伊依ちゃんが悪いんだよ〉

　変わらず、罠奈の声は硬こう質しつだった。

〈言葉には責任をもたないといけない──なんて、今さらあなたに言うべきことじゃないと思うけどね。それとも、昨日の伊依ちゃんは噓をついたのかな？〉

「噓はつかないよ……！」

　禁句に触ふれられて、伊依は膝ひざを叩たたく。

　そして罠奈を見る視界が滲んでいるのに気づいて、自分が涙目になっているのを知った。

　なんだかむしょうに哀かなしかった。

　嗚お咽えつを漏もらし、伊依は幼子のような声で低く叫さけんだ。

「何で罠奈ちゃん……そんな意地悪言うの……？」

　握りしめた膝に爪つめをたて、ひっぐひっぐと肩かたを痙けい攣れんさせ、何もかもがわからなくなって──伊依は心情を吐と露ろした。

「ひどいよ、なんで……意地悪──」

　わかってしまった。

　自分は、ほんとうに、怪かい造ぞう学以外には初心者にも程ほどがある。

　簡単に言い負かされ、泣かされて、流されて。

　でも。

　全すべてを捨てても摑つかみたい夢があったから、これまではそうして蔑ないがしろにしてきたものを見向きもしなかった。けれど罠奈に、その言動に、態度に、そうして見ないふりしてきた自分の弱点を刺し激げきされ、伊依は呆あつ気けなく弱りきってしまった。

　もはや言葉もなく、どうしたらいいかわからなくて、俯いて泣きじゃくる。

〈……ごめん〉

　罠奈はそこで、頭を何度か揺ゆすって、大きく息を吐はきだした。

〈ほんとに意地悪だ。ごめんね〉

　また信号で停止。アイドリングの音と、お互たがいの息づかいのみが聞こえる。

　顔をあげられない伊依の頭を、そっと罠奈は撫なでてくれた。

〈知らなかったなぁ。私はけっこう感情を抑おさえこめるほうだと思っていたけど、意外とそうでもなかったんだな──ごめん伊依ちゃん、泣かせてごめんね〉

　車が動きだす。

　それにあわせて、罠奈はちいさな、独り言のような声で語った。

〈昔ね、自分がとっても巧うまく生きていると思いこんでいる、馬鹿な女の子がいたのね〉

　伊依は顔をあげる。視線の先の罠奈は、いつもより身近な雰ふん囲い気きをまとっていた。

〈その女の子は、ほんとはどこにでもいる、平へい凡ぼんな女の子だったんだけど──長いあいだ、それに気づかないで、でも、ひとりの男の子に真実を見み抜ぬかれてしまったの〉

　それは。

　誰だれのことだったのだろう。

〈女の子はがんばって、その男の子に──真実をちゃんと見抜く、とても澄すんだ目をしたその男の子を、見返したくて、いろいろ試ためしたけれど……そんな女の子の浅ましさ、ちっぽけな虚きよ勢せいなんか、すぐに見抜かれて〉

　ふふ、と罠奈は笑った。

〈それから時が流れて──相変わらず、巧く生きているつもりの馬鹿な女の子はね、知ってしまった。自分をちっぽけな存在だと看破した男の子が、信じられないくらい、絶賛するほかの女の子がいるってこと〉

　彼女の視線は相変わらず、真っ直すぐに前を見つめている。

〈悔くやしかったなぁ……〉

　謎なぞめいた、けれど伊依にはきちんと意味が伝わるそんな寓ぐう話わは、そこまで。

　罠奈はいつもの優やさしい、お姫様みたいな雰囲気になって、目の前に近づいてきた古頃の校舎へ車を進ませていった。

〈恋なんかじゃない。恋れん愛あい感情とはべつの次元にある嫉しつ妬と。私はたぶん、伊依ちゃんを自分と同じくらいにちっぽけな生き物へと貶おとしめたかったんだ。それで、彼の──伊依ちゃんへの、自分と比べておおいに高い評価をね……覆くつがえして、ちっちゃなプライドを守ろうとしたんだ〉

　車の速度が落ちる。

　目的地は、近い。

〈ほんと、愚おろかでちっぽけで、意地悪だ〉

　古頃の周囲を警けい戒かいしていた、防衛部の怪モン造ステ学イス者トらしいスーツ姿の連中に導かれ、車をゆるやかに停止させながら──罠奈は肩をすくめた。

〈はい独り言はおしまい〉

　そして泣きやんだ伊依を見つめ、彼女は仮面の奥で優しく笑った。

〈でもね、伊依ちゃん……あなたって、けっこうたまに残ざん酷こくだよ？　ちっぽけな誰かさんが嫉妬にかられて意地悪しないうちに、自分をずっと見つめている、あのいけ好かない男の子への態度を──さっさと決めてもらいたいな。伊依ちゃんは、夢を追いかけること以外への積極性がなくって、やきもきするよ、実際〉

　取りだしたハンカチで伊依の目元を拭ぬぐって、罠奈が手を引き、車の外へ誘さそってくれる。

〈伊依ちゃんが抱かかえている大きな使命も、夢も、たまには忘れてさ、ほんのちょっとくらいは、女の子としての自分の気持ちと向きあってみたらどうかな？〉

　そこまで言って、罠奈は天を仰あおいだ。

〈……って、あぁ、我ながら、今の私はとてもおばさんっぽいことを言ってるなぁ〉

「…………」

　まだ気にしてたんだ。

　伊依は思いつつ、自分の醜みにくいところまで見せて、心配してくれた大好きな先せん輩ぱいに甘えて──その手を握にぎりしめ、久しぶりの古頃へと歩を進めた。

　自分の気持ちと向きあう、か。

　女の子としての気持ち、か。

　ほんとうに、たまには……誠実に、そういうことに向きあうべきかも。
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　幼いころ。

　まだ無む垢くだったちいさな伊依に、悪意ある誰かが告げてきた言葉がある。

　あんたの父さんは──。

　あんたの母さんを捨てて逃にげたんだよ。

　可哀かわい想そうにね。ほんとうに可哀想にね。

　あはははははははは。

　覚えている。あのときの誰かが誰だったかは、もう思いだせないのに、ちいさな女の子の心を傷つけて、なお笑っていた誰かの白い歯を、嫌いやな言葉を紡つむぐ赤い舌を、棘とげのように刺ささってきたその声を、言葉を──伊依は覚えている。

　それがトラウマになって、恋愛に臆おく病びようになったなんて、安易なことは思わない。

　けれど、決して無関係ではない。

　人格が形成されてゆく幼児期に、誰だれかが戯たわむれに投げかけた悪意ある言葉は、楔くさびとなり杭くいとなり、伊依の心をたしかに傷つけ、歪ゆがめたのだ。

　伊依は覚えている。

　忘れない。

　父の名を呼び頰ほおを涙なみだで濡ぬらす、独りぼっちの母の姿。

　要いらない子だと、陰かげ口ぐちをたたかれ、寂じやく憐れん院いんの血統にどこの馬の骨とも知れない血が混じったと──時代錯さく誤ごな物言いを、何度もぶつけられて。

　父を恨うらんだこともある。

　男性全すべてを憎にくんだこともある。

　けれど、伊依はそのままには育たなかった。

　母が死に、父が因習に支配された寂憐院の土地から伊依を救いだしてくれたとき、伊依は悪意ある誰かの嘲ちよう笑しようを、たしかにわずかにでも忘れられた。父さんと呼んだ。手を伸のばして彼の手を握りしめた。父は嫌きらいだったし、恨んでもいたけれど、あのとき伊依の頰を濡らしていたのは母のそれとは種類のちがう涙だった。

　ちいさな伊依は、ただ嫌な言葉に打ちのめされ、泣きじゃくるだけだったけれど。

　今、少しでも成長し、様々な人々との出会いを経験して──もはや、あのころ胸のなかにあった父や男性への恐きよう怖ふや、憎ぞう悪おは、靄もやのようにかすれてしまった。

　ただ、あのとき流した涙は消えたけれど、心の痛みはまだ疼うずいている。

　せめて。

　せめて自分だけは、あのとき深く傷つけられた伊依のようなものを生まない。父のようには他人を愛さない。そう決めた。

　父と母は深く愛しあっていた。

　それは知っている。

　けれど、あんなかたちで終わってしまう、哀かなしい愛はいらなかった。

　父のようには──愛さない。

　けれど今、重い使命をこの身に宿し、明日の命も知れなくなった伊依は、いろいろなことに臆病になっていた。友達と距きよ離りをとろうとしていた。引きこもり、役目に従事しようとしていた。罠奈が嫌な役回りをしなくちゃいけないほど、男の子の気持ちを見ないふりしていた。

　だけど、罠奈と会話をして、伊依はほんのちょっと考え方を変えた。

　傷つけるのが怖こわいから遠ざけるのは、ちがうのだ。

　そうやって、悪意をこめて鳥かごに閉じこもっていた女の子がいたけれど、彼女のそんな生き方を、伊依は偉えらそうに否定したのではなかったか。

　飛べない鳥もいると、彼女は言った。

　けれど伊依はまだ生きている。飛べない鳥ではないのだ。

　前へ前へと独りで進んでも疲つかれきって落ちるだけだけど。

　だから周りに目を向け、友達に頼たより、甘えて、支えあおう。

　みんな──友達だ。

　他ひ人とを好きになって、その親愛に甘えて、支えあうことは、恥はずかしいことじゃない。

　むしろ、見ないふりして遠ざけるほうが、よほど残ざん酷こくだった。

　罠奈に感謝しなくてはいけない。

　危あやうくこれまでの自分の生き方全てを否定するところだった。

　自分は、弱い。けれど、だからこそ、みんなの気持ちをたいせつに──支えあう。

　そう決めた。

　否いな、そう生きていくのだと、思いだした。

　回り道みたいな思考の果て、伊依はようやくいつもの自分に戻もどれた気がした。
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　古頃にはすぐ辿たどりついた。伊依が通っていたころとは激変した校舎の様子に戸と惑まどったが、罠奈がちゃんと案内してくれたので迷うことはなかった。

　とはいえ、伊依は何か目的があるわけでもなかった。

　盛りあがった藤壺寮のみんなと、不ふ機き嫌げんだった罠奈に背中を押されるように、蟻馬に会いにきてしまったわけだが──実際、ここで流されて告白をするほど伊依も恋こいを軽く考えてはいない。

　蟻馬は好きだ。

　憧あこがれている。

　第一印象から格好良いひとだと思っていたし、その後も何やかやと世話を焼いてくれて、感謝しているし、胸がときめいたのもほんとうだ。

　けれど恋れん愛あい感情かというと、それは否だと思う。

　伊依も恋愛に詳くわしいわけではないし、経験があるわけでもないので、だいぶん見当外れかもしれない考えだが──たぶん、悔くやしいというか、不ふ愉ゆ快かいなことに、自分は蟻馬に父の面おも影かげを重ねていたのだと思う。

　似ているのだ。すごく。腹が立つほどに。

　父がもし優やさしかったらこんな感じかなぁ、とすなおに思う。

　伊依は父に厳しくされた経験から、たぶん年上で優しく、父に似ている雰ふん囲い気きの蟻馬に憧れて、心の寂さびしさを満たそうとしていただけだと思う。

　父への愛されたいという無自覚な気持ちが、反転し、蟻馬への想おもいに変へん換かんされた。

　代だい替たい品ひんとしての父だから、当然、恋愛感情とはちょっとずれている気がする。

　手を繫つなぎたいとか、抱だきあいたいとか、そんな気持ちにはならない。

　蟻馬がほかの女のひとと仲良くしていても、嫉しつ妬とはしない。

　女の子として見られたいのではない。

　優しくされたい。

　憧れ。

　たぶん──そうだったのだ、と思う。

　恋する気持ちはわからない。まだまだ伊依は初心者だ。けれど、藤壺寮のみんなが言うように告白して、万が一にでも成功しても、伊依はちっとも嬉うれしくないのだった。

　デートしたりとか、いつか結けつ婚こんとか、考えられない。

　父を慕したうような気持ち。

　恋愛感情では……ないのだ。

　ちょっとすなおに考えたら、すぐにわかった。

　蟻馬本人を目の前にして、その気持ちは明確になっていった。

「失礼します、蟻馬先生」

　蟻馬や妖あやかし森のもり、園その日ひ暮ぐらしといった古頃の教師たちが、今は怪モン造ステ学イス者トとして働いているらしい事務所──職員室を改造した、雑然とした部屋を訪おとずれた。蟻馬たちの仕事内容は知らないが、怪造学会はいつでも人材不足だという話だし、かなり忙いそがしそうだった。

　いきなり訪れても応対してもらえるわけもなく、蟻馬はかなり迷めい惑わくそうな顔をしつつ、ちょっと待ってろと言いつけて何やらパソコン画面に向かっていた。

　伊依はその後ろ姿をそっと眺ながめる。

　端たん整せいな顔立ちに、灰色の髪かみ。いつも不機嫌そうな、その懐なつかしい表情。

　罠奈とふたりで来客用のソファに座ったまま、騒さわがしい室内で落ちつきなくあちこち見たりしていた。ときどき知っている教師が顔を向け、こちらに手をふってくれたりする。然ぜん慈じ堂どう先生なんかもいたが、手をふってくれるような愛あい嬌きようはなく、相変わらずロボットみたいにこちらを一いち瞥べつしてわずかに頷うなずいたのみだ。

　なんだか学校が懐かしくなって、同時に今の状じよう況きようが身に染しみて、伊依は我知らず溜ため息いきをつく。また元どおり、みんなと当たり前に学校へ通えるようになるのはいつの日になるだろう？

　そんなことよりも。

〈……で、どうするの伊依ちゃん、ほんとに告白するの？〉

「ううん」

　さらりと罠奈の疑問に首をふると、彼女は目を丸くした。

〈え。じゃあ何でほんとに蟻馬先生に会いにきたの？　嫌いやだって言ってくれたら私、車運転して引きかえしたのに〉

「んー……」

　伊依は、自分でも内心がわからなかったので、探さぐり探り言葉を選ぶ。

「なんていうか、うまく言えないんだけど──気持ちを切り替かえたいというか、自分にとって恋愛感情ってどんなものか、把は握あくしたいっていうか、だから恋愛と似て非なる蟻馬先生への感情をあらためて確かく認にんしてみたかった、というか……」

〈よくわからないけど〉

　罠奈は苦く笑しようする。

〈伊依ちゃんが良いと思うことをすればいいよ〉

　暇ひまそうな怪モン造ステ学イス者トが淹いれてくれたお茶を飲む伊依を、罠奈は慈いつくしむように眺めていた。

〈無理に遊ゆうとくっつけというわけでもないし。遊はかんぜんに伊依ちゃんに一直線だから、それに気づいてあげない伊依ちゃんが残ざん酷こくだなぁって、そう思っただけだし〉

「ていうかさ」

　伊依は照れて、苦手な話題だからぼそぼそ喋しやべる。

「えぇと、ほんとに遊くん、あたしを？」

〈この期ごに及およんでその質問がでるのが不思議だね〉

　罠奈はお手上げ、というように大げさなジェスチュアをした。

〈伊依ちゃんって自信がないのか知らないけど、自分を過小評価しすぎというか、ひとからの好意や好評に鈍どん感かんなところがあるよね。前しか見えていないというか、夢しか見えていないというか……ほんともう鈍感〉

　溜息をつき、罠奈は力強く拳こぶしを握にぎりしめた。

〈あのね、真ま面じ目めに遊は伊依ちゃんのこと大好きだと思うよ〉

「え。でも。それは幼なじみとして」

〈ちがうってば。もう。幼なじみなら私だって遊の幼なじみだもん〉

　ちょっと拗すねたように罠奈はそう言って、ちょっとだけ俯うつむいた。

〈見ていてじれったいよ、ほんと。お互たがい相手をたいせつに思ってるのにさ、ちっとも恋れん愛あいに発展しないというか、それ以上に深い関係にならないのはどうして？　伊依ちゃんはともかく、遊はかなり欲求不満だと思うよ？〉

　目を細め、変なことを言い始める。

〈いちゃいちゃしてあげても、罰ばちは当たらないと思うけど〉

「……遊くんと、いちゃいちゃ？」

　想像し、伊依は赤面する。

　遊への気持ちは、言語化して卑ひ俗ぞくなものにするのが嫌なくらい、伊依のなかでは神聖だった。だからちょっと妄もう想そうしただけで頭が沸ふつ騰とうする。

　たとえば遊と──。

「ひゃあぁ」

〈お。けっこう好反応？〉

　罠奈も女の子だ、こういう話題が好きなのか、いつになく饒じよう舌ぜつになっていた。

〈伊依ちゃんって、何かいろいろ自じ縛ばくしてるけど、恋こいする乙おと女めな部分もちゃんとあるでしょ？　いいんだよ、いいんだよ、すなおになってもぜんぜんＯＫ。伊依ちゃんだって恋したいでしょ？　その気持ちに正直になればいいと思うけどな──おっと〉

　いつのまにか仕事を終えたのか、しかめっ面つらの蟻馬がそばに立っていた。

「こら、大人の仕事場に遊びにきて恥はずかしい話題で盛りあがってんじゃねぇ」

「す、すいません」

　平謝りの伊依の正面、ソファに腰こしかけ、ものが飲めない罠奈の手つかずの湯飲みを手にして蟻馬は一息ついていた。疲つかれているのか、肌はだにも艶つやがない。

　やはりそばにいると、伊依の胸はときめくのだけど。

　恋愛したいかというと、そんなことはなくて。

「で、何の用だ？」

　欠伸あくびをし、蟻馬もすでに伊依の役目は知っているのだろう、言外に配はい慮りよしながら言う。

「今のうちに遊んどけよ、おまえらは。こんなとこで暇つぶししてないでな」

〈仰おつしやるとおりです〉

　頷うなずく罠奈の横、伊依は慌あわてて思考をまとめる。

　これで何の用だか、何を喋りたいか考えてないんですなどと言えば真面目に叱しかられそうだった。心のなかでわりと区切りはついたとはいえ、だからといって何も喋らず帰るというのも何だし。

「あの、蟻馬先生」

　敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからずというわけでもないけど。

　伊依はまだ、自分が異性と恋愛するに値あたいするか自信がないから。

「あたしのこと、どう思います？」

「………は？」

　率そつ直ちよくな疑問に、蟻馬は意図を汲くみかねたか、怪け訝げんな顔をしていたが──。

　さすがに教師だ、生徒の訳のわからない質問にも慣れている。面めん倒どうそうな顔をしながらもやっぱり親切に応こたえてくれた。

「えぇと、それは何だ、長所を挙げて褒ほめてほしいのか？　それとも俺のすなおな主観で空すか井いい伊い依よりを判定してほしいのか？」

「後者で」

　べつに褒められたいわけじゃない。

　罠奈が言うとおり、自分はちょっと他人からの視線に鈍感なのだろう。外から見た自分の評価が知りたかった。べつにみんなの評価が高くなるまで恋する資格はないとか、そこまで自分を卑ひ下げはしないけど、なんとなく知りたかった。

　自分のこと──か。

　考えてみれば、伊依はふだんあまり意識してはいなかった。

　自分と他者の相関図を、脳のう裏りに描えがくことができない。

　恋愛するにしても、対人関係に疎うとすぎる。これでは鈍感と誹そしられても文句は言えない。

「そうだな……」

　蟻馬はしばし考えて、神しん妙みように答えを待つ伊依を一刀両断した。

「馬鹿だな。おまえは」

「馬鹿ですか」

　厳しい評価だ。

　蟻馬は頷き、溜ため息いきをひとつ零こぼした。

「何でもかんでも抱かかえこむし、思いこんだら止まらないし、すぐ視野狭きよう窄さくになって失敗して落ちこんで──。俺から見たら、かってに自分に試練を課してかってに挫ざ折せつして、それを繰くりかえして、出口のない迷路をぐるぐる廻めぐっている馬鹿にしか見えんね」

「…………」

　びみょうに言いかえせないのが哀かなしい。

　けれど不思議と嫌いやな気持ちにはならない。べつに蟻馬も伊依を罵ば倒とうしたいわけじゃなく、ほんとうにすなおな感想を聞かせてくれているのだろう──悪意は感じなかった。

　蟻馬は静かに、前からずっと言いたかったのだというように、台詞せりふを吐はきだしてくる。

「いいか、空井伊依。やたらおまえを褒めてちやほやする連中がいるがな、だからって調子に乗るんじゃねぇぞ。おまえは天才じゃない。よくいる頭悪い馬鹿だ。使命だなんだ背負ってても、親がどんだけ偉えらい怪レイ造・モ学ンス教テイ授アでも、関係ない──ただの人間としてみたら、どこにでもいる十六歳の馬鹿な子供がきだ、いいか？　弁わきまえろよ？」

「………はい」

　なぜか涙なみだが溢あふれてきた。

　でもそれは、嫌な涙じゃなかった。

　肩かたの荷が下りたというか、胸がすいたというか、ほっとした。

　そうだ。

　いつから、いろいろなものを背負ったつもりになって、自分にかってに壁かべをつくって、試練に向かわせて、ぐるぐる迷路をさまよっていたのだろう。

　自分はほかの何でもない、十六歳のふつうの女の子だ。

　忘れてはいないけれど、なんだかその事実が見えにくくなっていた。

　なるほど馬鹿だ。

　視野狭窄だ。
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　蟻馬は正しい。憎にくたらしいくらいに。

「あぁ、すっとした。前から言いたかったんだこれ」

　蟻馬はけらけら笑って、俯うつむく伊依の頭をぽんと叩たたいた。

「用件はそんだけか？　ならもう何も言うことはないから、さっさと帰って青春してろよ──若者が。俺たち大人は忙いそがしいんだ、いちいち悩なやみ相談に付きあってられるかっつうの。何があったか知らないが……思いつめんじゃねぇぞ、しょせんてめぇらは子供なんだから、誰だれも期待してねぇんだよ。何もかも抱えこんだつもりになって潰つぶれるほんものの馬鹿にだけはなんなよ、空井」

　立ちあがり、蟻馬は偉そうに腕うで組ぐみする。

「ほら返事！　前にも言っただろが、おまえみたいなのがジメジメしてっと気分が悪いんだよ。せめて俺の気分を損そこなわないよう、どっかそのへんで適当に生きてろ馬鹿」

「はい」

　伊依は笑った。こごりが消えた柔やわらかな笑えみだった。

「ありがとうございます、蟻馬先生」

　すなおな気持ちを、口にしつつ。

「あたしね──蟻馬先生のこと大好きですよ」

「そうか。俺はおまえのことが前からずっと大だい嫌きらいだ。とっとと失うせろ」

　ひらひら手をふって、蟻馬は彼の仕事に戻もどる。

　伊依は肩をすくめ、ふたりのやりとりに笑っている罠奈に万ばん歳ざいをして敗北宣言。

「……ふられちゃった」

〈可哀かわい想そうに。ふふ〉

「でも、すっきりした」

　立ちあがり、伊依は罠奈の手をひいて、きたときよりも軽い足取りで部屋を去る。

「きて良かった。ほんとにね。なんか楽になったよ」

　自分はどこにでもいる、十六歳の女の子で、子供だ。

　わかっている。

　わかっているとも。

「帰ろう罠奈ちゃん」

　心に大きな区切りがついた。

　視界が拓ひらけたような、爽そう快かいな気持ち。

「もう、ぐるぐる迷うのはやめることにする。使命とか夢とか忘れて、そばにいるひとの気持ちをちゃんと受けとめてみる。遊くんがあたしを好きなら、嬉うれしいよって、せめて伝える。恋こいになるかはわからないけど、会って──喋しやべって、遊くんの気持ちを聞いてみる」

　そして初めて、その事実を告げた。

「あたし、遊くんが今どこにいるか知ってるんだ」

　彼に会いに行こう。視界が晴れて、余計なものが見えないうちに。

　彼の気持ちを見ないふりして、逃にげて、後こう悔かいするよりは。

　せめて誠実に、彼と向きあったほうが、ずっといい。

　ひとつひとつ確かめていこう、ひとつひとつ迎むかえいれよう、弱くて馬鹿な自分をこれまで支えてくれた、周りのみんなの気持ちを。

　夢のため使命のためって、そんなお題目で、たいせつなものを見失いそうになっていた。

　ずいぶんと、遠回りをしてしまった。

　もう怖こわがらない。

　前に進む。
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　仇あだ祭まつり遊ゆう。

　伊依にとって、それは特別な意味を伴ともなう名前だ。

　全すべてを憎んだ時期があった。

　全てを嫌きらい、あらゆるものを遠ざけようとして蹲うずくまった幼い子供がいた。

　父はおらず。

　義兄あには逃げ。

　母は壊こわれゆき。

　頼たよれるものの誰もいない実家、寂憐院で、自分も母のように使いつぶされていずれ死ぬのかと、そればかり怯おびえて生きていた卑ひ屈くつな生き物が伊依だった。

　寂憐院のお役目──未来視。

　偽いつわりの未来をあらかじめ決める、ただそれだけを求められた噓うそつきの一族。

　自分の身体からだに流れる血を。周りの全てを。人々のぜんぶを。

　憎にくみ、恨うらみ、呪のろったことがある。

　けれど、そんな悪意で武装したちいさな魂たましいは、ひとりの少年と出会って救われた。

　座ざ敷しき牢ろうで蹲り、世を儚はかなんでいた自分に、声をかけてくれた──あの笑え顔がおを忘れない。

　あのとき初めて見た、怪造も。

　伊依は遊に救われた。

　天使に救われるように、文字どおり希望に満たされた。

　遊との生活は短いものだったけれど、伊依のその後の人生を決定づけ、また支えるにはじゅうぶんな時間だった。伊依が今の自分でいられるのは、遊のおかげだった。

　けれど。

　自分は彼にどれだけのことをしてあげただろう。

　甘えて。頼って。救われて。

　そのくせ、これまで彼の気持ちを見ないふりしてきた。

　夢を追いかけ、夢に恋するうちに、彼の想おもいを踏ふみにじっていた。知らぬうちに傷つけていたこともあっただろう。罠奈が言ったように、周りから見たらじれったいものだったのだろう。

　これまで臆おく病びようで、遠回りばかりしてきた。

　だけど今、伊依は己おのれの女の子としての気持ちにすなおになることにした。

　蟻馬と会って、踏んぎりもついた。

　遊。

　自分がほしいなら。

　ぜんぶあげる。

　心も身体も。

　ずぅっと昔に、人知れず終わっていたかもしれない自分の命が今あるのは、遊のおかげだから。遊のことが好きだから。

　それは蟻馬への気持ちとは区別される、ひとつの神聖な気持ちだった。

　遊に会いたい。

　今度は自分が、遊を助けたい。
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「あれっ……？」

　いつだって。

　自分の決断は遅おそすぎる。

　どうしてもっと早く、決められないのか。

　迷っているうちに、全てが手て遅おくれになってしまうのか。

「いない」

　罠奈の運転する車でとってかえし、藤壺寮に辿たどりついた伊依は、結果を聞いてくる寮のみんなに惨ざん敗ぱいでしたと告げ、励はげまされながら廊ろう下かを進んだ。階段をのぼり、一路、遊が囚とらわれていた理夢の部屋へ向かった。

　近かった。こんな近い距きよ離りを、踏みださずに怖がって逃にげてきた。

　知っていた。

　遊がいつも自分を見ていたことを。

　でも偶ぐう然ぜんだろうと、考えないことにした。

　無視し、たぶん傷つけた。

　伊依にとっては、みんな友達だった。

　ひとりだけをとくべつに──したくはなかった。

　そんな愚おろかな自己欺ぎ瞞まんで、彼を〝友達〟に押し留とどめて、それ以上は深入りさせなかった。罠奈に言われるまでもない、なんて残ざん酷こくだったのだろう。

　臆病になっていた。

　他ひ人とを愛することに。

　父のようには愛さない。

　けれど、その自信もなくて。

　たいせつなものを失いそうになっていた。

　ほんとに馬鹿だ。

「あれ？　あれ？」

　理夢の部屋は空っぽだった。

　全すべてが白昼夢だったように、誰だれもいなかった。

　誰かがいた気配はある。ベッドのそばには引き千切られた縄なわや猿さるぐつわや、理夢の私物らしい旅りよ行こう鞄かばんも手つかずで放置されている。けれど、理夢も遊もいない。こうなると昨日、遊を目もく撃げきしたのも幻まぼろしかと思うが──そんなわけもない。

　何かがあったのだ。

　ぞくりと背筋が粟あわ立だった。

　自分が迷って、誰にも相談できないうちに、遊が──まさか、でも。

「伊依？　どしたの？」

　背後から、怪け訝げんそうに香美が声をかけてきた。

　藤壺寮に帰ってきた伊依の様子が尋じん常じようでなかったからか、気になって追いかけてきたのだろう。その気き遣づかいには感謝するが、伊依はそれどころではなかった。

　昼前なのに寝ね起おきらしい香美にすがりつき、まとまらない心情を叫さけぶ。

「遊くんがいないんだよ……！」

　それは、あまりにもみじめな台詞せりふだった。

「昨日までは……ここにいたのに──」

　ならば。

　なぜ昨日、この部屋を調べなかったのか。

　遊を神格化し、彼を無む根こん拠きよに信しん頼らいし、恐きよう怖ふから、弱気から、手を出すのを躊躇ためらううちに──彼は消えてしまった。

　馬鹿な伊依への罰ばつのように。

　けれど。

　希望はあった。

「仇祭？」

　香美はしばらく目元を押さえていたが、やがて思いだしたのかひとつの事実を告げてくれた。

「そういや、駒崎くんか誰かが、仇祭を見かけたとか何とか言ってたなぁ。──驚おどろいてるうちに、伊依の居場所を聞かれたから、古頃に向かってるって教えたらしいけど」

「古頃だね」

　行き違ちがいになってしまったのだ。

　遊はたぶん、自力で部屋を抜ぬけだして、伊依を捜さがしにいったのだ。

　そこまでわかれば問題ない。

「ありがとう、カービィちゃん」

「カービィじゃなくて──って、最後まで聞かないし、こいつ」

　いつもの訂てい正せいを言いかけた香美を置いて、伊依は全速力で駆かけていく。

　前へ。前へ。

「おぉい」

　背後で香美が寂さびしそうにつぶやいた。

「何でもいいけど、前しか見ないと転ぶわよ？」

「知ってる！」

　振ふりかえり、ツインテイルを揺ゆらしてお辞じ儀ぎをした。

「ありがとう！」

　いろんな気持ちをこめてその言葉を告げ、伊依は廊下を走っていく。

　まだ手遅れじゃない。

　そんな保証はないけれど──信じて、全力で行動する。

「まぁ、がんばりな」

　香美が欠伸あくび混じりの声で、最後に激してくれた。

「疲つかれたら、あちきが甘あまやかしてあげる」

　いつもどおりのその台詞で、伊依の心は元気になる。
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　また、大きな騒さわぎになった。

　伊依が多くを語らないうちに、行方ゆくえ不明だった遊が目撃されたという情報は藤壺寮の全てに広がって、屍丸や次郎花、学や魔夜、鬼き京きようや舞まい弓ゆみまで捜そう索さくに加わってくれた。あちこちを、それぞれの手段で、伊依のため、遊のため、善意で捜してくれる。

　幸せだった。

　嬉うれしかった。

　これだけの好意を、自分は今まで、どれだけみんなに返せていたか。夢を追いかけ、かってに迷路をさまよって、疲れきって、そんな彼らを蔑ないがしろにしてはこなかったか。

　今回の騒そう動どうが終わったら、みんなをたっぷり愛そうと思う。

　引きこもって、調べ物をして、どれだけ努力しても──限界がある。

　独りぼっちでは強くなれない。

　伊依は、みんなと強くなる。

　それが伊依の、ちょっとだけ進歩した生き様だった。

　けれど今は、とにかく、遊を見つけないと。

　罠奈に頼たのんで車で再び古頃へ向かったが、そこに遊はいなかった。伊依は目の前が真っ暗になるようだった。たしかに遊らしい人物は目もく撃げきされたらしいが、防衛部に追いかえされ、その後の行方は知れないのだとか。

　途と中ちゆうで罠奈と別れ、伊依は独りであちこち捜し回った。

　みんなは知らないが、急がなくてはいけないのだ。

　遊はただ行方不明になっていたわけではない。あきらかに理夢に無理やり拘こう束そくされ、隔かく離りされていたのだ。そんな遊が逃にげたことを知ったら、理夢がどんな行動にでるか──遊としても、冒ぼう険けんだったにちがいない。その気持ちを無にしてはいけない。

　急がなくては。

　けれど──怪モ造ン生ス物ターまで駆く使しして捜しても、遊自身が隠かくれているのか、彼はどこにも見つからない。時間はそのうちにも容よう赦しやなく流れて、夕焼けが空を赤く染め、世界を曖あい昧まいに滲にじませても、彼が見つかったという報告はなかった。

　虚むなしく沈ちん黙もくをつづける携けい帯たい電話を手に、やがて疲れきった伊依は、どこかもわからない夢追坂の砂すな浜はまで──崩くずれるように、しゃがみこんだ。

　遅おそすぎたのだ。

　行動するのが、愚おろかしいほどに遅すぎた。

　いつもそうだ。

　失敗ばかりだ。

　たいせつなひとを、何度も失ってきた。

　壊こわれて死んだ母をなくし──幼い頰ほおを涙なみだに濡ぬらしたあの日に、もう二度と、と心に誓ちかったはずなのに。また己おのれの弱さのせいで、誰だれかが無む惨ざんに消えていく。

　もう嫌いやだ。

　あっさり心は折れた。

　自己嫌けん悪おの沼ぬまに沈しずみこむように落ちていった。

　天才じゃない。

　知っている。

　馬鹿だ。

　知っている。

　ほんとうの自分は不安定な子供で、だいそれた夢が、気持ちがいつも重い。精せい一いつ杯ぱいに努力してこの場に踏ふみ留とどまっているけれど、それは些さ細さいなきっかけで崩ほう壊かいするほど脆もろいものなのである。

　竜王と相対する前、重荷をぜんぶ投げだそうとした。

　そこから、少しは成長し、強くなったつもりだったけど。

　依い然ぜん──弱いまま。

　寂憐院の座ざ敷しき牢ろうで、蹲うずくまり、泣きじゃくっていたころと変わらない。

「う……うう……」

　徒労感と、自己嫌悪と、罪悪感で、伊依の心はずたずただった。

　泣き濡れて、砂浜に座りこみ、独りぼっちで膝ひざを抱かかえた。

　夕焼けが痛くて、目を瞑つぶって俯うつむいた。

　あぁ、また元どおりだ。

　何もできない、泣いてばかりの寂憐院伊依が帰ってきた。

「うぅ……うぅう……」

　泣いていてもしょうがない。

　わかっている。

　立ちあがって、行動するべきだ。まだ何も終わったわけじゃない。

　わかっている。

　だけど。

　自分は強い生き物ではない。

　みんながどう評価しているかは知らないけど。

　いつだって、ふとしたときに弱い、幼い伊依が顔をだす。

　何もできないのか。

　また失ってしまうのか。

　怖こわい。嫌だ。堪たえられない。

　何とかしなくちゃ。何とかしなくちゃ。何とかしなくちゃ。

　自責と、鼓こ舞ぶが、今だけ自分の心を打だ撃げきする。

　急せかされ、焦じらされ、それは自己嫌悪に繫つながり、吐はき気までする。

　何かしなきゃ。

　何か──しなきゃ、いけないのに。

「泣かないで」

　不意に。

　蹲り、目を閉じた闇やみの底で、泣きじゃくっていた伊依に、声がかけられた。

「伊依ちゃんの泣き顔は苦手だな。似合わなくて、笑っちゃいそうで」

　だけど、伊依は顔をあげられない。

　また幻まぼろしかと──思う。安易な願望が、夢を見せているのかと。

「君は、泣いている顔より、笑っている顔のほうが似合っているよ」

　頰に、指先が触ふれた。

　涙を拭ぬぐう、温かなその感かん触しよく。

　けれど自信をなくし、無力感に支配された伊依は、そんな幸せを直視できない。疑ってしまう。目を開くのが怖い！

　ここで目を開けて、正面に立っているのが、遊でなかったら。

　伊依はたぶん潰つぶれてしまう。

　怖い。

「遊くん……？」

「そうだよ。僕のことを忘れちゃった？」

　声は変わらない。三ヶ月も監かん禁きんされていたとは思えない軽快さ、柔やわらかさで。

　疑わしい。

「噓うそだよ」

　伊依は駄だ々だをこねる。

「だって、出来すぎだよ。遊くんは、いつもこんな、狙ねらったような登場ばかりでさ──格好つけで、気き障ざの、噓つき。ふつうの男の子のくせに、天使みたいなふりをして、だから……あたしが勘かん違ちがいして、遊くんを神様みたいに思って、信しん頼らいしすぎて──」

「君が望むなら」

　声は、変わらず優やさしい。

「僕は神様にだってなってみせる」

　世界は、変わらず暗い。

　伊依が目を開けないかぎり、遊の全すべては幻なのだ。

「目を開けて」

「嫌いやだ」

　首をふり、伊依はまだ幼い寂じやく憐れん院いん伊い依よりに支配されていて、みじめな、弱く甘えたことしか言えないお子様にまで退化している。

「これじゃ、何も変わらないもん。いつも助けてもらってばかりじゃ、申し訳ない──今度は、あたしが助けてあげたかったのにぃ。遊くん何で自分で帰ってきちゃうのさ、遊くんの馬鹿……あぁ」

　なおも俯き、顔を膝に押しつけて伊依は赤面する。

「見ないで。見ないで。遊くん、今、あたし──すごく嫌な、情けないやつだから。見ないで、しばらく時間ちょうだい。待ってて、もうすぐ、がんばって、がんばって……いつもの、あたしに──それで、ちゃんと、再会を」

「馬鹿だな伊依ちゃんは」

　苦く笑しようし、遊が頭を撫なでてくる。

　懐なつかしい。

　同い年のくせに。

　いつも格好つけて。大人ぶって。

　ずるくて、気障で、嫌な──男の子だ。

　泣きやまなくちゃいけないのに、涙なみだが溢あふれてくる。

「どれだけ昔から、君を見ていたと思っているんだい」

　温かさが、大きくなる。

　抱だきしめられている。

「君の弱いところも、醜みにくいところも、僕はみんな知っている」

「それじゃ」

　伊依は抵てい抗こうしない。けれど目も開けられない。

「あたしのこと嫌きらいになったでしょ」

　自分の弱く、醜いところは、自分でも嫌けん悪おする、腐ふ敗はいした部分だ。

　恥はずかしい。消えてしまいたい。

　見ないでほしい。格好いい自分だけを見てほしい。

「馬鹿だな」

　何度も繰くりかえされる、その言葉。

　蟻馬にも言われた。ほんとに自分は馬鹿らしい。

「昔から、僕にとって伊依ちゃんは、弱くて醜い女の子だよ。そこから始まったんだ。今さら幻げん滅めつもしないし、むしろ、ようやく伊依ちゃんらしくなった感じかな」

「ひどいよ……遊くん」

　なんだか、いじけているのが阿呆らしくなってくる。

　言葉がひとつひとつ染しみこんできて、癒いやされていく。

　あぁ支えられている。

　いつまでたっても、このひとには敵かなわない。

　遊の声が耳元で響ひびく。

「たまには、そんなふうに、弱い伊依ちゃんに戻もどってもいい。いつも無理をしている君が、僕には見ていられないからね。だけど──君の弱いところは、醜いところは、ほかの誰だれにも見せないでほしいな」

　胸がくすぐったい、その言葉。

　相変わらず、気障なんだから。

「そんな伊依ちゃんは僕だけのものだ」

　目を開いた。

　自然に。

「弱くても醜くてもいい」

　すぐそばで、懐かしい幼なじみが、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「……伊依ちゃん、君は僕が守ってあげる」

　砂すな浜はまにしゃがみこんで、背後から抱かれるようにして、肩かたの上に、彼の顔がある。伊依はその不思議な双そう眸ぼうから目を離はなせず、熱をもった思考のまま、幼いころに戻ったように、舌足らずにつぶやく。

「そんなこと言われたら、また甘えちゃうよ」

「いいよ。好きな女の子に甘えられるのは──嬉うれしいね」

　どきん、と心臓が跳はねた。

　好き。

　あらためて口にだされたその言葉が、なんだか幸せだった。

「遊くん」

　胸の内側に嬉しさが広がって、あんなに美しい夕焼けも、見えなくなって。

　遊しか見えない。

「これまで、ずっと守ってくれてたね」

　独り言のように。

「これからも、ずっと守ってくれるかな」

　微笑む彼に、すなおな、弱いところも晒さらけだした本心をつぶやいた。

「……あたしも遊くんのことが好きだよ」

　熱い涙がまた一ひと雫しずくだけ、流れて落ちた。

「たぶん、見ないふりしてただけで、ずっと昔から」

　それだけ告げて、お礼と、謝罪と、精せい一いつ杯ぱいの恋こい心ごころをこめて。

　恋れん愛あい初心者の伊依は、一生懸けん命めいに。

　遊の、唇くちびるに──。
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　研究所時代の記き憶おくはあまりにも少ない。

　もともとヴェクサシオンはその能力から他人の知識を吸収し、その意思ごと存在を吸いこむことすらできる。吸いこんで、喰くらって、けれど──そうして取りこんだ知識や記憶にまぎれて、己おのれ自身の自我が希き薄はくになっていった。

　いくつもの呪じゆ具ぐを埋うめこまれ、無数の怪モ造ン生ス物ターを喰らって、ときには《魔ま力りよく》の補完のため生け贄にえの人間をも取りこんだ。自我は合成され、混ざりものになり、ぐるぐるとかき混ぜられて──ゆっくりと、確実に、変質していった。

　化け物に。

　人間以外……に。

　けれど、散り散りになっていく自意識のなかで、それでもまだヴェクサシオンは幸せだったのだ。砕くだけていく心が恐おそろしく、融とけていく気持ちが嫌いやではあったけれど、まだ周りのみんなは褒ほめてくれた。そうして堪たえていたら、がんばったねと、偉えらい偉いと、ほかの誰だれよりも褒めてくれたのだ。

　最高傑けつ作さく。

　最愛の娘むすめ。

　それがヴェクサシオンの誇ほこりで、ばらばらになりそうな自我を支える唯ゆい一いつの砦とりでだった。

　賞賛されているかぎり、自分の存在は肯こう定ていされる。

　痛みも苦しみも、ただの責め苦ではなく成功のための礎いしずえだと思えば、堪えられた。

　それなのに。

　…………。

　薄うすらぐ記憶のなか、印象に残っている出来事がある。

　研究所で育てられていた、ヴェクサシオンと同じような子供のひとり──名前はメガだったかメギドだったか、よく覚えていないが、とにかくヴェクサシオンに次いで評価されていたその子供と、本気で喧けん嘩かになったことがある。

　兵器どうしの喧嘩だ、当然、殺しあいで、結果、ヴェクサシオンはそいつを殺した。

　相手は空間に亀き裂れつをいれるという特異で強きよ烈うれつな能力の持ち主だったが、あらゆる怪モ造ン生ス物ターを取りこみ己の力としたヴェクサシオンの敵ではなかった。

　呆あつ気けなく打ち破り、その身体からだを引き千切り、致ち命めい傷しようを負わせた。

　研究員たちは叱しからず、むしろ褒め、ヴェクサシオンを全肯定した。

　そうだ。

　己は最高傑作。

　誰よりも優すぐれた子供。

　これからも、ずっと、ずっと、誰もに賞賛され煌きらめく幸せのなかで生きていくのだ。

　そんな歓かん喜きに溢あふれ、血まみれで笑っていたヴェクサシオンに──しぶとく生きていた相手、メギドのちいさく呻うめく声が届いた。

　どうして。

　どうして。どうして。

　この間までは──。

　わたしがいちばん優れた子供だったのに。

　わたしが最高傑作だったのに。

「………？」

　恨うらみ言を吐はきだして、本名もわからぬ兵器としてその子供は死んだ。

　ヴェクサシオンは何も感じなかったけれど、心に歪いびつなしこりが残った。
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　どこで、間ま違ちがったのだろう。

　どこで、切りかわったのだろう。

　どこで、裏返ったのだろう。

　光り輝かがやく幸せな生活は、みじめで暗い不幸な毎日に。

　賞賛は罵ば倒とうに。

　拍はく手しゆは攻こう撃げきに。

　栄光は堕だ落らくに。

　どこで──裏返ってしまったのだろう。

　ヴェクサシオンにはわからない。
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　たぶん。

　何もわからないまま、ヴェクサシオンは廃はい棄きされるはずだった。

　なんだろう自分には想像もできない書類上の、大人たちの取り決めで、怪モ造ン生ス物ター兵器ヴェクサシオンは処分されることが決定されたのだろう。後に、何人もの怪モン造ステ学イス者トを取りこみ、記憶を読むことで、大ざっぱにだけその経けい緯いは推察できた。

　ヴェクサシオンの研究は異い端たんの研究。

　怪かい造ぞう学を統すべる怪造学会からそう判断され、ヴェクサシオンを製造し研究していたイツキ派は徹てつ底てい的な摘てき発はつと弾だん圧あつをうけた。

　ヴェクサシオンの研究を廃棄するか、死か。

　もちろん。

　信じていた。そんな理り不ふ尽じんな要求をされても、要いらなくなったモノを捨てるみたいにイツキ派のお父さんたちが自分を捨てるはずがないと。自分はがんばった。良い子にしていた。言われたことはなんでもやった。痛いのも苦しいのも我が慢まんしていた！

　何も悪いことはしていない！

　なのに。

　なのになのになのに。

　イツキ派の答えは簡潔だった。

　たぶん、そのときにはもうヴェクサシオンの研究に、彼ら自身が恐きよう怖ふしていた。

　あらゆる怪モ造ン生ス物ターを取りこみ、無限に強くなる生き物を、脆ぜい弱じやくな人間でしかない彼らは本能的に忌き避ひしていた。

　可。

　それが書類に記された簡素すぎる死し刑けい宣告だった。

　怪造学会の要求がまとめられた書類に、記されたイツキ派の首領──虚こ島じま慈いつ樹きの直筆文字。可。認める。許可する。ヴェクサシオンの廃棄を受けいれよう。

　そこに感情はなく。

　同情も憐れん憫びんもなく。

　可、と。

　数字を処理するように、ヴェクサシオンは処理された。

　あらゆる手段を講じられ、害悪と名付けられた子供は廃棄されるはずだった。

　毒液が溶よう液えきが物理的な怪造学的なあらゆる処分方法が、必死に親の名前を呼ぶ少女にもたらされた。身体からだは溶とけ、砕くだかれ、あらゆる打だ撃げきを受けて粉々になった。たぶん、そのときに人間としてのヴェクサシオン──戸こ籍せきには〝寂じやく憐れん院いん友ゆう樹き〟と記されているひとりの子供は肉体的には死んだのだ。

　残ったのは。

　廃棄され、封ふう印いんされた研究所と。

　無数の、同時期に処分された子供たちの骸むくろと。

　暗くら闇やみと。

　絶望だけだった。

　否いな。

　絶望も虚きよ無むも食い破り、ヴェクサシオンは生きていた。

　完全に叩たたきつぶされ、消しよう滅めつしたはずだったその存在は、イツキ派の予想を超こえてまだこの世界に留とどまっていた。蛆うじが這はうようにみじめに、糸を紡つむぐように丹たん念ねんに、ヴェクサシオンは再生し──独りぼっちで、蘇よみがえった。

　何もかもが持ち去られ、骸のみが残された研究所。

　裸はだかで、独りぼっちで、少女は首を傾かしげていた。

「あれぇ」

　心の底では、たぶん何かを理解していた。

　けれど気持ちが、それを受けいれるのを拒こばんでいた。

　自分は優ゆう秀しゆうな子供のはずだった。

　特別な存在のはずだった。

　要らないわけがない。

　捨てられるわけがない。

「お父さんたち……どこ行ったのかなぁ」

　生まれて初めての涙なみだが、再生したばかりの肌はだを伝っていった。
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　それから──。

　ヴェクサシオンは悲ひ惨さんな運命を辿たどった。

　あまりにも呆あつ気けなく廃はい棄きされた己おのれの存在。

　自分はすでにあらゆる他ひ人とから要らないものだと判断され、生きているだけで罪とされ、逃にげ惑まどうお父さんだったひとたちに攻こう撃げきと迫はく害がいをうけた。

　化け物。

　怪かい物ぶつ。

　禁きん忌き。

　……どうして？

　……どうしてそんな酷ひどいことを言うの？

「君を創つくったことを後こう悔かいする」

　最初に会いにいったのは、研究所でもっとも自分を褒ほめてくれた、イツキ派の代表──虚島慈樹博士だった。彼はまた新しい研究を精力的に行っていて、ヴェクサシオンが会いにいったとき、ほとんどこちらのことなど忘れているようだった。

　せめて捨てたことを悔くやんでいたら。

　会って、抱だきしめて、悔かい恨こんの涙のひとつでも流してくれたら。

　許せたかもしれないのに。

　お父さん。

　お父さん。

　歩み寄るヴェクサシオンに、虚島博士は椅い子すに座ったまま、深々と溜ため息いきをついて。

「潮時かな。楽しい人生だったよ」

　かぶっていた鉄仮面を脱ぬいで、どこかから──拳けん銃じゆうを、取りだした。

「僕の楽しみに巻きこまれた、全すべてのひとたちよ……ごめんなさい」

　こめかみに銃じゆう口こうを押しつけ、呆気なく引き金をひいた。

　ぱぁん。

　軽快な音。傾かたむいていく虚島慈樹。最後は迫せまりゆくヴェクサシオンではなく、彼の机に置かれた彼の家族らしい、妻と子の写真を、じっと見つめていた。

　虚島慈樹は自害した。

　己の存在が、目の前の害悪に喰われるのが嫌いやだったのかもしれない。

「あ、あれぇ……？」

　死なせるつもりはなかった。

　ただ親を慕したう子犬のように会いにいっただけだった。

　復ふく讐しゆうも何も、恨うらんではいなかった。

　けれどお父さんは死んでしまった。

「えっ──えぇと、まぁ、うん」

　冷たくなっていく虚島慈樹を見下ろして、ヴェクサシオンは空笑いをした。

「いいや。いいもん」

　身体からだが震ふるえていた。

　煌きらめく日々がもう永遠に失われたことを、魂たましいが理解していたのに。

「ほかのお父さんに会いにいくもん……」

　けれど。

　次のお父さんはこちらを怪モ造ン生ス物ターで攻撃し、反はん撃げきしたヴェクサシオンに殺された。

　次も同じ。次も同じ。

　武装したり、怪造学を用いたり、手段は違ちがえど、誰だれも歓かん迎げいしてはくれなかった。恐おそれ、怯おびえ、叫さけび、攻撃し、幼い子供の心理しかもたないヴェクサシオンの、癇かん癪しやくからの反撃によってみじめに死んでいった。みんな同じ。みんな死んだ。みんな殺してしまった。

　ヴェクサシオンは泣きながら、次のお父さんに、次のお父さんにと、希望を抱いだきながら、絶望にひたりながら、移動し、手を広げ、会いにいって──そのたびに血まみれた。

　そして──最後のひとり。

　己と血が繫つながっているはずの、誰よりも深い絆きずなで結ばれているはずのひと、寂じやく憐れん院いん孤ひと独りに会いにいって、彼に全てを打ち砕くだかれた。

　ぼろぼろの肉にく塊かいになるまで痛めつけられた寂憐院孤独は、運悪く帰ってきた彼の息むす子こを見て──言ったのだ。

「……息子だけは勘かん弁べんしてくれ。遊ゆうはたいせつな一人息子なんだ」

　そう、繰くりかえした。

　少女の最後の希望を断たち切った。

　だったら。

　だったら己は何なのだ。

　ぜんぶ崩くずれた。

　何もわからなくなった。

「──うわああああああああああああああああ!!」

　かくて少女は鬼おにとなり、怪造学会を震しん撼かんさせる禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》として覚かく醒せいする。短期間で怪モン造ステ学イス者トたちを殺しに殺した彼女の悪行は、畏い怖ふと嫌けん悪おをこめて連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件と呼ばれている。
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　暗くら闇やみだった。

　ヴェクサシオンは汗あせだくで、目を見開き、胸の動どう悸きを抑おさえて苦く悶もんしていた。

　藤ふじ壺つぼ寮りようで、魑ち魅み寺でら屍かば丸まるが美み咲さき次じ郎ろう花はなを押し倒たおしたと、そんな勘かん違ちがいな結論をされた事件のあとである。騒さわぎから早々に離り脱だつしたヴェクサシオンは自室に戻もどり、静かなその空間で、壁かべを背にしてずるずると崩れ落ちた。

　呼吸が乱れている。

　過去の断だん片ぺんがフラッシュバックする。

　さきほど取りこんだ吸きゆう血けつ鬼き──悲ひ哀あい大公の眷けん属ぞくたる寄生虫が、予期せぬ効果をもたらしていた。悲哀の眷属。なるほど、と理解する。取りこむだけで身体に、心に、悲哀が──嫌な気持ちが湧わいてきて、耐たえ難がたい。食あたりを起こしたようだ。思うにヴェクサシオンの存在を知る悲哀大公が、そういうものを選んでこのあたりに配置したのだろう。

　撒まき餌えにして、ブービートラップ。

　精神的な──毒。

「げ、げぇっ」

　ヴェクサシオンは喰った悲哀大公の眷属を、身を折り曲げて口から吐はきだし、瞬しゆん時じに右手を巨きよ大だいな刃やいばに変へん貌ぼうさせる。慌あわてふためき、地を這はって逃にげようとする寄生虫を、その刃で両断しつぶし殺す。

　喰ってはいけなかった。

　悲哀大公の眷属、その能力を知るため、吸いこんだのがよくなかった。

　最初から殺していれば──。

　悲哀の毒に汚お染せんされ、こうして苦しむこともなかったのに。

　手を元に戻し、しばらく鬱うつの残ざん滓しのなか、荒あらく息をついて気持ちを整えた。

　思いだしたくない。

　全すべてを失っていく記き憶おくなど、要いらない。

　悲哀の眷属を吐きだしたように、哀かなしみも絶望も切り離はなして捨てられたらいいのに。

　どれだけ強くなっても、心はあのころのまま。

　お父さん。

「ぐっ……」

　歯は嚙がみし、暗い自室で、ヴェクサシオンは麦わら帽ぼう子しを深く頭に押しつけ、壁を背にしたまま俯うつむいて呻うめいた。

「ぐ……うぅ……ううう……」

　寂さびしい。

　闇やみに、孤独に、潰れてしまいそうだ。

「く。うふっ。あははっ」

　膝ひざを抱かかえ、情けなくて、ヴェクサシオンは自じ嘲ちようした。

「あははっ……ははっ……」

　馬鹿みたいだ。なんて弱い、愚おろかな生き物。過去の傷をほじられただけで、こうして動けなくなって、涙なみだすら零こぼして。

　心を強くする方法を知りたかった。

　痛みも苦しみも何もかも捨て去って、強い生き物になりたかった。

「ふぐっ……うぐ、うぅ……ふぇ……」

　けれど自分は弱いまま。

　心はずっと、親に捨てられたあの日から成長を止めていた。

　目元を拭ぬぐい、乱れた呼吸を整えて、ヴェクサシオンはよろりと立ちあがる。

　けっきょく、仏心をだして、ベッドで寝ねかせてやった遊に──歩み寄って、見下ろす。

　よく寝ている。

　騒ぎがあったのに。自分が泣いているのに。吞のん気きなものだ。

　使えない下僕。慰なぐさめることもできないのか。飼って、大事にしてやってるのに、何も恩返しをしないで、なんてだめな、飼い犬だろう。

　自分はもっとがんばっていた。

　褒ほめられるため、みんなの笑え顔がおのため、努力し、全力を尽つくした。

　ちょっとは見習ったらいい。

　遊。馬鹿な遊。

「…………」

　どきん、と心臓が跳はねた。

　心が何かを思いついた。

「はは」

　笑う。だが顔は笑っていない。身体からだに熱が生まれる。皮ひ膚ふの下に何かの衝しよう動どうが渦うず巻まいている。麦わら帽子を脱ぬぎ、一歩だけ、遊に近づく。

　どきん、とまた鼓こ動どう。

　ヴェクサシオンは、さきほど見た──男女が布ふ団とんで丸まっている光景を思いだした。

　温かそう、だった。

　あれは全て悲哀の眷属の捕ほ食しよく……吸血行こう為いで、愛も何もなかったのだけど。

　愛も何もなかったのに。

　温かそうだった。

　試ためしてみるか、と思った。ほんの気休めだ。お遊びだ。

「…………」

　ヴェクサシオンは遊を起こさないよう、そっと布団にもぐりこんだ。

　温かい。遊の体温がこもった、親に抱だかれているような布団のなか。

　触ふれることは、できない。

　また拒きよ絶ぜつされるのが──怖こわい。

　自分が殺したお父さんたちを思いだす。あの引きつった、化け物を見る目！

　涙がこみあげてくる。

　馬鹿らしくなって、布団からでることにする。

「……どうしたの？」

　そこで、ずるいくらいに、唐とう突とつに。

　目の前にある、遊の両目が──開く。

　相変わらずそこに、気安さも、愛情もないけれど。

「あぁ、ごめんね。僕がベッド使っちゃったみたいで。わかってるよ、出ていく──あれ、動けない……そっか、縛しばられて──」

　遊は独り言をつぶやいて、硬こう直ちよくしている少女に穏おだやかに笑った。

「うとうと寝ちゃった僕を、君、ベッドで寝かせてくれたんだね」

　それは。

　ずいぶんと久しぶりに聞く……。

「ありがとう」

　賞賛だった。

　感謝だった。

　もちろん、それまでの扱あつかいの悪さから比べて、じゃっかん優やさしいことをしてやったから、遊が喜んだ……というだけの、味気ない感謝だけど。

　少女は嬉うれしかった。

　ほとんど衝動的に、遊の身体を縛いましめた縄なわを──指先で引き千切って。

「……感謝しなさい」

　小声で。

　幼子の、おねだりのように、弱々しく。

「今夜だけ、特別に、太陽がのぼるまで──」

　プライドが邪じや魔まをして、あくまで高こう慢まんな、可愛かわいくない物言いで。

「わたしを抱きしめて眠ねむってもいいよ」

　自分は、何を言っているのか。

　目の前にいる遊は、不思議そうな顔をしていたけれど──身体が自由になったのが嬉しいのか、穏やかに微笑ほほえんだ。

「……それは光栄だね」

　伸のばされる、意外としっかりとした、力強い両手。

　華きや奢しやなこちらの身体を気き遣づかってか、純じゆん粋すいに嫌けん悪おがあってか、わからないけど──前者だと思いたい、優しい腕うでの感かん触しよく。

　遊の胸むな板いたに顔を押しつけ、目を閉じ、眠いのか、あっさり寝ね息いきをたてはじめた彼を、ヴェクサシオンはじっと見つめる。彼の心臓の音。久しぶりの、他人の体温。

　これはきっと、悲哀大公の眷けん属ぞくのせいだ。

　毒がまだ廻っているのだ。

「……お父………さん」

　涙なみだが、止まらない。
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　翌朝。

　奇くしくも二ふつ日か酔よいに苦しんだ伊い依よりと同様に、ヴェクサシオンは悲哀の毒が残る気け怠だるい身体で目覚めた。憂ゆう鬱うつな気分はいまだ晴れず、けれど心はだいぶ軽くなっていた。

　目元を擦こすり、ぼんやりと起きあがって、目を見開く。

「寝ねて……た……？」

　驚おどろきが綿毛のように頭のうえを舞まい、ふわふわと弾はじけておりてくる。

　服装は昨日のまま。白いワンピース。もちろん実際には衣服ではなく、そのように擬ぎ態たいした怪モ造ン生ス物ターの身体の一部である。汚よごれはなく、着き替がえる必要もない。身体のうえには布団──横には、よく寝ている遊の姿。

　ちいさく寝息をたてている彼を、ヴェクサシオンは畏い怖ふすらこもった視線で見つめる。

「……寝たの、久しぶりだな」

　まだ信じられず、何度か瞬まばたきし、窓から射さしこむ光で現在時刻を推測し──短くはない睡すい眠みんをとったのだと、確かく認にんし、実感した。

　ヴェクサシオンに睡眠は必要ない。

　疲ひ労ろうした身体部位を交こう換かんし、永遠に動ける自分にとって睡眠なんて意味がないものだし、意識が消え、無防備になるその時間は──仲間のいない、他者の保護が期待できない身の上としては、何よりも忌き避ひしたいものだった。

　それが、寝ていた。

　警けい戒かい心しんの強い野生の獣けものみたいな自分が、ころりと、丸くなって。

「は……はは……」

　頭を抱かかえ、寝ている遊を起こさないよう、忍しのび笑って。

「すごいなぁ」

　そばに落ちていた麦わら帽ぼう子しを、そっと手にとると、抱だきしめる。

　知らず表情には笑えみが浮うかび、頰ほおが熱くなってくる。

「遊のそばにいると、どんどん知らないわたしになっていく。遊が、わたしを変えていく。すごいなぁ……遊は。不思議だなぁ。面おも白しろいなぁ」

　初めて恋こいを知った小こ娘むすめのように、しばし幸せにひたっていたヴェクサシオンは──けれど、すぐに眉まゆをひそめて厳しく周囲を仰あおぐ。

「何だ……？」

　最初はただの違い和わ感かんだった。

　麦わら帽子をかぶり、ベッドから降りて臨戦態勢をとると──かしゃ、かしゃ、と感覚器を切り替かえていく。

　けれど、耳が目が入れ替わっていくにつれて、その違和感には輪りん郭かくと色がつく。

　すぐに気づいた。

　昨晩──叩たたきつぶした悲哀の眷属、その残ざん骸がいが、鈍にぶく発光している。そういえば、怪モ造ン生ス物ターは死ねば空気に分解されて虚界アンダカに戻もどるはずなのに、これは死し骸がいが残っていた。

　迂う闊かつ。

　あまりにも──迂闊。

　とどめをささずに放置して、あまつさえ吞のん気きに眠ってしまうなんて。

　ヴェクサシオンは自らの頰を叩き、気合をいれると、警戒しながら死骸に歩み寄る。

　重い刃やいばで切断され、なかば潰つぶれた悲哀の眷属から、細く伸びる《魔ま力りよく》の糸が見えた。

　怪モ造ン生ス物ターとその主あるじを繫つなぐ、生命力の経路。昨晩は感じなかったそれが、今はくっきりと見える。当然、たまたまではないだろう。何らかの意図をもって、誰かが浮かびあがらせているのだ。

　何のために。

「誘さそってる……つもり？」

　考えるまでもない。

　この残骸は悲哀大公の眷属。それの主あるじが何かなど、自明である。

「いいよ。姿を見せないあんたのやりくちには、いいかげんウンザリだからさ」

　足を石像のように硬こう質しつ化かさせ、残骸を今度は生かさず踏ふみつぶした。

「決着つけよ。……悲哀のおばちゃん」

《魔力》の線は残る。消えても追える自信がある。

　幸せな気持ちは迫せまる戦せん闘とうへの激こう揚ように、まぎれて消えていく。

　溢あふれる殺意。純じゆん粋すいな悪意。

　けれど、不思議と燃えるようなその気持ちの奥に、しっかりと息づいている穏おだやかな大樹のような想おもいがある。その大樹は憎ぞう悪おにも闘とう志しにも焼かれず、ヴェクサシオンのなかで瑞みず々みずしい葉を揺ゆらしている。

「さっさと終わらせて、帰ってくるから」

　少女のどこかで、何かが明確に変わっていた。

　けれど、それは──あまりにも、遅おそく。

「それまでお寝ね坊ぼうさんしてなさい、遊」

　ヴェクサシオンは遊の身体を拘こう束そくすることすら忘れ、否いな、意識的に許して──一歩一歩、《魔力》の糸を辿たどって歩きだした。

　敵を捕ほ食しよくし、強くなり、己おのれの存在意義を満たすことよりも。

　眠ねむりのなかで一晩中、感じた──生まれて初めてかもしれない、すなおな温かみを、また味わうことを夢想して。

　禁きん忌きと呼ばれた少女は、白いワンピースを揺らして静かな部屋から去った。
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　海だった。

　周囲、三百六十度、全すべてが巨きよ大だいな生命のスープ──。

　海と呼ばれる、この惑わく星せいを青く染めぬく巨大な液体の真上に、少女は立っていた。

　潮風はぬるく、肌はだに張りついて気持ちが悪い。

　海鳥が赤ん坊ぼうのような声で耳みみ障ざわりに鳴いていた。

「…………」

《魔力》の糸を辿ること、数十分。藤壺寮の敷しき地ちを越こえ、砂すな浜はまを走り、海を陸地のように歩いて、ヴェクサシオンは延々と進んできた。誘いだされたことは自覚している。罠わなも当然、あるだろう。昨晩の失態を忘れたわけではない。決して油断しているわけでもない。

　だが、進まねば、のらりくらりと逃にげられる。

　いいかげん──鬱うつ陶とうしい。

　溢れる潮しお騒さいは、やがて雑音として処理され、ヴェクサシオンには無音のように感じられた。全景が海なので、視界にも変化はなく、景け色しきが曖あい昧まいにとろけるような錯さつ覚かくがあった。変わらぬ風景。変わらぬ音。けれど、このまま何もないわけがない。

　海を踏みしめ、宙に浮うかんだようにその場に留とどまって、ヴェクサシオンは目を細める。

《魔力》が濃のう密みつになっていく。

　さすが、腐くさっても大公か──眷けん属ぞくとは桁けた違ちがいだ。

〈く……くく……くくく………〉

　ざわ、と海が凪ないだ。地球の自転と、重力に伴ともない、決して止まることなく満ち引きを繰くりかえす海が、まさに凍こおりついたように動きを停止する。太陽光線を吸って青く見えるその海面は徐じよ々じよに重油のごとく黒ずみ、腐ふ臭しゆうに満ちてくる。

　世界が暗くなっていく。空が陰かげり、目を背そむけるように太陽は輝かがやきを失う。

　海鳥がいつのまにか変形し、老人の顔をもつ奇き妙みような半人半鳥の化け物となる。それら異い形ぎようの怪かい物ぶつどもの鳴き声は唱和され、不気味な笑い声に変へん換かんされる。

〈くくく……くく………〉

　その声だけで、常人ならば精神に失調をきたすことだろう。硝子ガラスを引っかくような、耐たえ難がたい笑い。けれどヴェクサシオンは全身を強化し、組み替かえ、表情は変えず──金色の髪かみをかきあげて、様変わりした世界を睥へい睨げいした。

「……ちょいと演出過多じゃないの？　負けたとき格好悪いよ」

　その挑ちよう発はつに反応するように、凪いだ黒々とした海面が隆りゆう起きする。

　虫が這はうような音とともに──海面に突とつ如じよとして出現した山は、ヴェクサシオンの正面でぐねぐねと渦うず巻まいていた。目を凝こらし、さすがに嫌けん悪お感かんから眉まゆをひそめる。

　山ではない。海でもない。

　いつのまにか。

　漆しつ黒こくの海面は無数の百足むかでや蛇へびやその他、あらゆる害虫毒虫、害がい獣じゆう毒獣へと変へん貌ぼうし、しかも女のものらしい髪の毛に絡からめ取られ、断だん末まつ魔まの悲鳴をあげる。潮騒に似たそれは空気を震ふるわせ、だらしなく沈ちん殿でんして耳に残る。

　触ふれていたくなくて、ヴェクサシオンは宙に浮かびあがる。

　背中に堕だ天てん使しの翼つばさを生やし、羽ばたき、腕うで組ぐみをする。

　さきほどまで視覚を強化すれば見えていた海岸も、砂浜も、いつのまにか視界から消え、延々と死し骸がいと髪の毛が絡まる醜しゆう悪あくな大地がつづく、異様な空間へと変わっていた。奥行きのない闇やみが充じゆう満まんし、空では怪かい鳥ちようが鳴き喚わめき、血のような雨まで降ってきた。

　正面。

　隆起した山がぐるりと反転し──巨大な巨大な、ヴェクサシオンの全身ほどもある顔面を形づくる。長く伸のびたその髪は不気味な海へと連結され、ざわざわと蠕ぜん動どうしている。

〈ばぁ〉

　お化けのような声をあげ、その顔面は身を震わせた。

　美しい、女の生首である。ただその顔には何の意味があるのか、〝自主規制〟などという戯ふざけた文字が描えがかれた仮面をかぶっている。うねる髪の毛はやがて毒どく蛇じやへと変貌し、それぞれが鎌かま首くびをもたげて少女を睨にらみつけてきた。

　身構えるヴェクサシオンに、嘲ちよう笑しようしながら首は汚お泥でいのごとき海から生えてきて、無数の疵きず痕あとや弾だん痕こんが目立つ女の身体からだを形成する。革かわ製せいの、非常に露ろ出しゆつが多く倒とう錯さく的な衣い装しようは艶なまめかしく、石化したような灰色の肌は屍し体たいとよく似ていた。

　全長何百メートルあるか、海から生えた女の巨きよ体たいはこちらを見下ろし、けれど──すぐに目に見える速度で縮んでいく。

　数秒後、表情を変えないヴェクサシオンの正面には、宙に体育座りをし──周りに人ひと魂だまを浮かべた邪じや神しん、ほぼ同等のサイズになった悲哀大公が降臨した。

　仮面をかぶった、異形。

　彼女は暗く俯うつむいたまま、肩かたを震わせて笑っている。

〈く……くく……くくく……〉

　宙でだらりと横になり、蠱こ惑わく的な姿勢となって、邪神はこちらを指さしてくる。

〈馬ぁ鹿……まんまと誘さそいだされてきて──でも、ま。私を見て狂くるわないだけで……褒ほめてやるさ、くく、く〉

「久しぶりね、悲哀のおばちゃん」

　もう戦せん闘とうは始まっている。

　言論でも意志でも、気き魄はくでも、吞のまれたほうが負けである。

　ヴェクサシオンは両りよう腕うでを、それぞれ大たい剣けんに、砲ほう身しんに変え、身構えて挑発する。

「そっちこそ、のこのこ美味おいしく食べられるために──準備万ばん端たん整えてくれてさ。手間が省けるよ、感謝すらしてあげる」

〈傲ごう慢まん。なんと傲慢〉

　くすくす冷れい笑しようし、悲哀の邪神は余よ裕ゆうげにこちらを眺ながめている。

〈先日は、乱れているところを不意打ちで狙ねらわれたがね──まともに向かいあって、貴様ごとき薬品臭くさい合ごう成せい獣じゆうが……虚界アンダカの大公に勝てると思うなよ？〉

　声は低く、色っぽく、けれど今いま際わの病人のごとく重い。

　精神に侵しん蝕しよくしてくる、邪神の声。

　周りに無数の魂たましいを飛びまわらせ、暗い世界で陰いん鬱うつに浮うかびあがった悲哀大公は、魅み了りようするように腰こしを折り曲げて嘲あざ笑わらう。

〈くすくす……くすくすくす……不幸な子供だ──執しゆう念ねん深いぞ、私は……受けた屈くつ辱じよくは忘れない。疵痕も、こうして〉

　その全身に残った、生々しい疵痕を、そっと指でなぞって。

〈忘れないよう、復ふく讐しゆうを果たすまで消さない〉

　こめかみのあたりを、蛇の髪をかきあげて露出させ、邪神は吐と息いきを漏もらす。

〈貴様につけられた傷はここ……貴様に同じものを刻んでやるよ……〉

　殺気が、否いな、憎ぞう悪おが、悲哀大公の全身から放たれる。

　ブラックホールのごとき周囲から全すべてを吸いこむ重い怨えん恨こんが、少女の金きん髪ぱつを派手に揺ゆらした。海面の害獣どもが悲鳴をあげ、害虫が身じろぎし卑ひ屈くつな音をたてる。

　悲哀の念に支配された空間が、金切り声をあげて苦く悶もんする。

〈いいや〉

　手て袋ぶくろを嵌はめた指先が、ヴェクサシオンに向けて伸ばされる。

〈貴様と、私にみじめな気持ちを味わわせたあの小こ娘むすめは──じっくり、時間をかけて嬲なぶってやるよ。精神も身体も骨の髄ずいまで苛いじめぬき、未来永えい劫ごうを責め苦のなかでのたうち回らせてやる──あらゆる醜みにくい生き物に貴様らの肉にく片へんを食わせ、その排はい出しゆつした糞ふんを貴様らの友や恋こい人びとに食わせてやる……！〉

　威い圧あつ的な迫はく力りよくに、ヴェクサシオンは怯ひるまぬよう、歯は嚙がみして堪たえる。

　負けない。己おのれは最強の生き物。

　邪神に打ち勝ち、喰くらい、さらに強くなって──帰る。

〈ぎゃははははは！　死ね！　苦しんで死ね！　いいや、死なせない！　苦しめ！　ただ苦しめ！　永遠に、永遠に、苦しみぬけぇええ！〉

　人魂が数を増し、弾だん丸がんの速度で悲哀大公の周囲を飛びかう。

　敵の実力は未知数。

　だが、そうだ──空すか井いい伊い依よりを相手にするときよりは、わかりやすくて良い。

　こちらの目的は相手を倒たおし、喰らって己の力に換かえること。

　相手の目的は、純じゆん粋すいな復讐。

　勝利条件も、敗北条件も明確で、難しいことは何もない。

　弱いほうが地じ獄ごくに堕おちる。

　ただ、それだけ。

〈まずは……ぐちゃぐちゃにしてやる〉

　邪神がおぞましい声こわ音ねで、偶ぐう然ぜんだろうか、ヴェクサシオンの逆げき鱗りんに触ふれる。

〈親が見ても自分の子供とわからないくらい……ぐちゃぐちゃにしてやる──！〉

「……親だって？」

　ぶるっ、と全身が震ふるえた。

　脳のう裏りにイメージが浮かぶ。

　銃じゆう声せい。倒れる虚島慈樹。冷たくなっていく骸むくろ。

　こちらを恐おそれる研究員たちの、罵ば声せいが、悲鳴が、目が。

　自分のことを化け物と呼び、最後まで息むす子こを守ろうとした寂憐院孤独が。

　お父さんたちが。

　──親が見てもわからないくらい？

「わたしに──」

　頭が真っ白になる。

　殺意と憎悪と激げつ激こうに支配され、少女はこのとき鬼おにとなる。

「わたしに親なんかいない……ッ！」

　堕だ天てん使しの翼つばさが広がり、そこに生やした無数の眼球が同時に瞬まばたきをする。真しん紅くの瞳ひとみは昨日、哀あわれな亡ぼう霊れいが宿った空うつ蟬せみ寮りようを焼き払はらった火か炎えんの怪モ造ン生ス物ターだ。

「死ねぇぇぇえええええ！」

　一いつ斉せいに、数十の瞳から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迸ほとばしる。

　ヴェクサシオンと悲哀大公、両者の距きよ離りは遠いようでちかくもある。この奇き妙みような空間のせいで距離が摑つかみにくい。だが世界全てを焼きつくすような爆ばく炎えんを前にはどこに逃にげても意味はない。世界が熱をもち、視界が真っ赤に染まる。

〈いいぞ、怒いかれ、憎にくめ──〉

　悲哀大公が両手を広げ、衝しよう撃げき波はを放って火炎を押し留とどめる。

〈その感情では私を損そこなえない！〉

　こんな怪モ造ン生ス物ターの火炎では無意味か。

　もっと強く。もっと鋭するどく。もっと傲ごう慢まんな。

　力が──必要だ。

　焼けこげ、苦鳴をあげる海面を飛ひ翔しようし、ヴェクサシオンは悲哀大公に肉にく薄はくする。その直前に右みぎ腕うでを切断力に特化させ、一いち撃げき必殺を狙ねらう。接近し、触れてしまえば相手を喰える。だが多少は弱らせないと──また逃げられる可能性もある。

　望むのは完かん璧ぺきな勝利。

　相手を屈くつ従じゆうさせる、完かん膚ぷ無きまでの捕ほ食しよくだった。

「でぇぇ……！」

　雄お叫たけびをあげ、超ちよう速そくで接近し邪じや神しんの生首を飛ばす。血もでない。悲鳴もない。呆あつ気けなさすぎる。ヴェクサシオンはぐるぐる旋せん回かいして魔空間を飛び、相手の姿を確かく認にんする。

〈くく……くくく……〉

　仮面を嵌はめた生首は、自ら宙に浮うき、不気味な笑いを響ひびかせている。

〈伊だ達てに不死の邪神と呼ばれちゃいないさぁ……〉

　残った身体からだが手を伸のばし、あっさりと生首を載のせ、何事もなかったかのように復活する。驚きよう異い的な再生力──悲哀大公の特質である、不死。

　だが、不死なら不死のまま喰らえばいい。

　その特性ごと、存在全すべてを支配する。

　そのためには。

「これなら──」

　右手を超ちよう溶よう解かい液を放つ《死ジン鈴グル蟲ベル》に切り替かえ、遠えん慮りよ無くぶっ放す。

「どうだ！」

　身体を消し飛ばされたら再生もくそもないはずだ。

　けれど──。

〈あはは。はは。ははは〉

　溶よう解かい液の大たい砲ほうが届く直前、悲哀大公は腹を抱かかえて哄こう笑しようした。

〈可愛かわいいなぁ……お嬢じようちゃん……そんな三下の怪モ造ン生ス物ターで──あらゆる魔ま物ものの頭領たる大公をどうにかできると思っているところ……ほんとうに〉

　手を伸ばし、悲哀大公は笑った。

〈可愛いなぁ！〉

　その掌てのひらに、牙きばの生えた口が存在していた。

　そこに溶解液は吸いこまれ、同時に、邪神が挙げたもう片方の手から──そっくりそのまま溶解液が放たれる！

「───っ!?」

　辛からくも身を翻ひるがえし、その予想外の逆ぎやく襲しゆうをかわす。

　だが避よけきれず、翼の一枚が抉えぐられて吹ふっ飛んだ。

「ぐう……!?」

　痛つう烈れつな衝しよう撃げき。飛行ができず錐きり揉もみ回転して落下。

　すぐさま痛覚を遮しや断だんしショックを抑おさえ、新たな翼を生やそうとして──。

〈今度はこちらの番だ〉

　悲哀大公が優ゆう雅がに仰ぎよう臥がしたまま、高らかに指を鳴らす。

　瞬しゆん間かん、不気味な海面から無数の腕うでが伸びてくる。

　人間の腕だ。爪つめが割れ、皮ひ膚ふはぼろぼろで、腐ふ敗はいしている無数の人間の腕。それらは常識を無視して触しよく手しゆのごとく伸び、こちらを絡からめ取ろうと迫せまってくる。

〈海はいい〉

　慌あわてて背中の翼を元どおりにし、素す早ばやく飛んで避けるヴェクサシオンを、愛めでるように眺ながめて邪神は滔とう々とうと語る。

〈海は古いにしえより禁きん忌きだった。人々は荒あら波なみを恐おそれ、敬い、神と崇あがめた──怯おびえ、震ふるえ、遠ざけることでしか、海のそばにはいられなかった。どうして潮しお騒さいはこんなにも人々の心を揺ゆさぶる？　どうして海が満ち引きを繰くりかえすだけで人間どもは心を乱す？〉

　這はい回り、伸び、絡まりあう腕が、どんどん生えてくる。

〈海が恐きよう怖ふそのものだからだ〉

　蛇へびのごとく、迫る腐くされた腕の群れ──。

〈恐怖は絶望に繫つながり、絶望は悲哀を呼び寄せる〉

　拍はく手しゆし、草に絡まる羽虫を無む邪じや気きに観察する幼児のごとく、悲哀大公は高笑いする。

〈海は悲哀の名産地よ。腕に抱だかれて引きずりこまれ、永とこ久しえの闇やみに沈しずむがいい！〉

「冗じよう談だん──じゃない！」

　ヴェクサシオンは叫さけび、両腕を雨あま雲ぐもに変化させて雷らい撃げきを放つ。そのたびに蛆うじのごとく湧わく腕は散らされたが、次から次へと生えてくる。直接的な威い力りよくはないが、非常に鬱うつ陶とうしく──不快だ。

「苛いら々いらする……あんたの戦い方……ッ！」

　大口を開き、ヴェクサシオンはそこから火薬玉を放った。

　それは邪じや神しんに直ちよく撃げきし、大だい爆ばく発はつを起こしたが、溶とけて崩くずれた邪神は数秒後にはもう元どおりに復元される。さすがに厄やつ介かいだ。

〈苛々するのはこちらのほうだよ、小こ娘むすめ〉

　しゅるしゅると蛇の髪かみを揺らし、邪神は低く吐はき捨てる。

〈その腕も、瞳ひとみも、翼つばさも、何もかも、余よ所そからの借りもの──我らの眷けん属ぞくばかりだろうが。それを己おのれの力のように振ふりかざして……！〉

　自分の言葉に憎ぞう悪おを深めたか、邪神は直立すると、両手を広げて女王のごとく構えた。

〈私は大公のなかでは無む慈じ悲ひで、身内意識とは程ほど遠とおいというのが評判だがね──それでも、貴様の存在は目に余る。それは私の腕だ、私の瞳だ、私の翼だ……返せ、否いな、引き千切ってでも取り戻もどす……化け物どもの主あるじとして、悲哀大公がじきじきに！〉

　その周りで、青白い人ひと魂だまが、いくつも合わさり凝ぎよう固こして──鈍にぶく輝かがやく。

〈いでよ鬱うつ魂だま〉

　それらは数を増し、大きく膨ふくらみ、めらめらと燃える。

〈溢あふれ、流れ、浸ひたせよ──鬱魂〉

「………？」

　無数の腕から逃のがれ、翼から放った爆ばく圧あつで全て吹き飛ばしたヴェクサシオンは、悲哀大公の動きに嫌いやな予感をおぼえる。鬱魂。知らない。直接対決は初めてなのだ、何もかもが未知である。だが、相手はこちらの得え物ものを──全すべての怪モ造ン生ス物ターを知っている。

　手札を晒さらしたままの勝負。

　長引けば不利か。

「何をするつもりか知らないけど……」

　ヴェクサシオンはワンピースを引き千切り、衣服の下──胸むな元もとを変化させて巨きよ大だいな宝玉を浮うかびあがらせる。巨大な威力を秘ひめた、ヴェクサシオンの切り札のひとつ。

「許さない。悲哀大公ごときが……最強無敵のヴェクサシオンを相手にして、見せ場のひとつも得ることは許さない──」

　記き憶おくも薄うすい研究所時代。

　己を恨うらみ、嫉しつ妬とし、喧けん嘩かを仕し掛かけてきて、結果、殺してしまった少女がいた。

　メガだったか、メギドだったか、もはや名前も顔も思いだせないけど。

　そのとき喰くらった能力は、今もまだ己のなかで生きている。

「ふん」

　時空が、うねる。

「たしかに三下の怪モ造ン生ス物ターじゃあ──いくら集めてもあんたには無む駄だかもね」

　猛もう烈れつに消費される《魔ま力りよく》を感じつつ、ヴェクサシオンは宝玉を爆発的に煌きらめかせた。

「けど、同格の大公……その力の欠片かけらなら、どうかな？」

　びしり。

　攻こう撃げき力りよくすら伴ともなう、巨大な音が世界を震しん撼かんさせる。

　びしびしびしびしり。

　瞬しゆん間かん。

「喜悦ピエロ──断片トパアズ！」

　ヴェクサシオンの言葉と同時に、世界に亀き裂れつが走った。

〈────〉

　邪神の絶ぜつ叫きようも、爆ばく音おんにまぎれて聞きとれない。悲哀大公の存在に導かれるように変質した世界が、空間が、音をたてて歪ゆがみ、裂さけていく。

　真っ黒な世界が、白い亀裂をいれられ、硝子ガラスのように砕くだけ散る。

　ヴェクサシオンに迫せまっていた腕うでが粉々になる。海面すらも断たち割って、空間に亀裂をいれる喜ピエ悦ロト断パア片ズの威力が思うがままに発揮される。あまりにも周囲への被ひ害がいが大きい能力なので、滅めつ多たには使えないが──ここは邪神がねじ曲げた空間だ、思うがままに砕き散らしてもいいだろう。

〈……喜き悦えつ大公の、能力か──？〉

　だが。

　そんな状じよう況きようにおいてなお、邪神は悠ゆう然ぜんとした態度を崩さなかった。
















　一いつ瞬しゆんのみ意外そうに驚おどろいたものの、崩ほう落らくし、裂けていく世界の真ん中で──まだ余よ裕ゆうげに足を組み、低く嘲ちよう笑しようすらした。

〈く……くくく……同格？　私とあの道化が、同格だと……？　面おも白しろい冗じよう談だんだ、だが笑えないな──陛下の寵ちよう愛あいをもっとも多く受けるこの私が、あのような裏切り者と……冗談でも同格だなどとよくぞ言えたものだ……！〉

　邪神は切り裂かれ、元どおりの平へい穏おんな海うな原ばらに戻りつつある空間で──怒いかりか屈くつ辱じよくか大きく震ふるえ、周りに浮かんだ人ひと魂だまを一いつ斉せいに解き放った。

　信じがたい速度。

　巨大な力──喜ピエ悦ロト断パア片ズの制せい御ぎよに集中し、ヴェクサシオンは攻撃への対応が遅おそくなった。

　だが易やす々やすとやられはしない。空間亀裂の制御をいったんやめ、身を翻ひるがえして人魂を避よける。麦わら帽ぼう子しが無理な動きに弾はじけ飛び、海面に落ちていった。構ってはいられない。弾だん丸がんの速度と生き物の執しゆう着ちやくでヴェクサシオンに迫る人魂は、しつこくしつこく飛びまわり、こちらに食くらいつこうと動きまわる。

　本能的に、この人魂には当たってはいけないと感じる。

　鬱うつ魂だまというらしいそれらから──滂ぼう沱だと溢あふれる《魔ま力りよく》がその証しよう拠こだ。いかなる威い力りよくを秘ひめたものか、推測もできずに歯は嚙がみし、避ける。

「えぇいっ……！」

　そんなヴェクサシオンを、傲ごう然ぜんと眺ながめ──。

〈しかし〉

　陶とう器きのような音をたてて崩くずれていく空間のなか、変わらず周囲に闇やみを漂ただよわせ、また仰ぎよう臥がした邪じや神しんは低くつぶやく。

〈すなおに褒ほめてやろう。たしかに貴様は強いよ──あらゆる怪モ造ン生ス物ターと融ゆう合ごうし、それらを臨機応変に切り替かえ、大公クラスの能力すら惜おしげもなく連打できる。策略を用いず、距きよ離りをとらず、正面から戦っていたら私でもやられていたかもしれんな……〉

　そのときだけは。

　嘲あざけりも、憎ぞう悪おも、何もない、王おう侯こうのような気品をもって──邪神は語っていた。

〈禁きん忌きよ、私はな……非生産的な存在だ〉

　鬱魂を激しく避けているヴェクサシオンに、その内容を詳くわしく考えている余裕はない。

　ただ、言葉が染しみこんでくる。

　どこか親近感すらおぼえる、不思議な声だった。

〈憤ふん怒ぬのような行動力も、爆ばく発はつ力りよくもなく。喜悦のように未来へ向かって花開く希望もなく。かといって、虚きよ無むのようには──陛下に寄り添そえない。いたずらに傷を膿うませ、ぐるぐる迷路をさまようような、そんな感情の、悲哀の化け身しんが私だ〉

　仮面に触ふれ、彼女はそっと、呆あつ気けなくそれを取る。

　崩れゆく空間と、眩まぶしく輝かがやく人魂がじゃまで、よく見えないが。

　直視しただけで発はつ狂きようするという、邪神の素す顔がおは、遠目からでも美しく思えた。

〈これまで、いちどたりとも──陛下のお役にたてなかった〉

　独り言のような。懺ざん悔げのような。

〈他の感情と争い、傷を増やし、自省と絶望に陛下を貶おとしめ……。喜悦と憤怒を失った今になってもまだ、あのお方のなかで、悲哀の感情は役にたった例ためしがない〉

　だが、と彼女は真しん摯しに宣言した。

〈今こそ、哀かなしみに染まった陛下の心を代弁し、私が陛下を傷つける全すべてのものを叩たたきつぶす。傷を膿ませ、痛みを増やすだけの私でも、陛下がひとつの傷すら負わなければ──陛下に寄り添えるものな……〉

　悲哀大公は仮面をまた嵌はめると、死し刑けい執しつ行こう人にんのように。

〈……くだらぬことを喋しやべった。それもなぜ、貴様のようなものにな──〉

　邪神は不思議そうだったが、ヴェクサシオンには何となく、彼女が内心を吐と露ろした理由がわかった。

　似ていたのだ、ふたりは。

　己おのれの存在が害悪であると自覚し、それでも誰だれかに褒められたいと思った。

　愚おろかな、子供。

〈貴様は強い。だが私には勝てない。貴様が完全な化け物ではなく、わずかでも人間である以上──貴様には絶望的な弱点が存在する〉

　瞬しゆん間かん。

　邪神の言葉に聞きいっていたこちらの肩かたを、ひとつの人魂が掠かすめた。

　熱。そして衝しよう撃げき。

　何よりも──その瞬間、ヴェクサシオンの心を鬱の念が打だ撃げきした。

〈私はこれまで多くの人間を見てきたが〉

　悲哀大公の言葉を聞きながら、意識が闇に落ちていく。哀しみ。痛み。苦しみ。寂さびしさ。暗い情念の何もかもが、ヴェクサシオンの心の柔やわらかな部分で爆発する。

〈人間の、もっとも傷つきやすく、それでいて無防備な──弱点は、心だ〉

　肩に炸さく裂れつした、鬱魂というらしい暗い気持ちを喚かん起きする魂たましいは、ヴェクサシオンの肩に張りつき、蜘く蛛もの糸のごとき思念を伸のばし、心に侵しん入にゆうする。

　昨晩、悲哀の眷けん属ぞくが毒を撒まき散らしたときのように。

　ヴェクサシオンの、弱い心が切り刻まれる。

「こんなもの……！」

　だが。ただではやられない。

　心への侵略。攻こう撃げき。なるほど人間相手では最適の手段だ。ヴェクサシオンは心を攻せめられたら、自分がどれだけ弱くなってしまうか知っている。悲哀大公も眷属をとおして、昨晩のヴェクサシオンの有様は確かく認にんしていたはずだ。だからこそ、こんな人魂を飛ばして──それを切り札として、こちらに放ってきた。

　けれど。けれど、だ。

　実の親にすら化け物と呼ばれたこの自分に。

　人間らしさの欠片かけらでも──期待しているなら大笑いだ！

「おぉぉお！」

　絶ぜつ叫きようし、ヴェクサシオンは右手を剣けんに切り替かえ、鬱うつ魂だまが張りついた肩を躊ちゆう躇ちよなく切り飛ばす。その間も高速で宙を飛ひ翔しようし、他の人魂を避よけながら、気力で鬱の念を押しつぶす。

「侮あなどるな悲哀大公！」

　それは、自身の心も傷つける、鬱を引きずった自じ虐ぎやく的な言葉だったが。

「わたしはヴェクサシオン──人間の心など、ない!!」

　叫さけび、全身から武装を解き放ち、邪じや神しんに狙ねらいをつける。

　もはや手段は選ばない。圧あつ倒とう的な火力で押しつぶし、不快な邪神を消し飛ばす。

　そう決め、今まさに魔ま戦せんの決着をつけようとしたのに──。

「……………………………あ、あれ？」

　そこで、目を見開いた。

　ヴェクサシオンの心臓が、大きく跳はねる。

〈………？〉

　怪け訝げんそうだったのは、むしろ邪神のほうだ。切り札であっただろう鬱魂を、強ごう引いんな手段とはいえ破られ、次の策を練っていたらしく、身構えて警けい戒かいしていた。

　だが、ヴェクサシオンはそんな相手に構っていられない。

　かしゃ。

　音をたてて片目を切り替える。

　戦せん闘とう用のものではない。

　けれど、ヴェクサシオンにとってはたいせつな……それは、仇祭遊から奪うばった眼球だった。無数に切り替えられる視界のひとつ、この眼球に映された光景が──今、脳のう裏りをかすめて。

　そこに、何か、嫌いやなものが。

　嫌な、もの、が。

「…………え？」

　ヴェクサシオンは頭を抱かかえ、遊と視界を共有している、彼の眼球を撫なでた。

　そこから何か嫌なものが見える。

　あれ？

　あれ、と思う。

　そこに見える光景が信じられない。悲哀大公の攻撃か、あいつが見せたくだらない幻げん覚かくか……と思ったが、悲哀大公に動きはない。むしろ戸と惑まどうようにこちらを眺ながめている。

　ならば、これは夢でも幻まぼろしでもなく。

　現実──なのか。

「あ、あれ……何、やってるの、遊？　ちゃんと、部屋で──待ってなきゃ、だめじゃない……あれ？　あれぇ？」

　無意識に人魂を避けながら、独こ楽まのように、糸の切れた凧たこのようにくるくるふらふらと、宙を回転し飛翔しながらヴェクサシオンは困こん惑わくした。

　嫌なものが、見える。

　しっかり見えているのに、脳がそれを正しく認にん識しきしない。

　落ちつこう。呼吸を整えて。目元を擦こすり、視界を明めい瞭りようにして。

　遊の視界。遊が今、見ている光景。

　砂すな浜はまだ。夕焼けだ。知らない間にずいぶんと時間が経たっていたらしい。悲哀大公のつくりだした奇き妙みような空間は、外界と時間の流れる速さがちがったのか──なんて、どうでもいい。

　視界が低い。遊は座っているらしい。

　彼の視界の真ん中に、支配者のように、大きく……ひとりの少女が存在している。

〈なるほどね〉

　嫌な声はちかくから聞こえた。

　呆ぼう然ぜんとしている敵を見み逃のがしてくれるほど、悲哀大公は悠ゆう長ちようでも愚おろかでもなかった。人魂を避けることはできても、神速で迫せまってきた邪神の動きは捉とらえられなかった。背後から、見た目より柔らかな、けれど屍し体たいのように冷たい彼女に抱だきしめられ──たぶん、今、視界を、頭のなかを、覗のぞかれている。

　抵てい抗こうする気力がない。

　ヴェクサシオンの心で何かが折れていた。

〈ふぅん……なんだ、あの竜りゆう王おうを撃げき退たいした、怪造学会の奥の手とは──てっきり、貴様だと思っていたのだが……あの、少女。ふむ。貴様を、何度も退けている……？　興味深いな、調べてみる──価値はあるか。幸いに、いくつかの眷けん属ぞくはあの娘むすめのちかくにある〉

　独り言を聞く余よ裕ゆうも、ない。

〈ところで〉

　耳みみ障ざわりな言葉に、応こたえる力も、ない。

〈貴様の大好きなあの坊ぼうやは、貴様の大だい嫌きらいなあのお嬢じようちゃんと、いったい何をしているのかなぁ──く、くく……くくく……〉

　やめろ。

　うるさい。

　うるさい──。

〈美しい光景じゃないか、なぁ、まさにハッピーエンドだ。愛しあう少年少女、おぉこれぞ人間、これぞ幸福。その幸福に踏ふみつぶされた気分はどうだ？〉

　うるさい……！

　全力をもって邪神を吹ふき飛ばす。

　炎ほのおを雷いかずちを氷を風を、激情のままに撒まき散らした。

　けれど目の前の光景は消えない。

　無数の鬱うつ魂だまが、ヴェクサシオンの身体からだに着ちやく弾だんした。

　心が闇やみに、絶望に──沈しずむ。

　浮うかんでいる気力もなくし、海に落下していくヴェクサシオンは──最後に、視界のなかで最悪の光景を見た。見た気がする。脳が理解する前に、意識は逃とう避ひを選んだが。

　遊の視界のなか。

　憎にくたらしい少女、伊依の顔が近づいて──。

「遊、遊、やめて」

　近づいて。近づいて。

　触ふれた。

「やめてぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええ!!」

　悪夢のような光景を直視し、ヴェクサシオンの意識は吹っ飛んだ。

　視界のなかでは幸福が満ち溢あふれ。

　心のなかには闇しかなかった。
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　生まれて初めて自分からしたキスは、海水の味がした。

　否いな、それは知らぬうちに零こぼれていた己おのれの涙なみだだった。気づいて、遊ゆうから顔を離はなし──途と端たんに恥はずかしくなって、伊い依よりは紅潮すると俯うつむいて挙動不ふ審しんに手を振ふり回した。

「ごっ、ごめっ──」

　あぁ自分は勢いに任せてなんてことを──と思いつつ、相手の顔を見るのが怖こわくて、伊依は顔を手で押さえてひたすら照れた。数分、数十分、感動にも似た羞しゆう恥ち心しんを堪こらえていると……不意に伊依は気づく。

「あれ？」

　あまりにも反応がない。

　告白めいたことをして、唇くちびるを重ねて、遊だって男の子だし──自惚うぬぼれかもしれないが、罠わな奈なが言うには伊依を嫌きらってはいない、というかたいせつに思ってくれているはずだ。今の行こう為いについて、何も思わないわけがないのだが……。

「………？」

　真っ赤になった顔を恐おそる恐るあげて、伊依は目を丸くする。
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　遊は完全に硬こう直ちよくしていた。

　気き障ざで、いつも余裕げな彼にしては珍めずらしい、やや間の抜ぬけた表情で。

「ゆ、遊くん？」

　呼びかけても応こたえはない。

「遊くん？　遊くん？」

　肩かたを揺ゆすり、頰ほおをぺちぺち叩たたいたが、遊はどこか遠くを眺ながめて呆ぼう然ぜんとしているばかり。

「遊くん遊くん遊くん」

　魂たましいが飛ぶほど揺さぶってようやく、遊は何度か瞬まばたきをして髪かみをかきあげた。無理して格好をつけて、いつもの自分を取り戻もどそうとしたらしい。

「参ったな……驚おどろいた、まさか僕がここまで役立たずになるとは。君は恐ろしい子だね……伊依ちゃん、即そく死しするかと思ったよ」

「即死したら困るよ、遊くん」

　変な会話をして、戸と惑まどう伊依に、遊はとびきりの笑え顔がおを見せてくれる。

　そのときにはもう、遊は伊依の好きな、伊依の心を救ってくれた強い幼なじみだ。

「ありがとう。ようやく僕を見てくれたね」

　その言葉には、どこか哀かなしみが混じっていたけれど。

「愛しているよ、伊依ちゃん。でも──ちょっと、遅おそすぎたかもしれない」

　お互たがい砂すな浜はまに腰こしかけて、見つめあう。遊は相変わらず遥はるか彼方かなたを注視している。

「まぁ、いいや。悔くいはない。遅すぎたとしても、間にあった。いいかい、伊依ちゃん……よく聞くんだ」

　今度は遊から伊依の肩を摑つかみ、彼は真しん剣けんな表情で告げてくる。

「ヴェクサシオンが活動している。君のすぐそばで、虎こ視し眈たん々たんとね」

　それから彼が語ったことは、伊依の様々な疑問にも応えることだった。

　この三ヶ月、遊がどこで何をしていたか。

　やはり藤ふじ壺つぼ寮りようの一室──片かた津つ理り夢むの部屋で、伊依が見た光景は間ま違ちがいではなかったのだ。遊はヴェクサシオンが化けた理夢により監かん禁きんされており、その間、逃にげたら殺す、逆らったら殺すと言い聞かされ、伊依たちに助けを求めることもできなかったらしい。

　なぜ片津理夢かというと、他の寮生に気取られずに藤壺寮へ侵しん入にゆうするため、古こ頃ころの生徒のなかから適当に選んだようだった。ほんものの理夢については、遊は言葉を濁にごした。外見を盗ぬすまれたというから、良くて遊と同じように監禁されているか、悪くて──。

　考えたくもない。

　伊依が幸せに、友達と遊んでいた日常の裏側で、悪意に満ちたあの禁きん忌きは陰かげに潜ひそんで活動していたのだ。やはり、という気持ちもあるが、同時に落らく胆たんもあった。魔ま王おう杯はいの最後、伊依が叫さけんだ必死の説得は──彼女の心を動かすことはできなかったらしい。

　ヴェクサシオン。

　怪かい造ぞう学が生んだ哀しき合ごう成せい獣じゆう。

　義兄あにの娘むすめかもしれない、寂じやく憐れん院いん友ゆう樹きという名前の──幸せになるべき女の子。

　まだ憎ぞう悪おに染まり、報むくわれぬ戦いをつづけているのか。

　誰だれにも愛されず、誰も愛さず、独りぼっちで。

　可哀かわい想そうだ。

「ヴェクサシオンは──」

　伊依は考え考え、疑問を口にする。

「何で藤壺寮に？　目的はなんなの？　どうして、遊くんを？」

「さてね。まともな会話もできなかったから」

　遊はどこか寂さびしげにそうつぶやいて、それから表情を凜り々りしく張りつめる。

「相変わらず、最強になるとか繰くりかえしていたけど、どうなんだろうね──僕には、迷路をぐるぐる彷徨さまよっている、ちっちゃい子供に見えたけど」

　それは、どういう意味だったのだろう。

　今のヴェクサシオンを、あまり知らない伊依にはわからない。

　あの禁忌と呼ばれた子供も、何かが変わってきているのか。

　ともあれ、遊が語るには、ヴェクサシオンは当面の目的を悲ひ哀あい大公との対決としていたらしい。魔王杯の終幕で、怪造されたどろどろした魔王らしきものは、ヴェクサシオンがとある目的のために魔王に見せかけた悲哀大公の一部だったらしい。

　その出来事、ヴェクサシオンの行動には、いろいろ現状の謎なぞへの答えがある気がした。怪造学会が滅ほろんだのも、魔王が復活したのも、侵しん略りやくも、全すべては魔王杯の直後だ。ヴェクサシオンが悲哀大公の身体からだを用いて、何か陰いん謀ぼうを巡めぐらせ、今の状じよう況きようをつくりあげた可能性が高い。

　だが、ヴェクサシオンにとって誤算だったらしいが、そのとき解放された悲哀大公の身体は独自に活動し──復活し、今、ヴェクサシオンと人知れず魔戦を繰りかえしているようだ。

　そうして忙いそがしくしているヴェクサシオンの目を盗み、遊は監禁状態から脱だつ出しゆつし、こうして伊依に会いにきた……と。

　ようやく説明が状況に追いついた。

　伊依は深く納なつ得とくし、同時に遊が心配になる。

　監禁されていたということは、ヴェクサシオンにとって今の遊の行動は看過できないはずだ。相手は自分を製造したイツキ派の怪モン造ステ学イス者トや伊依の義兄を皆みな殺ごろしにし、その子供である遊や罠奈にも肉体を奪うばい怪モ造ン生ス物ターを埋うめこむという罰ばつを与あたえた存在である、裏切れば遊を容よう赦しやなく処断するだろう。

　今のヴェクサシオンが遊にどのような気持ちを抱いだいているかはわからないが、もしも目的が自分の憎悪をまぎらわすこと──義兄の忘れ形見である遊への八つ当たりならば、逃げだした遊は酷ひどい目に遭あわされるにちがいない。

　十中八九、殺される。

「伊依ちゃん」

　青ざめた伊依の内心を読んだのか、遊が苦く笑しようし、立ちあがる。

「心配しないで。僕はだいじょうぶ。それより──わざわざ危険を冒おかしてまで会いにきたんだ、僕の気持ちを無む駄だにしないでね。ヴェクサシオンが何を企たくらんでいるかはわからないけど……彼女は伊依ちゃんを憎悪している。気をつけて。それだけ言いにきたんだ。警けい戒かいを忘れないで、君はみんなの希望なんだから」

　命を懸かけて、彼は伊依に警告をしにきたのだ。

　平和に暮らす伊依の生活の裏側で、陰謀を巡らすヴェクサシオンの存在を、ただ伝えるために──恐きよう怖ふに打ち勝ち、こうして会いにきてくれたのだ。己に絶望を刻んだヴェクサシオンの目を出しぬき、それも、大したことじゃないという顔をして。無理をして。

　馬鹿な遊。

　気き障ざな遊。

　己が救われることを、ヴェクサシオンに囚とらわれたまま生かされることを、その仮かり初そめの安全を良しとせず、危険を伝えるために死をも恐おそれず行動した。

　やはり遊は強い。遊は頼たのもしい。遊は格好いい。

　でも──。

「遊くん」

　伊依も立ちあがり、微笑ほほえむ。平へい穏おんな砂すな浜はまは、すでに死地であった。見えないところで魔戦が巻きおこり、陰謀が渦うず巻まいていて、一秒先の未来もわからない、不確かな世界だった。

　この三ヶ月、平和なわけではなかった。

　戦争が始まっていた。もはや世界の全ては戦場で、伊依はそこに立つ戦士だった。その事実を、伊依は再び嚙かみしめた。平和に甘えてはいけない。平穏を幻げん視ししてはいけない。生き残るためには覚かく悟ごと、ちょっとばかりの強さが必要だった。

「ありがとう。教えてくれて。いつも助かるよ、遊くん」

　最終兵器の指輪が嵌はまった拳こぶしを、胸むな元もとに押しつけ、伊依は動どう悸きを抑おさえる。素す早ばやく判断し、的確に行動しなくてはいけない。遊は危険な立場にいる。救えるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだ。遊は知らないかもしれないが、彼が思っている以上に──この三ヶ月で、世界は残ざん酷こくな姿になっているのだ。

　油断はできない。予断も許されない。

　迷うことすら、死に繫つながる。

「うんうん」

　心の奥底で冷たい現実の感かん触しよくを味わいながら、表面上は何気なく、伊依は頷うなずく。

　その毒気のない雰ふん囲い気きに、遊は戸と惑まどうように目を瞬しばたたかせたが、伊依は無視した。

「なるほどね、状況はだいぶ理解できたよ。魔ま姫きさんが言うには、次に攻せめてくるのは悲哀大公さんだっていうし……しばらく動きがなかったのは、ヴェクサシオンと小こ競ぜりあいをしていたからなんだね。そうかぁ、ふつうならお互たがいに潰つぶしあうのを待つんだけど──できればヴェクサシオンも悲哀大公さんも、どっちとも仲良くしたいしなぁ」

「伊依ちゃん……？」

　不安そうな遊の前で、伊依は腕うで組ぐみをする。猛もう烈れつに、思考する。

　当面の問題を整理し──自分が為なすべき、行動を選せん択たくする。

　憤ふん怒ぬ大公との戦いでは、少しの迷いが町ひとつ滅ほろぶ惨さん事じに繫がった。あんなのは二度と御ご免めんなのだ。怖こわいとか嫌いやだとか戦いたくないとか、そんな寝ね言ごとはもう口にしない。何の因果か最終兵器を手にしたのは自分だ。

　その力を、できるかぎり平和に向けて解き放つのだ。

「ヴェクサシオンの目的は、たぶん悲哀大公さんを吸収して、最強の存在に近づくことなんだろうね──彼女の目的が、魔ま王おう杯はいから変わってないならだけど。遊くんを監かん禁きんしていた理由が不明だけど……これまで危害を加えてないなら、だいたい理解できるかな。いや──理想論だとはわかってるけど、あたしは信じたいな」

　独り言である。明確ではない。

　だが、もしもヴェクサシオンが遊を監禁していた理由が、伊依の願うとおりなら、まだ──あの哀かなしい怪造学の被ひ害がい者しやを、独りぼっちの少女を、救えるかもしれない。

「悲哀大公さんの目的は、ヴェクサシオンへの復ふく讐しゆうかな。慎しん重ちような大公だっていうから、侵しん略りやくの過程で、邪じや魔まになりそうなヴェクサシオンをついでに潰つぶしておこうと思ったっていうのが──たぶん正解だろうけど。となると、まだ最終兵器の存在はどっちも知らないかな？」

　予想は推測となり、理論となり、伊依のなかで昇しよう華かする。

　すでに戦せん闘とう用に切りかわった伊依の脳内では、恐るべき速度で思考が回転していた。

「悲哀大公さんも、ヴェクサシオンも、最終兵器の存在を知っていたとしたら、たぶん、真っ先にこっちを狙ねらいにくるはずだし。つまり、なるほど……うんうん」

　結論がでた。

「狙いをあたしに向けさせて、どっちも絶対命令権で救ってあげちゃうのが最善かな」

　傲ごう慢まんとも、妄もう想そうともとれるその言葉に、応こたえるように──。

　伊依の視線の先で、空が色を変える。

　水平線。わずかに黒ずんで見える海うな原ばらの、真上。遠いので伊依の視力ではほとんど見えないが、ゆらめく金きん髪ぱつはなんとか確かく認にんできた。

　迫せまりくる、飛ひ翔しようする少女。両手両足を異い形ぎようへと変へん貌ぼうさせ、真っ直すぐにこちらへ向かってくる彼女は……間ま違ちがいなく、伊依の天敵だった。

　ヴェクサシオン。

　こちらに──気づいたか。

「う、う」

　遊も伊依の視線を追い、近づいてくる少女を見て血の気をなくす。間に合わなかったと思ったのだろう。遊としては、あの禁きん忌きが気づく前に伊依に警告を与あたえ──安全な場所まで避ひ難なんしてもらうのが、たぶん最大の願いだったのだと思う。

　だが遊は知らない。

　彼が囚とらわれているうちに、伊依がどのように変化したかを。

　伊依の手をとり、逃にげようとする遊に、伊依は静かに語りつづける。

「遊くんに埋うめこまれた、ヴェクサシオンの端たん末まつがあるじゃない。いくら怪造学会の封ふう印いんで弱まっているとはいえ、それがあるかぎりは完全に彼女の目を欺あざむくことはできないよ。ちょっと焦あせりすぎたかな、遊くん。長話していたのも悪かったかもね。彼女、こっちに気づいたみたい。でも、おかげで──事態が動いた」

　直接ぶつかっては、潰されて死ぬだけだ。

　相手は無敵の戦闘力をもつヴェクサシオン。こちらは非力な子供がふたり。

　けれど、伊依は逃げない。

　もう──逃げない。負けない。

　力を手にいれたのだ。それは強大な力だ。最終兵器。その力を用いれば、ヴェクサシオンを撃げき退たいし、打ち負かすこともできるかもしれない。けれど、伊依はそれをしない。

　可哀かわい想そうだと思ったのだ。助けたいと願ったのだ。

　義兄あにの罪つみ滅ほろぼしもあるし、伊依自身の夢もある。

　助ける。必ず。──今こそ。

　決着をつけようと、伊依は思った。

「……遊くん。これまで、あたしを守ってくれてありがとう。警告をしたら、自分は死んでも構わないと思っていたのかもしれないけど──だいじょうぶだよ、死なせないよ」

　指輪を掲かかげ、爆ばく風ふうを吹ふき荒あれさせこちらへ向かう哀しき禁忌と相対する。

「今度は、あたしが──あなたのことを守ってあげる」

　強くなれたのだ。偶ぐう然ぜんでも、陰いん謀ぼうでも、力を得たのだ。

　だから傲慢になったのではない。己おのれを過信するわけではない。選択をひとつ間違えば、全すべてがお終しまいになるのを知っている。綱つな渡わたりの上で、けれど迷い、踏ふみ留とどまるのがいちばん危ないと理解しているから、みんなの笑え顔がおのために、伊依は真っ直ぐに進む。

「……行くよ、魔姫さん」

　手を伸のばし、威い風ふう堂々と、迫る天敵をただ見つめる。

〈はい、伊依ちゃん〉

　白い光が零こぼれて、魔姫の声が脳のう裏りに響ひびく。接近する威い圧あつ感かんに吹き飛ばされそうになったけれど、伊依は怯ひるまず、足を踏みしめ、全力をもって戦いに身を投じる。

「《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》───！」

　そうして再び、最終兵器が起動する。

　長い長い空すか井いい伊い依よりとヴェクサシオンの戦いに、今こそ終しゆう止し符ふを打たんがために。
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　最初は、教科書のなかにその名前を見つけた。

　偶アク発シデ的ント怪・造モン生スタ物ーにして禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー。

　ランクづけ不可の、決して怪造してはいけない危険な存在。

《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。

　いくつもの知識にまぎれて埋もれてしまうほどに、それは特別な名前ではなかった。

　かつての恩師、錬れんノの島しま了りよう信しんの過去を知り、禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーへの恐きよう怖ふを強く抱いだき、自分は決して怪造しないだろうと──一生、会うことはないだろうと、何となく思っていた。

　危険な存在に歩み寄るのが、いかに無む謀ぼうかは、身に染しみて知っていたはずだった。

　なのに。

　出会ってしまった。

　最初は、すれちがう程度の、短い時間の顔見せだった。

　遊との久しぶりの再会と、時を同じくして、伊依は天敵と出会った。遊の右目を媒ばい介かいにして、初めて伊依の前に現れたヴェクサシオンは──その時点では正体不明の、目的のわからない不気味な存在でしかなかった。

　けれど、偽にせの殻から蛇だで、古頃大祭で、魔ま王おう杯はいで、それぞれ触ふれあい、会話し、何度も争い──傷つけあうことで、ふたりはお互たがいに相手を天敵と知り、理解を深めていった。絶対に相あい容いれない、対極に位置する相手。似ているのに、全てが異なる……歪ゆがんだ鏡像のような、裏と表のような、不確かな関係だった。

　伊依はヴェクサシオンと出会い、口論し、思想を闘たたかわせ、また大おお怪け我がを負わされ、そのたびに成長し、強くなった。今の伊依があるのは、目の前に己の対極がいたからだ。彼女を反面教師として、越こえるべき壁かべとして、仲良くしたいあらゆる他人の頂点として、伊依は己の夢を昇しよう華かさせていった。

　彼女と出会えたことに、感謝すらしている。

　ヴェクサシオンがいなければ、伊依は今の自分ではなかっただろう。失敗があった。苦しみがあった。挫ざ折せつがあった。吐はき気のするような敗北感と、無力感を与あたえ、己を鍛きたえてくれたのは、今、目の前にいる天敵だった。

　ヴェクサシオン。

　怪造学最大の芸術にして失敗作。

　まるで恩返しのように、ちょっとでも強くなった伊依は、今度は──彼女を助けたい。

　魔王杯では失敗した。まだ伊依は彼女を救うには弱すぎた。

　今もまだ、彼女の心に届くかどうかわからない。

　それでも、伊依は希望を胸に、今こそこの哀あわれな少女を救おうと手を伸ばす。

「遊くん、さがって。お願い──説明はあとでするから」

　救うだなんて、傲ごう慢まんかもしれない。

　助けてほしいだなんて、ヴェクサシオンは望んでいないかもしれない。

　それでも。

　わがままでも、伊依はヴェクサシオンが可哀かわい想そうだと思うから。助けたいと思うから。

「これは、あたしの戦いだから」

　光に包まれ、伊依の姿が様変わりするまでは一いつ瞬しゆん──決戦に臨のぞむ伊依は、憤怒大公と相対したときの花はな嫁よめ衣い装しようへと変へん貌ぼうしていた。純白の、乙おと女めの戦いくさ装束。全身に煌きらめきが宿り、手には黄金色に輝かがやく巨きよ大だいな弓矢が握にぎられている。遊を手で背後に控ひかえさせ、真っ直すぐに前を見た伊依は──激しく迫せまりくるヴェクサシオンに狙ねらいをつける。

　迷っている暇ひまはない。呼びかけることすらも、遅おそすぎる。

　今は、とにかく……。

「動かないで！」

　魔ま王おうも含ふくめて虚界アンダカの全すべてに絶対命令権をもつ魔姫──虚界アンダカの姫ひめの力を結けつ晶しようさせた最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》──その命令を具現化した光の征そ矢やが、伊依の狙いどおりにヴェクサシオンへと解き放たれる。

　動かないで。

　今はとにかく話がしたい。

　ヴェクサシオンが何を目的に、このタイミングで現れたのかはわからない。けれどあの勢いは危険だった。突とつ撃げきであり、襲しゆう撃げきだ。ぼやぼや見ていたら踏ふみつぶされる──そんな危き惧ぐがあった。相手は確実にこちらを殺すつもりのようだった。

　だから、制止を呼びかけた。怪モ造ン生ス物ターを身体からだに宿したヴェクサシオンは、絶対命令に従って動きを停止するはずだったが……。

「………!?」

　風圧で海を弾はじけさせ、飛沫しぶきをあげて接近してくるヴェクサシオンは──光の速度で飛来した《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》に右みぎ腕うでを貫つらぬかれる。避よけきれる速度ではない。

　だが、あくまであの矢は攻こう撃げき力りよくを伴ともなわないただの命令である。威い力りよくはない。どんな命令を封ふう入にゆうするかが勝負をわける。

　制止──ひとまず、接近を阻はばもうとして放った命令だが、結果はまずかった。

　たとえば死ねとか、そういう類たぐいの一いち撃げき必殺の命令をこめていたら、そこで終わっていたかもしれない。警けい戒かいもせず突つっこんできたのは、彼女が《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の存在も能力も知らなかったからなのだろうし……ここで、終わらせなくてはいけなかったはずだった。

　けれど。

「は。はは。あははははは！」

　ヴェクサシオンは哄こう笑しようした。動かないでという命令を宿した矢で右腕を撃うたれ、事実、空中に縫ぬいとめられて、それでもなお高らかに笑った。

　その鬼き気き迫せまる表情は禍まが々まがしく、伊依が知る過去のヴェクサシオンよりも狂きよう気きに満ちていた。

　それこそ化け物のような──理性的ではない、荒あら々あらしい態度に思えた。

「ヴェクサシオン……？」

　様子がおかしいと思い、伊依は二の矢も添そえず眉まゆをひそめる。

　ヴェクサシオンの殺意にかきまぜられ、波を大きくぶちあげている海面──その真上に浮うかび、ヴェクサシオンはまるで邪じや悪あくな神のように凶きよう悪あくだった。

　右腕は刃やいば。左腕は大たい砲ほう。右足はかぎ爪づめ。左足は鉱物。

　背中から堕だ天使の翼つばさを生やし、金色の髪かみはそれぞれ意思をもつように蠢うごめいている。

　両目は、それぞれ大きさも色も異なる奇き妙みようなオッドアイ。

　その不思議な双そう眸ぼうで伊依を、最終兵器を眺ながめ、彼女は身をよじった。

「へぇ……何これ、知らないなぁ」

　ヴェクサシオンは、伊依のいる位置からはマッチ箱ほどの大きさに見える。まだ遠い。それなのに、彼女の声は朗々と響ひびき、伊依の耳まで届いてきた。

「忌いま々いましい……ほんとうに、忌々しいなぁ……どうせ、誰だれかから借りたものだろうに──偉えらそうに、それを振ふり回してさぁ。わたしと同じで、ぜんぶ偽にせ物ものの力だろうに……！」

　頭にちょこりと麦わら帽ぼう子しをかぶり、ヴェクサシオンは無表情になった。

　その周囲を不気味な人ひと魂だまが飛びまわっている。

「あんたと、わたしの、何がちがうの……!?」

　遠いから、気のせいかもしれないけど。

　ヴェクサシオンは泣いているように見えた。

　その涙なみだの理由は、伊依にはわからない。

「空井伊依ぃい──！」

　刹せつ那な。

　ヴェクサシオンは《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の命令で縫いとめられた右腕を、思いっきり左手の大砲で吹ふき飛ばした。堕天使の翼が羽ばたき、凄すさまじい速度で再びこちらへ向かってくる。

「何で……？」

　伊依は瞠どう目もくした。身構え、蒼そう白はくになって弓矢を慌あわてて構える。

「矢は直撃したのに──!?」

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》による命令は絶対。静止を命じられたら、動けるわけがないのだ──それなのに。

「あんただけは……許さない！　あんただけは……殺してやる！」

　奇妙な色の血液を零こぼし、ヴェクサシオンが飛来する。いくつもの人魂が彼女の体内に潜もぐりこみ、そのたび表情からは人間性が失われていく。

　元より基本的な戦せん闘とう力りよくでは比ひ較かくにならない。一瞬で間合いを詰つめられ、爆ばく風ふうで身動きもとれない伊依に──ヴェクサシオンが突とつ貫かんしてくる。

　その短い間に、彼女は自ら吹き飛ばした右腕を再生し、怪モ造ン生ス物ターの片かた腕うで──無数の歯車らしきもので飾かざられた生々しい槍やりへ変へん貌ぼうさせている。接近し、勢いのまま伊依を貫いて殺すつもりだ。狙ねらいはわかっても、速すぎて避けられない……。

「危ない伊依ちゃん！」

　そこで遊が動いた。ヴェクサシオンを目撃し、恐きよう怖ふからか立ちすくんでいた彼も、伊依を守るため飛びだしてこちらを押し倒たおしてくれたのだ。間かん一いつ髪ぱつ、砂すな浜はまを転がった伊依と遊の真上を、急には方向転てん換かんできずにヴェクサシオンが通過していく。

「ちっ──」

　舌打ちし、かなりの距きよ離りをそのまま飛んで羽ばたき、ヴェクサシオンがこちらを向く。彼女の飛ひ翔しようから生じる衝しよう撃げ波きはで周囲の木々は抉えぐれ、浜はま辺べには大量の砂すな埃ぼこりが舞まう。あらためて、伊依は間近から相手を見て、その底知れない強さに慄りつ然ぜんとした。

　けれど、怯おびえている余よ裕ゆうはない。歯は嚙がみし──立ちあがり、弓矢を構える。

　遊は声もないようだったが、それでも毅き然ぜんとして身構えていた。ヴェクサシオンに没ぼつ収しゆうされたのだろう──《門》ＧＡＴＥも《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》もない状じよう況きようでは、彼に戦力を期待するのも酷こくだが……いっしょに肩かたを並べてくれるひとがいるのは、心強い。

　動どう悸きを抑おさえ、伊依は努めて冷静に状況を整理する。

　ヴェクサシオンが攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのは、推測だが、遊が彼女を裏切って伊依に警告を与あたえにきたからだと思われる。まぁ、これまでの経験から考えて、ヴェクサシオンが伊依を嫌きらいだからと、単純に殺しにきたのかもしれないが──なんだか、おかしい。

　ヴェクサシオンはどう見ても理性を失っている。これまでは余裕ぶって会話や舌戦を仕掛けてきたのに、今回は問答無用だ。陰いん謀ぼうを巡めぐらすこともなく、真っ正面から。なんだか……らしくない。

　違い和わ感かんをおぼえたが、今は悠ゆう長ちように思し索さくを巡らしている場合でもない。

　油断をすれば即そく座ざに殺されてお終しまいだ。

　逃にげるか、戦うか、どちらにせよ──全力を尽つくさなくては。

〈伊依ちゃん〉

　伊依の花はな嫁よめ衣い装しように宿った魔姫が、静かに助言をくれた。

〈あれが話に聞いていたヴェクサシオンとやらですね？　なるほど、体内に無数の怪モ造ン生ス物ターが存在している、そんな《魔ま力りよく》をわたしも感じます。ヴェクサシオンが何百匹ぴき、何千匹の怪モ造ン生ス物ターを取りこんでいるかはわかりませんが──〉

　ひとつの疑問が、そこで氷解する。

〈その全すべてを打ち砕くだく、あるいは強制的に怪かい消しようさせるのは、並なみ大たい抵ていのことではありません……一部がさきほどのように停止しても、他の怪モ造ン生ス物ターの部分で命令を浴びた部分を切り捨て、再び活動することが可能なようです──〉

　ヴェクサシオンは無数の怪モ造ン生ス物ターが埋うめこまれた存在である。

　その身体からだに宿る怪モ造ン生ス物ターのいくらかを絶対命令権でどうにかしても、残りの怪モ造ン生ス物ターまでは届かない？　表面にでている怪モ造ン生ス物ターは停止や怪消ができても、入れ替かわったら、あるいは切り捨てたら、ヴェクサシオンは再び活動できる……ということか。

《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》ではヴェクサシオンそのものに停止や怪消は命じられない。あくまで彼女の一部分、取りこんだ怪モ造ン生ス物ターに命令を与えるのが限界なのだろう。ヴェクサシオンそのものが人間であり、他の怪モ造ン生ス物ターが手足のようなものである以上、さしもの最終兵器でも──できることは彼女のほとんど無数に生えてくる手足をどうにかすることだけだ。

　ヴェクサシオンに宿った全ての怪モ造ン生ス物ターを何とかするまで、彼女は活動を停止しない──とんでもない、持久戦になりそうだった。

　それこそ、魔姫が言ったとおり、ヴェクサシオンには何百匹、何千匹の怪モ造ン生ス物ターが宿っているかもわからないのだ。それらの全てを無力化するまで、圧あつ倒とう的な戦力を誇ほこるヴェクサシオンに殺されないよう耐たえつづけなくてはいけない……ということだ。

　伊依は生なま唾つばを吞のみ、震ふるえる。

　目の前の相手を無力化するのは、困難。

　だが──つい先日までは、困難どころでなく、それは不可能だったのだ。可能性ができたなら、希望はまだある。伊依は悲観してはいなかった。

「がんばれば、どうにかなるなら……」

　弓矢を握にぎりしめ、怯ひるまずに立ち向かう。

「がんばるよ──あたしは」

　だが、死地に立つのは自分だけでいい。せめて激戦が始まる前に遊は逃がそうと、伊依が彼に呼びかけようとした……そのとき。

〈くく……くくく……〉

　不気味な、腐ふ臭しゆうのごとき笑い声が響ひびいた。
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〈くくく……くくくく………〉

　世界が──暗くなる。

　日が沈しずみ、薄うす闇やみが訪おとずれる。その瞬しゆん間かんを狙いすましたかのように、不気味な影かげが砂浜に現れた。黒々とした、ひたすらに見るだけで気が滅め入いる存在。伊依には覚えがあった。

　花嫁姿の伊依と、異い形ぎようを晒さらしたヴェクサシオンの、ちょうど真ん中──薙なぎ倒された樹木がつくりあげた濃こい影から、何やら黒いものが湧わきあがってくる。虫のごとく蛇へびのごとく這はいでてきたその不気味な存在は、宵よい闇やみと混じってひとりの女の姿をつくった。

　薄うすぼんやりとした、影。

　それでも──伊依にはわかった。見たことがあった。

「悲哀大公……さん」

〈久しぶりだねぇ、現界カナイの魔王よ──古頃大祭以来だ、よくぞまぁ生きていたものだよ。貴様のようなのは早死にすると相場が決まっているもんなのにねぇ……〉

　くくく、と笑って、悲哀の影は両手を広げた。

　その姿はどこか幻まぼろしのように希き薄はくだが──感じる、そのおぞましい気配を。

〈なるほど……なるほど……おおむね理解した。やはりあの無能の竜りゆうを撃げき退たいしたのはヴェクサシオンではなく──貴様か。それは何だ、ふむ……あぁ、なるほどね〉

　卑ひ屈くつに頭をさげ、仮面をつけた麗うるわしい女は臣下の礼を尽くした姿勢となる。

〈姫様にはご機き嫌げん麗しく……。ただ、あえて問いましょう〉

　嫌いや味みたらしく、悲哀の化け身しんは嘲ちよう笑しようとともに尋たずねてくる。

〈そこで……いったい……何をなさっておいでで？〉

　それは魔姫にとって、もっとも残ざん酷こくな言葉だった。

〈これまで、泣いてばかりで役立たずだった貴方あなたを──安全に、親切に、庇ひ護ごしていた我々を裏切り……よもや、貴方を愛する魔王陛下の気持ちを踏ふみにじり、人間なんかの味方をなさっているのでは──ございませんかねぇ？〉

　そこで悲哀大公は本ほん性しようを顕あらわし、悪あし様に魔姫を罵ののしった。

〈貴様ぁ……この裏切り者がぁ！　おのれ、おのれ、綺き麗れいに死ねると思うなよ！〉

〈う、う──〉

　花嫁衣装が震える。伊依は眉まゆをひそめ、一歩だけ、挑ちよう戦せんするように前へでた。

「魔姫さんを責めないで。無理して、手伝わせているのは──あたし」

　それは、悲哀大公への、伊依からの宣戦布告だ。

　そして──短い間で、姉し妹まいのように仲良くなった魔姫への、掩えん護ご射撃だった。

「憎にくしみも恨うらみ言ごとも、ぜんぶ、あたしにぶつければいいよ。でも魔姫さんを悪く言うのは……許さない。牢ろう屋やに閉じこめて、好きなこともさせずに、よくも親切に庇護していただなんて言えたもんだよ──」

　閉じこめられる気持ちは、伊依にはよくわかる。

　伊依は遊に助けられるまで寂憐院の座ざ敷しき牢ろうで蹲うずくまっていた。意い気く地じ無しだった。でも魔姫は自ら外にでるため牢屋を蹴けりつけ、行動したのだ。彼女を責める権利は誰だれにもない。少なくとも、伊依は魔姫を否定しない。その勇気を、賞賛する。

「挨あい拶さつが遅おそくなったね」

　絶句する悲哀大公を、伊依は真っ直すぐに見つめる。

「ほんとに久しぶりだ、悲哀大公さん。古頃大祭ではたくさん嫌いやなことをしてくれたね……反省はしたのかな？　それとも変わらないのかな？　また、あたしに、お説教なんて似合わない真ま似ねをさせたいのかな……いいかげんに、してくれるかな？」

〈また……その言葉……〉

　悲哀大公は戦慄おののき、蛇の髪かみの毛を持ちあげる。

〈いいかげんにしろだと……？　誰に向かってものを言っている……？　人間ふぜいが──調子にのるな……あのときうけた辱はずかしめ、忘れてはいないぞ……！〉

　そこで、彼女は顔を抱かかえ、低く笑った。胸が悪くなるような、不協和音めいた笑いだった。勝ち誇ほこり、嘲あざけり、こちらを見下している。

〈く……くく……だが、今は──まだ、あの恥はじを返すときではない……空井伊依といったか？　貴様も、そこの裏切り者の姫も、みじめな末路を辿たどり、苦痛にのたうちまわりながら死ぬのはもう決まりだ！〉

　影が薄らぎ、溶とけていく。蒸気のように、その全身から邪じや悪あくな気配が噴ふん出しゆつし、空に混ざって消えていく。

〈覚えたぞ。覚えたぞ。貴様らの希望を──虚界アンダカの姫を用いた絶対命令権、くく……くくく……希望の正体がわかれば、それを絶望へ裏返すのも容易たやすい！　魔王陛下！　悲哀大公は役目を果たしました！　はは！　ははははは！〉

　その言葉に、魔姫が強く反応する。

〈伊依ちゃん──いけません！　悲哀大公の目的は……！〉

「……うん」

　伊依は頷うなずき、《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の弓矢を悲哀大公に向けた。

「最終兵器のこと、魔王さんに報告するつもりだね……させない！」

　伊依は弓に煌きらめく光の矢を添そえ、解き放つため力をこめる。

〈馬鹿め！〉

　悲哀大公がこちらを罵ば倒とうし、両手を挙げて嘲笑した。

〈もう遅い──ははは、魔王陛下！　この戦争は我々の勝ちだ！〉

「行かせない……！」

　伊依は吼ほえ、怪かい消しようの命令を封ふう入にゆうした矢を悲哀大公に放った。

　けれど。

「────」

　矢は無情にも悲哀大公をすりぬけ、その奥にあった樹木に当たって消しよう滅めつした。目を見開く伊依の耳元に、魔姫の悲鳴が聞こえる。

〈ちがいます！　伊依ちゃん……あれは悲哀大公の影かげ！　本物ではありません！〉

「そんな……！」

　血の気がひく。最悪だ。

　悲哀大公に、最終兵器のことを魔王に報告されてしまう。こちらの最後の手段である《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》について知られ、対たい抗こう策さくを練られ、潰つぶされれば……全すべてが終わりだ。ヴェクサシオンから身を守るために仕方なかったとはいえ、最終兵器を起動するべきではなかった。まさか──悲哀大公がそばで様子を見ているとは思わなかったのだ。

　悲哀大公の目的は、人類の希望たる最終兵器を知ることだった。

　迂う闊かつにも、ヴェクサシオンに集中し、それを見み越こせなかった……伊依のミスだ。

　後こう悔かいしても遅い。悲哀大公の影は消え、本体の行方ゆくえはわからない。

　それに──。

「無む駄だ話ばなしは終わった？」

　混乱し、集中力を欠いた伊依のそば、いつのまにか肉にく薄はくしていたヴェクサシオンが──。

「それじゃ、次はあんたの無駄な人生……終わらせてあげる」

　その右みぎ腕うでの槍やりを、今度こそ伊依の腹部へ思いっきり直ちよく撃げきさせた。
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　死んだと思った。

　地面を何度も転がり、渚なぎさの砂を舞まわせ、浅あさ瀬せに身体からだを濡ぬらして呆ぼう然ぜんと──伊依は歯は嚙がみした。あぁ死んだ。呆あつ気けないものだ。しょせんはこの程度か。

　否いな──。

〈伊依ちゃん、起きてください……次がきます！〉

　魔姫のいつになく逼ひつ迫ぱくした声に、ぶつけたせいか曖あい昧まいになった頭を揺ゆり動かし、なんとか起きあがる。お腹なかを撫なでてみたが、てっきり穴があいているかと思った自分の身体には傷ひとつなかった。血すらでていない。痛みはわずかに──あるけれど。

〈ある程度までなら、わたしが防ぼう御ぎよできます〉

　花はな嫁よめ衣い装しようが初雪のごとく煌めき、伊依に希望と、警告を与あたえてくれる。

〈けれど──さすがに敵が強すぎます……もう二、三発も耐たえられないでしょう。気をつけて……悲哀大公のことはいいです、いずれ知れることでした──今は目の前の敵に集中しないと、それこそ最悪の結末になります！〉

　実感に満ちた、それは慚ざん愧きの念だった。

〈わたしは過去、迷い、悔くいるばかりで失敗しました。二に兎とを追う者は一兎をも得ず……逃のがした兎うさぎのことを悔いるのに意味はありません〉

「……はい。ご先祖様」

　痛みを堪こらえて起きあがり、とどめを刺さそうと接近してくるヴェクサシオンを伊依は睨にらむ。遊も駆かけつけようとしているが、間に合わないだろう。ヴェクサシオンはなぜか遊に目も向けない。攻こう撃げきするのを躊躇ためらっているようにすら思えた。

　これは、伊依とヴェクサシオンの戦いなのだ。

「動かないで！」

　命令をこめて《独パン唱ドラ第・オン五リー番ワン》の矢を射出。連射。いくつもの光条を、さすがに初見ではないからヴェクサシオンも避よけようとはしたが、いくつかがその身体に直撃する。

　矢が触ふれた部分がやはり宙に釘くぎ付づけされたように、命令に従って停止する。

「く……う……鬱うつ陶とうしい、これ！」

　ヴェクサシオンは吼え、その身体を自ら引き千切り、自由を得ようとする。その姿は痛々しく、伊依は見ていられない。早く終わらせなくてはいけない。

　でも、どうやって？

「伊依ちゃん！」

　遊が到とう着ちやくし、合流する。彼を守りながら戦うのは無理だ。ただ、彼だけ逃にげてもらうのも今考えるとまずいかもしれない。ヴェクサシオンの狙ねらいは伊依に限定されているようだが──それも時間の問題だろう。遊を標的にされ、人ひと質じちにでもされたら、伊依にはどうしようもない。

　守りつづけ、最終兵器を連発し、ヴェクサシオンの体内に宿る無数の怪モ造ン生ス物ターを消滅させる持久戦──それが、今できる全てだった。ただ分は悪い。ヴェクサシオンもそう何度も矢を食くらってはくれないだろう。無数の怪モ造ン生ス物ターを取りこんでいるということは、ほぼ無限の選せん択たく肢しをもっているということだ。適応力はあるだろう。最終兵器への打開策を見つけられたらその時点で伊依の負けだ。

　さぁ、どうする。

　伊依は冷や汗あせを感じつつ、努めて口調だけは冷静に、希望を探す。

「今のヴェクサシオンは見境がなさそうだし、逃げたら無関係なひとを巻きこんじゃう……どうしよう、遊くん。何か考えがある？」

　苦く笑しようし、弓矢を握にぎりしめる。

「ここで誰だれかが助けにきてくれたら、助かるんだけど──まさかね、そんな都合良くはいかないよね……期待しちゃ、いけないか」

「いや──」

　遊がぽつりと、どこか遠くを眺ながめてつぶやいた。

「そうでもないみたいだよ」

　瞬しゆん間かん。

　伊依は信じられないものを見た。

　砂すな浜はま──伊依たちがいる閑かん静せいな浜辺をめがけて、空中でもがくヴェクサシオンの向こう、へし折れた樹木のさらに向こう、アスファルトの道路を何か巨きよ大だいな質量が突とつ進しんしていた。それは勢いのまま直進し、ガードレールを粉ふん砕さいして大きな段差を跳ちよう躍やく、こちらに向かって飛来してきた。

　それは巨大な巨大な、荷物の運うん搬ぱんに用いられる大型車両。

　トラック──だった。

「えええ!?」

　伊依は思わず情けない声をあげ、その非現実的な光景を凝ぎよう視しした。状じよう況きようが不可解すぎて反応ができない。ただ、確実に言えることがひとつあったので──それを叫さけぶ。

「危ないヴェクサシオン！」

「……え？」

　空中に固定され、背後から迫せまる巨大な圧力に気づいていなかったのか、苦労して振ふりかえって……ヴェクサシオンの全身がぎくっと強こわばった。

　そんな彼女を容よう赦しやなく──。

「うぎゃああああああ!?」

　巨体からは信じられない速度と距きよ離りを跳躍し、呆気なくトラックが踏ふみつぶした。

　ぐしゃあ、と嫌いやな音がする。常人なら即そく死し。だが相手はヴェクサシオンだ──トラックの運転手もこれで終わりとは思っていなかったらしく、激しく車体を操作して念入りに何度も何度も相手を轢ひいていた。

「うわ……」

　伊依は蒼そう白はくになって、そのあまりにも残ざん酷こくな光景に何歩か退ひく。ヴェクサシオンは──どうなった？　あのトラックは何なのだ？

　ばん、と車両の運転席、その扉とびらを蹴けりあけ──しなやかな人ひと影かげが飛びだしてくる。それは機き敏びんに着地すると手にした火か炎えん放射器らしきものを構え、やはり躊躇もなくトラックの下のヴェクサシオンに紅ぐ蓮れんの炎ほのおを噴ふきつけた。

　無む慈じ悲ひな、蹂じゆう躙りん。

　伊依には到とう底ていできない、相手を殺すための血ち腥なまぐさい芸当である。

　炎上し大だい爆ばく発はつを起こしたトラックを前方に──その人物は火炎放射器を構えたまま、かるく伊依を振りかえって笑った。

「よぉ」

　邪じや気きのない、その笑え顔がお。

「前回は何もできなかったからなぁ、今度は早めに助けにきたぜ」

　血色の三つ編み。革かわ製せいの服。身体からだを彩いろどる奇き妙みような刺青いれずみ。

　獣けものの瞳ひとみでこちらを眺め、彼女──怪造学会最強の武ぶ闘とう派は集団、執しつ行こう部ぶの長たる人物、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎが茶目っ気たっぷりにウインクしていた。

「喧けん嘩かは俺のお仕事だよぉー、盗とっちゃ嫌だぜ……伊依ちゃん」

「爆川さん！」

　伊依は思わず感激の声をあげる。これまで、何度も伊依を救ってくれた姉のような存在、爆川嫌凪だ。強くて、大人で、信しん頼らいしている。ここで彼女が現れたのは大きかった。

　たぶん、次の侵しん略りやくに備えて町を警けい戒かいしていた執行部が、この海岸での戦闘を察知したのだろう、嫌凪だけでなく……まだ増ぞう援えんがくるかもしれない。

　けれど希望に満ち溢あふれる伊依の心を、打ち砕くだくように──絶望はまだ消えていない。

「きぃぃさぁぁまぁぁぁ！」

　怨えん嗟さの声とともに、殺意が膨ふくれあがる。

　伊依と、そのわずか先に立つ嫌凪の前方で、信じられないことに炎にまみれた大型トラックが持ちあがっていく。ゆっくりと。ゆっくりと。両の手でその巨大な質量を支え、恐おそるべき膂りよ力りよくで持ちあげて、怪造学の禁きん忌きは──激げき怒どの形相で復活した。

　その全身は押しつぶされ、燃やされ、酷ひどい有様だったが──それもみるみる切り替かえられ、傷ひとつない真新しい身体へと変へん貌ぼうしていく。なぜか戦闘に不要だろう麦わら帽ぼう子しまで再生され、風を受けて揺ゆれていた。

　その凄せい惨さんな相手を前にしても、嫌凪はどこ吹ふく風で口笛を吹いていた。

「……潰して燃やしてまだ元気ってか、ゴキブリみたいなやつ」

「誰がゴキブリだぁ!?」

　なんと片手でトラックを高く掲かかげ、ヴェクサシオンは咆ほう哮こうする。

「よくも……よくも、やってくれた！　雑ざ魚こがぁぁ邪じや魔まするなぁ！」

　そのまま──トラックをこちらに投とう擲てきしてくる。総重量が何トンかは知らないが、並の人間に耐たえられるものではない。伊依は思わず身構えたが、怪モ造ン生ス物ターではない人工物を最終兵器で止められるわけもない。

「……爆川さん！」

「へいき」

　身体の刺青に燐りん光こうをまとわせ、嫌凪は腕うで組ぐみしたまま、空気をかき混ぜ突つっこんでくるトラックを思いっきり蹴りつけた。

　刹せつ那な──理解しがたいことに、トラックは鞠まりのように蹴り飛ばされ、投げつけたヴェクサシオンへと蹴りの威い力りよくも加算されて激しくスピンしながら戻もどっていく。

「噓うそでしょ──!?」

　目を見開き、ヴェクサシオンはトラックの直ちよく撃げきを食くらって後方に大きく吹っ飛んだ。トラックを投げたり蹴り飛ばしたり、あまりにも常人離ばなれした戦いに、伊依はひたすら驚おどろくばかりだった。遊とふたりで呆ぼう然ぜんとする。

　怪造学会執行部部長──その肩かた書がきを疑ってはいなかったが、まさかこれほどとは。今までの彼女は、その実力の片へん鱗りんしか見せていなかったのだ。

　一いつ瞬しゆん、どこか金色を濃こくしているその瞳でこちらを見て、嫌凪は大きく手を挙げた。

「今だ──高たか橋はし、伊依ちゃんたちを頼たのむ！」

　高橋？

　その名前は誰だれのことだったが、伊依が記き憶おくを探さぐっているうちに、遅おくれてやってきたもう一台のトラックが──しっかりヴェクサシオンを轢いてから停止し、また運転席が開いて中から誰かが飛びだしてくる。

　かなり距きよ離りはあるのに、ひとっ飛びで、その人物は伊依たちのもとへとやってきた。大きな地じ響ひびきをあげて着地し、砂を盛せい大だいにまきあげて。

「………ギ」

　薄うす暗ぐらくなりつつある世界で、なお黒々とした全身甲かつ冑ちゆ─う──伊依は覚えている。たしか怪造学会防衛部部長、名前は高橋十とうといったか。彼は威い圧あつ的な見た目に似合わない、ごく丁てい寧ねいな仕草で、そっとしゃがみこむ。

「あぁ、やれやれ」

　なんて、気が抜ぬけるような声がして、一瞬──伊依は高橋が初めて意味のある言葉を喋しやべったのかと思ったが、よく見れば高橋がもうひとり誰かを抱かかえていたのだった。白衣姿の、伊依は知らない女性だ。髪かみの毛はぼさぼさで、どこか喜劇の俳優のように見える。

「どうも、どうも」

　彼女は高橋に地面に降ろしてもらうと、大きく伸のびをしててきとうに挨あい拶さつしてきた。なぜか伸びをしたら、身長が二倍になったように思えた。異様に背が高い。

「怪造学会防衛部──副部長の井い口ぐち文あや女めです、初めまして」

「井口ちゃんよぉー……吞のん気きに挨拶してる場合じゃねぇぜぇー」

　歩み寄ってきた嫌凪の言葉に、井口と名乗った変な女は何度も頭をさげる。

「あぁ、すみません。すみません。では爆川部長……あとは作戦どおりで？」

「頼む。説明とか、伊依ちゃんにしてやってくんなぁー」

　相変わらず独特の間延びした口調で、嫌凪は油断なく前を睨にらみつけている。

「俺は、喧嘩が仕事の執しつ行こう部ぶだしよぉー、伊依ちゃんを守るのは──防衛部に頼むぜぇー……ったく、しかし殺せる気がしねぇなぁ。面めん倒どうくせぇ」

　そんな彼女の視線を追うと、またもヴェクサシオンが復活し、今度はトラックを投げずにこちらを厳しく注視している。寒気のする、その憎ぞう悪おに染まった双そう眸ぼう──身み震ぶるいする伊依に、何も感じていないような井口が声をかけてくる。

「ただいまより、最終兵器の使い手であるあなた──空井伊依さんは、我々……怪造学会の指揮下に入ってもらいますねえ。当面の最優先は、あなたの命を守ること。そのためにあの存在……ヴェクサシオンの攻こう撃げきから、わたしたちが全力で防衛いたします」

「……はい」

　伊依としては、自分の命と同じくらい、ヴェクサシオンの命も救いたいのだが──今はそんなことで言い争っている場合ではない。それに、悲哀大公に最終兵器のことがばれたと……それを早く伝えなくては。

　迂う闊かつに最終兵器を起動させた、その罪悪感から俯うつむく伊依に、井口はにっこり笑った。

「ということで」

　そんな彼女の号令のもと、伊依と遊は高橋にあっさり担かつぎあげられる。いきなり視界が高くなり、身動きがとれなくなる。

　慌あわてるふたりに、井口はあくまで楽しげに説明してくれた。

「ここは場所が悪いですからねえ、あなたがたには古頃の校舎へ移動してもらいます。そこで態勢を整え、全力で戦いましょう。ヴェクサシオンは魔ま軍ぐんではありませんが──いい前ぜん哨しよう戦せんになりますよお。それに……勝率は、そして伊依さんの生存率は、できるかぎり高くしておいたほうがいいですからねえ」

　怪モ造ン生ス物ターとの戦争に備え、要よう塞さいと化した古頃の校舎。

　なるほど、そこならば、この場所よりは安全だろう。味方も多いし、選せん択たく肢しが増える。できることがたくさんあれば、ヴェクサシオンも救えるかもしれない。

「詳くわしい説明は、あちらで待機している怪モン造ステ学イス者トに聞いてくださいませ。では部長──よろしくお願いします。伊依さん、そして……そこの男の子も、気合入れてくださいねえ」

　え？　と伊依は嫌いやな予感に青ざめる。

　井口はやはりにこにこと笑っていた。

「部長の運うん搬ぱん……かなり荒あらっぽいですからぁ」

　直後、伊依と遊を担いだまま、怪造学会防衛部部長が全力で走りだした。
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　ほとんど拷ごう問もんのような移動だった。

　思いっきり肩かたに担がれ、不安定に揺ゆらされながら運ばれたのだ、快適とは程ほど遠とおい乗り心ごこ地ちで──伊依は目を回しそうになってしまった。しかも速い。人間ふたりを持ちあげているというのに、高橋はまるでそれを苦にせず、重厚な見た目に反して飛ぶように町を駆かけていった。

　ほぼ無人の、夢ゆめ追おい坂ざかの町である。たまに通りすがった車は怪かい奇き現象のような巨きよ人じんの爆ばく走そうに驚おどろいたか、次々と停止したり、運転を誤ってあらぬ方向へ突つっこんだりしていた。事故が起きるのは伊依としては望ましくないが、急いで古頃へ避ひ難なんしなくてはいけないのも事実だし、高橋は何を言っても決して停とまってくれなかった。

　武骨な鎧よろいにお腹なかを押しつけられ、身体からだを折り曲げた状態で、たいへんに息苦しい。衝しよう撃げきは魔姫がある程度は緩かん和わしてくれているようだが、乗り物酔よいになりそうだった。

　だが、いつまでも苦しんではいられない。

　さきほどは危き機き一いつ髪ぱつのところを怪造学会に救われたが、事態は解決したわけではない。むしろ現在進行形で危あやうい状じよう況きようがつづいている。

　当面の問題は、悲哀大公に最終兵器の存在を知られたこと。

　これについては、もはやどうしようもない。魔王に報告されないよう追いかけようにも、悲哀大公の居場所がわからないし、怪モ造ン生ス物ターにも電話のように遠えん距きよ離りでも連れん絡らくがとれる手段があるならば、知られた時点でお終しまいだった。

　後こう悔かいはあるし、罪悪感もあるが、魔姫が諭さとしてくれたとおり──ぐじぐじと悩なやんでいても仕方がない。今は急いでその事実を怪造学会に報告し、対策を練ることくらいしかできないだろう。お咎とがめや罰ばつも覚かく悟ごしなくてはいけない。伊依の失態だった。

　そして、もうひとつ。

　ヴェクサシオンの攻撃である。

　彼女は何やら様子がおかしかった。悲哀大公とどのような戦いを繰くりひろげ、どういう精神状態にあるのか、その目的は具体的に何なのか、全すべては不明である。だが──彼女が明確に伊依へ殺意を抱いだいているのは、さきほどの交戦ではっきりと知れた。自らの命を守るため、ひいては最終兵器の使い手がいなくならないように、伊依は何としてもヴェクサシオンの攻撃に耐たえなくてはならない。

　考えることは多いが、とりあえず、このまま要塞となった古頃へと移動し──まずは全力をもってヴェクサシオンに対たい抗こうするべきだろう。怪造学会としてはヴェクサシオンを生かしておく必要はないだろうし、むしろ積極的に討とう滅めつしたいだろうから、伊依はなんとか自分を守りつつヴェクサシオンを守る方法を考え、実行する必要がある。

　最終兵器の存在を魔軍に知られたという失態があるから、あまりわがままも言えないが、哀あわれな怪造学の被ひ害がい者しや──血の繫つながらない姪めいを、ヴェクサシオンを、寂憐院友樹を、伊依は何としてでも助けたいから。

　目の前で、死なせてしまったひとたちがいた。

　伊依がもうちょっと強かったら、あるいはちがう選せん択たくをしていたら、救えるかもしれないひとたちだった。

　もう二度と──間ま違ちがえない。

　絶対に、死なせない。

　ヴェクサシオンを、伊依は助けたい。

　思いだす。たしかに、見間違いかもしれないけど──ヴェクサシオンは泣いていた。彼女の涙なみだをすくえるのは、今しかない。致ち命めい的に間違って、完全に敵になって、殺しあって、最悪の悲劇として彼女との関係が終わるのは嫌だった。

　自分の理想のため。

　義兄あにの贖しよく罪ざいのため。

　助ける。必ず。

「あの麦わら帽ぼう子しね」

　心で決意を固める伊依を、たぶん見み透すかしているのだろう──すぐそば、同じく高橋に担かつがれている遊が、激しい震しん動どうのなか儚はかなげに言った。

「消し飛ばされても、焼きつくされても、何度も再生させて……ずっと頭にのせていたでしょ、彼女。なんの能力もない、ただの麦わら帽子を」

「……うん」

　そういえば、それは伊依にも不思議だった。

　戦せん闘とうのためとは思えない、あの地味な帽子を、どうして何度も再構築し──彼女はたいせつそうにかぶっていたのだろう。

　遊はこちらを見ていた。哀かなしそうな表情だった。

「前にね、僕……褒ほめたんだ。似合うねって」

　いつも気き障ざで、穏おだやかな彼らしくない、感傷的な──弱々しい雰ふん囲い気きだった。目を伏ふせ、三ヶ月、まがりなりにもともに暮らした少女のことを、想おもっているようだった。

「特に何か狙ねらいがあって褒めたんじゃない。ほんと、何気ない……軽口みたいなものだったよ。僕らのあいだに信しん頼らいはなかった。お互たがいに温かな感情はないはずだった。でも彼女は──うるさい黙だまれとか、死ねとか言ってたくせに、ずっと麦わら帽子をかぶってるんだ」

「……嬉うれしかったんだろうね。遊くんに褒められて」

　伊依の胸に、温かいものが満ちてくる。

　それは見過ごしそうなほどちっぽけな、けれどたしかに存在する、ヴェクサシオンの人間性だった。ひとりの女の子としての、仄ほのかな感情だった。

　伊依はそれを信じたい。

　まだ彼女は救えると。ふつうの人間に戻もどれると、その手助けができると──信じたい。

　伊依はそんな気持ちを抱きしめて、そっと、宣言するようにつぶやいた。

「あたしも褒めてあげたいな」

　その祈いのりが、願いが、届くかどうかは──まだわからない。

「帽子が似合うねって、可愛かわいいねって、そんな当たり前の会話を……友樹ちゃんとしてみたいな。友達みたいに。ううん、友達に──なりたいな」
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　麦わら帽子が吹ふっ飛んだ。

　これで果たして何度目だろう。

　帽子だけでなく、銃じゆう弾だんに火か炎えんに、諸もろ々もろの強きよう烈れつな攻こう撃げきに損そこなわれ、顔面や頭部も何度か破損しているのだが──不思議と、そのことばかりが気になった。べつに、深い意味はない。理由は、考えたくもない。

　あぁ、また、再構築した帽子が……血ち飛沫しぶきとともにくるくると宙を舞まい四散する。

　苛いら々いらする。

　とても、苛々する。

「はあ。はあ。はあ」

　ヴェクサシオンと呼ばれ、禁きん忌きと恐れられた少女は──破損した頭部を再構築し、曖あい昧まいな思考のなか、ひたすらに不ふ機き嫌げんさを感じていた。身体からだを失うのはいい。無む尽じん蔵ぞうに再生はできないが、《魔ま力りよく》さえあればとりあえず再構築はできる。

　ただ、さきほどの伊依の不可解な光の矢には、戸と惑まどった。

　あれが直ちよく撃げきした怪モ造ン生ス物ターは、なぜかヴェクサシオンの支配下から逃のがれてしまう。呼びだすことはできる。再構築もできる。だが「動かないで」という伊依の言葉に従うように、それはどれだけ繰くりかえし呼びだしても思いどおりには動かなかった。

　不ふ愉ゆ快かいだった。

　知能のない怪モ造ン生ス物ターのくせに。自分に従属する下僕のくせに。食料のくせに。

　最強で、無敵で、偉えらい自分ではなく──。

　どうして、伊依の言うことをきく。

「邪じや魔まだって……言ってるでしょうがぁぁ！」

　右みぎ腕うでに無数の花を咲さかせ、カッターのような花びらを飛ばして攻撃する。だが相手──血色の三つ編みをした、伊依に爆川と呼ばれていた若い女はすぐに対応する。

　潰つぶれ、焼けこげたトラックを盾たてに、こちらの攻撃を避よけて。

　目標を見失ったヴェクサシオンへ──拳けん銃じゆうの引き金をひく。

「────」

　あの弾丸は当たるとまずいものだ、というのは短いこの戦闘でもヴェクサシオンは学習した。機きか関んじ銃ゆうや火炎放射器はいい。痛いし熱いがそれだけだ。だが、あの拳銃の弾丸は何か特別な呪じゆ文もんでも刻まれているのか、伊依の光の矢のように体内の怪モ造ン生ス物ターを使いものにならなくさせてしまう。

　人間は、学習している。自分との戦い方を。

　強くなっている。それが腹立たしい。

　彼らは努め、学び、成長している。だが自分は足あし踏ぶみをしているだけだったのか。否いな、否、強くなったはずだ。策略を巡めぐらせ、無数の怪モ造ン生ス物ターを喰くらい、最強の座に近づいたはずだった。弱い虫けらのごとき人間がどれだけあがいても、自分の位置には届かない──。

　激げつ激こうし、漂ひよう白はくされた頭でそう強く繰りかえしていたヴェクサシオンの腕うでが、弾丸を避けきれず真後ろに跳はねる。

「ぐううう!?」

　すると毒のように呪じゆ詛そめいた怨おん念ねんが這はいあがってきて、堪たまらず、片腕を切り落とす。

　落ちた腕は浜はま辺べに力なく転がり、弛し緩かんして、すぐに存在を消しよう滅めつさせた。

　わかる。これは怪モン造ステ学イス者トの奥の手ともいえる〝封ふう印いん〟の呪文だ。何度か味わったことがあるから知っている。無数の悪あく罵ばと悪意をこめた、怪モ造ン生ス物ターを現界カナイから追い散らし、虚界アンダカへ閉じこめる強烈な代しろ物ものだ。それを弾丸にこめ、撃うちだしているのだ。

「生意気……」

　自ら切除した右腕をまた生やす。もっと強い、もっと威い力りよくのある、相手を簡単に嬲なぶり殺せる腕を。これは弱い、これも弱い、使えない──下げ衆すな怪モ造ン生ス物ターども。

　腸はらわたが煮にえる。

「生意気！　生意気……！」

　両目に激しい憎ぞう悪おをこめて、ヴェクサシオンは咆ほう哮こうする。

「わたしを誰だと思ってる──！」

　その言葉は虚むなしく、打ち寄せる波にまぎれて消えていく。目の前の相手……距きよ離りをとり、深追いはせず、安全な位置からチクチク攻撃してくる不快な女は、それを聞いて思いっきり笑った。

「は。はは。ははは」

「何がおかしいッ！」

　再構築した右腕からお返しとばかりに弾丸じみた礫つぶてを飛ばし、攻撃する。だが相手はかるく頭を傾かたむけただけでそれを避けた。

　三つ編みが優ゆう雅がに舞い、獣けものの瞳ひとみがこちらを見つめる。

「ああ？　面おも白しろいもんを笑って何か悪いかよ？　いや……ほんと、笑えるなぁー、お嬢じようちゃんよぉ──」

　露ろ出しゆつした肌はだに、びっしりと刻まれた刺青いれずみが、竜りゆうの鱗うろこみたいに気高く煌きらめいている。

　女は油断せず構えたまま、こちらを侮ぶ蔑べつし、哀あわれんでいるようだった。

　苛いら々いら──する。

「正直、俺は命いのち懸がけで時間稼かせぎするつもりだったんだけどよぉ」

　挑ちよう発はつ、してくる。否、そのような意味もない、ただの罵ば倒とうだった。

「そんな価値もねぇなぁ、おまえ。泣いてる子供の相手をして、それで役目が果たせるなら楽な仕事だねぇ──戦法は力押しだけで、布石も何も打ちやしねぇ、ちょっとの言葉で逆上し……相手の意図を推測もしねぇ、……素人しろうとが」

　素人？

　どういう意味だ。

　だが、馬鹿にされているのはわかる。頭にくる。弱いくせに。人間のくせに。自分がちょっと撫なでただけで潰れて死ぬ弱い生き物のくせに。

「これまでは、それでも勝てたかもしれねぇけどよ」

　殺意を迸ほとばしらせるヴェクサシオンを、こけおどしと思っているのか──相手は微び動どうだにしない。そよ風のように殺気をいなし、こちらを可哀かわい想そうな生き物でも見るように眺ながめている。

「いいや、それでも勝てたからこそ、戦法も何も考える必要がなかったのか──なまじっか最初から強いから、策を巡らす必要もなかった。足踏みし、現状に満足し、自分の使える引きだしのなかでやりくりして……馬鹿だねぇ」
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　弾だん丸がんよりも、火か炎えんよりも、その言葉がこちらの胸を大きく穿うがつ。

「おまえがそうやって停止して、それ以上の進化をやめているうちに──傷つくことを恐おそれ、新しい場所に手を伸のばすことを忌き避ひし、逃にげているうちに……伊依ちゃんは強くなったぜ。たぶん、おまえが想像している以上に」

　伊依？

　伊依のことを──考える。

　不ふ愉ゆ快かいな相手。自分の天敵。目の前に転がった邪じや魔まな石ころ。こちらを拒きよ絶ぜつした寂じやく憐れん院いん孤ひと独りの、血の繫つながらない妹。自分と似た生おいたちのくせに、いつもへらへら笑って、幸せそうで、妬ねたましい……運がよかっただけのくせに。なにも苦しまず、夢だの希望だの甘っちょろいことを吐ぬかす癪しやくに障さわる生き物。

　あの伊依が何だって？

「あの子はずっと戦っていた。弱いもんを踏ふみつぶすだけのおまえとちがって、いつも自分より強いものに向かっていった。馬鹿だと笑われるかもしれない。愚おろかだと誰もが言うかもしれない。だけど、そんな戦いを乗りこえて伊依ちゃんは強くなった」

　誇ほこらしげに。

　伊依を、賞賛する。

　目の前の最強を無視し、あんなちっぽけな少女のことを。

「今の伊依ちゃんは強つえぇぜ……おまえじゃ勝てねぇよ」

「黙だまれ」

　魂たましいの内側で、何かが音をたてて切れた。思考がどす黒い憎悪に支配される。全身に亀き裂れつが走るように、ヴェクサシオンは己自身の悪意で壊こわれていく。苛立ちが膨ふくれ、溢あふれ、誇りや自負心を粉々にしていく。まだ周囲を漂ただよっていた悲哀大公の鬱うつ魂だまが、そんなヴェクサシオンの心の隙すき間まに喜々として滑すべりこんでくる。

　視界が暗い。もう夜だ。独りぼっちの暗くら闇やみは、破は裂れつさせるには広すぎた。ヴェクサシオンは胸むなぐらを搔かきむしり、歯は嚙がみし、涙なみだすら浮うかべて絶ぜつ叫きようする。

「黙れ。黙れ！　黙れッ！」

　いつもいつも。

　みんな伊依のことばかり。

　悔くやしい。憎にくい。恨うらめしい。自分と彼女の何がちがう。自分のほうが優すぐれている。伊依に山をも消し去る火力があるか。無限に進化する可能性があるか。魔王すら凌りよう駕がし、いずれ怪造学の歴史を変える、己のような芸術性が、希望が、最高傑けつ作さくと呼ばれ賞賛されるべき何かがあるか!?

「伊依伊依伊依ってうるさいよぉ──！　あんなひ弱なチビ助、夢見た馬鹿、カスみたいなやつに……このわたしが勝てないというのか!?　もういっぺん言ってみろ！　その勘かん違ちがいしたおまえの脳みそぶっつぶしてやる！」

「できるもんならやってみろ」

　女の気配が変わる。これまでは、なかばお遊びのような、牽けん制せいのような動きをしていたのが──ほんものの殺気とともに、こちらを見み据すえてくる。

「癇かん癪しやく持もちの子供が暴れてるだけならいいよ。落ちつけ馬鹿って頭殴なぐってお終しまいだ。だが殺しあいなら話はちがう。全力をもって俺は──おまえを殺す」

　全身に燐りん光こうと、獣けものの気配をまとわせ、女は手にした武器を構える。

「どんな卑ひ怯きような手段も使う。泣き叫さけんでも許さない。痛みと絶望と死をてめぇに刻みつけてやる……それが殺しあいだ、子供の遊びじゃねぇんだよ」

　なぜだろう。

　その雰ふん囲い気きに、威い圧あつ感かんに、ヴェクサシオンの足は何歩か後ろにさがる。

　気け圧おされている？　この自分が？

　馬鹿な。戦力差は歴然としている。相手は逃げ回っているだけだ。大きいことを言うのも口だけだ。こっちがちょっと本気をだせばあっさり殺せる雑ざ魚こだ。これまでは全力じゃなかったのだ。ヴェクサシオンは強い。最強で、無敵で、あらゆる怪モ造ン生ス物ターを凌駕する──そう言ったのは、そう告げて褒ほめてくれたのは、誰だれだったか。

　思いだせない。

　人ひと魂だまが体内に潜もぐりこみ、ヴェクサシオンの思考を摩ま滅めつさせていく。

　残るのは純じゆん粋すいな闘とう争そう心しんと、本能的な衝しよう動どうと、怒いかりと哀かなしみだけだった。

　自分は何に怒っている？

　自分は何を哀しんでいる？

　どうして、自分は、こんな痛くて苦しい思いをして、身体からだを醜みにくい異い形ぎように変へん貌ぼうさせ、嫌いやなことを言われて、独りぼっちになってまで──戦っているのだろう？

　思いだせない。

　何かを考えるのがひどく億おつ劫くうだった。

「……おまえは可哀かわい想そうだと思うよ」

　女は、虚うつろになったこちらを眺ながめて、ぽつりと独白した。潮しお騒さいと、まだ燃えあがる車や樹木の音にかき消されて、ほとんど聞きとれはしなかったが。

「どこで間ま違ちがっちまったんだろうな？　おまえは、どこで道を踏み外したのかな？　ここで殺してやるのが──あるいは、優やさしさなのかもしれねぇけど」

　その視線が、遥はるか彼方かなたの空に向かう。

　そこに見覚えのある、伊依が何度か放っていた光の矢らしき、煌きらめきが迸ほとばしった。それが何らかの合図だったのか、女はちいさく頷うなずいた。

「でも、伊依ちゃんってある意味じゃすげぇ厳しいよな。助けてやるとよ。それは、殺してやるってのより──俺たちみたいなのには、重いよなぁ」

　武器を投げ捨て、女は牙きばを覗のぞかせて笑う。

「やめた」

　その全身から殺意も、闘とう志しも消して、てきとうに腕うで組ぐみし──彼女はこちらに背を向ける。その態度が、ヴェクサシオンには忌いま々いましい。こちらを歯し牙がにもかけず、ほんとうに、子供のようにあしらおうとしている。

　何様だ。

　自分を誰だと思っているのだ。

　地上最強の生き物。怪造学の最高傑作。

　ヴェクサシオンだ！　自分がヴェクサシオンなのだ！

　なぜだか。

　ずっと昔に思える、記き憶おくの底。

　自分が殺し、喰くらった、メガだかメギドだかといった女の子の、最期さいごの言葉が思いだされた。あんたがくるまでは、わたしが最高傑作だったのに。でも、あれは──あいつが弱かったからだ。ヴェクサシオンはずっと最強のままだ。

　脳のう裏りにまた嫌な情景がよぎる。

　自ら頭を撃うち抜ぬいた虚こ島じま慈いつ樹き。悲鳴をあげ、逃にげ惑まどうイツキ派の怪モン造ステ学イス者トたち。己の息むす子こに逃げろと言い、ヴェクサシオンのことを化け物と呼んだ寂憐院孤独。

　自分が最強で、芸術で、至高の存在なら。

　どうしてお父さんたちは、自分を捨てたのだろう？

　…………。

　頭が痛い。鬱うつ魂だまが体内で蠢うごめいている。

　今は。とにかく。目の前の不ふ愉ゆ快かいな生き物を全滅させて。そうだ。世界は広い。人間もたくさんいる。遊は伊依にそそのかされて、主あるじたるヴェクサシオンに黙だまって彼女に会いにいったりするから、もう要いらない。もう誰も要らない。

　みんな潰つぶしてやる。

　みんな殺してやる。

　そうすれば胸の苛いら々いらも消えるはずだ。

　みんな滅ほろぼしたら旅にでよう。こんな苛々する場所はもう御ご免めんだ。自分を褒めて、最強だと認める、そんなひとたちがいる場所まで旅にでよう。また拒きよ絶ぜつするなら、要らないというなら、みんなみたいに裏切るなら──また殺せばいい。

　殺して。殺して。殺して。

　その先に、きっと理想郷が待っている！

「ははははははははははははは」

　乾かわいた笑いを薄うすく開いた唇くちびるの隙すき間まから零こぼし、ヴェクサシオンは身を折って笑いつづけた。心のなかで何かが壊こわれている。限界まで擦すりきれたどこかの部分が、悲鳴をあげていま砕くだけた。どこから間違ったのか。どうして戻もどれなくなったのか。どうして自分は戦っているのか。

　ヴェクサシオンにはわからない。

「随ずい分ぶんと生意気を言ってくれたけどねぇ……」

　その全身に怪モ造ン生ス物ターを露ろ出しゆつさせ、ほら、誰だれも勝てない無敵の生き物に様変わり。この世界の誰が、自分と同じ力をだせるというのだ。己ほど優すぐれた、強い生き物だというのだ。みんなヴェクサシオンがすごすぎて理解できないのだ。ちっぽけな、愚おろかな生き物ども。

　もういい。要らない。

　潰す──。

「戦法だ何だ偉えらそうなこと言ってたけど、どう!?　この圧あつ倒とう的な火力!!」

　全身から放った炎ほのおが氷が雷かみなりが振しん動どうが何もかもの破は壊かい力りよくが、ヴェクサシオンのちいさな身体から放たれ、浜はま辺べの地形すら変貌させる。周囲では全すべてが破壊され、散り散りに砕け散って歓かん喜きするように乱らん舞ぶした。自然は知っている。ヴェクサシオンの強さを、偉い業ぎようを。ほら、こんなに楽しそうに踊おどっている！

「己の全存在を消し飛ばされて、まだそんな寝ね言ごとを口にできる──!?」

　あはははははははははははは。

　ヴェクサシオンは笑っていた。ちっとも楽しくなかったのに。ただ哀かなしいだけだったのに。笑いがとまらなかった。身体からだが震ふるえる。《魔ま力りよく》が猛もう烈れつに消費されていく。でも節約もできない。自分は強いはずだ。どれだけ戦ってもだいじょうぶ。

　無限で、無む尽じん蔵ぞうで、無敵だ！

「……核かく爆ばく弾だんと喧けん嘩かするつもりはねぇよ」

　女はさすがに気け色しきばみ、同時に儚はかなげに、眉まゆをひそめた。

「俺は基本的におまえと同じ種類の生き物だ。戦って、潰しあって、命のやりとりをすることしかできねぇ──おまえを助けられない、だから」

　そんな彼女の横に、いつのまにかもうひとりの女が立っていた。

　そうだ。忘れていた。視界に入らなかったから、無視していた。さきほど全身鎧よろいの巨きよ人じんとともに現れた、髪かみの毛がぼさぼさの女。こいつも怪モン造ステ学イス者トだろうが、不思議と《門》ＧＡＴＥをつけていない。にこにこ笑って、三つ編みの女の手を握にぎりしめている。

「あとは頼たのんだぜぇ、伊依ちゃん。……格好いいとこ見せてくんな」

　その姿が、霞かすむ。今まさに爆圧を放ち消し飛ばそうと思っていたその不愉快な全身が、ぼさぼさ頭の手を握ると同時に希き薄はくになって──。

　これは。

　知っている。次元を操作する能力だ。それも、かなり高レベルの。己が悲哀大公に用いた喜ピエ悦ロト断パア片ズでは次元を震わせ亀き裂れつをいれることしかできなかったが、これはもっと複雑で難解な、そう、次元を折り曲げてくっつけるような──。

　でも。

　そんなこと。

　人間にできるわけがない。

　それこそ、喜悦大公そのものとか……。

「決着をつけよう」

　その喜劇役者のような外見に似合わない、不思議と落ちついた声で、ぼさぼさ頭が言った。

　その肩かたに、三匹びきの鼠ねずみ。胸むな元もとには、大きな笛。

「願わくば、君に救いがあらんことを」

　眼鏡めがねをおろし、現れたのは、覚えのある眼まな差ざし。

　そうか。力が弱まっていたせいか、巧たくみに隠かくしていたのか、今の今まで気づかなかった──何度も何度も己おのれを邪じや魔ましてきた、忌いま々いましいその存在。

「かつて、短い間だがともに枕まくらを並べて暮らした同どう胞ほうよ」

　一いつ瞬しゆんだけ巴ともえ已い己こ巳みと呼ばれた少女の顔となって、次元を跳ちよう躍やくし、もっとも弱い大公は三つ編みの女とともに、驚おどろき目を見開くヴェクサシオンの正面から消えていった。
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　ヴェクサシオンは全力で駆かけぬけていた。もはや思考は千々に乱れ、意味のあることは考えられない。泣き喚わめく赤ん坊ぼうのように、ひたすらに不快で苦しく痛くて気持ち悪かった。吐はき気けがする。頭がおかしくなりそうだ。否、そんな地点はとうに通りすぎている。砕け散った心を抱かかえ、ねじ曲がった本能をまとい、異形を晒さらして町を走った。

　何も考えられない。悲哀大公の鬱うつ魂だまは、以前に取りこみ、拒きよ絶ぜつして吐きだしたその眷けん属ぞくのごとく──ヴェクサシオンの心を名のとおり鬱で支配していた。思考能力は低下し、湧わいてくるのは嫌いやな過去や悪意ある妄もう念ねん、そして苛いら々いらと不快な思考だけだった。

　その嵐あらしのごとき内面を反映するように、身体も刻一刻と変へん貌ぼうしていく。次々と止めどなく切りかわり、泥どろになり羽が生え火薬を撒まき散らし棘とげを覗のぞかせ、一定しない。まさに化け物。誰だれもが化け物と呼ぶ姿で、ヴェクサシオンはがむしゃらに走った。

「あぁ──」

　哀しい。苦しい。吐き気がする。

　身体が、心が、ばらばらになりそうだ。

　何で自分がこんな目にあわなくちゃいけないのだ。最強だった。無敵だった。みんなが褒ほめてくれた。己は誰だれよりも優すぐれた存在のはずだった。そう言ってくれたのは、お父さんたちだった。みんな死んだけど。殺してしまったけれど。

　親殺しをし、目的を見失い、化け物となって。

　また心をひらきかけた少年を、目の前で憎にくむべき天敵に奪うばわれて。

　否いな、奪われてすらいない。最初から少年はヴェクサシオンのものではなかった。かってに依い存ぞんして、甘えて、好意を抱いだき──独りよがりに愛情を向けただけだ。

　でも。

　それは。

　たしかに愛情だったのだ。

　ヴェクサシオンは彼を愛することで、何を望んでいたのか。賞賛か。恐きよう怖ふか。畏い怖ふか。馬鹿らしい人間の男女みたいに、子供でもほしかったのか。わからない。思いだせない。頭が痛い。涙なみだが溢あふれる。壊こわれていくのが怖こわい。

　何か悪いことをしただろうか。

　これはいったい何の罰ばつなのだ。

　言われたとおりにやったのに。強くなれば、昔はみんな褒めてくれたのに。いつから、それが変わってしまったのだろう。わからない。生きているのがたまらなく苦痛だ。けれど半はん端ぱに強いこの身体は自死をも許さない。

　苦しい。苦しい。苦しい。

「────」

　やがてヴェクサシオンは辿たどりつく。決戦の地。さきほど光の矢が放たれるのを見たひとつの建物へ。知っている。古頃怪造高等学校。何人もの、未来に希望を抱いた子供たちが通っていた学舎だ。何度も眺ながめていた。羨うらやましかったわけじゃない。あんな平へい凡ぼんな、くだらない一生を送るだろう子供たちに、何も憧あこがれるところはないのだ。

　でもヴェクサシオンは何度も見ていた。

　何度も関かかわった。

　……どうして？

　くだらないと切り捨てられるなら、見ないで遠ざかればよかった。伊依のことにしてもそうだ。たしかに目め障ざわりだったが、何度も殺し、目の前から消すことはできたはずだ。何を期待していたのか。何を望んでいたのか。

　ヴェクサシオンにはもう、わからない。

　前方。怪造学会の連中がつくったのだろう、笑ってしまうほど脆もろそうなバリケードが見えた。いくつもの呪具や科学的な方法で強化され、襲しゆう撃げきに備えた人間どもの砦とりでだ。急きゆう拵ごしらえらしく綻ほころびがいくつも見える。少女がちょっとつついただけで容易たやすく崩ほう壊かいするだろう。

　笑える。

　笑えない。

　そのバリケードの隙すき間まから、こちらを見つめる無数の目、目、目。化け物を見る目。恐おそれ、拒絶し、蔑さげすむ目。そんな目で見ないでほしい。美しいと、強そうだと、素す晴ばらしい生き物だと、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてくるべきなのに──。

　そんな不ふ愉ゆ快かいな場所へ、破は壊かい力りよくをばらまきながら接近し、ヴェクサシオンは親にすがる子供のように手を伸のばした。何も考えられない。危険を警けい戒かいする最低限の防衛本能もない。自殺のように、谷底へ向かうように、少女は独りぼっちで走った。

　他人。他人、他人がたくさんいる。

　誰かひとりくらいは、自分を褒めてくれるかな。

　見回す。憎ぞう悪おの目。恐怖の目。嘲ちよう笑しようの目。悪意の。殺意の目。

　要いらない。

　みんな要らない。

「そんなに」

　ヴェクサシオンは何もかもがどうでもよくなった。何を期待していたのか。他人に、何を望んでいたのか。自分は生まれたときから特別で、みんなとは異なって、だからこそ独りぼっちで、頂点はいつも独りだけで、だから、だから。

　哀かなしむことはないのだ。

　絶望もお門かど違ちがいだ。

　あいつらは愚おろかなのだ。無知で、馬鹿なのだ。ヴェクサシオンの素晴らしさに気づかず、また相手が強大だから嫉しつ妬とし、勘かん違ちがいしてむやみに恐れているだけだ。弱い生き物。馬鹿な生き物。

　そう言い聞かせ、それでも無意識のうちに探してしまう。

　自分を賞賛する目。認め、受けいれ、愛してくれる目。

　探した。求めた。

　裏切られた。

　ヴェクサシオンが視線を向けると、誰もが目を逸そらした。たまに視線を合わせてくれるものもいたが、ただ単純に睨にらんでいるだけだった。彼らにとって自分は殺すべき敵で、おぞましい化け物で、そこに受けいれる余地はない。わかっていた。知っていた。

　ほんとは、ずっと、知っていた……。

「そんなに」

　心に冷たい気持ちが宿る。

　それは、鬱うつ魂だまに導かれ、今まさに自覚した、ほんものの哀しみだった。

　独りぼっちで手を伸ばし、ヴェクサシオンは深い寂さびしさと憎しみのまま敵に近づいていく。みんな滅ほろぼす。みんな殺す。己おのれを賞賛しないなら、要らない。要らない。

　要らない！

「そんなに──わたしが、嫌きらいかぁぁぁぁああ!?」

　ヴェクサシオンの全身を突つき破やぶり異形の武器が露ろ出しゆつする。全すべて解き放ち全力をもって皆みな殺ごろしにしてやる。馬鹿め。馬鹿どもめ。勝てもしないのにそんな目で見て。己を不快にさせて。馬鹿どもめ。這はいつくばって許しを請こい、女王のように敬えば──下僕として愛めでてやってもよかったのに！

　馬鹿どもめ!!

　馬鹿は要らない。弱い生き物は目障りだ。食べてやる価値もない。

　みんな。みんな。死んでしまえ！

「……………嫌いじゃないよ」

　ちいさな声がした。

　ヴェクサシオンは幻げん聴ちようだと決めつけた。

　バリケードの上に、白くて綺き麗れいな生き物が立っていた。夜の闇やみが押しよせてくるこの戦場で、彼女は太陽のように輝かがやいていた。温かくて。優やさしくて。美しかった。

　幻げん覚かくだと決めつけた。

　もう何も期待してはいなかった。

　ヴェクサシオンは、そんな花はな嫁よめ衣いし装ようの相手をきつく睨みつけた。ほら、もういい。期待しない。罵ののしれ。石を投げろ。他の連中のように悪意に満ちた視線を送り、武器をつきつけ、自分を拒きよ絶ぜつすればいい。みんなみんな同じだった。期待はいつも裏切られた。ならばもう何も望まない。もう何も要らない。

「おいで。友樹ちゃん」

　白い衣装のその少女──空井伊依は、優しくはなかった。安易に褒ほめなかった。視線もただ厳しかった。だが目を逸らさなかった。怯ひるみもしなかった。それは受けいれているということだった。ヴェクサシオンの存在を。悪意を。受けとめているということだった。

　片手に巨きよ大だいな弓を構え、ただ悠ゆう然ぜんと。

　慈じ母ぼのように、伊依は手招きをする。

「あなたに言いたいことがあるんだ」

　ヴェクサシオンの脳はすでに、相手の言葉を正しく理解しない。鬱うつと絶望に支配され、何も期待しないその思考は、物事を全て棘とげのごとき醜しゆ悪うあくな痛みに変へん換かんする。

　距きよ離りを置いて向かいあい、禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーは低く笑った。

「何が言いたいの？　またわたしを馬鹿にするんでしょ──叱しかりつけて、罵って、おまえらは……みんな、いつもそうだ！」

「いいから。おいで」

　伊依は優しくない。

　ただ手招きを繰くりかえす。

「そんな遠くにいたら声も聞こえないでしょ」

　伊依は目を逸らさない。あんなに痛めつけてやったのに、何度も復活してまたこうして声をかけてくる。そのたびに成長して。論理を強化し、意志を高め、その温かさを深めて──初めて、一いつ瞬しゆんだけ、ヴェクサシオンは伊依が怖こわいと思った。

　なんだ。こいつ。

　なんなのだ。

　だがその恐きよう怖ふもすぐに哀かなしみの渦うずに巻きこまれ、消えていく。もう何も信じない。目の前の全すべてが腹立たしい。ぜんぶ消し飛ばせばすっきりするのだろうか。

　でも。

　最後にちょっとくらい。

　話を聞いてやろうか。

　どうせ裏切るのだろうが。また自分を不快にさせるのだろうが。戯たわむれに、聞いてあげてもいいだろうか。皆殺しにして、全ぜん滅めつさせたら、もう誰だれも喋しやべりかけてくれないかもしれないから。噓うそでも、何でも、声をかけられるのは──もう二度とないかもしれないから。

「あ。それと。ごめんね」

　弓矢が、きりりと構えられる。光が溢あふれ、威い圧あつ感かんを増す。あの武器。効果もまだ曖あい昧まいだが、とにかく危険だ。ヴェクサシオンは砕くだけ散った心でかろうじてそう判断し、こちらも対応するため怪モ造ン生ス物ターを選せん択たくしていく。

　戦せん闘とう続行。まだ、ふたりの少女の距離は遠い。

「その女の子とお話ししたいから、あなたたちは……ちょっと、今だけ遠えん慮りよしてくれるかな」

　伊依は不思議なことを言って、光の速度で矢を放ってくる。

　ヴェクサシオンは防ぼう御ぎよしようとしたが、やはり防げない。吸い寄せられるように迫せまった矢は太ふと股ももあたりを強打し、そこに宿っていた怪モ造ン生ス物ターを何体かまとめて怪消した。

　強制的な怪消。動きを止めるだけでなく、こんなことまでできるのか。

　だが無意味だ。ヴェクサシオンの身体からだにはまだまだ怪モ造ン生ス物ターが宿っている。それらは己おのれの強さにして、選せん択たく肢しであり、誇ほこりだった。こんなにたくさん集めたのだ。強いのも、偉えらいのも、みんな自分に服従したのだ。

　だからそんな自分は、そんな怪モ造ン生ス物ターどもよりもっともっと強くて偉いのだ。

　どうしてみんな──それがわからない？

　いくつもの矢がヴェクサシオンの身体を抉えぐり飛ばすように怪消を実行し、怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカへ送りかえす。蒸発するように分解されて強制送そう還かんされる力たち。不安になって、ゆっくりと伊依に歩み寄りながらひとつの戦法を思いつく。

　それは力押しだけで勝ってきたヴェクサシオンにとって、たいへんに珍めずらしいことだった。今の伊依を相手するのに、無策でかかってはいけないと思った。伊依の目的がなんだかは知らない。どうせ酷ひどいことをするのだろうが、ただやられるのも癪しやくだった。

　精せい一いつ杯ぱいに抗あらがって、あがいて、否いな、叩たたきつぶして。

　ほら。

　その程度の愚おろかな生き物が。

　自分のような高貴な生き物と会話しようだなんて、傲ごう慢まんなのだと思いしらせてやる。

　それは──もしかしたら、また期待して、また裏切られるのを恐おそれ、伊依の目的を阻そ止しし潰つぶすことであらかじめその哀しみを回かい避ひしようとした……幼子のような抵てい抗こうだったのかもしれない。

　ヴェクサシオンは己自身の心すら律せないまま、舞ぶ踏とうのように両手を広げた。

　その肌はだに、ぶつぶつぶつと気き泡ほうが生まれる。

　全身が粟あわ立だつ。

「───？」

　伊依が身構えたのがわかった。だが遅おそい。無意味で、弱くて、愚かしい。己が何をしようとしているのか──まったく理解していない。

　伊依の、あの不思議な弓矢の能力はわかった。

　伊依自身があまり慣れていないのか、使いこなせていない感じだし、あれ以上の戦法は思いつきはしないだろう。対策を練り、対応すればそれでヴェクサシオンの勝ちだ。ようやくあの鬱うつ陶とうしいやつとおさらばできる。

　せいせいする。

　基本的に相手の攻こう撃げきは弓矢だ。光の矢。それが直ちよく撃げきした怪モ造ン生ス物ターは強制的に停止や怪消をされる。怪モ造ン生ス物ターへの、ヴェクサシオンからの支配すら逃のがれさせる上位の命令。それが矢にこめられているのだ。あれを連発で食くらったらヴェクサシオンは皮を剝はがれるように力を削そがれてしまう。

　ならば。

　簡単な話だ。

　あの矢に当たらなければいい。

　避よけるのは無理だ。速すぎるし、矢が自ら引き寄せられるようにこちらへ命中する。ふつうに避けても避けられるものではない。

　ならば──どうするか。

　選択肢は無数にある。ヴェクサシオンはそこからひとつ選択するだけでよかった。

　無数の怪モ造ン生ス物ターを身体に宿す、人工魔王の本領発揮だ。

　高いところから見下ろしている、偉そうな伊依に目に物見せてくれる。

「しょせんあんたは弱い生き物」

　言い聞かせるように、ヴェクサシオンは吼ほえる。

「これが……限界だよッ、あんたの！」

　その全身に発生した気泡は次々と空気に触ふれて弾はじけ、その内側から怪モ造ン生ス物ターを発生させる。産卵──そして孵ふ化か。無数の卵はそれぞれ孵かえり、大量の怪モ造ン生ス物ターを解き放つ。百ひや鬼つき夜行のごとく、その種類には統一感がない。竜りゆうがいる。植物がいる。獣けものがいる。魚がいる。何がなんだかわからないようなのも、千差万ばん別べつ──次々と現れては跳とびだして、一直線にバリケードへと向かっていく。

　これには驚おどろいたようで、怪造学会の反応は遅おくれた。

　伊依が目を見開き、素す早ばやく叫さけんだのが聞こえた。

「落ちついて！　ヴェクサシオンが取りこんだ怪モ造ン生ス物ターを解放したんだよ！　攻撃しなければ、怪モ造ン生ス物ターたちもこっちには危害を加えな──」

　伊依は最後まで言えなかった。

　愚かな、迫る怪モ造ン生ス物ターに怯おびえた誰だれかが銃じゆう弾だんを発はつ砲ぽうしたのだ。悲鳴をあげ、怪モ造ン生ス物ターが一匹ぴきだけ重傷を負ったのか自ら虚界アンダカへと帰り、同時に他の怪モ造ン生ス物ターは殺気に満ちる。

「……ふふ」

　ヴェクサシオンは上等な結果に満足し、後押しをするため髪かみの毛を白い翼つばさに変化させる。伊依がそれを見て驚いた。小こ癪しやくなことに、こちらの考えにもっとも早く反応してくる。

「《愛シヤリ天テコ使ラール》──〝共感〟の能力で怪モ造ン生ス物ターを凶きよう暴ぼう化させるつもりだよ！」

「………正解」

　伊依の相棒にもいるちいさな怪モ造ン生ス物ターを、その伊依相手に用いて苦しめる。嗜し虐ぎやく的な悦よろこびに打ち震ふるえながら、ヴェクサシオンはその髪の毛の翼から共感の音波を放つ。

　その音が聞こえる範はん囲いにいる全すべてのものを同じ精神状態にする。怪モ造ン生ス物ター相手では効果が薄うすいのだが、怒いかり狂くるった連中の後押しをするには充じゆう分ぶんだった。おまけに怪造学会の連中も正気をなかば失い、徹てつ底てい抗こう戦せんのため武器を構え、攻撃している。

　乱戦になった。

「くう──」

　ヴェクサシオンから《愛シヤリ天テコ使ラール》の部分を怪消しようと思ったのか、伊依が傷つけあう人間と怪モ造ン生ス物ターに歯は嚙がみしつつ、またも光の矢を放ってくる。

「怪消！」

　そこに込こめられた命令は、たしかに怪モ造ン生ス物ターならば絶対に服従してしまうものなのだろう──だが、その性質さえわかってしまえば簡単だ。いくらでも対応はできる。

「───!?」

　伊依が放った光の矢は、今まさにヴェクサシオンの身体からだから解放された怪モ造ン生ス物ターに直撃し、それを怪消しただけで、こちらまで届かない。何度も何度も矢は放たれたが、結果は同じ。伊依が狙ねらった怪モ造ン生ス物ターには届かない。

「ばーか」

　鼻で笑い、無数に怪モ造ン生ス物ターを生みだしながら、再び進軍を開始する。怪モ造ン生ス物ターたちを従わせ、まるで女王のように。火花が弾け、争いが加速度をつけ、世界は地じ獄ごくのごとき有様となる。

　ヴェクサシオンは高笑いし、また放たれた光の矢を、飛びだした怪モ造ン生ス物ターで防いだ。

「この怪モ造ン生ス物ターの弾だん幕まく……突とつ破ぱできるなら、やってみな！」

　両目を素早く切り替かえて、今度はこちらの番だと威い力りよくをこめる。

「まぁ、その前に──あんたは死んじゃうんだけどね！」

　ヴェクサシオンの双そう眸ぼうから放たれた凝ぎよう縮しゆくされた怪光線は、空気を抉えぐり、何なん匹びきかの怪モ造ン生ス物ターを巻き添ぞえにしながら伊依へ向けて迸ほとばしる。厚い鉄板でもぶち抜ぬく破は壊かい力りよくを秘ひめた攻撃だ。伊依の花はな嫁よめ衣い装しようにはそれなりの防ぼう御ぎよ力があるようだが、そんなもの貫つらぬきとおす自信がある。

　勝った。

　やはり己おのれは強いのだ。

　ちょっと本気をだせばこの程度だ。

「あはは！　ははは！　あはははははははは！」

　勝ち誇ほこり、今まさに怪光線に貫かれ血をぶちまけて死ぬ伊依を想像し、なぜか強い胸の痛みとともに歓かん喜きしていたヴェクサシオンは、瞠どう目もくする。

「な………!?」

　いつのまにか。

「──楽しそうだねえ。君が楽しそうだと、私も嬉うれしいよ。……でも、残念」

　とぼけたことを言いながら、誰だれかがそこに立っていた。

　瞬しゆん間かん移動でもしたように現れたその存在は、薄く笑いながら、宙に大きく円を描えがく。するとそこには華か麗れいに煌きらめく魔ま法ほう陣じんが生まれ──怪光線は呆あつ気けなく吸いこまれ、何事もなかったかのように消しよう滅めつした。

　空間を歪ゆがめ、攻こう撃げきを別の次元へ飛ばしたのだ。

「忘れてた──」

　伊依の前に立つ、本ほん性しようを顕あらわし、道どう化けのような姿を見せている相手にヴェクサシオンは憤ふん慨がいし、こめかみを引きつらせる。

「喜悦大公……已い己こ巳みのやつ、何度も何度も邪じや魔まをしてぇ！」

　いくつもの目と鼠ねずみと笛と、笑い以外の表情が欠落したあの仮面のごとき面めん貌ぼう。特とく徴ちよう的なあの存在は、虚界アンダカ四大公の一柱。衰おとろえたとはいえ、遠えん距きよ離り攻撃であの次元を歪める特とく殊しゆな防御を突破するのは難しいか。

　しかし──伊依、どこまで運がいいのだ。

　四大公に守られるなんて、そんな人間はほかにいない。

　だが。いい。喜悦大公だろうが誰だろうが、もはや自分は止められない。接近し、全力で攻撃し──潰つぶしてやる。喜悦大公ひとりでは伊依を守りきれはしまい。防御面なら、怪モ造ン生ス物ターの弾幕で守られているこちらも同等だ。どちらの攻撃も届かないが、接近することはできる。

　近づく。歩み寄る。

　ちかくから殴なぐる。叩たたきつぶす。

　どんどん距きよ離りが近づいていく。あちこちで銃じゆう声せいが響ひびき、怪モ造ン生ス物ターがそのたびに虚界アンダカへと帰き還かんする。べつにいい。まだ──たくさん怪モ造ン生ス物ターはいる。《魔ま力りよく》も、ただ解放するだけなら消費はしない。完かん璧ぺきな作戦だった。たまに怪造学会が放った弾丸が飛んできたが、伊依の矢とちがってそちらは簡単に防げた。

　どうだ。

　ヴェクサシオンは万ばん能のう無敵。

　怪造学の最高傑けつ作さく、誰にも侵おかすことのできない絶対者だ。

　生物の概がい念ねんを超ちよう越えつし、無限に進化するこの自分を──誰も損そこなえはしない。

「はははは！　死ね！　死ね！　みんな死ねぇぇ！　あはははは！」

　勝利は決定したと、荒あれ狂くるう竜たつ巻まきのごとき怪モ造ン生ス物ターの群れとともに歩むヴェクサシオンは──しかし、そこで不可解なことに気づいた。

　伊依がまったく動じていないのだ。

　もちろん怪モ造ン生ス物ターと人間が傷つけあう、その光景を唇くちびるを嚙かんで悔くやしがっている。だが、目が死んでいない。諦あきらめていない。強い煌めきをもち、光の矢なんかよりもよほど強きよ烈うれつに、ヴェクサシオンのことを見つめている。

　何を企たくらんでいる。

　こんなに絶望的な状じよう況きようなのに──。

　気にくわない、その穏おだやかな雰ふん囲い気きが。

「友樹ちゃん」

　怒ど号ごうや騒そう音おんが響くなか、強化したヴェクサシオンの聴ちよ覚うかくが伊依の声を拾う。

「……いいかげんにしなさい？」

　伊依の声は優やさしい。

　だが、伊依は優しくない。

　あぁ彼女はやはり己の天敵なのだ。理解できない。こちらの心にその声が、表情が、意思が、大きく反はん響きようする。恐おそろしい。そう、恐ろしいのだ。

　何を考えている？　何を望んでいる？

　どうせ。どうせ──ほかの連中と同じように。

　自分を傷つけ、殺すことしか考えていないのだろうに。

「友樹ちゃん」

　繰くりかえされる、その気にくわない名前。

　でも。なぜか。そう呼ばれると──胸に静かな喜びが満ちる。それは勝ち誇ほこり、相手を嬲なぶって楽しむ快感とは、明確に趣おもむきを異にした神秘的な感情だった。

　不可解──だ。

　ヴェクサシオンは血の気を失い、勝っているのに、完璧な勝利と相手の蹂じゆう躙りんは目前なのに、なぜか不安になって伊依を見つめた。伊依はずっとこちらを見ていた。視線があう。なぜか目を逸そらせない。なんだ──あの、綺き麗れいな瞳ひとみ。

　濁にごりも、迷いも、怯おびえもない。

　ぜんぶ受けとめて、こんな醜みにくい異い形ぎようとなった自分を見つめている。

「……あたしはお話ししようって言ったんだよ？」

　背筋に寒気がはしる。

　伊依は怒おこっていた。目の前の光景に怒っていた。でもそれは、ヴェクサシオンが知っているどんな怒いかりともちがっていた。たいてい、怒りの理由は苛いら立だちで、それは攻撃に繫つながり──薄うすっぺらくて、どうでもよかった。

　けれど伊依の怒りは。

　攻撃性がないからこそ、純じゆん粋すいで、心の奥まで突つき刺ささる。

「みんな！」
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　伊依は手を広げた。戦場で、その輝かがやく姿は勝利の女め神がみのようだった。

　ならば討とう伐ばつされる化け物は誰だれなのか。

　否いな──伊依の目的は、あくまで戦いではない。勝負にすら、させてくれない。

「あたしと友樹ちゃんをお話しさせて！」

　それは、馬鹿な願いだった。

　わがままだった。

　この状況で、血を流し戦いあう人間にも怪モ造ン生ス物ターにも、届くわけがない甘い願望だった。何を世よ迷まいごとをと──あっさり無視されるべき戯たわ言ごとだった。

「あたしは友樹ちゃんを助けたい！」

　それなのに。

「見て！　友樹ちゃんを見て！　あんなに苦しそうで、泣いていて、可哀かわい想そうで──ねぇ、お願い！　あたしにあの女の子を助けさせて！」

「…………」

　大きな──お世話だった。

　誰も耳を貸さないだろう。ヴェクサシオンがこれまでどんな人生を、否、獣けも道のみちのごとき人生とも呼べないところを歩んできたか、みんな知っている。

　最悪の禁きん忌き。《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》。血まみれ、おぞましい腐ふ臭しゆうに満ちたその生しよ涯うがい。

　今も化け物の姿で、明確に攻こう撃げきし、暴れている悪あしきものに──人間たちが同情するものか。期待はしない。笑うだけだ。あぁまた伊依が馬鹿なことを言っているぞ。

　だが。

　笑い声はなかった。

　怖こわいくらいに、笑い声はなかったのだ。

　ヴェクサシオンは足をとめる。周りを見回す。不安になった。怖かった。こんな反応は予想していない。戦っている怪造学会の連中を眺ながめる。みんながこちらを見ていた。あるいは──伊依のことを。

「友樹ちゃんのことを……恨うらんでいるひともいるかもしれない。身内を殺されたら、とても許せないかもしれない。でも、友樹ちゃんを、誰かを殺すような存在にしたのも──あたしたちだ！」

　断罪で、懺ざん悔げで、祈いのりだった。

　伊依の声が世界に轟とどろく。

「あたしたち──怪造学者だ！」

　ヴェクサシオンは耳を疑う。幻げん聴ちようだ。なんて馬鹿らしい幻覚だ。夢みたいな──それは何度も願ってきた、謝罪だ。そうだ。なんでこんな身体からだにした。なんで最強になれなんて命じた。身体に無数の呪具を埋うめこみ、怪モ造ン生ス物ターを喰べさせて。

　哀かなしみで風化し、憎ぞう悪おで糊こ塗とされた脳のう裏りに、いくつもの感情が浮うかぶ。

　最初に殺した人間のぬるりとした血の感かん触しよくを。

　怪モ造ン生ス物ターを体内に取り入れることで、どんどん失われていく自我を。

　目の前で死んでいくお父さんたち。

　自分の生涯は痛みと罪にまみれていた。

「お願い！」

　伊依は叫さけんだ。ヴェクサシオンは雷かみなりに打たれたように棒立ちになる。

「許されるとは思わない──でも、せめて助けたいの！」

　銃じゆう声せいが、やんだ。

「……お願い」

　歌うような伊依の声に、戦せん闘とうが噓うそのように鎮しずまっていく。怪モン造ステ学イス者トたちは攻撃をやめ、怪モ造ン生ス物ターたちも、いつのまにか狂きよう乱らんを収め、奇き跡せきのようなひとりの怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グを見つめていた。何かをしたわけではない。呪じゆ文もんも攻撃もなかった。それでも魔ま法ほうのように、世界は穏おだやかさを取り戻もどした。

　ヴェクサシオンは理解した。

　真に恐おそろしいのは、伊依が手にした弓矢なんかではない。

　伊依自身だ。

　彼女こそが──純じゆん粋すいな、怪モン造ステ学イス者トたちの希望だった。

　ヴェクサシオンは呆ぼう然ぜんとしたまま、誰もがこちらに向けてくる視線を浴び、自分の身体を撫なでた。なんて歪いびつな、ちぐはぐな身体。怪造学の最高傑けつ作さく。芸術だと、希望だと、怪造学の未来を変える革命的な存在だと、賞賛されたこの身体。

　笑った。

　笑うしかなかった。

　ヴェクサシオンは笑いながら泣いた。自分は芸術でも何でもなかった。

　ぽつり、ぽつり、と雨のように、夜に光の筋がいくつも走る。それは怪消だった。怪モン造ステ学イス者トたちが、武器を捨て、彼らの慣れ親しんだ怪消の呪文を唱えている。傷つき、ヴェクサシオンの体内にいたから、弱まっていたのか──あるいは、彼らも戦いたくはなかったのか、怪モ造ン生ス物ターたちもほとんど抵てい抗こうせずに消えていく。

　光が溢あふれている。

　ヴェクサシオンの視界が広がっていく。

　それは幻想的な、神話のような光景だった。さきほどまでは、血で血を洗う修しゆ羅ら場ばだったのだ。なのに、今は光の雨が地上から逆向きに降っている。ぽつりぽつりと、蛍ほた火るびのように。

　静かだった。とても。

　怪消の光に照らされ、ヴェクサシオンはふらふらと歩きだす。麦わら帽ぼう子しを頭にのせて、ほかの部分はいまだに化け物のまま、それでも歩いた。もはや、どうして歩いているのかはわからない。夏の虫のように、自分が理想としていた、最強だとか、希望だとかを、あっさり超ちよう越えつしてしまった自分の天敵へ歩み寄っていく。

　あぁ、いつから間ま違ちがっていたのだろう。

　自分は努力しているつもりで、まるで変わってはいなかった。お父さんたちに褒ほめられたいという幼子のまま、言われたことを繰くりかえしているだけだった。なのに伊依はちがった。初めて会ったときとは、別人のようだ。それが、裏と表のようだった──ふたりの少女が歩んできた人生のちがいだった。

　敗北感はなかった。ただ不思議だった。

　自分は今まで──何をしてきたのだ。

　何を求めて。

　何がほしくて。

「どうも、悲哀大公の眷けん属ぞくかな──邪じや悪あくな混ざりものが取り憑ついてるみたいだねえ」

　伊依のそばで、喜き悦えつ大公がにこにこ笑っている。

「……取り除いてあげたら？」

「うん」

　伊依は弓矢を構え、真しん剣けんにこちらを注視する。

　そして、小声でつぶやいた。

「ごめんね友樹ちゃん。あなたが我を失ったのは、悲哀大公さんだけのせいじゃない……あなたを絶望に突つき落としたのは、あたしでもあるから」

　ヴェクサシオンは思いだす。砂すな浜はまで、抱だきあった伊依と──遊。

「だから。ごめん」

　目の前が真っ暗になる。

　収まりかけていた殺意が、滲にじんでくる。身体からだの内側で人ひと魂だまが蠢うごめいている。思考が砕くだけていく。穏やかになりそうだった気持ちに、また嵐あらしがやってくる。

　我知らず麦わら帽子を深くかぶり直して、ヴェクサシオンはみじめになった。

　こんな同情されて。謝られて。

　どうしろというのだ。

　涙なみだが溢れてくる。自分が情けなくて堪たまらなかった。ちっぽけな生き物になったようだ。空気に潰つぶされてしまいそうだ。恥はずかしくて、哀しくて、苦しかった。

　手を伸のばす。

　自分がほしかったものを、みんな手にいれた少女へ。

　殺すつもりで、手を伸ばす。今のヴェクサシオンにはあまりにも、伊依の存在が眩まぶしい。妬ねたましく、憎にくたらしい。こいつさえいなければ──と思う。

　殺してやる。

〈──やめておけ〉

　不意に、声が響ひびく。

　ヴェクサシオンの全身が恐きよう怖ふに震ふるえあがった。歩いて、歩いて、バリケードのそばまで辿たどりついて──怪消の光と、月明かりの下、周囲を見回して……戦せん慄りつした。

　今、警告をしたのは、全身を包帯や布で隠かくした腐ふ敗はいした男だ。肩かたに見覚えのある青い髪かみの少女を乗せている。片手には、ハンドガンと呼ぶには大きすぎる巨きよ大だいな銃じゆう。偽にせの殻から蛇だで出会った、あの悲哀大公を一度は倒たおしたという伝説の勇者──《走馬ナイト燈処メア刑・騎士ナイト》だ。

　それだけではない。

　どこから集まってきたのか。

　怪造学会総長、激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかが。黒々とした不気味な不定形生物が。巨大な全身鎧よろいが。血色の三つ編みの女が。無数の怪モン造ステ学イス者トたちが、それぞれ静かにこちらを眺ながめている。ひとりひとりでも恐おそろしい相手が、自分を取り囲んでいる。

　周りを必死で見回す。味方を捜さがした。

　桃もも色いろの髪の少女を先頭に、古頃の生徒たちもいた。そのなかには──また勇者に借りたのだろう、黒々とした不気味な剣けんを構え、こちらを見み据すえている侍さむらい少女の姿もあった。

　周りを、涙目で見る。

　怪モ造ン生ス物ターたちがいた。けれどヴェクサシオンの味方ではなかった。伊依の相棒の《愛シヤリ天テコ使ラール》もいる。狂きよう乱らんした怪モ造ン生ス物ターたちを止めたのは彼女だろう。その横には遊が陰いん謀ぼうに用いた《卵アイ・姫ドール》が。いつのまにか、みんなに取り囲まれていた。そしてヴェクサシオンは独りぼっちだった。

　それが。

　決定的な──ヴェクサシオンと伊依のちがいだった。

　たった独りで強くなろうとした少女は、集まった伊依の仲間たちを前に、立ちすくむしかなかった。これが伊依の力。伊依が得たもの。

　ヴェクサシオンは己の身体を撫なでる。

　怪モ造ン生ス物ターを消費しすぎた。

　身体が空っぽになりかけていた。

　もう、何も──ない。

「ちょっと、我が慢まんして」

　伊依は宣言し、放心したこちらへ光の矢を何度も放った。そのたびにヴェクサシオンの身体からは集めてきた力が抜ぬけていく。こんな簡単に。呆あつ気けなく。自分がすがりついていた力たちは、あの限りなく遠い隣となりの世界へと帰っていく。

　一枚一枚、衣服を脱ぬがされるように、ヴェクサシオンは裸はだかにされていく。

　武器であり防ぼう壁へきでもあった怪モ造ン生ス物ターたちは、するすると消えていく。

　やめて、と思った。

　これ以上──自分を弱くしないで。

　もう何も失いたくない。これ以上みじめになりたくない。

　やめて。やめて。

　声なき悲鳴は、涙になって、ヴェクサシオンの頰ほおを伝っていく。

「……どうして？」

　完かん膚ぷ無きまでに決定的な自分と伊依の戦いの結末が、理解できなくて──考えたくなくて、ヴェクサシオンは血を吐はくような気持ちで問いかけた。

「どうして、あんたは──そんなに、強くなっちゃったの？」

　以前は。

　初めて会ったときは。

　今までは。

　自分のほうが強かったのに。

　どこで、逆転したのだろう？

「強くなってなんか、いない」

　未練たらしくこびりついていた悲哀の眷けん属ぞくが、怨えん嗟さの声をあげながらヴェクサシオンのなかから消えていく。それを最後に、もう──空っぽになった。

　理解する。

　今の自分に、怪モ造ン生ス物ターは一匹ぴきもいない。

　ありのままの。

　人間としての。

　混ざりもののない、ひとりの女の子にまで戻もどってしまった。

「強くないから、助けてくれるひとをたいせつにしただけ」

　いつのまにか腰こしが抜けていた。自分の身体からだには、笑えるほどに力がなかった。筋肉がまともに動かない。立っていることもできない。

　これが自分？

　へたりこみ、がくがくと震える。寒い。地球の重力が、苦しい。空気とは、こんなにも濃こくて嚥えん下かしにくく──世界とは、こんなにも刺とげ々とげしいものだったのか。

　こんな世界で。

　貧ひん弱じやくな、女の子のくせに。

　今まで──こいつは、無数の怪モ造ン生ス物ターを宿し、強大な生き物となった自分と対決していたのか。ヴェクサシオンは心の底から慄りつ然ぜんとし、痙けい攣れんのように震え、嗚お咽えつした。

　こちらを見下ろす伊依は、綺き麗れいだった。

　長い黒くろ髪かみ。白い花はな嫁よめ衣い装しよう。弓矢とともに、その全身はまだ輝かがやいている。

　周囲には、彼女の友達。彼女の味方。彼女の強さが集まっている。

　独りぼっちのヴェクサシオンは、その煌きらめきのなか震ふるえているしかなかった。

「ようやく」

　伊依は弓矢をその場に置いて、膝ひざを折り曲げ、こちらに手を伸のばしてきた。

　自分を殺すつもりかと疑ったが、そんなことはなかった。

「……ようやく友樹ちゃんに会えた」

　伝わる伊依の鼓こ動どう。その生命の力強さ。温かさ。優やさしさ。

　涙なみだが零こぼれてきた。

　自分が望んでいたもの。自分がほしかったもの。

　賞賛とか、そんな表面的なものではなく、もっと純じゆん粋すいなもの。

「……馬鹿じゃないの？」

　震える声で、ヴェクサシオンはつぶやいた。その身体に、無数の痛みが弾はじけている。伊依に柔やわらかく抱だきしめられているだけで、自分の身体は潰つぶれてしまいそうだった。

　涙が触ふれた部分が、ひび割れる。

　全身が、痛い。

「ヴェクサシオンは──」

　抱きしめてくる伊依の後方で、怪造学会総長──激流院潮静が重々しく告げてきた。

「虚島慈樹が生前に語ったことによると、寂憐院孤独の身体から切除した肉を──《魔ま力りよく》や怪モ造ン生ス物ター、さらにいくつもの呪具で補強して、生命としての活動を可能とさせたものだという。寂憐院は自分の娘むすめと言っていたそうだが……正確には、あれの複製クローンに近いものだ」

　その言葉に、伊依が複雑な表情をする。

「義兄にいさんの……」

　ヴェクサシオンも、暗い絶望とともに理解していた。

　孤独お父さんが、自分を娘として見なかったのも、自分の肉にく片へんから生まれた生き物もどきだから──だったのか。

　いくつもの謎なぞが氷解し、同時に哀かなしみが心を押しつぶした。

　自分は創つくられたもの。

　誰だれかの愛の結けつ晶しようとして、生まれたわけではなかった。

　試験管とかで、実験として、無感情に生みだされたモノだった。

「その生命は非常に不安定だ。怪モ造ン生ス物ターが全すべて消え、《魔力》が枯こ渇かつした状態では、おそらく──数分も生きられんぞ」

　総長の言葉に、ヴェクサシオンは絶望する。

　弱い生き物。

　自分は……自分自身は、そんな弱い生き物だったのか。

　手を見ると、ひび割れが生じ始めていた。亀き裂れつがはしり、砕くだけていく。血が滲にじみ、空気に触れてひしゃげ、崩くずれていく。弱い、弱い──みじめな、生き物。

「死なせないよ」

　そばに落ちていた麦わら帽ぼう子しを拾いあげ、伊依がかぶせてくれる。

「助けるって言ったもの。あたしは噓うそはつかないよ」

　優しく──変わらず、ヴェクサシオンを抱きしめたまま。

　彼女は理解しがたいことを言った。

「《魔力》があればいいんだよね」

　予想もしない、その言葉。

「友樹ちゃん。あたしの《魔力》──生命力を吸ってもいいよ」

「なに……を」

　声をだす。自分の声は、掠かすれていて弱々しい。肺が痛み、けほけほと咳せきこむ。喋しやべるのも難しい。伊依はそんなヴェクサシオンを見つめ、笑った。

「ただし、半分くらいね。ぜんぶ吸われたら死んじゃうから」

「なん……で」

　そこまで──してくれる。

　献けん身しん、どころではない。優しさも愛も超こえている。狂きよう信しん者しやのようだ。自殺行こう為いだ。馬鹿馬鹿しい。頭がおかしいとしか思えない。

「あなたと友達になりたいの」

　伊依の言葉が、染しみこんでくる。

「だから、死んでほしくないの」

　死んでほしくない。

　化け物。怪かい物ぶつ。禁きん忌き。そう呼ばれてきた。死ね。殺してやる。そう繰くりかえされた。生まれてきちゃいけなかった。死んだほうがよかった。自分はそんな生き物なのだとどこかで思っていた。だって、お父さんたちも自分を恐おそれた。誰も自分が生きていることを望んではくれなかった。

　それなのに。

「生きて。友樹ちゃん」

　ほんとうに、愚おろかな──女の子だった。

　ヴェクサシオンは涙を零こぼした。

「……お友達になろう？」

　伊依の言葉はそこまでだった。ヴェクサシオンは笑った。凶きよう悪あくな笑えみだった。周りの連中が身構えたのを知る。だが遅おそい。意味はない。

　馬鹿め。馬鹿め。大笑いだ。笑いすぎて涙なみだがでる。

　なんて考えなしな、愚かもの。わがままで、甘ちゃんな、勘かんちがい女。ここで自分が改心し、良い子ちゃんになって謝り、そのお友達とやらになると思っているのか？

　馬鹿め。

　ヴェクサシオンは肩かたを震ふるわせ、伊依の花はな嫁よめ姿すがたを抱だきよせる。

　まずはこいつの全てを吸収する。伊依だけでは食いでがないが、花嫁衣い装しようには強い力を感じる。これを喰い──力にして、周りの連中を皆みな殺ごろしにする。

　馬鹿にしやがって。

　馬鹿にしやがって。

　誰が同情してくれと頼たのんだ。お友達になろうって、大きなお世話だ。自分を創りあげ、絶望の淵ふちに追いこんで、今さらどの口で助けてやると言えるのだ。

　後こう悔かいしろ。絶望しろ。不幸になれ。

　みんなみんな不幸になって、苦く悶もんにのたうちまわって死ぬがいい。

　自分こそが最悪の禁忌。怪造学に不幸をもたらすもの。

　復ふく讐しゆうしてやる。怪造学に災いあれ。

　みんな死ね。みんな滅ほろべ。みんなみんな消えてなくなれ！

「友樹ちゃん」

　伊依も笑っていた。

「……いいの？」

　それは全てを見み透すかした笑みだった。

「あたしをぜんぶ食べるってことは」

　それは、恐るべき意地悪だった。

「これを──ぜんぶ、背負うってことだよ」

　周りを見る。怪造学。そこに群れる夢追いびとたち。怪モン造ステ学イス者ト。その夢と希望。ぜんぶ。ぜんぶ。伊依が背負っているもの。伊依がたいせつに抱きしめているもの。それは──いったい、どれほどの重さなのか。

　怯ひるんだ。

　伊依を取りこみ、その役割を全て受けいれることを、恐れた。

　その瞬しゆん間かん──ヴェクサシオンは伊依に、あらゆる意味で敗北した。

　格がちがう。覚かく悟ごがちがう。強さがちがう。

　ヴェクサシオンは。

　空井伊依には──勝てない。

　こんなにたくさんのものを背負って、それでもまだ立っているものを、自分がどうこうできるわけがないと、認めてしまった。

「…………」

　身体からだが崩ほう壊かいしていく。もはや何もかもがどうでもいい。

　伊依の言葉を無視し、彼女を喰くらうこともできた。伊依の役割をそのまま受けいれるのが嫌いやなら、喰わずに殺すこともできた。でも。それも嫌だった。その後──どうなる？　また変わらない戦いの日々だ。強くなって、強くなって、繰りかえして、独りぼっちで……ずっと、もう、疲つかれた。

「友樹ちゃん？」

　伊依が初めて不安そうに、こちらの肩を揺ゆすった。

「早く食べて。早く。死なないで──お願い、友樹ちゃん」

　…………。

　ほんとに。

　愚かなやつ。

「ばーか」

　崩くずれていく視界のなか、ヴェクサシオンは伊依の泣き顔を見つめて、勝ち誇ほこった。

「あんたの思いどおりになんか……なってやるもんか」

　笑う。高笑いし、世界に呪じゆ詛そを吐はきだした。

「最悪の人生だった！　おまえらみんな死んでしまえ！　苦しみぬいて死んでしまえ！　怪造学なんか、人間なんか、世界なんか──大だい嫌きらいだ！　みんな滅べ！　みんなみんな死ね！　みんなみんなみんな大嫌いだ！　あははは！　あはははははははは！」

　傾かたむいた頭から、麦わら帽ぼう子しが落ちた。

　視界の隅すみっこで、何かを叫さけんでいる遊のことだけが少し心残りだった。
















　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　魔ま城じようである。

　昼なお暗い魔物どもの牙が城じようは、夜も暗さを増すばかりで、むらむらと湧わいた黒雲から迸ほとばしる雷らい光こうに照らされ、ぬめっている。稲いな妻ずまの轟ごう音おんと、延々と繰くりかえされる潮しお騒さいのなか、虚きよ無む大公と呼ばれる男は最上階の壁かべに今日も背を預けていた。

　長身の男である。

　緑色を混ぜたような長い金きん髪ぱつの、真っ赤なマントがぴたりと似合う悪魔のごとき麗れい人じんである。機き嫌げんを損そこねた子供のような仏ぶつ頂ちよう面づらで、腕うで組ぐみし、うっすらと開けた双そう眸ぼうでただ前を見つめている。

　三ヶ月前、怪かい造ぞう学会本部の崩壊とともに負傷した怪モ造ン生ス物ターの親玉──魔王の傷は完治し、彼の治ち療りようのための触しよく手しゆや得体の知れないものが蠢うごめいていた空間は小こ綺ぎ麗れいに整えられていた。とはいえ、誰も調度に気を遣つかう趣しゆ味みはなく──基本的に殺風景だ。

　骨で組まれた玉座には、今、誰だれも座っていない。

　魔城の主あるじたる魔王は──さきほどから、窓のそばに立ち、ときおり雷かみなりが白く染める外の風景をじっと凝ぎよう視ししていた。微び動どうだにせず。一言も発せず。その姿は彫ちよう像ぞうのように硬こう質しつで、また空くう虚きよだった。

　魔王は哀かなしんでいた。深く、深く。

〈おぉお〉

　嘆なげきの声をあげたのは魔王でも、もちろん虚無大公でもない、この謁えつ見けんの間と便べん宜ぎ的に呼ばれる空間の床ゆかに、べしゃりと跪ひざまずいたひとりの女である。

　蛇へびの髪かみの毛に奇き妙みような仮面。傷にまみれた石の肌はだをもつこの悲ひ哀あい大公という女は、延々と頭を抱かかえ、呻うめき声をあげつづけていた。

〈おぉお。おぉお〉

　魔物どもに命令を下し、傲ごう慢まんに君臨しているふだんの彼女からは──想像もつかないほど、それは弱々しい雰ふん囲い気きだった。

〈お許しください……陛下ぁ〉

　悲哀大公の哀あい願がんも、窓辺に立つ主には届かない。それをどれだけ繰りかえしたか、彼女はまた〈おぉお〉と身み悶もだえると矛ほこ先さきをこちらに向けてきた。

　窓の外で荒あれ狂くるう波よりもなお激しく、また耳みみ障ざわりな声で。

〈虚無の。虚無の。陛下がお怒いかりだ……〉

　大きくかぶりをふり、彼女は地面に頭を擦こすりつける。

〈否いな。否。私だからこそ──わかる。お怒りなのではない、お哀かなしみになられているのだ……。どうして？　私が何かご機嫌を損そこねることをしたのか？〉

　彼女が毛け嫌ぎらいしているこちらに、すがるように問うとは、よほど追いつめられているらしい。彼女は性しよう悪わるで根暗で何を考えているかわからないが、純情ではある。

　純情。大公に何と相応ふさわしい言葉か。

　虚無大公は自じ嘲ちようし、天てん井じようを見あげる。

〈無視をするな、意地悪をしないでくれ……虚無の〉

　童女のように泣き喚わめき、悲哀大公は首をふる。さきほど帰き還かんし、彼女が夢ゆめ追おい坂ざかの町で果たしてきた役割と、そこで知った事実を主へ報告し、結果──この状じよう況きようになってから、ずっとこうして嘆き哀しんでいる。いいかげんに鬱うつ陶とうしいが、虚無大公は気まぐれに応こたえてやった。

　泣いている女は苦手だ。

「己おのれの野望を邪じや魔ました、己にとっての最大の敵が、己の最愛のものだと知って──すなおに喜べるほど、その報告を楽しめるほど、魔王も化け物ではないということじゃよ」

　喋しやべるのは嫌きらいだ。言葉少なに、端たん的てきにぼやく。

「恋こいは女を強くするが、男を弱くするものよ」

〈恋……〉

　冷たい石の床に膝ひざをつけたまま、主を見あげる悲哀大公に、つられて視線をあげ──虚無大公は、うなだれた魔王の背中を、見ていられなくて目を閉じた。

　悲哀大公は何やら思うことがあったらしく、ぶつぶつと譫うわ言ごとをつぶやくばかりで、こちらも理性的な行動はできそうにない。もうちょっと、魔王が何かを決断し、何かを切り捨て──次の行動へ至るまでには、わずかに時間がかかりそうだった。

　だが……最終兵器の存在は、魔軍に知れた。

　対策を練り、万ばん全ぜんを期せば、魔王は必ずやそれを打ち破り、人類に破は壊かいと不幸をばらまくことだろう。怪造学会はとられてはいけない駒こまをとられたのだ。

　王手──である。

「間に合わぬかも……しれぬな」

　誰にも聞こえない声で、そう虚無大公は独りごちた。
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『──はいはい、ここでみんなに忘れられているお父さんから娘むすめさんへの愛のメッセージを届けたいと思います！　伊い依よりちゃん元気ですか!?　お父さんは性悪な女に誘ゆう拐かいされて遠い場所にいるけれど、いつでも伊依ちゃんのことを心配しているからね！　ご飯ちゃんと食べてますか!?　変な男に引っかかってませんか!?　お父さんは人間扱あつかいをされていないけど元気です！　なんかもう諦あきらめました！　うへへへ！　どうにでもしろよ畜ちく生しよう！』

「……うるさいわね、ちょっとは静かにできないの？」

　氷の微び笑しようを浮うかべ、ひとりの女がつぶやいた。

「生き埋うめにしちゃうぞ♪」

『…………』

　凍こおりついたような美び貌ぼうの、夏には珍めずらしい厚着の女である。氷色の瞳ひとみ。白銀色の髪。そして乳白色の肌。髪は凍りついたような硬かたさを保って肩かたまで伸のび、日照りに煌きらめいて濡ぬれたように見える。手て袋ぶくろに帽ぼう子し、毛皮のコートの完全防寒で、指先に髑どく髏ろの首くび飾かざりを引っかけてくるくるまわしている。

　髑髏の首飾り──言わずと知れた空すか井いい滅めつ作さくである。

　伝説の怪モン造ステ学イス者トと謳うたわれ、怪造学会にその名を轟とどろかせた世紀の大天才は、魔王の怪造に失敗し、死亡した後はこうして髑髏に己おのれの生命を封ふう入にゆうし、実の娘である伊依に呪のろいのアイテムとして取り憑ついていた。

　そこを宇う宙つ木きが眠ねむっていた伊依から拝借し、こうして自分のもののように扱あつかっているわけである。

『宇宙木ちゃんよぉ』

　髑髏は不満げに、脳のう裏りに響ひびく声をあげる。怪モ造ン生ス物ターと、この髑髏の正当な所持者である伊依にしか本来は聞こえない声だが、宇宙木にはそんなこと関係ない。伊だ達てに怪レイ造・モ学ンス教テイ授アを名乗ってはいないし、滅作のやりくちは知ち悉しつしている。

　相手もそれを理解しているのだろうが、文句の声は止まらない。

『もう今さら何を言っても無む駄だかもしれないけどよ、てめぇのやってることは立派な誘拐デスが何か思うところはねぇのデスか？』

「君さぁ……自分に人権があるとでも？」

　真性サディストの目で髑髏を見つめ、宇宙木は冷然と微笑する。残ざん虐ぎやくなその答えにさしもの滅作も沈ちん黙もくするなか、宇宙木は無表情に戻もどって、目の前を見み据すえる。

　墓石である。

　巨きよ大だいな──墓石。

　廃はい村そんとなり、国から見捨てられ、そのくせ厳重に管理されている不ふ知じ野のと呼ばれる禁断の土地。そこに堂々と侵しん入にゆうした宇宙木は、これも寂さびれた墓地に踏ふみこみ、とりあえずここに辿たどりついた。

　もはや記き憶おくも薄うすれがちだが、昔に、宇宙木はここを訪おとずれたことがある。

　そのときはまだ人間だった滅作が、隣となりにいたものだが。

　人間、何がどうなるかわからない。髑髏の首飾りを見るとそう思う。

「そろそろ君も子こ離ばなれをするべきよ。心配なのはわかるけどさ」

　お墓参りの道具はない。死者を悼いたむほど宇宙木はロマンチストではない。

「伊依ちゃんは、君が思ってるよりずっと成長してるわよ」

『それはそれで寂しいんだがな』

　滅作はぼやいて、珍しく殊しゆ勝しようにつぶやく。

『俺もそろそろ秘ひ依よりんとこ行ってやるべきかねぇ』

　墓石に刻まれた名前のひとつに、寂じやく憐れん院いん秘ひ依よりという名前がある。ここは寂憐院の墓地なのだ。伊依の母にして滅作の妻は、ここ不知野でその短い命を終えた。感傷的になるつもりはないので、宇宙木は鼻で笑ってみせた。

「なにを言ってるのよ。君みたいのがいちばん長生きすんのよ──死にぞこない。いいじゃない、伊依ちゃんにとって父親が用済みになっても、それは喜ぶべきことよ。女の子は父から離はなれ男を知り大人になるのです。……いつの時代もね」

　そう嘯うそぶいて、自分もずいぶんと歳としをとったと、宇宙木は思った。昔は長生きするつもりはなかったし、身体からだに宿った氷雪の女王が、寿じゆ命みようをそれほど許してくれないのだけど──今は、もっと生きたいと思う。

「私が死ぬまでは、つきあいなさいよ……お父さん」

『せめて地じ獄ごくまではついてくんなよ』

　軽口をたたきあい──笑って、宇宙木は墓石を睨にらみつける。
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「寂憐院、寂憐院、ね……嫌いやな名前だわ。悲劇ばかりを生みだして、その落とし前すらつけずにみんな死にやがって」

　我知らず口調が乱れ、それを自覚し、呼吸を整える。

「願わくば、この墓石に──これ以上、名前が刻まれないように」

　いいえ、と首をふり、こんな殊勝なのは自分に似合わないと……宇宙木は思いっきり足を振ふりかぶると、目の前の墓石を蹴けりつけた。

　年月を経て脆もろくなったその石くれは、宇宙木の尋じん常じようではない破は壊かい力りよくに負け、粉々に砕くだけて吹ふっ飛んだ。なぜかむしょうに儚はかなかった。罪悪感はないけれど、虚むなしくはあった。

「大暴れでもしたい気分だわ」

　呆あきれたような髑髏にウインクし、宇宙木はすなおに笑った。

「いろいろ探して何も見つからなかったら、ぶっ壊こわしちゃおうかな、この土地の……ぜんぶ。過去ばかり見てもしょうがない──時間は常に、流れているのだからね」

『それも悪くねぇがな。お墓を蹴るな……罰ばち当あたりめ』

　散らばり、足あし下もとに転がった墓石の欠片かけらに、刻まれた名前がある。

　初代。

　寂憐院──秘ひ継つぎ。

　その名前を見下ろし、滅作も、宇宙木も、神しん妙みようになる。

『落とし前ね。なるほど……そろそろ、寂憐院って名前とは決着をつけなきゃな』

「案外──君の優ゆう秀しゆうな娘むすめさんが、とっくに終わらせているかもよ？」

　さすがにそれはねぇよと言いながら、滅作はまんざらでもなさそうだった。

　親馬鹿め。
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　葬そう式しきはつつがなく進行していた。

　お祭りではないのだし、騒さわぐのは厳禁だし、やはり静かで重苦しい。会場は持ち主が疎そ開かいした式場を怪造学会が許可を得て借りたもので、それなりに広さがあったが──どうしても息苦しかった。

　焼しよう香こうを終え、故人の冥めい福ふくを祈いのり、伊依はそっと式場の外へでた。

　涙なみだを誰だれにも見せたくなかった。己おのれが弱い、泣き虫だというのはみんな知っているだろうが……涙は伝染するものだから。そして式場が泣き顔で埋うまり、哀かなしみばかりが増えるのは、死んでしまったあの少女も望んでいないだろうから──。

　また救えなかった。

　否いな、そう思うのは傲ごう慢まんなのだろう。

　世界中のひとを、ちっぽけな自分だけで救えるとは思わない。全すべての死に、自分が責任を感じるなんて何様だと思う。それでも、哀しい。悔くやしい。

　救えなかった。

　死なせてしまった。

　身体が砕けそうなくらい暗い気持ちが湧わいてきて、伊依は思いっきり目元を擦こすり、建物のそばでひとり泣いた。

　お葬式に参列しているのは古頃の教師や、生徒が多い。怪造学会の怪モン造ステ学イス者トたちもたくさんいるが、彼らはほとんど葬式の運営にかかりきりで、忙いそがしそうだ。嫌や凪なぎや高たか橋はしの姿を何度か見かけたが、声をかけることもできなかった。

　友達も今はそばにいない。お焼香の順番待ちをしているのだろう。

　彼らが冥福を祈る時間を待つあいだに、伊依は泣きやまなくてはいけなかった。

　強くなくてはいけない。

　泣いてばかりではいけない。

　哀しみを増やし、悔くやみ、泣きじゃくるお子様ではいられない。

　そう思うのに──目めが頭しらが熱くなり、嗚お咽えつが零こぼれる。

　弱いままだ。

　どうしてそんなに強くなったのかと、尋たずねられたが。

　弱いのだ。弱いままだ。

　強くなったというのは、やはりヴェクサシオンの勘かん違ちがいだった。

「……涙を我が慢まんしちゃいけない」

　背後から声をかけられる。振りかえると遊ゆうが立っていた。

　当然、喪も服ふくである。伊依も同じだ。黒と白が支配した式場の外は、天気も悪く──暗い。ほとんど音もしない。ざわめきと、すすり泣きと、木魚の音だけが漂ただよっている。道行くひとも顔を伏ふせ、哀しみがつまった死をただ受けいれ、耐たえていた。

　ひとが死ぬのはいつも哀しい。

　知人なら、なおのこと。

「伊依ちゃんは、泣き虫でもいいよ」

　街路樹の下、自分をずっと昔から知っている幼なじみは、告げてくる。

「泣いている伊依ちゃんは、とても見てられないくらい痛ましいけど、だからって──涙を我慢しちゃいけない。我慢した涙は身体からだのなかで毒になるよ。そしてたぶん、君を殺す」

　頭を、そっと抱だかれた。ぽんぽんと背中を叩たたかれ、慰なぐさめられる。

　彼がそばにいてくれてよかった。

　自分の弱いところを知っている、彼がいてくれて──助かった。涙の毒でぼろぼろになって、また心を哀しみに黒く染めかけていた伊依は、彼のそんな何気ない気き遣づかいに救われた。哀しみは消えないし、涙はもはやとまらないけれど、ちょっとは楽になった。

　遊を見あげる。涙でぼやけている。

　彼がどんな表情をしているかはわからない。

　男性が、異性が、まだちょっとだけ怖こわかったけれど、遊なら怖くない。伊依は今だけ甘えさせてもらおうと──遊の、知らないあいだに大きくなっていた身体にすがった。

　温かい。頭を撫なでてくれた彼の指先が、愛いとしい。

　このひとを好きなのだと思った。頼たよれるとか。慰めてくれるとか。そういうのの対価としてではなく、ただ当たり前にこのひとのそばにいたいと思った。

　哀しみの涙はとまらない。

　けれど心が涙で凍いてつくことはなかった。彼が……温かかったから。

　遊はあくまで穏おだやかだった。いつだって、彼は強かった。

「涙は、いつか止まるから綺き麗れいなんだよ。たくさん泣いたら、泣きやもうね。伊依ちゃんは──やっぱり、笑っているほうが、僕は好きだな」

「……ありがとう」

　すぐちかくで見つめあう。お葬式はつづいている。哀しみも消えはしない。けれど遊がいる。そばにいる。ずっとずっと逃にげて、見ないふりをして、自分はこの温かさを知らなかった。これからは、けして見過ごしはしない。

　自分の気持ちを知った。それを伝えた。彼もたぶん受けいれてくれた。

　その安心が、まだ幼い恋こい心ごころが、伊依を支えてくれた。

　がんばれると思った。

　つらくても。苦しくても。どれだけ涙なみだを零しても。壊こわれてしまいそうでも。

　がんばれる。

　彼が、そばにいる。

　寂憐院の座ざ敷しき牢ろうで、愛を知らずに育った自分に笑いかけ──手を伸のばしてくれた少年に、ようやく応こたえることができた。ずいぶんと遠回りして、待たせてしまったけれど、伊依はようやく遊に出会えたのだと思った。

　手をとった。温かかった。

　涙がとまれば、また笑え顔がおを思いだせるはずだった。
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「──見せつけてくれちゃってね」

　不意に……声がした。

　軋きしむような、車くるま椅い子すの音も。

「公衆の面前で、恥はじ知しらずに抱きあってさ。馬鹿みたいな台詞せりふを言いあって、あんたら脳みそ膿うんでんじゃないの？　あぁ気持ち悪い。吐はき気けがするね。死んだほうがいいよ。目め障ざわりだね。どいてよ……通れないじゃない」

　抱ほう擁ようをしあっていた伊依と遊は、弾はじかれたように声の方向を見た。式場の建物──その傍かたわら、狭せまい道路の街路樹の下にいたふたりは、なるほど通行の邪じや魔まではあった。けれど、弔ちよう問もん客きやくはおおむね揃そろったようだし、遅おくれてきた誰だれかがいるとは思わなかったのだ。

　でも。

　そうか。

　まさか──いろんな意味で、来ないだろうと思っていたけど。

　彼女は、やってきたのだ。

「……なに？　お化けを見るような顔やめてよね」

　この、片津理夢の葬式に。

「邪魔だって言ってるでしょ。どけ、バカップル」

　凶きよう悪あくな言葉とは裏腹に、とても弱々しい見た目の少女だった。

　病院から、一時的な外出許可をもらって出てきただけ、という感じだ。身にまとうのは消毒臭しゆうのする白い寝ね間ま着き。身体のあちこちに湿しつ布ぷや包帯が目立ち、そこには血が滲にじんでいる。片目は治ち療りようの眼帯だし、首筋にいくつも動脈注射の跡あとがあるし、今も大量の管に繫つながって点てん滴てきを打たれている。車椅子に座っているのは、自分で歩けないからだろう。

　否いな、指一本、彼女は動かせないはずなのだ。

　身体からだがばらばらに崩ほう壊かいしかけたのだ……絶対安静どころか、緊きん急きゆう治療室で今も施せ術じゆつを受けていないと、生命の維い持じも難しい状態だと──伊依は思っていたのだが。

　意外と元気そうだった。

　もちろん、胸でも強く押されればそれで心臓が止まりかねない、危あやうい状態なのだろうが。

　それでも彼女はやってきた。

　自分が殺した少女のお葬式に。

　唾つばを吐かれ、石を投げられ、罵ば倒とうされ、嬲なぶり殺されることすら、彼女のこれまでの人生を思えば──可能性はあったのに。この怪モン造ステ学イス者トが集まった場所に、今にも倒たおれそうな血の気のない顔色でやってきた。

　どれほどの勇気が必要だっただろう。

　命いのち懸がけ……である。

「勘かん違ちがいしないでよ」

　震ふるえる指先で、彼女は膝ひざの上に置かれた、麦わら帽ぼう子しをぎゅっと握にぎりしめる。投薬のせいか髪かみの毛は色が抜ぬけ、指も骨のようだったが、たぶんその帽子は似合うだろう。

　全身を異い形ぎようのものにしていたころより、今のほうがずっと──。

　彼女は麦わら帽子が似合いそうな、女の子だった。

　繊せん細さいそうで、でも気難しそうな、どこにでもいる……ふつうの女の子だった。

「殊しゆ勝しようになったわけじゃない。わたしはわたし。変わらない」

　憎ぞう悪おをこめた視線で、彼女は伊依を見つめてくる。

　伊依は遊の手を握りしめ、それを真っ直すぐに受けとめる。

　見つめあう。睨にらみあう。

「わたしは世界が大だい嫌きらい。人間もみんな大嫌い。あんたのことも大嫌い。感謝してるだなんて勘違いしないで。助けられたなんて思っちゃいない。あんたはそれで誰かを救ってるつもりなのかもしれないけどね……余計なお世話だったよ、ほんとに」

　棘とげのある言葉も、そんな力のない声で言われても痛くも痒かゆくもない。

　でも、伊依は真しん摯しに受けとめた。

　忘れてはいけない。自分は彼女を助けてはいない。そこまで大層なことができたとは思わない。まだ途と中ちゆうだ。勝負はつづいている。でも、伊依は諦あきらめない。

　いつか必ず、この痛みと苦しみに染まった少女の魂たましいを、救うのだ。

「今日この葬式にきたのも、罠わな奈なが無理やりつれてきたからだし」

　車椅子を押しているのは、鉄仮面の怪モン造ステ学イス者ト──虚こ島じま罠わな奈なだ。

　父のしたことの罪つみ滅ほろぼしか、純じゆん粋すいな善意か、彼女の真意は知れない。まだ難しい心の問題や、葛かつ藤とうや、疵きず痕あとはぜんぶ消えたわけではない。

　けれど伊依は絶望しない。

　前向きに、善処する。

「……それでも、嫌いやだったら拒きよ否ひはできたはずだよね？」

　伊依は恐おそる恐る、声を紡つむいだ。

「カタちゃんのために、お葬式にきてくれてありがとう。カタちゃんは……ずっと昔に亡なくなっていたそうだから、あまり気に病やまないで。誰がどんな酷ひどいことを、あなたに言うかはわからないけど──が、がんば……って」

　涙なみだが溢あふれ、言葉が乱れる。自分も気持ちの整理はついていない。それで誰かを励はげまそうなど分不相応だった。理夢のことも、まだ詳くわしくは知らない。それについて恨うらむつもりはないけれど、まだ涙に溶とけていないいくつもの感情はある。

　これから、伊依の目の前の少女は、いくつものそんな感情と戦わなくてはいけない。

　生きているかぎり、これまでばらまいてきた不幸と罪を、抱だきつづける。

　だけど。がんばってほしかった。負けないでほしかった。

　でも──うまく言えなかった。伊依は自分が情けなかった。

「ふん」

　膝の上の麦わら帽子を握りしめ、少女は目を逸そらし、車くるま椅い子すを押す罠奈を促うながして式場へ向かった。

　平気な顔をしているけど、指先が震えていた。

　今の彼女はふつうの人間よりも遥はるかに弱い。あのとき──最後の最後で、ほんの少しだけ、伊依は彼女に生命力を……《魔ま力りよく》を吸われた。けれど崩壊は止まらず、少女は死のうとしていた。

　その次の瞬しゆん間かんだ。

　伊依は、奇き跡せきのような、幸せな光景を見た。

　けして全員が協力してくれたわけではない。けれど何人かが、この可哀かわい想そうな少女を助けるため──かつて、同じ怪モン造ステ学イス者トが生みだした被ひ害がい者しやを救うため、生命力を提供してくれたのだ。少しずつ。少しずつ。優やさしさを。命を。

　最後に喜き悦えつ大公が崩くずれかけていた少女を、その《魔力》で整えて。

　彼女は生きのびた。

　感謝の言葉は最後まで口にしなかった。

　けれど、生命力を受けいれ、生きようとしたのは──少女自身の意思だった。誰だれも死のうとする相手を此し岸がんに引き留めることはできない。死に向かっていたあのとき、彼女を現世に留めたのは何なのか、伊依にはわからないけど……。

　この少女は生きることを選せん択たくしたのだ。

　罪と向きあい、怖こわくて堪たまらないだろうに、こうして式場まできて。

　彼女を生かしたのは、死を選択させなかったのは、その理由は何だったのだろう。伊依の言葉か。あのときの、みんなの優しさか。それとも──。

「伊依ちゃんがうまく言えないみたいだから、僕が言うよ」

　遠ざかろうとしている弱々しい背中に、伊依の手を握にぎって遊が声を吐はきだした。

「僕は正直、まだ君のことを恨んでいる。義と父うさんを殺したのは君だ。母さんを殺したのは君だ。僕から目を奪うばい、全すべてを壊こわしたのは君だ。憎にくんでいる。でも、でも」

　車椅子がとまる。

　少女は振ふり返らない。

　うなだれ、震ふるえた彼女に、遊は──きちんと、告げた。

「三ヶ月、君と暮らして」

　その間にあった物語を、伊依は知らない。

　けれど、それはたしかにひとりの少年の心を、わずかにでも変えていた。

「義父さんがしたことを知った。だからって、君のした復ふく讐しゆうを許すなんて言わない。君は間ま違ちがいなく僕の両親を殺した憎らしい怪かい物ぶつだ。でも」

　そうして遊も、決断した。重く苦しく、やるせない決断だっただろう。

　彼はひとりの少女を、そのとき……たぶん、救ったのだ。

「でも可哀想な人間だ。君の人間の部分を、僕は許す」

　伊依は──彼を尊敬する。

「あのとき、伊依ちゃんを殺さないでくれてありがとう」

　身を裂さくような、それは痛みを伴ともなう言葉だっただろう。

　けれど、遊はきちんと言い遂とげようとしていた。

「生きることを……選んでくれてありがとう」

　少女が振りかえった。罠奈は横に移動し、遊を眩まぶしそうに見ている。

　伊依もそっとさがって、心のなかで応おう援えんした。

　がんばれ。遊。

「あのとき、怪物の君は死んだ。なら、もう僕は君を恨むことはできない。人間の君を」

　遊は歯は嚙がみし、精せい一いつ杯ぱいに言葉を紡いでいた。

「いつか君が元気になったら、そのとき──ゆっくり喋しやべろう。君と話したいことがたくさんあるんだ。言いたいこと、聞きたいこと、たくさんあるんだ。嫌だとは言わせないよ、そのくらい……いいでしょ？」

　そして彼は、目の前の少女を人間として、呼こ称しようしたのだ。

「姉さん」

　平へい凡ぼんな、遊の願い。

　不器用な、その宣言。

　その言葉が、感情が、どのように受けとられたかはわからない。呼びかけられた相手は、一いつ瞬しゆん──呆ぼう然ぜんとして、何かを言いかけて、口を何度か開閉して……けっきょく、言葉にならず、目元にみるみる涙なみだを浮うかべた。

「……うん」

　しっかり頷うなずき、寂じやく憐れん院いん友ゆ樹うきは、その表情を隠かくすみたいに。

　震える指で麦わら帽ぼう子しを持ちあげると、深くかぶった。





アンダカの怪造学Ⅷ〈了〉　









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。『アンダカの怪造学Ⅷ　Every DayDream』をお届けいたします。つっこみどころの多い表紙もご愛あい嬌きようとして、このシリーズのひとつの区切りにあたる話を最後まで書ききれた達成感にひたっております。

　ようやく書けたなぁ、と思いました。

　今回の話の主しゆ軸じくになっている、伊依の恋れん愛あいと、ヴェクサシオンとの決着は、どちらもこれまでの話を書きながら「どうしたものかなぁ」と悩なやみに悩みぬいておりました。

　でもまぁ、このタイミングで、こういうかたちで決着がついたのは、良かったなぁと思っています。綺き麗れい事と呼ばれるむきもあるかもしれませんが、その綺麗事を実現するのに伊依がこれまで重ねてきた苦労を思えば、これも運命的かなと思います。いや、当初の予定ではもっと残ざん虐ぎやくな結末になるはずだったのですが、伊依ちゃんがんばった（笑）。

　ともあれ。

　今回はあとがきのページ数をあんまりもらえなかったので、恒こう例れいの日日日のぐだぐだ語るぜのコーナーはありません。「アンチテーゼとしてのヴェクサシオン」とか「今回の戦せん闘とう描びよ写うしやはシューティングゲームを参考にしました」とか「悲哀大公の鬱うつ魂だまはＲＰＧの状態異常を参考にしました」とか「井口文女の名前の由来は」とか「エナミさん水着とか裸はだかエプロンとか描かかせてごめんなさい」とかいろいろ語るべきことはあったのですが。

　まぁ伝えたいことはすべて本編にあるので、あとがきで語ることもないかなぁと思いますけれども。無む駄だな豆知識とか制作秘話とかを語りたい人間なので。寂さびしいなぁ。

　まぁ僕の寂しさは置いといて、以下は謝辞です。

　このシリーズ始まって以来の大手術を、巧たくみな手しゆ腕わんで成功させてくれた担当さん。ありがとうございます。あなたがいなければ完成しませんでした。大感謝です。そして僕と担当さんの奸かん計けいに嵌はまって変なものばかり描かされている絵師のエナミカツミさん。ほんとにすみません。なんでも描いてくれるエナミさんが嬉うれしくてつい……！　他ほかにも、今回もたくさんの人々に支えられ、アンダカはここまでやってきました。

　次回は満を持して「ＶＳ虚無大公」となる予定です。舞弓や真子、血影に不動、鬼京や高橋などなど、物造や虚マテ界リ呪ア具ルに絡からむすべての因いん縁ねんに決着を。近ごろ萌もえキャラになってる侍さむらい少女の本領発揮です。ますます濃のう密みつになる物語をどうかお楽しみくださいませ。

　それではまた、次回のアンダカでお会いいたしましょう。





日日日。　　
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